
The Present and Future Spoken
by 15 Experts in Humanities and
Social Sciences.
The Path to Japan, 2050.
Asking About that Process.

人の
人文・社会科学系
有識者が語る
現状と未来

 

年
の
日
本
へ
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を

問
う
。
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Big Pictureに揚げられた
17項目の社会問題

経済・労働分野
ー 国際情勢の変化が与える影響
ー 経済状況の悪化
ー 雇用情勢の悪化
ー 仕事上のやりづらさ

環境・インフラ分野
ー デジタル環境の脆弱さが顕在化
ー 地域振興における懸念
ー SDGsや環境への取組が後退
ー 都市交通の問題
ー 食料問題における不安

人間・生活分野
ー 精神的ストレス、人的交流の停滞
ー 倫理面での不安要素
ー 教育格差の拡大や精神的ストレス
ー 結婚・出産や文化活動への影響

行政・政治分野
ー 医療体制の逼迫
ー 巨額な財政出動で財政赤字が拡大
ー 支援策が必ずしも有効活用されない
ー 行政のデジタル化ニーズの高まり

T
o B

eg
in

は
じ
め
に

　
世
界
的
な
人
口
増
大
や
激
し
さ
を
増
す
自
然
災
害
と
いっ
た
私
た
ち
を
取
り

巻
く
諸
問
題
、あ
る
い
は
Ａ
Ｉ
の
活
用
や
バ
ー
チ
ャル
空
間
の
拡
大
と
いっ
た
科
学

技
術
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
変
化
な
ど
、私
た
ち
の
未
来
は
不
確
実
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
今
、感
染
症
が
猛
威
を
振
い
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
顕
在
化
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、科
学
技
術
振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）社
会
技
術
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー（RISTEX

）は
、２
０
２
０
年
度
に「
コロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
主

要
社
会
問
題
の
抽
出・整
理
に
関
す
る
調
査（Big Picture

）」を
ま
と
め
ま
し

た
。そ
こ
で
抽
出
さ
れ
た
諸
問
題
の
解
決
の
糸
口
を
探
る
と
と
も
に
、世
界
人
口

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
な
ど
困
難
な
時
代
の
到
来
が
予
測
さ
れ
る
２
０
５
０
年
に

お
い
て
、私
た
ち
が
目
指
す
べき
ビ
ジョン
の
明
確
化
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
を
見
出

す
た
め
、Ｊ
Ｓ
Ｔ「
科
学
と
社
会
」推
進
部
が
製
作
し
た
の
が
本
報
告
書
で
す
。

　
今
回
、私
た
ち
が
ヒ
ン
ト
を
求
め
た
の
は
、２
０
２
１
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
第
６
期
科
学
技
術・イ
ノ
ベー
シ
ョン
基
本
計
画（
以
下
、第
６
期
基
本
計
画
）」

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る「
総
合
知
」で
し
た
。総
合
知
と
は
、人
文
・
社
会
科
学
の

「
知
」と
自
然
科
学
の「
知
」の
融
合
を
意
味
す
る
概
念
で
、も
っ
て
人
間
や
社
会

の
総
合
的
理
解
と
課
題
解
決
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
人

文・社
会
科
学
は
、「
第
６
期
基
本
計
画
」の
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
科
学
技
術
の
振

興
対
象
と
し
て
新
た
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、本
報
告
書
で
は
、Big 

Picture

に
掲
げ
ら
れ
た
17
項
目
の
社
会
問
題
に
精
通
し
た
人
文
・
社
会
科

学
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
有
識
者
15
名
への
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、

そ
の
提
言
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
人
文・社
会
科
学
の
視
座
か
ら
は
、現
状
や
未
来
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て

い
る
の
か
。そ
し
て
私
た
ち
も
、不
確
実
な
未
来
を
座
し
て
待
つ
の
で
は
な
く
、「
あ

り
た
い
未
来
」を
築
く
た
め
に
何
を
培
う
べき
な
の
か
。

　
15
名
の
有
識
者
の
言
葉
か
ら
導
き
出
し
ま
す
。
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に
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史
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佐
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研
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授
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Interview
第2章

Data
第3章

分
析
資
料
１   

課
題
が
山
積
す
る
現
代
社
会

分
析
資
料
２   

２
０
５
０
年
の
あ
り
た
い
未
来
像

分
析
資
料
３   

総
合
知
の
発
芽
に
必
要
な
環
境
と
営
み

分
析
資
料
４   

あ
り
た
い
未
来
を
つ
く
る
た
め
の
要
素

課
題
が
山
積
す
る
現
代
社
会

2
0
5
0
年
の
あ
り
た
い
未
来
像

総
合
知
の
発
芽
に
必
要
な
環
境
と
営
み

あ
り
た
い
未
来
を
つ
く
る
た
め
の
要
素

Summary
第1章

本報告書は1～3章で構成しています。第1章はインタビュー分析結果のサマリー、第2章はインタビュー記事、
第3章は分析結果の詳細資料をそれぞれ記載しています。
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分
析
方
法

A
bout th

e M
eth

od of A
n

alysis
人
文・社
会
科
学
系
の
有
識
者
15
名
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
分

析
に
は
、質
的
研
究
法
の
ひ
と
つ「
M
‐
G
T
A(

修
正
版
グ
ラ
ウ
ン

デ
ッ
ド・セ
オ
リ
ー・ア
プ
ロ
ー
チ)

」の
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
。イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、文
字
起
こ
し
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
作
成
、ポ
イ
ン
ト
生
成
、カ
テ

ゴ
リ
ー
生
成
と
い
う
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
通
じ
て
、分
野
も
背
景
も
異

な
る
有
識
者
か
ら
得
ら
れ
た
共
通
点
の
抽
出
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「GTA」とは、データから概念
を抽出し、その概念同士を関
連付けて新しい理論を生成す
る質的研究の方法です。その
修正版である「M-GTA」では、
データ分析のプロセスの明確
化に加え、「誰が」「何を何のた
めに」「どのように実践するの
か」など、社会実践への徹底し
た意識化といった点が強化さ
れています。

step1

step5

step3

Big Pictureに掲げられた17項目の社会問題をもとに、
100人の人文・社会科学系有識者リストを作成。専門分野
やバックグラウンドが多様になるよう意識して15名への絞
り込みを行いました。

の
ポ
イ
ン
ト
を

整
理
し
て

5616
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

生
成

step4

400
の発

言
内
容
か
ら

共
通
性
を
見
出
し

400
の
重
要
な

発
言
内
容
を

抽
出
し

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

作
成

56
の主

要
な

ポ
イ
ン
ト
を
生
成

30
step2

時
間
に
お
よ
ぶ

音
声
デ
ー
タ
を

文
字
起
こ
し

人
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

人
の
候
補
者
か
ら

 

絞
り
込
ん
だ

100
15

M-GTA について

※本報告書では便宜的にM-GTA法の用語を右記のように置き換えて表記しています。　・概念→ポイント　・バリエーション（ヴァリエーション）→発言内容



Summary

第1章
本章では、インタビューから浮かび
上がってきたポイントを「課題が山
積する現代社会」「2050年のありた
い未来像」「総合知の発芽に必要な
環境と営み」「ありたい未来をつくる
ための要素」という４つの観点に分
類してまとめました。



Analytical method

行き詰っている
産業、社会システム

蛸壺化、複雑化する
科学技術

関係が分断され
心身の健やかさに
欠けた暮らし

06   Chapter 1  |  Summary

政治への
無関心による

「おまかせ民主主義」が
広がっている

無自覚な
差別意識が
根強く
残っている

職業教育や
博士号取得者の

登用システムが停滞し、
次世代を担う人材が
不足している

最先端技術の
浸透に地域間格差が
広がりつつある

現状の資本主義と
社会システムの弊害で

人間らしさや
自然への配慮が
失われている

かつて
資源だったものが、
社会的意味付けを
喪失している

サイロ型の
閉鎖構造が

時代とミスマッチに
なっている

ハードウェア型・
サイバー空間型
それぞれの課題が
顕著になっている

当事者の居場所や
声を拾い上げる
仕組みが
不足している

多様な
背景・価値観に
対する受容性が
機能しにくい
社会構造と
なっている 新しい技術・

サービスの
利活用に差があり、
社会の分断が
生じつつある

人間中心の
科学技術だけでは
社会課題に対応

しきれなくなっている

課
題
が
山
積
す
る

現
代
社
会

さ
ら
に
地
球
温
暖
化
、経
済
の
停
滞
、少
子
高
齢
化
、地
方

の
衰
退
、そ
し
て
感
染
症
の
流
行
と
い
っ
た
問
題
が
私
た

ち
の
社
会
に
多
く
の
課
題
を
突
き
付
け
て
い
ま
す
。

高
度
経
済
成
長
後
の
バ
ブ
ル
崩
壊
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

誕
生
に
よ
る
情
報
化
社
会
の
到
来
な
ど
、社
会
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

Contemporary Society with
Accumulating Issues

失われつつある
風土と自治



Analytical method

活力ある
産業、社会システム

最適化、民主化した
科学技術

多様性や
ウェルビーイングが
実現された暮らし

07   Chapter 1  |  Summary

人々が培ってきた
知識や技能を
生かした自治が
行われている

マイノリティが
不利益を被らない
社会制度が
整備されている

高度な人材が
各地を流動的にめぐり、

自由闊達な
イノベーションを
起こしている

技術の民主化が進み、
地域単位で
運用されている

地域の土壌・風土を
起点に未来が
語られている

世界に先駆けた
スタイルが
創出されている

各地域の切実な問題を
起点に政策立案が
行われている

多極集中型の
都市デザインが
実現されている

多様性が機能し、
ウェルビーイングが
実現される社会構造と

なっている

誰もが心地よく、
コミュニケーションが

活性化する
空間がある

どんな条件下でも
恩恵を享受できる
真のユニバーサル
デザインが
浸透している

テクノロジーにより
拡張した身体と
人の固有性が
融合している

2
0
5
0
年
の

あ
り
た
い
未
来
像

そ
の
な
か
で
私
た
ち
は
、ど
の
よ
う
な
未
来
を
描
き
、生
き

て
い
く
べ
き
か
。有
識
者
の
言
葉
か
ら
、２
０
５
０
年
の
あ

り
た
い
未
来
像
を
紡
ぎ
出
し
ま
し
た
。

お
よ
そ
３０
年
後
の
２
０
５
０
年
。世
界
人
口
は
約
１
０
０

億
人
に
達
し
、食
料
や
資
源
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
と
同
時

に
高
齢
化
も
進
む
な
ど
、困
難
な
時
代
を
迎
え
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

Vision of the Future
We Want in 2050

守り育てられた
風土と自治



総
合
知
の
発
芽
に

必
要
な
環
境
と
営
み

T
he Environ

m
ent and W

ork R
equired

for B
urgeon

ing the convergence of k
now

ledge
「
総
合
知
」と
は
、人
文
・
社
会
科
学
と
自
然
科
学
の「
知
」の
融
合

を
意
味
す
る
概
念
で
、人
間
や
社
会
の
総
合
的
理
解
や
課
題
解

決
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
発
芽
を
促
す

た
め
に
必
要
な
環
境
と
営
み
を
抽
出
し
ま
し
た
。

人文・社会科学の知や特性

1234
過
去
を
育
て
て
未
来
を
つ
く
る

社
会
と
技
術
の
関
係
を

I
か
ら
W
e
に
導
き
、

実
装
後
の
世
界
を
評
価
す
る

心
を
ゆ
さ
ぶ
る
も
の
、

未
知
な
る
可
能
性
へ
の
感
性
を
持
つ

当
た
り
前
を
疑
う
視
点
、

批
判
的
な
知
性
と
気
骨
を
持
つ

自
然
科
学

人
文
・
社
会
科
学

対話を楽しみながら、一緒にチャレンジできる関係性

異分野をつなぐプラットフォームと人材

心理的安全性のある状況下での時間をかけた信頼関係の構築

社会課題や目的の共有が先導する具体的な議論

オープンな関係性と
信頼のチームづくり

質的研究と量的研究のバランス

「金槌型／ものさし型」の知、「課題解決型／価値創造型」の活動

学問分野のディシプリンが多様であることへの理解

「ありたい未来」の起点となる思考や価値観、哲学の提示

専門知の多様性に対する
適切な理解と活用

評価者のダイバーシティと対話を取り入れた評価プロセス

ビジョン発と興味・関心発、双方の研究を尊重

政治・行政との建設的な関わり

社会実装や課題解決に挑む主体との現場への参画

社会との相互作用を
重視したアカデミズム

総
合
知

08   Chapter 1  |  Summary



E
lem

en
ts to C

reate th
e F

utu
re W

e W
an

t

あ
り
た
い
未
来
を

つ
く
る
た
め
の
要
素

課
題
が
山
積
す
る
現
代
社
会
か
ら
、２
０
５
０
年
の
あ
り
た
い
未
来
へ
。

価
値
観
や
社
会
の
あ
り
方
な
ど
が
回
帰
と
進
化
を
繰
り
返
し
な
が
ら
発

展
し
て
い
く
た
め
に
、有
識
者
か
ら
語
ら
れ
た「
あ
り
た
い
未
来
を
つ
く

る
た
め
の
要
素
」を
集
め
ま
し
た
。

未
来
を
創
造
す
る
場

多
様
な
当
事
者
が
弱
さ
や
生
き
づ
ら
さ
を

オ
ー
プ
ン
に
語
り
合
え
る
機
会
を
大
切
に
す
る

環
世
界
を
起
点
と
し
た
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
の

ア
イ
デ
ア
を
思
考
で
き
る
場
を
設
計
す
る

バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
の
両
輪
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る

感
覚
を
働
か
せ
て
創
造
性
を
引
き
出
す

起
点
と
な
る
テ
ー
マ

誰
も
が
自
分
事
化
で
き
る

身
近
な
問
題
を
テ
ー
マ
に
す
る

「
確
実
に
来
る
未
来
」を

起
点
に
議
論
す
る

人
間
の
変
わ
ら
な
い
本
質
を

問
い
続
け
な
が
ら
認
識
や

社
会
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ
る

個
人
の
問
題
を
社
会
全
体
の

問
題
へ
と
捉
え
直
す

キ
ー
と
な
る
主
体

未
来
の
主
役
と
な
る
若
者
を
軸
に
議
論
し
、

社
会
へ
の
発
信
も
推
進
す
る

専
門
性
が
高
く
長
期
的
な
視
点
を
持
っ
た

新
た
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
構
築
す
る

政
治・行
政
が
全
体
を
俯
瞰
し
、

バ
ラ
ン
ス
調
整
役
と
し
て
存
在
す
る

知
を
編
集
す
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
エ
デ
ィ
ッ
ト
で

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

あ
り
た
い
未
来
の
描
き
方

ビ
ジ
ョ
ン
先
行
で
未
来
像
を
描
く

「
こ
こ
で
、と
も
に
、無
事
に
」に

フ
ォ
ー
カ
ス
す
る

過
去
と
未
来
を
行
き
来
す
る

螺
旋
上
昇
で
デ
ザ
イ
ン
す
る

現
場
や
当
事
者
の

表
面
化
し
な
い
声
を
拾
い
上
げ
て

社
会
の
ニ
ー
ズ
を
探
る

オ
ー
プ
ン
な
関
係
性
と

信
頼
の
チ
ー
ム
づ
く
り

社
会
と
の
相
互
作
用
を

重
視
し
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

専
門
知
の
多
様
性
に
対
す
る

適
切
な
理
解
と
活
用

総合知の発芽に
必要な環境と営み

人
文・社
会
科
学
の

知
や
特
性

2050年の
ありたい未来

課題が山積する
現代社会
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Interview

第2章
本章では、有識者15名それぞれの提
言を、インタビュー記事としてまとめ
ました。第１章の4つの観点やポイン
トについて、各有識者の経験や知見
に裏付けされた言葉を通じて紐解き
ます。
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有
識
者
一
覧
（
五
十
音
順
）

L
ist of E

x
perts

朝倉 由希さん
公立小松大学 准教授

石原 真衣さん
北海道大学 准教授

上田 洋平さん
滋賀県立大学 講師

ウスビ・サコさん
京都精華大学 全学研究機構長（前学長）

神里 達博さん
千葉大学大学院 教授

日下 菜穂子さん
同志社女子大学 教授

工藤 啓さん
育て上げネット 理事長

坂出 健さん
京都大学 准教授

塩瀬 隆之さん
京都大学 准教授

杉谷 和哉さん
岩手県立大学 講師

冨山 和彦さん
経営共創基盤 IGPI グループ会長

林 香里さん
東京大学 理事・副学長

藤原 辰史さん
京都大学 准教授

松田 美佐さん
中央大学 教授

 村上 祐子さん
立教大学大学院 教授

文化政策

文化・芸術の意義 アートと多様性

高齢者心理学

ワンダフルエイジング ウェルビーイング

サイバーデモクラシー

産業史 政治的意思決定

科学技術コミュニケーション

問いのデザイン 対話の場

政策評価

公共政策学 EBPM

社会的孤立

NPO ひきこもり

国家財政

経営学 イノベーション創出

自治

食 在来知

コミュニケーション研究

メディア うわさ

AI

哲学 倫理

ジャーナリズムと公共性

ケアの倫理 ダイバーシティ

沈黙

先住民フェミニズム 文化人類学

地域文化学

まちづくり ふるさと

空間人類学／建築学

コミュニティ 大学改革

科学技術社会論

リスク研究 科学史
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提
言       P

roposal 

 no. 01多
様
な
価
値
を
認
め
合
う
社
会
に
向
け
て
、

文
化・芸
術
と
科
学
の
一
体
性
を
取
り
戻
す
。

　

文
化
や
芸
術
の
持
つ
多
様
な
価
値

を
豊
か
な
地
域
・
社
会
づ
く
り
に
生
か

す
こ
と
を
目
指
し
、意
義
や
あ
り
方
を

追
求
し
て
い
る
朝
倉
由
希
さ
ん
。我
が

国
の
芸
術
や
文
化
政
策
が
置
か
れ
た

現
状
、２
０
５
０
年
に
向
け
て
科
学
と

の
関
係
性
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
人
の
幸

せ
」を
起
点
に
置
く
こ
と
の
重
要
性
が

見
え
て
き
た
。

芸
術
を
有
用
性
で

評
価
す
る
現
状
が
、

多
様
性
を
損
ね
て
い
る

 　

こ
の
と
こ
ろ
科
学
が
従
来
と
は
異

な
る
視
点
や
思
考
法
を
必
要
と
し
、

「
ア
ー
ト
」や「
感
性
」を
求
め
始
め
て
い

る
と
感
じ
る
の
で
す
が
、芸
術
の
側
の

現
状
は
、残
念
な
が
ら
芸
術
が
持
つ
豊

か
さ
へ
の
自
信
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
の
背
景
に
は
、

「
何
か
の
役
に
立
ち
ま
す
」と
言
わ
な
い

と
生
き
残
れ
な
い
危
機
感
が
あ
る
。一

方
で
私
は
、有
用
性
を
主
張
し
過
ぎ
る

こ
と
も
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、政
策
と
し
て
進
め
て
い

く
に
は
、便
益
や
有
用
性
を
客
観
的
に

示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。心
理
的
な
効

果
や
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
、他
分

野
の
手
法
も
取
り
入
れ
て
測
り
、多
層

的
に
価
値
を
示
す
こ
と
は
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。で
も
、評
価
の
観
点
で

数
値
的
に
示
し
や
す
い
効
果
ば
か
り

が
優
先
さ
れ
て
し
ま
う
と
、ど
う
な
る

で
し
ょ
う
。

　

本
来
、芸
術
が
持
っ
て
い
る
力
っ
て

理
屈
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。触
れ
る
こ
と
で

衝
撃
を
受
け
た
り
、考
え
方
が
ゆ
さ
ぶ

ら
れ
た
り
、価
値
観
が
変
わ
っ
て
前
向

き
に
生
き
て
み
よ
う
と
思
え
た
り
す

る
。芸
術
は
、人
々
の「
生
き
る
」こ
と
に

寄
り
添
っ
て
く
れ
る
存
在
な
の
で
す
。

　

た
だ
、そ
れ
を
客
観
的
な
指
標
に
乗

せ
て
証
明
す
る
の
は
難
し
い
し
、説
明

し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、数
字
で

測
れ
る
も
の
し
か
価
値
と
し
て
認
め
ら

れ
な
く
な
っ
て
、結
果
的
に
多
様
性
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
。

　

特
に
２
０
１
０
年
代
以
降
は
経
済

価
値
至
上
主
義
的
な
発
想
が
高
ま
っ

て
き
て
、芸
術
が
社
会
や
経
済
に
対
し

て
持
つ
幅
広
い
意
義
が
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
う
の
で
す
が
、

「
儲
か
る
話
」ば
か
り
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
は
、憂
慮
し
て
い
ま
す
。

　

数
値
化
で
き
る
指
標
だ
け
で
芸
術

の
価
値
を
狭
く
示
す
の
で
は
な
く
、文

化
・
芸
術
は
間
違
い
な
く
社
会
の
根
底

に
必
要
な
も
の
だ
と
い
う
合
意
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
の
で
す
。

市
民
こ
そ
が

ア
ー
ト
の
担
い
手
と
し
て

創
造
性
を
発
揮
す
べ
き

 　

実
際
に
政
策
や
事
業
に
関
わ
る
と
、

す
べ
て
の
活
動
を
本
当
に
芸
術
と
捉

え
て
い
い
の
か
、わ
か
ら
な
く
な
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、「
こ
れ

は
芸
術
な
の
か
？
」と
い
う
議
論
が
生

ま
れ
る
こ
と
自
体
が
大
切
な
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、「
芸
術
は
健

全
な
民
主
社
会
の
基
盤
」と
捉
え
ら
れ

て
い
ま
す
。社
会
に
は
異
な
る
価
値
観

が
あ
る
か
ら
こ
そ
対
話
が
必
要
で
、そ

れ
を
促
す
土
俵
と
し
て
芸
術
や
公
共

施
設
が
あ
る
わ
け
で
す
。日
本
で
は
、そ

の
よ
う
な
理
解
が
確
立
し
な
い
ま
ま
近

視
眼
的
に「
役
に
立
つ
か
ど
う
か
」ば
か

り
の
議
論
に
陥
っ
て
い
ま
す
。で
も
、本

当
は
も
っ
と
広
義
の
も
の
だ
と
い
う
こ

と
を
共
通
認
識
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

外
国
を
絶
対
視
す
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
が
、諸
外
国
の
文
化
政
策
を

チ
ー
ム
で
研
究
し
て
き
た
な
か
で
、政

策
の
根
幹
に
あ
る
理
念
の
違
い
は
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て

こ
の
議
論
が
研
究
者
だ
け
に
閉
じ
て

し
ま
わ
ず
に
、市
民
と
の
対
話
の
場
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
一
般

の
方
々
の
関
係
は
多
く
の
分
野
で
非

常
に
乖
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。研
究

者
が
設
定
し
て
い
る
テ
ー
マ
は
、そ
の

分
野
で
の
大
き
な
社
会
課
題
だ
と
は

思
う
の
で
す
が
、一
般
に
社
会
課
題
と

い
う
捉
え
方
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
よ
ね
。特
に
文
化
・
芸
術
分

野
は
自
分
の
生
活
と
は
関
係
の
な
い
、

閉
じ
た
世
界
の
話
だ
と
感
じ
て
い
る

方
も
多
い
で
し
ょ
う
。こ
れ
が
す
ご
く

悩
ま
し
い
。

　

で
す
か
ら
地
域
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
で
は
、意
識
的
に
一
般
市
民

と
ア
ー
ト
と
の
垣
根
を
壊
し
、「
市
民

こ
そ
が
担
い
手
で
あ
る
」と
い
う
意
識

を
強
く
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

　

そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
は
、ア
ー
ト

の
見
方
を
も
っ
と
多
様
に
広
げ
る
こ

と
。「
一
部
の
特
別
な
人
た
ち
だ
け
が

や
る
も
の
だ
っ
た
っ
け
？
」と
問
う
こ

と
で
す
。一
般
の
人
た
ち
も
、も
っ
と
創

造
性
を
発
揮
で
き
る
し
、担
い
手
に
も

な
れ
る
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
協
働
し
て

作
り
手
に
も
な
れ
る
よ
う
な
動
き
も

あ
り
ま
す
。専
門
家
と
非
専
門
家
の
垣

根
を
払
い
、す
べ
て
の
人
の
創
造
性
を

よ
り
高
め
て
い
く
の
も
、ひ
と
つ
の
有

効
な
方
向
性
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ー
ト
の
定
義
も
ど
ん
ど
ん
広
が
っ

て
き
て
い
て
、生
活
に
根
付
い
た
文
化

に
新
た
な
視
点
を
当
て
る
取
り
組
み

や
、お
祭
り
な
ど
も
ア
ー
ト
だ
と
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。地
域

の
人
た
ち
は
全
く
そ
う
思
っ
て
い
な
く

て
も
、み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
所
を
自

分
た
ち
で
つ
く
る
こ
と
は
、ア
ー
ト
活

動
と
言
っ
て
い
い
。そ
う
し
た
、人
と
人

と
の
関
係
を
媒
介
す
る
力
が
ア
ー
ト

に
は
あ
る
の
で
す
。

 

ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
で

研
究
の
目
的
を
捉
え
直
す

 　
こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術
と
文
化
政

策
の
融
合
に
つ
い
て
思
う
の
は
、も
と

も
と
は
科
学
技
術
も
ア
ー
ト
も
一
体
の

も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
　

た
と
え
ば
、数
学
っ
て
実
は
す
ご
く

芸
術
に
近
い
も
の
で
、数
値
と
美
し
さ

は
同
じ
発
想
の
中
に
あ
る
と
思
い
ま

す
し
、自
然
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
美
し
い

も
の
も
、す
ご
く
数
値
的
だ
っ
た
り
す

る
。芸
術
家
で
あ
り
科
学
者
で
あ
る
と

い
う
人
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
状
は
、も
と
も
と
一
体

だ
っ
た
も
の
が
分
か
れ
て
、専
門
分

化
・
蛸
壺
化
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。そ

の
結
果
、全
体
性
が
見
え
な
い
と
い
う

弊
害
が
生
ま
れ
て
き
た
。こ
の
ま
ま
で

は
、単
に
領
域
同
士
が
結
び
つ
い
て
も

広
が
り
が
生
ま
れ
な
い
の
で
、も
っ
と

根
源
に
あ
る
部
分
へ
目
を
向
け
る
必

要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、学
問
が
専
門
化
し
て

い
く
な
か
で
、人
間
の
存
在
か
ら
遠
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、分
野
を
問

わ
ず
、た
と
え
ば「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

な
ど
の
枠
で
研
究
の
目
的
を
捉
え
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

人
が
心
理
的
に
も
身
体
的
に
も
健

康
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
す
と

な
れ
ば
、一
部
分
ご
と
に
切
り
離
す
こ

と
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
よ
ね
。人
を

起
点
に
し
て
、人
が
幸
せ
に
生
き
る
た

め
に
は
、総
合
的
に
解
決
す
べ
き
こ
と

が
あ
る
と
い
う
発
想
を
大
切
に
す
れ

ば
、も
っ
と
深
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
域
に
あ
る
多
様
な
課
題
に
多
領

域
・
多
分
野
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
個
別

の
地
域
で
の
事
例
研
究
や
社
会
実
装

は
、一
般
化
が
難
し
い
こ
と
を
理
由
に
評

価
さ
れ
に
く
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。地

域
に
お
け
る
社
会
実
装
を
担
う
研
究
に

も
、支
援
や
理
解
が
お
よ
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

 

科
学
と
文
化
政
策
を
つ
な
ぐ

人
材
が
必
要

　

文
化
政
策
に
比
べ
て
科
学
技
術
政

策
は
、国
の
中
で
ず
っ
と
上
位
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。文
化
政
策
は「
余
裕
が

あ
れ
ば
」と
いっ
た
感
じ
で
、政
策
的
位

置
付
け
が
下
位
に
置
か
れ
て
き
ま
し

た
。で
も
、本
当
は
社
会
の
根
幹
を
支

え
る
大
事
な
政
策
な
ん
だ
と
、文
化
政

策
に
関
わ
る
研
究
者
や
関
係
者
は

ず
っ
と
訴
え
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
文
化
政
策
は
、科
学

技
術
政
策
を
追
い
か
け
る
存
在
で
は

な
く
、融
合
し
た
一
体
の
も
の
と
し

て
、国
の
発
展
や
多
様
性
あ
る
社
会

の
あ
り
方
を
支
え
る
存
在
に
な
っ
て

い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

芸
術
の
実
務
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、

Ａ
Ｒ
や
Ｖ
Ｒ
な
ど
の
技
術
活
用
は
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
い
き
、実
践
的
な
動
き

が
加
速
度
的
に
増
え
て
い
く
予
測
は

あ
り
ま
す
。た
だ
、芸
術
と
科
学
の
融

合
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
こ
だ
け
に
と
ど

ま
る
の
は
残
念
で
す
。

　

科
学
の
側
も
専
門
分
化
・
蛸
壺
化

の
弊
害
か
ら
、感
性
や
創
造
性
を
取

り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
、特
に

近
年
は
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す

よ
ね
。そ
こ
を
文
化
政
策
が
担
い
、両

者
が
包
含
し
た
一
体
の
領
域
と
し
て
、

豊
か
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、課
題
も
あ
り
ま
す
。私
は
文

化
庁
の
仕
事
も
経
験
し
ま
し
た
が
、

行
政
は
異
動
が
頻
繁
で
、専
門
性
が

育
ち
に
く
い
仕
組
み
で
す
。地
域
の
文

化
施
設
な
ど
の
現
場
も「
指
定
管
理

者
制
度
」が
多
く
の
自
治
体
で
導
入

さ
れ
、長
い
目
で
の
運
用
や
人
材
育

成
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
く
長
期
的
な
視
点
で
社
会
と
文

化
の
あ
り
方
を
考
え
、異
な
る
立
場

や
専
門
性
を
つ
な
ぐ
人
材
が
必
要
で

す
。ま
た
そ
の
よ
う
な「
つ
な
ぐ
力
」が

も
っ
と
理
解
さ
れ
、評
価
さ
れ
る
仕
組

み
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

立
場
や
専
門
性
を
つ
な
ぐ
存
在
の

力
を
借
り
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
文

化
や
芸
術
が
科
学
と
と
も
に
人
々
の

暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

公
立
小
松
大
学 

国
際
文
化
交
流
学
部 

准
教
授

さ
ん

朝
倉 

由
希

A
sak

u
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u
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文化政策

文化・芸術の意義 アートと多様性
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文
化
や
芸
術
の
持
つ
多
様
な
価
値

を
豊
か
な
地
域
・
社
会
づ
く
り
に
生
か

す
こ
と
を
目
指
し
、意
義
や
あ
り
方
を

追
求
し
て
い
る
朝
倉
由
希
さ
ん
。我
が

国
の
芸
術
や
文
化
政
策
が
置
か
れ
た

現
状
、２
０
５
０
年
に
向
け
て
科
学
と

の
関
係
性
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
人
の
幸

せ
」を
起
点
に
置
く
こ
と
の
重
要
性
が

見
え
て
き
た
。

芸
術
を
有
用
性
で

評
価
す
る
現
状
が
、

多
様
性
を
損
ね
て
い
る

 　

こ
の
と
こ
ろ
科
学
が
従
来
と
は
異

な
る
視
点
や
思
考
法
を
必
要
と
し
、

「
ア
ー
ト
」や「
感
性
」を
求
め
始
め
て
い

る
と
感
じ
る
の
で
す
が
、芸
術
の
側
の

現
状
は
、残
念
な
が
ら
芸
術
が
持
つ
豊

か
さ
へ
の
自
信
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
の
背
景
に
は
、

「
何
か
の
役
に
立
ち
ま
す
」と
言
わ
な
い

と
生
き
残
れ
な
い
危
機
感
が
あ
る
。一

方
で
私
は
、有
用
性
を
主
張
し
過
ぎ
る

こ
と
も
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、政
策
と
し
て
進
め
て
い

く
に
は
、便
益
や
有
用
性
を
客
観
的
に

示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。心
理
的
な
効

果
や
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
、他
分

野
の
手
法
も
取
り
入
れ
て
測
り
、多
層

的
に
価
値
を
示
す
こ
と
は
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。で
も
、評
価
の
観
点
で

数
値
的
に
示
し
や
す
い
効
果
ば
か
り

が
優
先
さ
れ
て
し
ま
う
と
、ど
う
な
る

で
し
ょ
う
。

　

本
来
、芸
術
が
持
っ
て
い
る
力
っ
て

理
屈
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。触
れ
る
こ
と
で

衝
撃
を
受
け
た
り
、考
え
方
が
ゆ
さ
ぶ

ら
れ
た
り
、価
値
観
が
変
わ
っ
て
前
向

き
に
生
き
て
み
よ
う
と
思
え
た
り
す

る
。芸
術
は
、人
々
の「
生
き
る
」こ
と
に

寄
り
添
っ
て
く
れ
る
存
在
な
の
で
す
。

　

た
だ
、そ
れ
を
客
観
的
な
指
標
に
乗

せ
て
証
明
す
る
の
は
難
し
い
し
、説
明

し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、数
字
で

測
れ
る
も
の
し
か
価
値
と
し
て
認
め
ら

れ
な
く
な
っ
て
、結
果
的
に
多
様
性
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
。

　

特
に
２
０
１
０
年
代
以
降
は
経
済

価
値
至
上
主
義
的
な
発
想
が
高
ま
っ

て
き
て
、芸
術
が
社
会
や
経
済
に
対
し

て
持
つ
幅
広
い
意
義
が
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
う
の
で
す
が
、

「
儲
か
る
話
」ば
か
り
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
は
、憂
慮
し
て
い
ま
す
。

　

数
値
化
で
き
る
指
標
だ
け
で
芸
術

の
価
値
を
狭
く
示
す
の
で
は
な
く
、文

化
・
芸
術
は
間
違
い
な
く
社
会
の
根
底

に
必
要
な
も
の
だ
と
い
う
合
意
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
の
で
す
。

市
民
こ
そ
が

ア
ー
ト
の
担
い
手
と
し
て

創
造
性
を
発
揮
す
べ
き

 　

実
際
に
政
策
や
事
業
に
関
わ
る
と
、

す
べ
て
の
活
動
を
本
当
に
芸
術
と
捉

え
て
い
い
の
か
、わ
か
ら
な
く
な
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、「
こ
れ

は
芸
術
な
の
か
？
」と
い
う
議
論
が
生

ま
れ
る
こ
と
自
体
が
大
切
な
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、「
芸
術
は
健

全
な
民
主
社
会
の
基
盤
」と
捉
え
ら
れ

て
い
ま
す
。社
会
に
は
異
な
る
価
値
観

が
あ
る
か
ら
こ
そ
対
話
が
必
要
で
、そ

れ
を
促
す
土
俵
と
し
て
芸
術
や
公
共

施
設
が
あ
る
わ
け
で
す
。日
本
で
は
、そ

の
よ
う
な
理
解
が
確
立
し
な
い
ま
ま
近

視
眼
的
に「
役
に
立
つ
か
ど
う
か
」ば
か

り
の
議
論
に
陥
っ
て
い
ま
す
。で
も
、本

当
は
も
っ
と
広
義
の
も
の
だ
と
い
う
こ

と
を
共
通
認
識
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

外
国
を
絶
対
視
す
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
が
、諸
外
国
の
文
化
政
策
を

チ
ー
ム
で
研
究
し
て
き
た
な
か
で
、政

策
の
根
幹
に
あ
る
理
念
の
違
い
は
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て

こ
の
議
論
が
研
究
者
だ
け
に
閉
じ
て

し
ま
わ
ず
に
、市
民
と
の
対
話
の
場
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
一
般

の
方
々
の
関
係
は
多
く
の
分
野
で
非

常
に
乖
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。研
究

者
が
設
定
し
て
い
る
テ
ー
マ
は
、そ
の

分
野
で
の
大
き
な
社
会
課
題
だ
と
は

思
う
の
で
す
が
、一
般
に
社
会
課
題
と

い
う
捉
え
方
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
よ
ね
。特
に
文
化
・
芸
術
分

野
は
自
分
の
生
活
と
は
関
係
の
な
い
、

閉
じ
た
世
界
の
話
だ
と
感
じ
て
い
る

方
も
多
い
で
し
ょ
う
。こ
れ
が
す
ご
く

悩
ま
し
い
。

　

で
す
か
ら
地
域
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
で
は
、意
識
的
に
一
般
市
民

と
ア
ー
ト
と
の
垣
根
を
壊
し
、「
市
民

こ
そ
が
担
い
手
で
あ
る
」と
い
う
意
識

を
強
く
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

　

そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
は
、ア
ー
ト

の
見
方
を
も
っ
と
多
様
に
広
げ
る
こ

と
。「
一
部
の
特
別
な
人
た
ち
だ
け
が

や
る
も
の
だ
っ
た
っ
け
？
」と
問
う
こ

と
で
す
。一
般
の
人
た
ち
も
、も
っ
と
創

造
性
を
発
揮
で
き
る
し
、担
い
手
に
も

な
れ
る
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
協
働
し
て

作
り
手
に
も
な
れ
る
よ
う
な
動
き
も

あ
り
ま
す
。専
門
家
と
非
専
門
家
の
垣

根
を
払
い
、す
べ
て
の
人
の
創
造
性
を

よ
り
高
め
て
い
く
の
も
、ひ
と
つ
の
有

効
な
方
向
性
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ー
ト
の
定
義
も
ど
ん
ど
ん
広
が
っ

て
き
て
い
て
、生
活
に
根
付
い
た
文
化

に
新
た
な
視
点
を
当
て
る
取
り
組
み

や
、お
祭
り
な
ど
も
ア
ー
ト
だ
と
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。地
域

の
人
た
ち
は
全
く
そ
う
思
っ
て
い
な
く

て
も
、み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
所
を
自

分
た
ち
で
つ
く
る
こ
と
は
、ア
ー
ト
活

動
と
言
っ
て
い
い
。そ
う
し
た
、人
と
人

と
の
関
係
を
媒
介
す
る
力
が
ア
ー
ト

に
は
あ
る
の
で
す
。

 

ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
で

研
究
の
目
的
を
捉
え
直
す

 　
こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術
と
文
化
政

策
の
融
合
に
つ
い
て
思
う
の
は
、も
と

も
と
は
科
学
技
術
も
ア
ー
ト
も
一
体
の

も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
　

た
と
え
ば
、数
学
っ
て
実
は
す
ご
く

芸
術
に
近
い
も
の
で
、数
値
と
美
し
さ

は
同
じ
発
想
の
中
に
あ
る
と
思
い
ま

す
し
、自
然
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
美
し
い

も
の
も
、す
ご
く
数
値
的
だ
っ
た
り
す

る
。芸
術
家
で
あ
り
科
学
者
で
あ
る
と

い
う
人
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
状
は
、も
と
も
と
一
体

だ
っ
た
も
の
が
分
か
れ
て
、専
門
分

化
・
蛸
壺
化
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。そ

の
結
果
、全
体
性
が
見
え
な
い
と
い
う

弊
害
が
生
ま
れ
て
き
た
。こ
の
ま
ま
で

は
、単
に
領
域
同
士
が
結
び
つ
い
て
も

広
が
り
が
生
ま
れ
な
い
の
で
、も
っ
と

根
源
に
あ
る
部
分
へ
目
を
向
け
る
必

要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、学
問
が
専
門
化
し
て

い
く
な
か
で
、人
間
の
存
在
か
ら
遠
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、分
野
を
問

わ
ず
、た
と
え
ば「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

な
ど
の
枠
で
研
究
の
目
的
を
捉
え
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

人
が
心
理
的
に
も
身
体
的
に
も
健

康
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
す
と

な
れ
ば
、一
部
分
ご
と
に
切
り
離
す
こ

と
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
よ
ね
。人
を

起
点
に
し
て
、人
が
幸
せ
に
生
き
る
た

め
に
は
、総
合
的
に
解
決
す
べ
き
こ
と

が
あ
る
と
い
う
発
想
を
大
切
に
す
れ

ば
、も
っ
と
深
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
域
に
あ
る
多
様
な
課
題
に
多
領

域
・
多
分
野
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
個
別

の
地
域
で
の
事
例
研
究
や
社
会
実
装

は
、一
般
化
が
難
し
い
こ
と
を
理
由
に
評

価
さ
れ
に
く
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。地

域
に
お
け
る
社
会
実
装
を
担
う
研
究
に

も
、支
援
や
理
解
が
お
よ
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

 

科
学
と
文
化
政
策
を
つ
な
ぐ

人
材
が
必
要

　

文
化
政
策
に
比
べ
て
科
学
技
術
政

策
は
、国
の
中
で
ず
っ
と
上
位
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。文
化
政
策
は「
余
裕
が

あ
れ
ば
」と
いっ
た
感
じ
で
、政
策
的
位

置
付
け
が
下
位
に
置
か
れ
て
き
ま
し

た
。で
も
、本
当
は
社
会
の
根
幹
を
支

え
る
大
事
な
政
策
な
ん
だ
と
、文
化
政

策
に
関
わ
る
研
究
者
や
関
係
者
は

ず
っ
と
訴
え
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
文
化
政
策
は
、科
学

技
術
政
策
を
追
い
か
け
る
存
在
で
は

な
く
、融
合
し
た
一
体
の
も
の
と
し

て
、国
の
発
展
や
多
様
性
あ
る
社
会

の
あ
り
方
を
支
え
る
存
在
に
な
っ
て

い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

芸
術
の
実
務
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、

Ａ
Ｒ
や
Ｖ
Ｒ
な
ど
の
技
術
活
用
は
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
い
き
、実
践
的
な
動
き

が
加
速
度
的
に
増
え
て
い
く
予
測
は

あ
り
ま
す
。た
だ
、芸
術
と
科
学
の
融

合
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
こ
だ
け
に
と
ど

ま
る
の
は
残
念
で
す
。

　

科
学
の
側
も
専
門
分
化
・
蛸
壺
化

の
弊
害
か
ら
、感
性
や
創
造
性
を
取

り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
、特
に

近
年
は
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す

よ
ね
。そ
こ
を
文
化
政
策
が
担
い
、両

者
が
包
含
し
た
一
体
の
領
域
と
し
て
、

豊
か
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、課
題
も
あ
り
ま
す
。私
は
文

化
庁
の
仕
事
も
経
験
し
ま
し
た
が
、

行
政
は
異
動
が
頻
繁
で
、専
門
性
が

育
ち
に
く
い
仕
組
み
で
す
。地
域
の
文

化
施
設
な
ど
の
現
場
も「
指
定
管
理

者
制
度
」が
多
く
の
自
治
体
で
導
入

さ
れ
、長
い
目
で
の
運
用
や
人
材
育

成
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
く
長
期
的
な
視
点
で
社
会
と
文

化
の
あ
り
方
を
考
え
、異
な
る
立
場

や
専
門
性
を
つ
な
ぐ
人
材
が
必
要
で

す
。ま
た
そ
の
よ
う
な「
つ
な
ぐ
力
」が

も
っ
と
理
解
さ
れ
、評
価
さ
れ
る
仕
組

み
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

立
場
や
専
門
性
を
つ
な
ぐ
存
在
の

力
を
借
り
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
文

化
や
芸
術
が
科
学
と
と
も
に
人
々
の

暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
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福
井
県
出
身
。京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。

在
学
中
は
音
楽
部
交
響
楽
団
に
所
属
し

楽
団
運
営
に
携
わ
っ
た
。企
業
勤
務
を
経

て
、東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科

応
用
音
楽
学
博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士

（
学
術
）。文
化
の
持
つ
多
様
な
価
値
を
豊

か
な
社
会
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
を
目

指
し
、文
化
の
幅
広
い
意
義
を
含
め
た
評

価
の
あ
り
方
を
追
求
し
て
い
る
。２
０
１

７
年
よ
り
文
化
庁
京
都
移
転
の
先
行
組

織
と
し
て
創
設
さ
れ
た
地
域
文
化
創
生

本
部
研
究
官
と
し
て
、文
化
政
策
の
国
際

比
較
調
査
研
究
等
に
携
わ
る
。

文化・芸術について対話する「ミッシュマッシュ（まぜこぜの意）セッション」
の様子（提供：朝倉由希さん）
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提
言       P

roposal 

北
海
道
大
学 

ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー 

准
教
授

さ
ん

石
原 

真
衣

ish
ih

ara m
ai

 no. 02マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
問
題
の
解
決
が

社
会
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
。

　

社
会
で
不
可
視
化
さ
れ
、沈
黙
せ
ざ

る
を
得
な
い
マ
イ
ノ
リ
ティ
に
寄
り
添
っ

た
研
究
を
行
っ
て
い
る
石
原
真
衣
さ
ん
。

自
ら
も
アイ
ヌ
の
ル
ー
ツ
を
持
つ
当
事
者

で
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち

と
対
話
を
通
じ
て
未
来
を
切
り
拓
こ
う

と
模
索
を
続
け
て
い
る
。沈
黙
の
３
つ
の

類
型
や
そ
の
解
決
に
向
け
た
道
筋
、そ

し
て
総
合
知
に
マ
イ
ノ
リ
ティ
が
果
た
し

得
る
役
割
な
ど
、幅
広
く
話
を
聞
い

た
。現

代
社
会
は

「
透
明
人
間
」だ
ら
け

 　

私
は
こ
れ
ま
で「
サ
イ
レ
ン
ト
ア
イ
ヌ
」

を
研
究
対
象
と
し
て
き
ま
し
た
。ア
イ
ヌ
の

バッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
こ
と
で
悩
み
を

抱
え
た
り
、不
利
益
を
被
っ
た
り
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情

か
ら
声
を
上
げ
ら
れ
ず
沈
黙
し
て
い
る
人

た
ち
を
指
し
ま
す
。ま
さ
に「
透
明
人
間
」

の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
人
た
ち
で
す
ね
。

　
今
の
道
に
進
ん
だ
の
は
、留
学
経
験
や

英
語
教
師
と
し
て
国
際
教
育
に
携
わ
る

な
か
で
感
じ
た
違
和
感
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
私
自
身
４
分
の
１
の
出
自
が
ア
イ
ヌ
で

す
が
、ア
イ
ヌ
を
め
ぐ
る
問
題
を
全
く
知

ら
な
か
っ
た
で
す
し
、日
本
社
会
全
体
は

も
ち
ろ
ん
、北
海
道
内
で
さ
え
ほ
と
ん
ど

認
識
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

　
「
サ
イ
レ
ン
ト
ア
イ
ヌ
」は
社
会
か
ら
見

え
て
い
な
い
透
明
人
間
の
よ
う
な
存
在
な

の
で
は
な
い
か
。ア
イ
ヌ
の
問
題
に
限
ら

ず
、実
は
日
本
の
社
会
は
透
明
人
間
だ
ら

け
な
の
で
は
な
い
か
。そ
し
て
、自
分
た
ち

の
足
元
に
こ
そ
異
文
化
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
専
門
家
に
な

る
こ
と
を
志
し
、２０
代
半
ば
で
研
究
の
道

に
入
り
ま
し
た
。

　
２
０
５
０
年
の
未
来
を
考
え
る
と
き
も

同
じ
で
、ま
ず
は
自
分
た
ち
の
足
元
に
ど

の
よ
う
な
社
会
と
文
化
が
あ
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し

て
今
あ
る
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
に

今
後
の
3０
年
を
使
え
れ
ば
、２
０
５
０
年
の

日
本
は
豊
か
で
彩
り
あ
る
社
会
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

沈
黙
の
背
景
と
弊
害

 　

沈
黙
の
背
景
に
は「
隠
す
」「
言
葉
の
不

在
」「
第
三
項
の
排
除
」の
３
つ
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
隠
す
」は
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
隠
し
て
生
き
る
こ

と
で
す
。私
は
12
歳
の
と
き
に
祖
母
が
アイ

ヌ
だ
と
聞
か
さ
れ
た
の
で
す
が
、「
他
人
に

言
っ
て
は
い
け
な
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。今

も
結
婚
差
別
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
無
自

覚
な
差
別
意
識
や
レ
イ
シ
ズ
ム
が
社
会
に

根
強
く
残
っ
て
い
る
た
め
、不
利
益
を
被

ら
な
い
よ
う
隠
そ
う
と
す
る
人
が
多
い
の

で
す
。

　
「
言
葉
の
不
在
」は
、当
事
者
自
身
が
自

分
の
痛
み
を
語
り
た
く
と
も
語
る
た
め
の

言
葉
を
持
た
な
い
様
子
を
指
し
ま
す
。ア

イ
ヌ
の
場
合
は
、多
く
の
当
事
者
や
そ
の

子
孫
た
ち
が
、歴
史
や
他
の
ア
イ
ヌ
と
つ
な

が
る
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
た
め
、言
葉

の
不
在
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
「
第
三
項
の
排
除
」は
、２
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
間
で
ど
ち
ら
か
に
ぴ
っ
た
り
一
致
し

な
い
場
合
、そ
の
存
在
が
排
除（
あ
る
い
は

一
方
的
で
強
制
的
な
包
摂
）さ
れ
る
こ
と

を
指
し
ま
す
。私
も
含
む
マ
ル
チ
レ
イ
シ
ャ

ル（
複
数
の
人
種
的
背
景
を
持
つ
人
）や
、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、イ
ン
タ
ー
セ
ッ
ク
ス

の
人
々
な
ど
は
、二
元
論
的
な
認
識
構
造

に
お
い
て
排
除
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が

高
い
で
す
。日
本
は
民
族
的
な
多
様
性
へ

の
捉
え
方
が
発
展
途
上
で
、国
勢
調
査
で

も
ア
イ
ヌ
で
あ
る
と
回
答
で
き
る
項
目
は

ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、「
日
本

国
民
」か「
外
国
籍
」以
外
を
把
握
す
る
こ

と
す
ら
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
に
よ
っ
て
、マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
や
さ
ま
ざ
ま
な
当
事
者
が
、た
と
え

自
分
た
ち
の
存
在
を
隠
さ
ず
に
透
明
人

間
化
し
て
い
る
状
況
を
伝
え
よ
う
と
し
て

も
、他
者
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
言
葉
が

社
会
構
造
の
中
に
存
在
せ
ず
、結
果
と
し

て
沈
黙
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

沈
黙
は
、本
来
存
在
す
る
は
ず
の
問
題

を
可
視
化
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
ま
す
。そ

し
て
当
事
者
た
ち
自
身
に
も
、自
ら
の
痛

み
が
社
会
に
起
因
す
る
こ
と
を
自
覚
で
き

な
い
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

 

沈
黙
を
架
橋
す
る
た
め
の

居
場
所
と
メ
ディ
ア

　

私
の
目
標
の
ひ
と
つ
は
、ア
イ
ヌ
の
出
自

を
持
つ
こ
と
を
理
由
と
し
た
結
婚
差
別
と

自
死
が
な
く
な
る
こ
と
。そ
の
た
め
に
、困

り
事
を
抱
え
た
当
事
者
が
、自
ら
を
研
究

対
象
と
し
て
解
決
の
道
を
探
る
研
究
手

法「
当
事
者
研
究
」が
有
効
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
今
、研
究
の
中
で
最
も
大
切
に

し
て
い
る
の
は「
沈
黙
を
架
橋
す
る
」こ
と

で
す
。当
事
者
に
は
十
分
に
語
れ
て
い
な
い

こ
と
が
多
々
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者

が
持
つ
沈
黙
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
重
要
な
の
は
、当
事
者
が
安
心

で
き
る
自
分
た
ち
だ
け
の
居
場
所
を
つ
く

る
こ
と
。そ
し
て
そ
の
中
で
語
り
尽
く
す

こ
と
で
す
。何
が
起
こ
っ
た
の
か
、ど
ん
な

環
境
や
状
況
で
沈
黙
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
か
。次
の
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
に
、お
互
い
の
生
き
づ
ら
さ
を
共

有
し
、言
葉
に
な
ら
な
い
言
葉
を
紡
い
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
し
て
、私
が
自
ら

の
つ
ら
さ
や
傷
に
つ
い
て
語
る
と
、聞
い
て

い
た
人
々
も
続
け
て
語
り
出
す
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
し
た
。一
見
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
は

な
い
人
た
ち
も
、同
じ
よ
う
に
自
分
の
傷

を
語
り
出
す
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
痛
み
を
分
か
ち
合
っ

て
く
れ
た
出
来
事
と
し
て
、う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
。

　
「
居
場
所
」論
は
現
象
学
者
の
村
上
靖

彦
さ
ん
の
著
作
か
ら
学
ん
で
い
る
の
で
す

が
、マ
イ
ノ
リ
ティ
に
限
ら
ず
、言
葉
に
で
き

な
か
っ
た
思
い
を
語
っ
て
い
い
と
い
う
空
気

や
居
場
所
の
中
で
人
は
癒
さ
れ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
求
め
ら

れ
る
時
代
の
中
で
、変
な
言
い
方
で
す
が
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
経
済
価
値
の
大
き
さ
も

透
明
人
間
を
可
視
化
す
る
上
で
大
事
な

要
素
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
ア
イ
ヌ
の
場
合
、今
は
良
く

も
悪
く
も
経
済
価
値
が
と
て
も
高
く
、メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
経
済
価
値
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
多
様
な
人
た
ち
も
存
在
す

る
。本
来
は
そ
う
いっ
た
人
々
に
も
、等
し

く
焦
点
が
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　

沈
黙
を
架
橋
す
る
研
究
の
一
環
と
し

て
、メ
ディ
ア
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る

商
業
化
や
消
費
に
関
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

側
面
と
ネ
ガ
ティ
ブ
な
側
面
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
視
点
を
提
供
で
き
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

社
会
全
体
の
病
理
と
し
て

捉
え
る

 　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
問
題
は
、個
人
の
心
の

問
題
と
し
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が

強
く
あ
り
ま
す
。た
だ
私
は
、た
と
え
ば
排

外
主
義
的
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
攻
撃
す
る

人
た
ち
に
つ
い
て
、本
人
の
道
徳
的
な
問

題
以
上
に
現
代
社
会
の
病
理
が
現
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

だ
け
を
救
う
発
想
で
は
な
く
、そ
の
病
理

に
対
す
る
思
考
や
議
論
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
社
会
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い

く
、と
い
う
思
考
で
な
い
と
、根
本
的
な
解

決
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

他
方
、マ
イ
ノ
リ
ティ
側
の
意
識
に
目
を

向
け
る
と
、当
事
者
研
究
の
第
一
人
者
で
、

自
ら
も
脳
性
麻
痺
の
当
事
者
で
あ
る
熊

谷
晋
一
郎
さ
ん
が
、「
免
責
と
引
責
」と
い

う
言
葉
を
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
傷
や
苦
悩
は
自
身
の

問
題
で
は
な
く
、歴
史
的
な
プ
ロ
セ
ス
や

社
会
構
造
の
問
題
に
よ
っ
て
発
生
す
る
の

だ
と
、ま
ず
は
自
分
を
免
責
す
る
。そ
の
上

で
、自
分
た
ち
が
背
負
い
得
る
責
任
を
引

き
寄
せ
て
、過
去
や
現
在
に
向
き
合
い
な

が
ら
自
ら
解
決
を
目
指
す
、両
方
向
の
プ

ロ
セ
ス
が
大
事
で
し
ょ
う
。

　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
当

事
者
た
ち
に
は
、沈
黙
や
透
明
人
間
化
に

至
っ
た
理
由
が
必
ず
社
会
の
中
に
あ
り
ま

す
。ま
ず
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

免
責
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

科
学
技
術
の
発
展
に
も

寄
与
し
得
る

マ
イ
ノ
リ
ティ
の
視
点

　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
さ
ま
ざ
ま
な
当
事
者

に
つ
い
て
研
究
す
る
立
場
か
ら
す
る
と
、科

学
技
術
が
発
展
す
る
な
か
で
、哲
学
的
に

い
う「
顔
を
持
っ
た
人
間
」が
把
握
さ
れ
て

い
る
の
か
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。た
と
え

ば
、情
報
化
社
会
の
中
で
固
有
性
が
尊
重

さ
れ
て
い
る
の
か
は
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ

で
す
し
、む
し
ろ
そ
れ
が
技
術
側
の
課
題

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、私
た
ち
の
研

究
が
総
合
知
と
し
て
貢
献
で
き
る
部
分
も

大
い
に
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
バ
タ
ー
や
Ａ
Ｉ
な
ど
が
浸
透
し
た
未

来
に
お
い
て
は
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ど

う
捉
え
る
か
も
課
題
に
な
る
と
思
っ
て
い

て
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
当
事
者
が
語
る「
物

語
性
」は
、そ
こ
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
も
た

ら
し
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
間
は
、痛
み
や
心
の
引
っ
か
か
り
が

な
い
と
記
憶
に
は
残
り
に
く
い
で
す
し
、ま

し
て
や
子
孫
へ
の
継
承
な
ど
は
絶
対
に
し

ま
せ
ん
。こ
の
先
、Ａ
Ｉ
な
ど
の
力
で
社
会

の
合
理
化
が
進
む
と
、自
ら
の
ア
イ
デ
ン

ティ
ティ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
さ
ら
に

失
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
。

　
そ
の
点
マ
イ
ノ
リ
ティ
は
、自
分
が
ど
こ
か

ら
や
っ
て
来
て
、ど
の
よ
う
に
命
が
つ
な
が
っ

て
、こ
の
社
会
の
中
で
ど
ん
な
存
在
な
の
か

を
常
に
考
え
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。だ
か

ら
そ
の
記
憶
や
物
語
に
は
、「
語
り
継
が
せ

る
力
」が
あ
る
の
で
す
。自
分
や
先
祖
、あ

る
い
は
集
団
な
ど
を
表
現
す
る
方
法
論
な

ど
を
提
示
で
き
れ
ば
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
さ

ま
ざ
ま
な
当
事
者
だ
か
ら
こ
そ
未
来
へ
残

せ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
私
も
、自
分
に
も
役
割
が

あ
る
と
思
っ
て
い
て
、最
近
は
自
分
を
動

物
の「
セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
」的
な
存
在
だ
と

言
っ
て
い
ま
す
。セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
っ
て
哺
乳
類

な
の
に
鱗
が
あ
る
と
か
、子
ど
も
を
一
度
に

１
匹
し
か
産
ま
な
い
と
か
両
義
的
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
、ア
イ
ヌ
で
も
和
人
で
も
な
い

と
感
じ
て
き
た
自
分
に
似
て
い
る
な
と

思
っ
て
い
て
。

　
わ
か
り
づ
ら
く
曖
昧
で
両
義
的
な
存
在
が

故
に
、居
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。だ
か

ら
こ
そ
私
に
し
か
見
え
な
い
視
点
が
あ
っ

て
、閉
塞
し
て
し
ま
っ
た
社
会
に
お
い
て
、

次
に
つ
な
が
る
新
し
い
力
を
も
た
ら
す
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

近
年
は「
未
来
が
不
確
実
だ
」と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、「
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
」こ
と
で
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
。生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
見
出
し
、「
次
の
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
ぞ
！
」と
思
え
る
よ
う
な
研
究

を
拓
い
て
い
き
た
い
で
す
。

沈黙

先住民フェミニズム 文化人類学

※石原さんの英字名表記は、先住民フェミニストであることのしるしとして、すべて小文字としております。

 



15   Chapter 2  |  Interview

　

社
会
で
不
可
視
化
さ
れ
、沈
黙
せ
ざ

る
を
得
な
い
マ
イ
ノ
リ
ティ
に
寄
り
添
っ

た
研
究
を
行
っ
て
い
る
石
原
真
衣
さ
ん
。

自
ら
も
アイ
ヌ
の
ル
ー
ツ
を
持
つ
当
事
者

で
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち

と
対
話
を
通
じ
て
未
来
を
切
り
拓
こ
う

と
模
索
を
続
け
て
い
る
。沈
黙
の
３
つ
の

類
型
や
そ
の
解
決
に
向
け
た
道
筋
、そ

し
て
総
合
知
に
マ
イ
ノ
リ
ティ
が
果
た
し

得
る
役
割
な
ど
、幅
広
く
話
を
聞
い

た
。現

代
社
会
は

「
透
明
人
間
」だ
ら
け

 　

私
は
こ
れ
ま
で「
サ
イ
レ
ン
ト
ア
イ
ヌ
」

を
研
究
対
象
と
し
て
き
ま
し
た
。ア
イ
ヌ
の

バッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
こ
と
で
悩
み
を

抱
え
た
り
、不
利
益
を
被
っ
た
り
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情

か
ら
声
を
上
げ
ら
れ
ず
沈
黙
し
て
い
る
人

た
ち
を
指
し
ま
す
。ま
さ
に「
透
明
人
間
」

の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
人
た
ち
で
す
ね
。

　
今
の
道
に
進
ん
だ
の
は
、留
学
経
験
や

英
語
教
師
と
し
て
国
際
教
育
に
携
わ
る

な
か
で
感
じ
た
違
和
感
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
私
自
身
４
分
の
１
の
出
自
が
ア
イ
ヌ
で

す
が
、ア
イ
ヌ
を
め
ぐ
る
問
題
を
全
く
知

ら
な
か
っ
た
で
す
し
、日
本
社
会
全
体
は

も
ち
ろ
ん
、北
海
道
内
で
さ
え
ほ
と
ん
ど

認
識
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

　
「
サ
イ
レ
ン
ト
ア
イ
ヌ
」は
社
会
か
ら
見

え
て
い
な
い
透
明
人
間
の
よ
う
な
存
在
な

の
で
は
な
い
か
。ア
イ
ヌ
の
問
題
に
限
ら

ず
、実
は
日
本
の
社
会
は
透
明
人
間
だ
ら

け
な
の
で
は
な
い
か
。そ
し
て
、自
分
た
ち

の
足
元
に
こ
そ
異
文
化
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
専
門
家
に
な

る
こ
と
を
志
し
、２０
代
半
ば
で
研
究
の
道

に
入
り
ま
し
た
。

　
２
０
５
０
年
の
未
来
を
考
え
る
と
き
も

同
じ
で
、ま
ず
は
自
分
た
ち
の
足
元
に
ど

の
よ
う
な
社
会
と
文
化
が
あ
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し

て
今
あ
る
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
に

今
後
の
3０
年
を
使
え
れ
ば
、２
０
５
０
年
の

日
本
は
豊
か
で
彩
り
あ
る
社
会
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

沈
黙
の
背
景
と
弊
害

 　

沈
黙
の
背
景
に
は「
隠
す
」「
言
葉
の
不

在
」「
第
三
項
の
排
除
」の
３
つ
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
隠
す
」は
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
隠
し
て
生
き
る
こ

と
で
す
。私
は
12
歳
の
と
き
に
祖
母
が
アイ

ヌ
だ
と
聞
か
さ
れ
た
の
で
す
が
、「
他
人
に

言
っ
て
は
い
け
な
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。今

も
結
婚
差
別
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
無
自

覚
な
差
別
意
識
や
レ
イ
シ
ズ
ム
が
社
会
に

根
強
く
残
っ
て
い
る
た
め
、不
利
益
を
被

ら
な
い
よ
う
隠
そ
う
と
す
る
人
が
多
い
の

で
す
。

　
「
言
葉
の
不
在
」は
、当
事
者
自
身
が
自

分
の
痛
み
を
語
り
た
く
と
も
語
る
た
め
の

言
葉
を
持
た
な
い
様
子
を
指
し
ま
す
。ア

イ
ヌ
の
場
合
は
、多
く
の
当
事
者
や
そ
の

子
孫
た
ち
が
、歴
史
や
他
の
ア
イ
ヌ
と
つ
な

が
る
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
た
め
、言
葉

の
不
在
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
「
第
三
項
の
排
除
」は
、２
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
間
で
ど
ち
ら
か
に
ぴ
っ
た
り
一
致
し

な
い
場
合
、そ
の
存
在
が
排
除（
あ
る
い
は

一
方
的
で
強
制
的
な
包
摂
）さ
れ
る
こ
と

を
指
し
ま
す
。私
も
含
む
マ
ル
チ
レ
イ
シ
ャ

ル（
複
数
の
人
種
的
背
景
を
持
つ
人
）や
、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、イ
ン
タ
ー
セ
ッ
ク
ス

の
人
々
な
ど
は
、二
元
論
的
な
認
識
構
造

に
お
い
て
排
除
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が

高
い
で
す
。日
本
は
民
族
的
な
多
様
性
へ

の
捉
え
方
が
発
展
途
上
で
、国
勢
調
査
で

も
ア
イ
ヌ
で
あ
る
と
回
答
で
き
る
項
目
は

ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、「
日
本

国
民
」か「
外
国
籍
」以
外
を
把
握
す
る
こ

と
す
ら
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
に
よ
っ
て
、マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
や
さ
ま
ざ
ま
な
当
事
者
が
、た
と
え

自
分
た
ち
の
存
在
を
隠
さ
ず
に
透
明
人

間
化
し
て
い
る
状
況
を
伝
え
よ
う
と
し
て

も
、他
者
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
言
葉
が

社
会
構
造
の
中
に
存
在
せ
ず
、結
果
と
し

て
沈
黙
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

沈
黙
は
、本
来
存
在
す
る
は
ず
の
問
題

を
可
視
化
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
ま
す
。そ

し
て
当
事
者
た
ち
自
身
に
も
、自
ら
の
痛

み
が
社
会
に
起
因
す
る
こ
と
を
自
覚
で
き

な
い
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

 

沈
黙
を
架
橋
す
る
た
め
の

居
場
所
と
メ
ディ
ア

　

私
の
目
標
の
ひ
と
つ
は
、ア
イ
ヌ
の
出
自

を
持
つ
こ
と
を
理
由
と
し
た
結
婚
差
別
と

自
死
が
な
く
な
る
こ
と
。そ
の
た
め
に
、困

り
事
を
抱
え
た
当
事
者
が
、自
ら
を
研
究

対
象
と
し
て
解
決
の
道
を
探
る
研
究
手

法「
当
事
者
研
究
」が
有
効
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
今
、研
究
の
中
で
最
も
大
切
に

し
て
い
る
の
は「
沈
黙
を
架
橋
す
る
」こ
と

で
す
。当
事
者
に
は
十
分
に
語
れ
て
い
な
い

こ
と
が
多
々
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者

が
持
つ
沈
黙
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
重
要
な
の
は
、当
事
者
が
安
心

で
き
る
自
分
た
ち
だ
け
の
居
場
所
を
つ
く

る
こ
と
。そ
し
て
そ
の
中
で
語
り
尽
く
す

こ
と
で
す
。何
が
起
こ
っ
た
の
か
、ど
ん
な

環
境
や
状
況
で
沈
黙
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
か
。次
の
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
に
、お
互
い
の
生
き
づ
ら
さ
を
共

有
し
、言
葉
に
な
ら
な
い
言
葉
を
紡
い
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
し
て
、私
が
自
ら

の
つ
ら
さ
や
傷
に
つ
い
て
語
る
と
、聞
い
て

い
た
人
々
も
続
け
て
語
り
出
す
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
し
た
。一
見
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
は

な
い
人
た
ち
も
、同
じ
よ
う
に
自
分
の
傷

を
語
り
出
す
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
痛
み
を
分
か
ち
合
っ

て
く
れ
た
出
来
事
と
し
て
、う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
。

　
「
居
場
所
」論
は
現
象
学
者
の
村
上
靖

彦
さ
ん
の
著
作
か
ら
学
ん
で
い
る
の
で
す

が
、マ
イ
ノ
リ
ティ
に
限
ら
ず
、言
葉
に
で
き

な
か
っ
た
思
い
を
語
っ
て
い
い
と
い
う
空
気

や
居
場
所
の
中
で
人
は
癒
さ
れ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
求
め
ら

れ
る
時
代
の
中
で
、変
な
言
い
方
で
す
が
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
経
済
価
値
の
大
き
さ
も

透
明
人
間
を
可
視
化
す
る
上
で
大
事
な

要
素
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
ア
イ
ヌ
の
場
合
、今
は
良
く

も
悪
く
も
経
済
価
値
が
と
て
も
高
く
、メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
経
済
価
値
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
多
様
な
人
た
ち
も
存
在
す

る
。本
来
は
そ
う
いっ
た
人
々
に
も
、等
し

く
焦
点
が
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　

沈
黙
を
架
橋
す
る
研
究
の
一
環
と
し

て
、メ
ディ
ア
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る

商
業
化
や
消
費
に
関
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

側
面
と
ネ
ガ
ティ
ブ
な
側
面
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
視
点
を
提
供
で
き
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

社
会
全
体
の
病
理
と
し
て

捉
え
る

 　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
問
題
は
、個
人
の
心
の

問
題
と
し
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が

強
く
あ
り
ま
す
。た
だ
私
は
、た
と
え
ば
排

外
主
義
的
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
攻
撃
す
る

人
た
ち
に
つ
い
て
、本
人
の
道
徳
的
な
問

題
以
上
に
現
代
社
会
の
病
理
が
現
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

だ
け
を
救
う
発
想
で
は
な
く
、そ
の
病
理

に
対
す
る
思
考
や
議
論
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
社
会
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い

く
、と
い
う
思
考
で
な
い
と
、根
本
的
な
解

決
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

他
方
、マ
イ
ノ
リ
ティ
側
の
意
識
に
目
を

向
け
る
と
、当
事
者
研
究
の
第
一
人
者
で
、

自
ら
も
脳
性
麻
痺
の
当
事
者
で
あ
る
熊

谷
晋
一
郎
さ
ん
が
、「
免
責
と
引
責
」と
い

う
言
葉
を
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
傷
や
苦
悩
は
自
身
の

問
題
で
は
な
く
、歴
史
的
な
プ
ロ
セ
ス
や

社
会
構
造
の
問
題
に
よ
っ
て
発
生
す
る
の

だ
と
、ま
ず
は
自
分
を
免
責
す
る
。そ
の
上

で
、自
分
た
ち
が
背
負
い
得
る
責
任
を
引

き
寄
せ
て
、過
去
や
現
在
に
向
き
合
い
な

が
ら
自
ら
解
決
を
目
指
す
、両
方
向
の
プ

ロ
セ
ス
が
大
事
で
し
ょ
う
。

　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
当

事
者
た
ち
に
は
、沈
黙
や
透
明
人
間
化
に

至
っ
た
理
由
が
必
ず
社
会
の
中
に
あ
り
ま

す
。ま
ず
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

免
責
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

科
学
技
術
の
発
展
に
も

寄
与
し
得
る

マ
イ
ノ
リ
ティ
の
視
点

　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
さ
ま
ざ
ま
な
当
事
者

に
つ
い
て
研
究
す
る
立
場
か
ら
す
る
と
、科

学
技
術
が
発
展
す
る
な
か
で
、哲
学
的
に

い
う「
顔
を
持
っ
た
人
間
」が
把
握
さ
れ
て

い
る
の
か
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。た
と
え

ば
、情
報
化
社
会
の
中
で
固
有
性
が
尊
重

さ
れ
て
い
る
の
か
は
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ

で
す
し
、む
し
ろ
そ
れ
が
技
術
側
の
課
題

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、私
た
ち
の
研

究
が
総
合
知
と
し
て
貢
献
で
き
る
部
分
も

大
い
に
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
バ
タ
ー
や
Ａ
Ｉ
な
ど
が
浸
透
し
た
未

来
に
お
い
て
は
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ど

う
捉
え
る
か
も
課
題
に
な
る
と
思
っ
て
い

て
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
当
事
者
が
語
る「
物

語
性
」は
、そ
こ
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
も
た

ら
し
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
間
は
、痛
み
や
心
の
引
っ
か
か
り
が

な
い
と
記
憶
に
は
残
り
に
く
い
で
す
し
、ま

し
て
や
子
孫
へ
の
継
承
な
ど
は
絶
対
に
し

ま
せ
ん
。こ
の
先
、Ａ
Ｉ
な
ど
の
力
で
社
会

の
合
理
化
が
進
む
と
、自
ら
の
ア
イ
デ
ン

ティ
ティ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
さ
ら
に

失
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
。

　
そ
の
点
マ
イ
ノ
リ
ティ
は
、自
分
が
ど
こ
か

ら
や
っ
て
来
て
、ど
の
よ
う
に
命
が
つ
な
が
っ

て
、こ
の
社
会
の
中
で
ど
ん
な
存
在
な
の
か

を
常
に
考
え
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。だ
か

ら
そ
の
記
憶
や
物
語
に
は
、「
語
り
継
が
せ

る
力
」が
あ
る
の
で
す
。自
分
や
先
祖
、あ

る
い
は
集
団
な
ど
を
表
現
す
る
方
法
論
な

ど
を
提
示
で
き
れ
ば
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
さ

ま
ざ
ま
な
当
事
者
だ
か
ら
こ
そ
未
来
へ
残

せ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
私
も
、自
分
に
も
役
割
が

あ
る
と
思
っ
て
い
て
、最
近
は
自
分
を
動

物
の「
セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
」的
な
存
在
だ
と

言
っ
て
い
ま
す
。セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
っ
て
哺
乳
類

な
の
に
鱗
が
あ
る
と
か
、子
ど
も
を
一
度
に

１
匹
し
か
産
ま
な
い
と
か
両
義
的
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
、ア
イ
ヌ
で
も
和
人
で
も
な
い

と
感
じ
て
き
た
自
分
に
似
て
い
る
な
と

思
っ
て
い
て
。

　
わ
か
り
づ
ら
く
曖
昧
で
両
義
的
な
存
在
が

故
に
、居
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。だ
か

ら
こ
そ
私
に
し
か
見
え
な
い
視
点
が
あ
っ

て
、閉
塞
し
て
し
ま
っ
た
社
会
に
お
い
て
、

次
に
つ
な
が
る
新
し
い
力
を
も
た
ら
す
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

近
年
は「
未
来
が
不
確
実
だ
」と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
が
、「
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
」こ
と
で
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
。生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
見
出
し
、「
次
の
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
ぞ
！
」と
思
え
る
よ
う
な
研
究

を
拓
い
て
い
き
た
い
で
す
。

石
原 

真
衣  ish

ih
ara m

a
i

北
海
道
サ
ッ
ポ
ロ
市
出
身
。ア
イ
ヌ
と
琴

似
屯
田
兵（
会
津
藩
）プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の

マ
ル
チ
レ
イ
シ
ャ
ル
。北
星
学
園
大
学
文

学
部
英
文
学
科
卒
。高
校
、専
門
学
校
等
で

勤
務
し
た
後
、北
海
道
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
に
入
学
し
、同
大
学
院
博
士
後
期

課
程
修
了
。博
士（
文
学
）。〈
沈
黙
〉や
透
明

人
間
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
海
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
先
住
民
や
、国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
少
数

者
や
当
事
者
と
と
も
に
研
究
を
行
っ
て
い

る
。専
門
は
文
化
人
類
学
、先
住
民
研
究
、

先
住
民
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
。著
書 『〈
沈
黙
〉の

自
伝
的
民
族
誌（
オ
ー
ト
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
）：
サ
イ
レ
ン
ト
・
ア
イ
ヌ
の
痛
み

と
救
済
の
物
語
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、

2
0
2
0
年
、大
平
正
芳
記
念
賞
受
賞
）、

編
著 『
ア
イ
ヌ
か
ら
み
た
北
海
道 

1
5
0

年
』 （
北
海
道
大
学
出
版
会
、2
0
2
1
年
）

な
ど
が
あ
る
。
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提
言       P

roposal 

滋
賀
県
立
大
学 

地
域
共
生
セ
ン
タ
ー 

講
師

さ
ん

上
田 

洋
平U

ed
a Yoh

ei

 no. 03地
域
の「
身
識
」を
組
み
込
ん
だ
総
合
知
で
、

螺
旋
上
昇
し
な
が
ら
未
来
を
描
く
。

　

滋
賀
県
立
大
学
で「
あ
た
り
ま
え
の

く
ら
し
」と「
無
事
の
文
化
」を
守
る
た

め
、ま
ち
づ
く
り
の
手
法
開
発
や
人
材

育
成
な
ど
に
取
り
組
む
上
田
洋
平
さ

ん
。地
域
文
化
学
等
を
ベ
ー
ス
に「
ふ
る

さ
と
絵
屏
風
」な
ど
独
自
の
手
法
を
用

い
、地
域
の
中
で
実
践
を
重
ね
る
上
田

さ
ん
に
、過
去
や
文
化
は
未
来
に
ど
う

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、体
験
を
通

じ
た
提
言
を
も
らっ
た
。

過
去
を
育
て
て

未
来
を
つ
く
る

 　

私
が
取
り
組
ん
で
い
る「
ふ
る
さ
と
絵

屏
風
」は
、簡
単
に
言
う
と
人
々
の
五
感

体
験
と
、そ
れ
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

素
材
と
し
て
、地
域
の
生
活
史
を
１
枚
の

絵
図
や
１
冊
の
絵
本
と
し
て
表
現
し
た
も

の
で
す
。地
域
の
暮
ら
し
や
文
化
の
見
取

り
図
、郷
土
の
歴
史
・
記
憶
継
承
の
装
置
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
媒
体
、ま
た
は
ま

ち
づ
く
り
の
手
法
と
し
て
滋
賀
県
を
中
心

に
各
地
で
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
過
去
を
育
て
て

未
来
を
つ
く
る
」。歴
史
に
は
、過
去
に
起

こ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
出
来
事
を
現
在

の
視
点
か
ら
拾
い
上
げ
、結
び
付
け
て
語

る
と
い
う
構
造
が
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
な
趣
旨
で
、藤
城
聡
麿
さ
ん

と
い
う
宗
教
家
が「
こ
れ
ま
で
が
こ
れ
か
ら

を
決
め
る
の
で
は
な
く
、こ
れ
か
ら
が
こ
れ

ま
で
を
決
め
る
」の
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

要
す
る
に
、我
々
が
過
去
か
ら
何
を
学

び
取
り
、こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
に
よ
っ

て
、過
去
の
出
来
事
が
持
つ
意
味
は
変
わ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。我
々
が
過
去
に
ど
ん

な
意
味
を
与
え
、ど
う
解
釈
す
る
か
。そ
の

可
能
性
は
未
来
に
開
か
れ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

　

す
る
と
、過
去
の
出
来
事
と
い
う
も
の

は
、新
た
な
発
見
や
解
釈
に
よ
っ
て
常
に

意
味
が
塗
り
替
え
ら
れ
育
っ
て
い
く
の
で
、

絶
対
・
不
変
で
完
結
し
た「
歴
史
」と
い
う

も
の
は
実
は
あ
り
得
な
い
。そ
れ
ど
こ
ろ

か
、そ
の
意
味
や
評
価
を
捏
造
す
る
こ
と

さ
え
も
可
能
な
の
で
、「
歴
史
な
ん
て
嘘

だ
。不
可
能
だ
」と
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
人
々
が

語
り
合
い
吟
味
し
合
っ
て
、そ
の
確
か
さ
を

と
も
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

「
環
世
界
」を
表
現
し
、

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 　

私
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
学
者
の

ひ
と
り
に
、「
動
物
行
動
学
」を
日
本
で
確

立
し
た
日
髙
敏
隆
さ
ん
が
い
ま
す
。私
は

日
髙
さ
ん
か
ら
、「
生
き
物
は
客
観
的
な

環
境
を
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、そ
れ

ぞ
れ
の
生
き
物
が
各
々
身
に
備
わ
っ
た
知

覚
能
力
に
よ
っ
て
周
囲
の
環
境
か
ら
意
味

あ
る
も
の
と
し
て
主
体
的
に
選
び
取
っ
た

事
物
で
構
成
さ
れ
る
、そ
れ
ぞ
れ
固
有
の

世
界
を
生
き
て
い
る
」と
い
う「
環
世
界
」

の
考
え
方
を
学
び
ま
し
た
。し
か
も
人
間

の
場
合
は
、動
物
よ
り
遥
か
に
ユニ
ー
ク
な

環
世
界
を
つ
く
り
出
し
、一
人
ひ
と
り
が

違
う
環
世
界
を
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
で

す
。
　
た
と
え
ば
、私
が
学
生
時
代
に
団
扇
職

人
を
取
材
し
た
と
き
、材
料
と
な
る
真
竹

に
話
題
が
お
よ
ん
だ
の
で
す
が
、私
に
は
ど

れ
も
同
じ
よ
う
に
見
え
る
真
竹
で
も
、伐

採
す
る
時
期
や
場
所
に
よ
っ
て
向
き
不
向

き
が
変
わ
る
な
ど
、職
人
さ
ん
の
捉
え
方

は
自
分
と
ま
る
で
違
う
こ
と
を
知
っ
た
ん

で
す
。

　

人
間
に
は
身
体
能
力
の
限
界
を
乗
り

越
え
る
想
像
力
が
あ
り
、各
人
の
経
験
に

応
じ
た
多
様
な
生
き
方
が
あ
り
、個
人
を

超
え
る
文
化
の
力
も
あ
る
。国
や
言
語
が

違
え
ば
、世
界
の
見
え
方
も
大
き
く
違

う
。こ
の
豊
か
さ
、人
間
の
力
に
私
は
惚
れ

惚
れ
し
た
と
同
時
に
、途
方
に
も
暮
れ
ま

し
た
。一
人
ひ
と
り
違
う
も
の
を
見
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、ど
う
手
を
携
え
て
い
け
ば
い

い
の
だ
と
。

　

結
局
私
は
、人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

環
世
界
を
何
ら
か
の
形
で
表
現
し
て
、共

有
・
交
換
を
し
よ
う
と
す
る
し
、そ
の
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
生
き
物

な
の
だ
と
思
い
至
り
ま
し
た
。そ
こ
に
人
間

ら
し
さ
が
あ
り
、科
学
技
術
や
学
問
、そ
し

て
言
葉
が
持
つ
役
割
も
見
出
せ
た
の
で
す
。

正
し
さ
へ
の
こ
だ
わ
り
が

誰
か
の
意
味
を
切
り
捨
て
る

　
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
を
始
め
た
の
も
、地

域
に
生
き
る
人
々
の
環
世
界
を
覗
い
て
み

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。そ
し
て
、

そ
れ
を
表
現
し
共
有
す
る
方
法
は
絵
だ

な
と
。個
々
の
出
来
事
の
関
係
性
や
全
体

像
を
共
有
す
る
に
は
、絵
を
描
い
て
み
る

必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の

で
す
。

　
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
の
厳
密
さ
や
正
確
さ

に
つ
い
て
、批
判
が
く
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。お
年
寄
り
か
ら
話

を
聞
い
て
も
、場
合
に
よ
っ
て
は
思
い
違
い

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　
で
も
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
が「
あ
れ
は
確
か
何

年
ご
ろ
の
こ
と
や
っ
た
な
」と
話
し
出
し
た

の
を
さ
え
ぎ
っ
て「
年
表
に
書
い
て
あ
る
内

容
と
違
い
ま
す
ね
」な
ど
と
指
摘
し
た
ら
、

語
る
の
が
嫌
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

　

出
来
事
の
意
味
で
は
な
く
正
確
さ
に
こ

だ
わ
る
あ
ま
り
、そ
の
方
が
語
り
出
そ
う

と
し
て
い
る
世
界
を
壊
し
て
し
ま
う
こ
と

は
避
け
た
い
。当
事
者
の
語
り
が
生
ま
れ

る「
今
」と
い
う
時
間
や
当
人
に
と
っ
て
の

意
味
を
切
り
捨
て
て
、完
成
品
と
し
て
の

物
語
や
出
来
事
の
正
し
さ
を
優
先
す
る
の

は
、近
代
社
会
が
生
産
力
を
価
値
基
準
に

し
て
、未
来
の
目
的
の
た
め
に
現
在
の

「
生
」を
道
具
に
す
る
の
と
同
じ
こ
と
の
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

今
、一
人
ひ
と
り
の
感
覚
や
感
性
は
大

切
に
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。消
費
社
会

の
中
で
、他
人
に
つ
く
ら
れ
た
感
覚
を
生

き
て
は
い
な
い
か
。目
の
前
の
自
然
に
向
け

る
眼
差
し
は
、貧
相
で
陳
腐
な
も
の
に

な
っ
て
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。そ
ん
な

危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
で
も
職
人
や
風
土
に
根
ざ
し
て
生
き
た

時
代
を
記
憶
し
て
い
る
お
年
寄
り
に
は
、

今
も
豊
か
な
環
世
界
が
見
え
て
い
る
。そ

れ
を
今
聞
い
て
お
か
な
い
と
、未
来
に
伝
え

て
い
け
な
い
と
い
う
焦
り
も
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。近
代
化
す
る
な
か
で
忘
れ
去
ら
れ

て
い
っ
た
も
の
が
き
っ
と
あ
る
。我
々
の

拠
っ
て
立
つ「
在
所
」を
ど
う
つ
く
り
、伝
え

て
い
く
の
か
が
私
の
活
動
の
テ
ー
マ
で
す
。

　

地
域
で
の
暮
ら
し
の
履
歴
を
知
る
人
が

未
来
の
た
め
に
出
す
答
え
は
、そ
れ
を
知

ら
な
い
人
が
出
す
答
え
と
は
違
っ
て
く
る
。

こ
れ
も
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
に
込
め
た
願
い

の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
。

　

未
来
に
向
け
て
真
っ
直
ぐ
一
直
線
の
道

筋
を
描
く
の
で
は
な
く
、何
度
も
過
去
を

巡
回
し
な
が
ら
、で
も
、か
つ
て
と
は
違
う

未
来
に
進
ん
で
い
く
。あ
ま
り
風
景
は
変

わ
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、次
元
や
フ
ェ
ー
ズ

が
螺
旋
状
に
登
っ
て
い
き
な
が
ら
変
化
し

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
未
来
に
対
し
て
持
っ
て

い
ま
す
。

 「
身
識
」を
総
合
知
に

組
み
込
め
る
か

 　
総
合
知
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、ま
ず

知
の
出
ど
こ
ろ
は
ど
こ
に
な
る
の
か
と
い

う
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
、ふ
る
さ
と
絵
屛
風
を
つ

く
る
と
き
に
文
献
な
ど
も
も
ち
ろ
ん
参
照

し
ま
す
が
、そ
れ
以
上
に
地
域
に
生
き
て

い
る
人
々
が
五
感
を
通
し
て
体
得
し
た
知

覚
体
験
や
認
識
に
素
材
を
求
め
て
い
ま

す
。こ
れ
を
私
な
り
に「
身
識
」と
呼
ん
で

知
識
と
対
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、歴
史
学

以
前
の
歴
史
は
人
々
が
体
得
し
た
身
識

を
素
材
と
し
て
生
ま
れ
、個
々
の
身
体
か

ら
身
体
へ
と
受
け
継
が
れ
て
いっ
た
も
の
で

す
。
　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
知
を
総
合
す
る
場
合

に
、カ
オ
ティ
ッ
ク
な
身
識
を
ど
う
組
み
込

ん
で
い
け
る
の
か
は
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。し
か
も
地
域
に
お
け
る
知
に
は
、個
人

が
持
つ
も
の
だ
け
で
は
な
く
、世
代
を
超

え
て
同
じ
土
地
で
同
じ
生
業
を
通
じ
て
共

有
さ
れ
て
き
た
認
識
や
思
想
、身
構
え
方

と
いっ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

自
然
科
学
の
中
に
は
、身
識
を
表
現
す

る
言
葉
が
あ
る
の
か
。そ
う
いっ
た
対
話
は

し
て
み
た
い
で
す
ね
。対
話
に
よ
っ
て
お
互

い
の
知
が
ク
リ
ア
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
し
、身
識
ま
で
を
捉
え
て
総
合

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、総
合
知
は
非
常
に

興
味
深
い
で
す
。

　
本
当
の
テ
クノ
ロ
ジ
ーっ
て
、お
そ
ら
く
軽

薄
短
小
が
真
骨
頂
だ
と
思
う
ん
で
す
。た
と

え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
ど
ん
ど
ん
小
型
化

し
た
よ
う
に
、重
厚
長
大
か
ら
軽
薄
短
小
へ

の
シ
フ
ト
は
、た
ぶ
ん
技
術
の
進
化
と
言
っ

て
いい
の
で
し
ょ
う
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
適
切
に
使
い
分
け
る

発
想
が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。地
域

に
よ
っ
て
は
原
発
が
必
要
か
も
し
れ
な
い

し
、か
つ
て
の
村
の
鍛
冶
屋
の
よ
う
に
、

ロ
ー
カ
ル
な
等
身
大
の
技
術
で
も
運
用
で

き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
求
め
ら
れ

る
場
面
も
あ
る
は
ず
で
す
。

　
テ
クノ
ロ
ジ
ー
の
選
択
肢
が
示
さ
れ
、民

主
化
さ
れ
た
と
き
に
、本
当
の
意
味
で

我
々
が
科
学
技
術
を
使
い
こ
な
し
て
い
る

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
環
境
や
暮
ら
し
は

「
預
か
り
も
の
」

　
私
の
活
動
は
、突
き
詰
め
る
と「
こ
こ

で
、と
も
に
、無
事
に
」生
き
た
い
と
い
う
願

い
を
叶
え
る
こ
と
で
す
。実
践
の
対
象
と

し
て
い
る
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
の

思
い
は
、結
局
は
こ
こ
に
行
き
着
く
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
。

　

50
年
後
の
未
来
や
、世
界
や
宇
宙
と

いっ
た
ス
ケ
ー
ル
で
は
な
く
て
、こ
の
場
所

で
家
族
や
地
域
の
仲
間
た
ち
と
、昨
日
と

変
わ
ら
ぬ
今
日
、今
日
と
変
わ
ら
な
い
明

日
を
生
き
て
い
き
た
い
。先
祖
が
つ
な
い
で

き
て
く
れ
た
も
の
を
絶
や
さ
ず
に
つ
な
い

で
い
き
た
い
と
い
う
、さ
さ
や
か
な
願
い
に

応
え
た
い
の
で
す
。

　
こ
の
環
境
や
暮
ら
し
は
自
分
の
も
の
で

は
な
く
先
祖
、そ
し
て
子
孫
か
ら
の「
預
か

り
も
の
」で
あ
っ
て
、た
ま
た
ま
自
分
が
束

の
間
の「
守（
も
）り
を
し
て
」次
の
世
代
に

つ
な
ぐ
の
だ
と
い
う
発
想
は
、世
界
に
発

信
す
べ
き
日
本
の
素
晴
ら
し
い
文
化
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
滋
賀
県
の
場
合
は
、琵
琶
湖
と
い

う
非
常
に
重
要
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

あ
る
。環
境・経
済・社
会
、す
べ
て
が
琵
琶

湖
で
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

琵
琶
湖
の
環
境
を
守
り
、未
来
へ
と
つ

な
ぐ
こ
と
は
、地
域
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
で
も
あ
る
。琵
琶
湖
を
中
心
に
育

ま
れ
た
地
域
文
化
は
、S
D
Gs
を
考
え

る
上
で
も
非
常
に
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま

す
。

近江八坂図屏風絵（提供 ：上田洋平さん）

地域文化学

まちづくり ふるさと



17   Chapter 2  |  Interview

　

滋
賀
県
立
大
学
で「
あ
た
り
ま
え
の

く
ら
し
」と「
無
事
の
文
化
」を
守
る
た

め
、ま
ち
づ
く
り
の
手
法
開
発
や
人
材

育
成
な
ど
に
取
り
組
む
上
田
洋
平
さ

ん
。地
域
文
化
学
等
を
ベ
ー
ス
に「
ふ
る

さ
と
絵
屏
風
」な
ど
独
自
の
手
法
を
用

い
、地
域
の
中
で
実
践
を
重
ね
る
上
田

さ
ん
に
、過
去
や
文
化
は
未
来
に
ど
う

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、体
験
を
通

じ
た
提
言
を
も
らっ
た
。

過
去
を
育
て
て

未
来
を
つ
く
る

 　

私
が
取
り
組
ん
で
い
る「
ふ
る
さ
と
絵

屏
風
」は
、簡
単
に
言
う
と
人
々
の
五
感

体
験
と
、そ
れ
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

素
材
と
し
て
、地
域
の
生
活
史
を
１
枚
の

絵
図
や
１
冊
の
絵
本
と
し
て
表
現
し
た
も

の
で
す
。地
域
の
暮
ら
し
や
文
化
の
見
取

り
図
、郷
土
の
歴
史
・
記
憶
継
承
の
装
置
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
媒
体
、ま
た
は
ま

ち
づ
く
り
の
手
法
と
し
て
滋
賀
県
を
中
心

に
各
地
で
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
過
去
を
育
て
て

未
来
を
つ
く
る
」。歴
史
に
は
、過
去
に
起

こ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
出
来
事
を
現
在

の
視
点
か
ら
拾
い
上
げ
、結
び
付
け
て
語

る
と
い
う
構
造
が
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
な
趣
旨
で
、藤
城
聡
麿
さ
ん

と
い
う
宗
教
家
が「
こ
れ
ま
で
が
こ
れ
か
ら

を
決
め
る
の
で
は
な
く
、こ
れ
か
ら
が
こ
れ

ま
で
を
決
め
る
」の
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

要
す
る
に
、我
々
が
過
去
か
ら
何
を
学

び
取
り
、こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
に
よ
っ

て
、過
去
の
出
来
事
が
持
つ
意
味
は
変
わ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。我
々
が
過
去
に
ど
ん

な
意
味
を
与
え
、ど
う
解
釈
す
る
か
。そ
の

可
能
性
は
未
来
に
開
か
れ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

　

す
る
と
、過
去
の
出
来
事
と
い
う
も
の

は
、新
た
な
発
見
や
解
釈
に
よ
っ
て
常
に

意
味
が
塗
り
替
え
ら
れ
育
っ
て
い
く
の
で
、

絶
対
・
不
変
で
完
結
し
た「
歴
史
」と
い
う

も
の
は
実
は
あ
り
得
な
い
。そ
れ
ど
こ
ろ

か
、そ
の
意
味
や
評
価
を
捏
造
す
る
こ
と

さ
え
も
可
能
な
の
で
、「
歴
史
な
ん
て
嘘

だ
。不
可
能
だ
」と
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
人
々
が

語
り
合
い
吟
味
し
合
っ
て
、そ
の
確
か
さ
を

と
も
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

「
環
世
界
」を
表
現
し
、

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 　

私
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
学
者
の

ひ
と
り
に
、「
動
物
行
動
学
」を
日
本
で
確

立
し
た
日
髙
敏
隆
さ
ん
が
い
ま
す
。私
は

日
髙
さ
ん
か
ら
、「
生
き
物
は
客
観
的
な

環
境
を
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、そ
れ

ぞ
れ
の
生
き
物
が
各
々
身
に
備
わ
っ
た
知

覚
能
力
に
よ
っ
て
周
囲
の
環
境
か
ら
意
味

あ
る
も
の
と
し
て
主
体
的
に
選
び
取
っ
た

事
物
で
構
成
さ
れ
る
、そ
れ
ぞ
れ
固
有
の

世
界
を
生
き
て
い
る
」と
い
う「
環
世
界
」

の
考
え
方
を
学
び
ま
し
た
。し
か
も
人
間

の
場
合
は
、動
物
よ
り
遥
か
に
ユニ
ー
ク
な

環
世
界
を
つ
く
り
出
し
、一
人
ひ
と
り
が

違
う
環
世
界
を
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
で

す
。
　
た
と
え
ば
、私
が
学
生
時
代
に
団
扇
職

人
を
取
材
し
た
と
き
、材
料
と
な
る
真
竹

に
話
題
が
お
よ
ん
だ
の
で
す
が
、私
に
は
ど

れ
も
同
じ
よ
う
に
見
え
る
真
竹
で
も
、伐

採
す
る
時
期
や
場
所
に
よ
っ
て
向
き
不
向

き
が
変
わ
る
な
ど
、職
人
さ
ん
の
捉
え
方

は
自
分
と
ま
る
で
違
う
こ
と
を
知
っ
た
ん

で
す
。

　

人
間
に
は
身
体
能
力
の
限
界
を
乗
り

越
え
る
想
像
力
が
あ
り
、各
人
の
経
験
に

応
じ
た
多
様
な
生
き
方
が
あ
り
、個
人
を

超
え
る
文
化
の
力
も
あ
る
。国
や
言
語
が

違
え
ば
、世
界
の
見
え
方
も
大
き
く
違

う
。こ
の
豊
か
さ
、人
間
の
力
に
私
は
惚
れ

惚
れ
し
た
と
同
時
に
、途
方
に
も
暮
れ
ま

し
た
。一
人
ひ
と
り
違
う
も
の
を
見
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、ど
う
手
を
携
え
て
い
け
ば
い

い
の
だ
と
。

　

結
局
私
は
、人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

環
世
界
を
何
ら
か
の
形
で
表
現
し
て
、共

有
・
交
換
を
し
よ
う
と
す
る
し
、そ
の
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
生
き
物

な
の
だ
と
思
い
至
り
ま
し
た
。そ
こ
に
人
間

ら
し
さ
が
あ
り
、科
学
技
術
や
学
問
、そ
し

て
言
葉
が
持
つ
役
割
も
見
出
せ
た
の
で
す
。

正
し
さ
へ
の
こ
だ
わ
り
が

誰
か
の
意
味
を
切
り
捨
て
る

　
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
を
始
め
た
の
も
、地

域
に
生
き
る
人
々
の
環
世
界
を
覗
い
て
み

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。そ
し
て
、

そ
れ
を
表
現
し
共
有
す
る
方
法
は
絵
だ

な
と
。個
々
の
出
来
事
の
関
係
性
や
全
体

像
を
共
有
す
る
に
は
、絵
を
描
い
て
み
る

必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
の

で
す
。

　
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
の
厳
密
さ
や
正
確
さ

に
つ
い
て
、批
判
が
く
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。お
年
寄
り
か
ら
話

を
聞
い
て
も
、場
合
に
よ
っ
て
は
思
い
違
い

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　
で
も
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
が「
あ
れ
は
確
か
何

年
ご
ろ
の
こ
と
や
っ
た
な
」と
話
し
出
し
た

の
を
さ
え
ぎ
っ
て「
年
表
に
書
い
て
あ
る
内

容
と
違
い
ま
す
ね
」な
ど
と
指
摘
し
た
ら
、

語
る
の
が
嫌
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

　

出
来
事
の
意
味
で
は
な
く
正
確
さ
に
こ

だ
わ
る
あ
ま
り
、そ
の
方
が
語
り
出
そ
う

と
し
て
い
る
世
界
を
壊
し
て
し
ま
う
こ
と

は
避
け
た
い
。当
事
者
の
語
り
が
生
ま
れ

る「
今
」と
い
う
時
間
や
当
人
に
と
っ
て
の

意
味
を
切
り
捨
て
て
、完
成
品
と
し
て
の

物
語
や
出
来
事
の
正
し
さ
を
優
先
す
る
の

は
、近
代
社
会
が
生
産
力
を
価
値
基
準
に

し
て
、未
来
の
目
的
の
た
め
に
現
在
の

「
生
」を
道
具
に
す
る
の
と
同
じ
こ
と
の
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

今
、一
人
ひ
と
り
の
感
覚
や
感
性
は
大

切
に
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。消
費
社
会

の
中
で
、他
人
に
つ
く
ら
れ
た
感
覚
を
生

き
て
は
い
な
い
か
。目
の
前
の
自
然
に
向
け

る
眼
差
し
は
、貧
相
で
陳
腐
な
も
の
に

な
っ
て
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。そ
ん
な

危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
で
も
職
人
や
風
土
に
根
ざ
し
て
生
き
た

時
代
を
記
憶
し
て
い
る
お
年
寄
り
に
は
、

今
も
豊
か
な
環
世
界
が
見
え
て
い
る
。そ

れ
を
今
聞
い
て
お
か
な
い
と
、未
来
に
伝
え

て
い
け
な
い
と
い
う
焦
り
も
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。近
代
化
す
る
な
か
で
忘
れ
去
ら
れ

て
い
っ
た
も
の
が
き
っ
と
あ
る
。我
々
の

拠
っ
て
立
つ「
在
所
」を
ど
う
つ
く
り
、伝
え

て
い
く
の
か
が
私
の
活
動
の
テ
ー
マ
で
す
。

　

地
域
で
の
暮
ら
し
の
履
歴
を
知
る
人
が

未
来
の
た
め
に
出
す
答
え
は
、そ
れ
を
知

ら
な
い
人
が
出
す
答
え
と
は
違
っ
て
く
る
。

こ
れ
も
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
に
込
め
た
願
い

の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
。

　

未
来
に
向
け
て
真
っ
直
ぐ
一
直
線
の
道

筋
を
描
く
の
で
は
な
く
、何
度
も
過
去
を

巡
回
し
な
が
ら
、で
も
、か
つ
て
と
は
違
う

未
来
に
進
ん
で
い
く
。あ
ま
り
風
景
は
変

わ
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、次
元
や
フ
ェ
ー
ズ

が
螺
旋
状
に
登
っ
て
い
き
な
が
ら
変
化
し

て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
未
来
に
対
し
て
持
っ
て

い
ま
す
。

 「
身
識
」を
総
合
知
に

組
み
込
め
る
か

 　
総
合
知
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、ま
ず

知
の
出
ど
こ
ろ
は
ど
こ
に
な
る
の
か
と
い

う
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
、ふ
る
さ
と
絵
屛
風
を
つ

く
る
と
き
に
文
献
な
ど
も
も
ち
ろ
ん
参
照

し
ま
す
が
、そ
れ
以
上
に
地
域
に
生
き
て

い
る
人
々
が
五
感
を
通
し
て
体
得
し
た
知

覚
体
験
や
認
識
に
素
材
を
求
め
て
い
ま

す
。こ
れ
を
私
な
り
に「
身
識
」と
呼
ん
で

知
識
と
対
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、歴
史
学

以
前
の
歴
史
は
人
々
が
体
得
し
た
身
識

を
素
材
と
し
て
生
ま
れ
、個
々
の
身
体
か

ら
身
体
へ
と
受
け
継
が
れ
て
いっ
た
も
の
で

す
。
　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
知
を
総
合
す
る
場
合

に
、カ
オ
ティ
ッ
ク
な
身
識
を
ど
う
組
み
込

ん
で
い
け
る
の
か
は
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。し
か
も
地
域
に
お
け
る
知
に
は
、個
人

が
持
つ
も
の
だ
け
で
は
な
く
、世
代
を
超

え
て
同
じ
土
地
で
同
じ
生
業
を
通
じ
て
共

有
さ
れ
て
き
た
認
識
や
思
想
、身
構
え
方

と
いっ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

自
然
科
学
の
中
に
は
、身
識
を
表
現
す

る
言
葉
が
あ
る
の
か
。そ
う
いっ
た
対
話
は

し
て
み
た
い
で
す
ね
。対
話
に
よ
っ
て
お
互

い
の
知
が
ク
リ
ア
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
し
、身
識
ま
で
を
捉
え
て
総
合

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、総
合
知
は
非
常
に

興
味
深
い
で
す
。

　
本
当
の
テ
クノ
ロ
ジ
ーっ
て
、お
そ
ら
く
軽

薄
短
小
が
真
骨
頂
だ
と
思
う
ん
で
す
。た
と

え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
ど
ん
ど
ん
小
型
化

し
た
よ
う
に
、重
厚
長
大
か
ら
軽
薄
短
小
へ

の
シ
フ
ト
は
、た
ぶ
ん
技
術
の
進
化
と
言
っ

て
いい
の
で
し
ょ
う
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
適
切
に
使
い
分
け
る

発
想
が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。地
域

に
よ
っ
て
は
原
発
が
必
要
か
も
し
れ
な
い

し
、か
つ
て
の
村
の
鍛
冶
屋
の
よ
う
に
、

ロ
ー
カ
ル
な
等
身
大
の
技
術
で
も
運
用
で

き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
求
め
ら
れ

る
場
面
も
あ
る
は
ず
で
す
。

　
テ
クノ
ロ
ジ
ー
の
選
択
肢
が
示
さ
れ
、民

主
化
さ
れ
た
と
き
に
、本
当
の
意
味
で

我
々
が
科
学
技
術
を
使
い
こ
な
し
て
い
る

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
環
境
や
暮
ら
し
は

「
預
か
り
も
の
」

　
私
の
活
動
は
、突
き
詰
め
る
と「
こ
こ

で
、と
も
に
、無
事
に
」生
き
た
い
と
い
う
願

い
を
叶
え
る
こ
と
で
す
。実
践
の
対
象
と

し
て
い
る
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
の

思
い
は
、結
局
は
こ
こ
に
行
き
着
く
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
。

　

50
年
後
の
未
来
や
、世
界
や
宇
宙
と

いっ
た
ス
ケ
ー
ル
で
は
な
く
て
、こ
の
場
所

で
家
族
や
地
域
の
仲
間
た
ち
と
、昨
日
と

変
わ
ら
ぬ
今
日
、今
日
と
変
わ
ら
な
い
明

日
を
生
き
て
い
き
た
い
。先
祖
が
つ
な
い
で

き
て
く
れ
た
も
の
を
絶
や
さ
ず
に
つ
な
い

で
い
き
た
い
と
い
う
、さ
さ
や
か
な
願
い
に

応
え
た
い
の
で
す
。

　
こ
の
環
境
や
暮
ら
し
は
自
分
の
も
の
で

は
な
く
先
祖
、そ
し
て
子
孫
か
ら
の「
預
か

り
も
の
」で
あ
っ
て
、た
ま
た
ま
自
分
が
束

の
間
の「
守（
も
）り
を
し
て
」次
の
世
代
に

つ
な
ぐ
の
だ
と
い
う
発
想
は
、世
界
に
発

信
す
べ
き
日
本
の
素
晴
ら
し
い
文
化
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
滋
賀
県
の
場
合
は
、琵
琶
湖
と
い

う
非
常
に
重
要
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

あ
る
。環
境・経
済・社
会
、す
べ
て
が
琵
琶

湖
で
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

琵
琶
湖
の
環
境
を
守
り
、未
来
へ
と
つ

な
ぐ
こ
と
は
、地
域
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
で
も
あ
る
。琵
琶
湖
を
中
心
に
育

ま
れ
た
地
域
文
化
は
、S
D
Gs
を
考
え

る
上
で
も
非
常
に
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま

す
。上

田 

洋
平　

U
ed

a Y
oh

ei

京
都
府
出
身
。滋
賀
県
立
大
学
大
学
院
人

間
文
化
学
研
究
科
地
域
文
化
学
専
攻
博
士

課
程
単
位
取
得
退
学
。専
門
は
地
域
文
化

学
、地
域
学
。風
土
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
と

文
化
に
関
す
る
研
究
と
実
践
に
取
り
組
む

一
方
、地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成

や
地
域
と
連
携
し
た「
共
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
開
発
・
運
営
、「
ま
ち
づ
く
り
の
ホ
ー
ム

ド
ク
タ
ー（
か
か
り
つ
け
医
）」と
し
て
地

域
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相
談
に
乗

る
活
動
も
行
う
。地
域
住
民
が
自
ら
の
五

感
体
験
を
素
材
と
し
て「
環
世
界
」的
な
地

域
像（
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
）を
描
き
語
る
多

世
代
共
創
型
ま
ち
づ
く
り
の
手
法「
心
象

図
法
」を
開
発
。同
手
法
は
広
く
各
地
に
普

及
し
つ
つ
あ
る
。主
な
著
書
に『
場
づ
く
り

か
ら
始
め
る
地
域
づ
く
り
』（
共
著
・
学
芸

出
版
、２
０
２
１
年
）が
あ
る
。
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提
言       P

roposal 

京
都
精
華
大
学 

全
学
研
究
機
構
長（
前
学
長
）さ

ん

ウ
ス
ビ・サ
コ

O
u

ssou
by SA

C
K

O

 no. 04情
報
化・多
様
化
す
る
社
会
に
沿
っ
た

新
し
い
空
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
を
。

　
２
０
１
８
年
に
ア
フ
リ
カ
出
身
者
と

し
て
日
本
で
初
め
て
大
学
の
学
長
に
就

任
し
た
京
都
精
華
大
学
の
ウ
ス
ビ・サ
コ

さ
ん
。「
空
間
人
類
学
」の
専
門
家
で
あ

る
サ
コ
さ
ん
に
、情
報
化
や
多
様
化
が

進
む
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
、私
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
空
間
や
コ
ミュニ
ケ
ー

ション
を
築
く
べ
き
か
伺
っ
た
。

家
族
や
社
会
と
空
間
は

影
響
し
合
う

 　
２
０
５
０
年
の
未
来
を
想
像
す
る
に

あ
た
っ
て
、ま
ず
は
人
口
と
高
齢
化
に
つ

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

世
界
人
口
は
１
０
０
億
人
を
超
え
、１
０

０
歳
以
上
の
人
が
約
半
数
を
超
え
る
と

言
わ
れ
る
社
会
の
構
造
や
家
族
形
態
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。そ
れ
に
よ
っ
て
、

空
間
や
建
築
の
専
門
家
で
あ
る
私
た
ち

の
提
案
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。家
族

や
社
会
と
空
間
は
、互
い
に
影
響
を
与

え
合
う
関
係
に
あ
る
か
ら
で
す
。

　

た
と
え
ば
こ
こ
数
年
で
一
気
に
進
ん

だ
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
在
宅
勤
務・授
業
に

よ
っ
て
、自
宅
に
ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
を

持
つ
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
住
宅
の
前
提

に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。ほ
か
に
も
、事

実
婚
に
よ
っ
て
人
口
回
復
を
図
る
政
策

を
打
ち
出
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
が

あ
っ
た
り
、L
G
B
T
Q
の
パ
ー
ト
ナ
ー

同
士
で
養
子
を
育
て
る
家
族
が
出
て
き

た
り
、い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
の
家
族
の
あ

り
方
が
当
た
り
前
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、家
族
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
は
今

よ
り
も
有
機
的
な
も
の
に
な
る
。そ
う

な
る
と
、家
も「
途
中
で
変
わ
る
こ
と
」

を
前
提
に
考
え
る
必
要
が
出
て
く
る
の

で
、建
築
資
材
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な

ど
も
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

住
人
が
自
分
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、住
み
な
が
ら
空
間
を
つ
く
り
変

え
て
い
く
パ
タ
ー
ン
が
世
界
中
で
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
る
と
思
う
の
で
、建
築
家
の

仕
事
も
大
き
く
減
る
で
し
ょ
う
ね
。基

準
や
規
制
を
満
た
し
て
い
る
か
、最
後

の
段
階
で
判
断
す
る
程
度
の
仕
事
し
か

残
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

情
報
化
社
会
の
新
し
い

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

 　

空
間
が
変
わ
れ
ば
、こ
れ
ま
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
タ
ー
ン
も
変
わ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

情
報
化
社
会
は
、空
間
に
限
定
さ
れ

な
い
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
に
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
た
く
さ
ん

も
た
ら
し
ま
し
た
。未
来
の
子
ど
も
た

ち
は
、そ
れ
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。

　

本
学
の
学
生
も
、教
室
に
来
る
ま
で

の
道
の
り
で
見
か
け
た
も
の
を
尋
ね
て

も
答
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
通
じ
て
自
分
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
が

存
在
す
る
世
界
と
は
異
な
る
情
報
の
世

界
に
身
を
置
い
て
い
る
の
で
す
。そ
れ
は

お
も
し
ろ
い
こ
と
で
あ
る
反
面
、憂
慮
す

る
部
分
も
あ
る
の
で
、バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ

ア
ル
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
社
会
の
あ
り
方

は
、し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　
ち
な
み
に
ア
フ
リ
カ
の
社
会
は
、こ
れ

ま
で
も
の
す
ご
く
相
互
依
存
型
だ
っ
た

ん
で
す
。だ
け
ど
モ
ノ
や
情
報
の
動
き
が

盛
ん
に
な
っ
て
、自
立
化
が
進
ん
で
い

る
。個
人
的
に
は
、相
互
依
存
が
薄
ま
っ

て
適
度
な
自
立
社
会
に
な
る
こ
と
を
と

て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

昔
な
が
ら
の
古
典
的
な
家
族
の
あ
り

方
も
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、か

と
いっ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
が
す

べ
て
変
わ
る
こ
と
ま
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。ア
フ
リ
カ
ら
し
い
支
え
合
う
社
会
の

中
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
し
て
い
る
と
い

う
新
し
い
パ
タ
ー
ン
が
生
ま
れ
て
く
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
の
社
会
構
造
が
30
年
も
続
く
こ
と

は
考
え
に
く
い
。も
ち
ろ
ん
地
域
固
有
の

文
化
は
残
る
の
だ
け
ど
、情
報
化
社
会

に
よ
っ
て
そ
れ
が
世
界
へ
と
広
が
り
、交

わ
っ
た
先
に
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
先
の
社
会
は

必
ず
多
様
化
す
る

 　
私
は
ア
フ
リ
カ
の
マ
リ
共
和
国
で
生

ま
れ
て
、１
９
９
１
年
に
京
都
大
学
大

学
院
へ
通
う
た
め
に
日
本
へ
や
っ
て
き
ま

し
た
。当
初
は
日
本
流
の
振
舞
い
を
求

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
、が
ん

ば
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
く
て
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
り
ま
し
た
ね
。

　

で
も
あ
る
と
き
、マ
リ
の
文
化
や
感

覚
を
芯
に
持
っ
て
い
る
私
が
日
本
の
こ

と
を
理
解
し
て
、日
本
人
と
協
働
し
て
、

良
い
仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ

と
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
こ

で
私
の
存
在
が
プ
ラ
ス
に
働
く
の
だ
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

外
国
人
の
存
在
に
よ
っ
て
社
会
が
良

く
な
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
は
、日
本
で

は
な
か
な
か
広
ま
り
ま
せ
ん
。で
も
、こ

の
先
の
社
会
は
必
ず
多
様
化
し
て
い
き

ま
す
。そ
れ
で
あ
れ
ば
、ダ
イ
バ
ー
シ
ティ

な
社
会
を
ど
う
機
能
さ
せ
る
か
が
重
要

で
す
よ
ね
。

　

そ
こ
で
ひ
と
つ
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
は
、

世
界
共
通
の
身
近
な
課
題
を
起
点
に

考
え
る
こ
と
で
す
。た
と
え
ば
介
護
の

問
題
は
、先
進
国
の
多
く
で
日
本
と
同

様
に
課
題
に
な
っ
て
い
て
、フ
ラ
ン
ス
な

ど
で
は
、そ
の
担
い
手
の
多
く
を
移
民

に
頼
っ
て
い
ま
す
。介
護
の
担
い
手
不
足

は
多
く
の
国
で
ま
す
ま
す
課
題
に
な
っ

て
く
る
の
で
、世
界
中
で
共
通
の
ス
キ
ル

を
得
ら
れ
る「
国
際
免
許
」の
よ
う
な
制

度
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る

と
い
い
と
思
う
の
で
す
。

　

実
際
、お
む
つ
の
よ
う
な
マ
テ
リ
ア
ル

の
面
で
は
、日
本
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も
、

そ
し
て
マ
リ
で
も
既
に
同
じ
も
の
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。同
じ
こ
と
が
、ス
キ
ル
や

ソ
フ
ト
の
面
で
も
起
き
て
ほ
し
い
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

 「
つ
く
ら
れ
る
」で
は
な
く

 「
つ
く
り
た
い
」社
会
を

目
指
す
た
め
に

 　

日
本
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
の
ひ
と

つ
に
、「
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
」と
思
い
込

ん
で
い
る
社
会
構
造
が
あ
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
た

め
、新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
へ
移
行

す
る
こ
と
に
慎
重
で
、そ
の
間
に
海
外

の
国
々
で
は
ジ
ャ
ン
プ
す
る
か
の
よ
う
に

導
入
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、そ
し
て
相
対

的
に
自
分
た
ち
が
遅
れ
始
め
て
い
る
こ

と
に
も
な
か
な
か
気
付
け
ま
せ
ん
。

　
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
は「
自
己

認
識
」の
不
足
だ
と
考
え
て
い
て
、こ
れ

は
教
育
者
の
立
場
か
ら
も
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 　
た
と
え
ば
科
学
技
術
は
、本
来
で
あ

れ
ば
私
た
ち
の
思
考
や
価
値
観
、哲
学

に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
目
的
の
た
め
に

利
用
す
る
も
の
で
す
。で
も
今
は
逆
で
、

科
学
技
術
に
使
わ
れ
て
い
る
我
々
が
い

る
。社
会
を
置
い
て
き
ぼ
り
に
し
て「
知
」

を
先
行
さ
せ
、科
学
の
可
能
性
に
賭
け

て
き
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、そ
の
結
果
と
し
て
出
現
し

た
の
は
、科
学
技
術
に
限
定
さ
れ
た「
つ

く
ら
れ
る
社
会
」で
し
た
。私
た
ち
が
本

来
目
指
す
べ
き「
つ
く
り
た
い
社
会
」の

実
現
に
必
要
な「
社
会
を
想
像
す
る

力
」を
養
う
に
は
、歴
史
や
哲
学
を
通
し

た「
自
己
認
識
」を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
方
法
の
ひ
と
つ
は
、歴
史
や
哲

学
と
いっ
た
勉
強
を
、小
中
学
校
の
段

階
か
ら
や
り
続
け
る
こ
と
で
す
。実
際

に
本
学
で
も
、哲
学
や
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

を
必
修
に
す
る
な
ど
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、「
観
察
力
」

を
磨
く
た
め
の
教
育
で
す
。私
は
、グ

ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
に
必
要
な
素
養

は「
自
分
を
知
っ
て
い
る
」こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。「
足
元
が
見
え
て
い
る
」と

も
言
い
換
え
ら
れ
ま
す
が
、大
衆
に
流

さ
れ
ず
、地
に
足
を
つ
け
て
も
の
を
見
る

こ
と
で
、初
め
て
別
の
展
開
や
広
が
り

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、「
私
は
何
者
か
」と
い
う

自
己
認
識
を
、早
い
時
期
か
ら
身
に
付
け

る
た
め
の
教
育
が
重
要
に
な
る
の
で
す
。

地
域
づ
く
り
や

ダ
イ
バ
ー
シ
ティ
に
は

コ
ミュニ
ケ
ー
ショ
ン
の

場
が
必
要

　

日
本
は
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
場
が
少
な
い
で
す

よ
ね
。何
で
も
管
理
下
に
あ
っ
て
、予
約

が
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
か
、自
由
に
使
う

こ
と
が
で
き
な
い
。そ
う
な
る
と
、「
面
倒

く
さ
い
」「
迷
惑
」と
い
っ
た
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
本
来
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
言
葉
が
出
て
き
て
し
ま
う
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
に
理

由
な
ん
て
い
ら
な
い
ん
で
す
。マ
リ
だ
と
、

家
の
前
に
た
く
さ
ん
椅
子
を
置
い
て
お

く
ん
で
す
よ
。誰
が
来
て
も
い
い
よ
う

に
。ち
ょ
っ
と
し
た
場
を
つ
く
れ
ば
、人

は
自
然
に
や
っ
て
く
る
。ア
メ
リ
カ
な
ど

で
も
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
対
話
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
場
は
、地
域
づ
く
り
や
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
な
社
会
を
機
能
さ
せ
る

上
で
も
重
要
で
す
。地
域
へ
の
帰
属
意

識
が
湧
く
よ
う
な
場
を
増
や
す
こ
と

が
、日
本
で
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　

大
学
は
、そ
う
し
た
市
民
の
関
係
性

を
育
む
場
に
な
り
得
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。今
年
２
月
に
竣
工
し
た
本
学
の「
明

窓
館
」は
、地
域
の
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
施

設
の
一
部
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も

使
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
す
。

　

地
域
に
お
け
る
新
し
い
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
と
と
も
に
、学
生
に

と
っ
て
も
明
窓
館
で
出
会
う
情
報
す
べ

て
が
学
び
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

空間人類学／建築学

コミュニティ 大学改革
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２
０
１
８
年
に
ア
フ
リ
カ
出
身
者
と

し
て
日
本
で
初
め
て
大
学
の
学
長
に
就

任
し
た
京
都
精
華
大
学
の
ウ
ス
ビ・サ
コ

さ
ん
。「
空
間
人
類
学
」の
専
門
家
で
あ

る
サ
コ
さ
ん
に
、情
報
化
や
多
様
化
が

進
む
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
、私
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
空
間
や
コ
ミュニ
ケ
ー

ション
を
築
く
べ
き
か
伺
っ
た
。

家
族
や
社
会
と
空
間
は

影
響
し
合
う

 　
２
０
５
０
年
の
未
来
を
想
像
す
る
に

あ
た
っ
て
、ま
ず
は
人
口
と
高
齢
化
に
つ

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

世
界
人
口
は
１
０
０
億
人
を
超
え
、１
０

０
歳
以
上
の
人
が
約
半
数
を
超
え
る
と

言
わ
れ
る
社
会
の
構
造
や
家
族
形
態
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。そ
れ
に
よ
っ
て
、

空
間
や
建
築
の
専
門
家
で
あ
る
私
た
ち

の
提
案
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。家
族

や
社
会
と
空
間
は
、互
い
に
影
響
を
与

え
合
う
関
係
に
あ
る
か
ら
で
す
。

　

た
と
え
ば
こ
こ
数
年
で
一
気
に
進
ん

だ
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
在
宅
勤
務・授
業
に

よ
っ
て
、自
宅
に
ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
を

持
つ
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
住
宅
の
前
提

に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。ほ
か
に
も
、事

実
婚
に
よ
っ
て
人
口
回
復
を
図
る
政
策

を
打
ち
出
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
が

あ
っ
た
り
、L
G
B
T
Q
の
パ
ー
ト
ナ
ー

同
士
で
養
子
を
育
て
る
家
族
が
出
て
き

た
り
、い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
の
家
族
の
あ

り
方
が
当
た
り
前
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、家
族
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
は
今

よ
り
も
有
機
的
な
も
の
に
な
る
。そ
う

な
る
と
、家
も「
途
中
で
変
わ
る
こ
と
」

を
前
提
に
考
え
る
必
要
が
出
て
く
る
の

で
、建
築
資
材
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な

ど
も
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

住
人
が
自
分
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、住
み
な
が
ら
空
間
を
つ
く
り
変

え
て
い
く
パ
タ
ー
ン
が
世
界
中
で
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
る
と
思
う
の
で
、建
築
家
の

仕
事
も
大
き
く
減
る
で
し
ょ
う
ね
。基

準
や
規
制
を
満
た
し
て
い
る
か
、最
後

の
段
階
で
判
断
す
る
程
度
の
仕
事
し
か

残
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

情
報
化
社
会
の
新
し
い

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

 　

空
間
が
変
わ
れ
ば
、こ
れ
ま
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
タ
ー
ン
も
変
わ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

情
報
化
社
会
は
、空
間
に
限
定
さ
れ

な
い
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
に
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
た
く
さ
ん

も
た
ら
し
ま
し
た
。未
来
の
子
ど
も
た

ち
は
、そ
れ
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。

　

本
学
の
学
生
も
、教
室
に
来
る
ま
で

の
道
の
り
で
見
か
け
た
も
の
を
尋
ね
て

も
答
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
通
じ
て
自
分
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
が

存
在
す
る
世
界
と
は
異
な
る
情
報
の
世

界
に
身
を
置
い
て
い
る
の
で
す
。そ
れ
は

お
も
し
ろ
い
こ
と
で
あ
る
反
面
、憂
慮
す

る
部
分
も
あ
る
の
で
、バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ

ア
ル
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
社
会
の
あ
り
方

は
、し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

　
ち
な
み
に
ア
フ
リ
カ
の
社
会
は
、こ
れ

ま
で
も
の
す
ご
く
相
互
依
存
型
だ
っ
た

ん
で
す
。だ
け
ど
モ
ノ
や
情
報
の
動
き
が

盛
ん
に
な
っ
て
、自
立
化
が
進
ん
で
い

る
。個
人
的
に
は
、相
互
依
存
が
薄
ま
っ

て
適
度
な
自
立
社
会
に
な
る
こ
と
を
と

て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

昔
な
が
ら
の
古
典
的
な
家
族
の
あ
り

方
も
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、か

と
いっ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
が
す

べ
て
変
わ
る
こ
と
ま
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。ア
フ
リ
カ
ら
し
い
支
え
合
う
社
会
の

中
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
し
て
い
る
と
い

う
新
し
い
パ
タ
ー
ン
が
生
ま
れ
て
く
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
の
社
会
構
造
が
30
年
も
続
く
こ
と

は
考
え
に
く
い
。も
ち
ろ
ん
地
域
固
有
の

文
化
は
残
る
の
だ
け
ど
、情
報
化
社
会

に
よ
っ
て
そ
れ
が
世
界
へ
と
広
が
り
、交

わ
っ
た
先
に
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
先
の
社
会
は

必
ず
多
様
化
す
る

 　
私
は
ア
フ
リ
カ
の
マ
リ
共
和
国
で
生

ま
れ
て
、１
９
９
１
年
に
京
都
大
学
大

学
院
へ
通
う
た
め
に
日
本
へ
や
っ
て
き
ま

し
た
。当
初
は
日
本
流
の
振
舞
い
を
求

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
、が
ん

ば
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
く
て
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
り
ま
し
た
ね
。

　

で
も
あ
る
と
き
、マ
リ
の
文
化
や
感

覚
を
芯
に
持
っ
て
い
る
私
が
日
本
の
こ

と
を
理
解
し
て
、日
本
人
と
協
働
し
て
、

良
い
仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ

と
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
こ

で
私
の
存
在
が
プ
ラ
ス
に
働
く
の
だ
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

外
国
人
の
存
在
に
よ
っ
て
社
会
が
良

く
な
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
は
、日
本
で

は
な
か
な
か
広
ま
り
ま
せ
ん
。で
も
、こ

の
先
の
社
会
は
必
ず
多
様
化
し
て
い
き

ま
す
。そ
れ
で
あ
れ
ば
、ダ
イ
バ
ー
シ
ティ

な
社
会
を
ど
う
機
能
さ
せ
る
か
が
重
要

で
す
よ
ね
。

　

そ
こ
で
ひ
と
つ
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
は
、

世
界
共
通
の
身
近
な
課
題
を
起
点
に

考
え
る
こ
と
で
す
。た
と
え
ば
介
護
の

問
題
は
、先
進
国
の
多
く
で
日
本
と
同

様
に
課
題
に
な
っ
て
い
て
、フ
ラ
ン
ス
な

ど
で
は
、そ
の
担
い
手
の
多
く
を
移
民

に
頼
っ
て
い
ま
す
。介
護
の
担
い
手
不
足

は
多
く
の
国
で
ま
す
ま
す
課
題
に
な
っ

て
く
る
の
で
、世
界
中
で
共
通
の
ス
キ
ル

を
得
ら
れ
る「
国
際
免
許
」の
よ
う
な
制

度
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る

と
い
い
と
思
う
の
で
す
。

　

実
際
、お
む
つ
の
よ
う
な
マ
テ
リ
ア
ル

の
面
で
は
、日
本
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も
、

そ
し
て
マ
リ
で
も
既
に
同
じ
も
の
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。同
じ
こ
と
が
、ス
キ
ル
や

ソ
フ
ト
の
面
で
も
起
き
て
ほ
し
い
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

 「
つ
く
ら
れ
る
」で
は
な
く

 「
つ
く
り
た
い
」社
会
を

目
指
す
た
め
に

 　

日
本
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
の
ひ
と

つ
に
、「
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
」と
思
い
込

ん
で
い
る
社
会
構
造
が
あ
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
た

め
、新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
へ
移
行

す
る
こ
と
に
慎
重
で
、そ
の
間
に
海
外

の
国
々
で
は
ジ
ャ
ン
プ
す
る
か
の
よ
う
に

導
入
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、そ
し
て
相
対

的
に
自
分
た
ち
が
遅
れ
始
め
て
い
る
こ

と
に
も
な
か
な
か
気
付
け
ま
せ
ん
。

　
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
は「
自
己

認
識
」の
不
足
だ
と
考
え
て
い
て
、こ
れ

は
教
育
者
の
立
場
か
ら
も
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 　
た
と
え
ば
科
学
技
術
は
、本
来
で
あ

れ
ば
私
た
ち
の
思
考
や
価
値
観
、哲
学

に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
目
的
の
た
め
に

利
用
す
る
も
の
で
す
。で
も
今
は
逆
で
、

科
学
技
術
に
使
わ
れ
て
い
る
我
々
が
い

る
。社
会
を
置
い
て
き
ぼ
り
に
し
て「
知
」

を
先
行
さ
せ
、科
学
の
可
能
性
に
賭
け

て
き
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、そ
の
結
果
と
し
て
出
現
し

た
の
は
、科
学
技
術
に
限
定
さ
れ
た「
つ

く
ら
れ
る
社
会
」で
し
た
。私
た
ち
が
本

来
目
指
す
べ
き「
つ
く
り
た
い
社
会
」の

実
現
に
必
要
な「
社
会
を
想
像
す
る

力
」を
養
う
に
は
、歴
史
や
哲
学
を
通
し

た「
自
己
認
識
」を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
方
法
の
ひ
と
つ
は
、歴
史
や
哲

学
と
いっ
た
勉
強
を
、小
中
学
校
の
段

階
か
ら
や
り
続
け
る
こ
と
で
す
。実
際

に
本
学
で
も
、哲
学
や
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

を
必
修
に
す
る
な
ど
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、「
観
察
力
」

を
磨
く
た
め
の
教
育
で
す
。私
は
、グ

ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
に
必
要
な
素
養

は「
自
分
を
知
っ
て
い
る
」こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。「
足
元
が
見
え
て
い
る
」と

も
言
い
換
え
ら
れ
ま
す
が
、大
衆
に
流

さ
れ
ず
、地
に
足
を
つ
け
て
も
の
を
見
る

こ
と
で
、初
め
て
別
の
展
開
や
広
が
り

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、「
私
は
何
者
か
」と
い
う

自
己
認
識
を
、早
い
時
期
か
ら
身
に
付
け

る
た
め
の
教
育
が
重
要
に
な
る
の
で
す
。

地
域
づ
く
り
や

ダ
イ
バ
ー
シ
ティ
に
は

コ
ミュニ
ケ
ー
ショ
ン
の

場
が
必
要

　

日
本
は
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
場
が
少
な
い
で
す

よ
ね
。何
で
も
管
理
下
に
あ
っ
て
、予
約

が
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
か
、自
由
に
使
う

こ
と
が
で
き
な
い
。そ
う
な
る
と
、「
面
倒

く
さ
い
」「
迷
惑
」と
い
っ
た
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
本
来
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
言
葉
が
出
て
き
て
し
ま
う
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
に
理

由
な
ん
て
い
ら
な
い
ん
で
す
。マ
リ
だ
と
、

家
の
前
に
た
く
さ
ん
椅
子
を
置
い
て
お

く
ん
で
す
よ
。誰
が
来
て
も
い
い
よ
う

に
。ち
ょ
っ
と
し
た
場
を
つ
く
れ
ば
、人

は
自
然
に
や
っ
て
く
る
。ア
メ
リ
カ
な
ど

で
も
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
対
話
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
場
は
、地
域
づ
く
り
や
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
な
社
会
を
機
能
さ
せ
る

上
で
も
重
要
で
す
。地
域
へ
の
帰
属
意

識
が
湧
く
よ
う
な
場
を
増
や
す
こ
と

が
、日
本
で
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　

大
学
は
、そ
う
し
た
市
民
の
関
係
性

を
育
む
場
に
な
り
得
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。今
年
２
月
に
竣
工
し
た
本
学
の「
明

窓
館
」は
、地
域
の
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
施

設
の
一
部
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も

使
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
す
。

　

地
域
に
お
け
る
新
し
い
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
と
と
も
に
、学
生
に

と
っ
て
も
明
窓
館
で
出
会
う
情
報
す
べ

て
が
学
び
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ス
ビ・サ
コ O

u
ssou

by SA
C

K
O

マ
リ
共
和
国
出
身
。中
国
・
北
京
語
言
大

学
、南
京
東
南
大
学
を
経
て
、2
0
0
1

年
よ
り
京
都
精
華
大
学
教
員
に
。バ
ン
バ

ラ
語
、英
語
、フ
ラ
ン
ス
語
、中
国
語
、関
西

弁
を
操
る
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。「
空
間
人

類
学
」を
テ
ー
マ
に
、学
生
と
と
も
に
国

や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
環
境
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
空
間
の
リ
ア
ル
な
関
係

を
研
究
。暮
ら
し
の
身
近
な
視
点
か
ら
、

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
社
会
の
あ

り
方
を
提
唱
し
て
い
る
。２
０
２
１
年
１２

月
か
ら
公
益
社
団
法
人
2
0
2
5
年
日

本
国
際
博
覧
会
協
会
副
会
長
を
兼
務
。

新たなコミュニケーション拠点「明窓館」（提供：京都精華大学）
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提
言       P

roposal 

千
葉
大
学 

大
学
院
国
際
学
術
研
究
院 

教
授

さ
ん

神
里 

達
博

K
am

isato T
atsu

h
iro

 no. 05さ
ま
ざ
ま
な
専
門
知
を
編
集
し
、

社
会
に
真
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
。

　

専
門
主
義
と
民
主
主
義
の
関
係
、科

学
技
術
に
伴
う
リ
ス
ク
、Ｉ
Ｔ
や
生
命

科
学
に
関
す
る
倫
理
問
題
な
ど
を
研

究
す
る
神
里
達
博
さ
ん
。科
学
史
の
専

門
家
と
し
て『
文
明
探
偵
の
冒
険 

今
は

時
代
の
節
目
な
の
か
』『
リ
ス
ク
の
正
体

―
不
安
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
』

な
ど
の
著
書
も
手
が
け
る
神
里
さ
ん
か

ら
は
、さ
ま
ざ
ま
な
知
を
編
集
す
る「
エ

ディ
タ
ー
」へ
の
期
待
と
と
も
に
、「
真
の

ユニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」に
よ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）向
上
を
目
指
す
べ
き
と
の

道
筋
が
示
さ
れ
た
。

「
衰
退
す
る
社
会
」を
前
提
に

未
来
を
考
え
る

 　
２
０
５
０
年
の
日
本
の
未
来
を
考
え

る
と
き
、私
は「
確
実
な
こ
と
は
何
か
」か

ら
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　

ま
ず
最
も
確
実
性
高
く
未
来
予
測

で
き
る
の
が
、「
人
口
動
態
」で
す
。65
歳

以
上
が
４
割
近
く
、人
口
も
１
億
人
ぐ

ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
私
が
確
実
だ
と
思
う
の

は
、大
規
模
災
害
の
発
生
で
す
。40
年
以

内
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、30
年
以
内
に

首
都
圏
直
下
型
地
震
が
高
確
率
で
起

こ
る
予
測
も
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
２
０
５

０
年
に
は
、お
そ
ら
く
日
本
は
東
日
本

大
震
災
を
超
え
る
規
模
の
被
害
を
既

に
経
験
し
て
い
る
上
に
、高
齢
者
ば
か

り
で
子
ど
も
が
非
常
に
少
な
い
国
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、経
済
も
悪
化
す
る
は
ず
で
す
。生

産
年
齢
人
口
が
減
る
こ
と
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
世

界
で
の
シ
ェ
ア
は
、ピ
ー
ク
だ
っ
た
１
９

９
５
年
頃
の
10
分
の
１
に
な
る
と
い
う

予
測
も
あ
り
ま
す
。世
界
人
口
に
占
め

る
日
本
の
シ
ェ
ア
も
約
１
％
に
な
る
。そ

う
な
れ
ば
、か
な
り
生
活
水
準
が
下
が

る
は
ず
で
す
し
、そ
れ
以
前
に
日
本
は

こ
の
30
年
、全
く
経
済
成
長
し
な
かっ
た

国
で
す
。こ
れ
ま
で
伸
び
な
か
っ
た
社
会

が
Ｖ
字
回
復
で
き
る
要
素
も
見
当
た
り

ま
せ
ん
。

　

未
来
を
語
る
と
き
に
、明
る
い
話
か

ら
考
え
る
よ
り
も
、ほ
ぼ
確
実
な
人
口

動
態
と
災
害
の
話
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

「
衰
退
し
て
い
く
社
会
」を
前
提
と
し
て

幸
せ
に
な
る
方
法
を
考
え
た
ほ
う
が
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

国
家
の
長
期
的
な
歴
史
に

価
値
の
源
泉
を
見
出
す

　

そ
の
上
で
大
事
な
の
は
、衰
退
し
た

国
家
の
歴
史
を
見
る
こ
と
で
す
。た
と

え
ば
、16
世
紀
に
世
界
帝
国
の
座
に
つ

い
た
ス
ペ
イ
ン
。近
年
は
か
つ
て
の
輝
き

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、今
の
ス
ペ
イ
ン
を「
ダ

メ
な
国
だ
」な
ん
て
誰
も
思
い
ま
せ
ん
よ

ね
。食
も
文
化
も
豊
か
で
、歴
史
も
あ
っ

て
、お
も
し
ろ
い
国
だ
と
思
っ
て
い
る
け

れ
ど
、長
期
的
に
は
衰
退
し
て
いっ
た
わ

け
で
す
。

　

国
と
い
う
も
の
は
栄
え
た
り
衰
え
た

り
し
ま
す
。何
度
も
栄
え
る
国
だ
っ
て
あ

る
。日
本
は
20
世
紀
後
半
に
栄
え
た
国

な
の
で
す
。た
と
え
衰
え
た
と
し
て
も
、

日
本
に
は
長
い
歴
史
や
魅
力
的
な
コ
ン

テ
ン
ツ
が
あ
る
し
、自
然
も
と
て
も
豊
か

で
す
。情
報
技
術
の
視
点
で
見
れ
ば
、こ

れ
ら
は
価
値
の
源
泉
と
な
る「
デ
ー
タ
」

と
も
言
え
る
。

　

昭
和
的
価
値
観
か
ら
す
る
と
、経
済

的
に
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
か

ら
慌
て
て
手
を
打
と
う
と
す
る
の
で
す

が
、ど
れ
も
歴
史
的
な
趨
勢
に
反
す
る

も
の
で
、う
ま
く
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

科
学
技
術
も
同
様
で
、も
ち
ろ
ん
経

済
成
長
は
で
き
た
ほ
う
が
良
い
の
で
す

が
、昔
の
よ
う
な
成
長
は
も
う
無
理
だ

と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、社
会
と
の
関

係
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
ね
。

　
そ
う
な
る
と
、「Society 5.0

」な
ど

で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
未
来
像
に
は
、

や
や
無
駄
が
多
い
よ
う
に
も
感
じ
て
い

ま
す
。

真
の
ユニ
バー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で

Q
O
L
を
向
上
さ
せ
る

　
具
体
的
に
す
べ
き
こ
と
は
、広
い
意
味

で
の「
ユニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」で
す
。今
、

一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
ユニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、た
と
え
ば「
視
覚
に

障
害
が
あ
っ
て
も
渡
り
や
す
い
横
断
歩

道
」な
ど
と
て
も
限
定
的
な
も
の
で
す

が
、本
来
は
ど
ん
な
条
件
に
あ
る
人
で

も
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。そ
う
い
う
観
点
で
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
見
直
し
て
い
く
と
、ま
だ
ま

だ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
す
る
余
地

は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
そ
こ
で
必
要
な
の
は
、苦
労
し
て
い
る

人
に
話
を
聞
く
こ
と
で
す
。た
と
え
ば
、

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん
で
い
る
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
や
お
年
寄
り
な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
て
、出
て
き
た
答
え
が
一
番
の
ニ
ー

ズ
で
す
。高
齢
者
や
認
知
症
の
方
々
に
よ

る「
当
事
者
研
究
」な
ど
も
本
当
に
大

事
で
、ち
ょ
っ
と
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

組
み
合
わ
せ
て
困
り
事
を
補
正
で
き
れ

ば
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
大
き
く
変
わ
る
は
ず
。Ｑ

Ｏ
Ｌ
が
上
が
る
こ
と
は
、社
会
全
体
で

見
れ
ば
生
産
性
が
上
が
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
の
で
、非
常
に
大
事
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

 

総
合
知
を
生
み
出
す
概
念

「
ソ
ー
シャ
ル
エ
ディッ
ト
」

 　
総
合
知
を
生
み
出
す
の
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
家
が
持
つ
知
識
を
編
集
し
て

い
く
能
力
、言
い
換
え
る
と「
ソ
ー
シ
ャ
ル

エ
ディ
ッ
ト
」と
い
う
概
念
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

た
と
え
ば
音
楽
も
、既
に
あ
る
も
の

を
エ
ディ
ッ
ト
し
て
作
品
が
つ
く
ら
れ
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、知
識
に
つ
い

て
も
同
様
の
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。　

　
最
初
の
生
デ
ー
タ
は
専
門
家
が
生
み

出
す
け
れ
ど
、そ
れ
自
体
は
あ
ま
り
付

加
価
値
を
生
ま
な
い
。だ
か
ら
従
来
型

の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
は
な
く
、オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
指
向
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て「
ソ
ー
シ
ャ
ル
エ
デ
ィ
ッ
ト
」に

必
要
な
の
が
、人
文・社
会
科
学
の
あ
る

種
の
批
判
的
な
知
性
や
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン

キ
ン
グ
、物
事
を
概
念
化
す
る
力
で
は

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

知
識
に
は「
金
槌
型
」と「
も
の
さ
し

型
」が
あ
っ
て
、た
と
え
ば
工
学
は
典
型

的
な
金
槌
型
。も
の
を
つ
く
っ
て
社
会

を
変
え
て
い
く
知
だ
か
ら
で
す
ね
。

　

多
く
の
経
済
学
や
応
用
を
狙
っ
て
い

る
心
理
学
、そ
し
て
問
題
解
決
と
い
う

意
味
で
は
医
学
な
ど
も
金
槌
型
で
す
。反

対
に
、哲
学
や
歴
史
学
、純
粋
な
観
察

だ
け
を
す
る
物
理
学
な
ど
社
会
の
指
標

に
な
る
も
の
が
も
の
さ
し
型
と
な
り
ま

す
。
　
こ
の
通
り
、必
ず
し
も
理
系
と
文
系

に
対
応
す
る
わ
け
で
な
く
、ど
ち
ら
に
も

金
槌
や
も
の
さ
し
が
あ
る
ん
で
す
よ
。そ

う
整
理
し
た
と
き
に
、総
合
知
と
い
う

も
の
は
金
槌
と
も
の
さ
し
の
関
係
を
考

え
た
り
、あ
る
い
は
、も
の
さ
し
自
体
を

大
事
に
し
た
り
す
る
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
今
期
待
さ
れ
て
い
る
総
合
知
に
は
、い

わ
ゆ
る
文
系
を
金
槌
と
し
て
応
用
し
た

い
と
い
う
意
図
を
感
じ
て
い
ま
す
。社
会

問
題
解
決
に
文
系
の
知
識
も
使
っ
て
経

済
成
長
に
つ
な
げ
た
い
思
惑
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
け
れ
ど
、す
ご
く
近
視
眼
的

だ
と
思
い
ま
す
し
、文
系
の
多
様
さ
が

外
か
ら
は
や
は
り
見
え
に
く
い
の
で

し
ょ
う
。だ
か
ら
私
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
エ

ディ
タ
ー
」が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

人
社
の
強
み
と

新
た
な
動
き
を
踏
ま
え
て

エ
ディッ
ト
す
る

 　
こ
こ
ま
で
話
し
て
き
た
こ
と
に
す
べ

て
の
人
文
・
社
会
科
学
の
知
が
役
に
立

つ
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、少
な
く
と
も

歴
史
的・社
会
的
、あ
る
い
は
社
会
心
理

学
的
な
セ
ン
ス
な
ど
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
こ
と
は
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ス
の
思
考
状
態
に
あ
る
人
か

ら
困
り
事
を
伺
う
と
か
、そ
の
人
の
心

情
に
寄
り
添
い
つ
つ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
い
く
能
力
は
あ
る
は
ず
で
す
。

　

た
と
え
ば
政
治
学
な
ど
で
は
、新
し

い
こ
と
を
や
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。投

票
行
動
と
か
世
論
調
査
な
ど
の
デ
ー
タ

か
ら「
定
量
政
治
学
」み
た
い
な
も
の
が

ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
い
て
、「
そ
も
そ
も

選
挙
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」と
いっ
た
問
い

を
数
量
的
に
考
え
る
よ
う
な
分
野
が

グ
ー
ッ
と
伸
び
て
い
る
ん
で
す
ね
。こ
の

動
き
は
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
、そ

も
そ
も
民
主
主
義
と
い
う
の
は
統
計
学

的
な
現
象
な
ん
で
す
よ
。科
学
技
術
社

会
論
的
に
見
れ
ば
危
う
い
面
も
あ
る
の

で
す
べ
て
を
統
計
学
で
や
れ
ば
い
い
と
は

言
い
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

新
し
い
人
文
・
社
会
科
学
の
あ
り
方
は

お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
いっ
た
新
し
い
動
き
も
踏
ま
え
つ

つ
、未
来
に
向
け
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
立
て

る
に
あ
た
っ
て
は
、若
い
人
の
参
画
が
必

要
で
し
ょ
う
。未
来
の
こ
と
を
語
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
、社
会
が
変
化
し
過
ぎ
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、若
い
人
の
話

じ
ゃ
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、若
い
人
が
そ
こ
に
参
加
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
つ
く
る
か
は
課

題
で
す
。ポ
ス
ト
や
業
績
を
出
す
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
抱
え
る
上
に
、そ
も
そ
も
み
ん

な
非
常
に
忙
し
い
。そ
の
場
に
参
画
す
る

こ
と
自
体
が
プ
ラ
ス
に
働
く
よ
う
な
形

で
場
の
設
計
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。こ
こ
は
ま
さ
に
エ
ディ
タ
ー
の

力
の
見
せ
ど
こ
ろ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
エ
デ
ィ
タ
ー
と
い
う
の
は
不
思
議
な

存
在
で
す
。創
造
的
で
あ
り
、創
造
的
で

な
い
。不
思
議
な
媒
介
者
で
す
。社
会
の

あ
る
領
域
に
お
い
て
エ
ディ
タ
ー
的
な
人

が
い
る
と
、み
ん
な
の
距
離
が
近
づ
い
て

ハッ
ピ
ー
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
の

で
す
。

科学技術社会論

リスク研究 科学史

神里さんの著書『リスクの正体』
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専
門
主
義
と
民
主
主
義
の
関
係
、科

学
技
術
に
伴
う
リ
ス
ク
、Ｉ
Ｔ
や
生
命

科
学
に
関
す
る
倫
理
問
題
な
ど
を
研

究
す
る
神
里
達
博
さ
ん
。科
学
史
の
専

門
家
と
し
て『
文
明
探
偵
の
冒
険 

今
は

時
代
の
節
目
な
の
か
』『
リ
ス
ク
の
正
体

―
不
安
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
』

な
ど
の
著
書
も
手
が
け
る
神
里
さ
ん
か

ら
は
、さ
ま
ざ
ま
な
知
を
編
集
す
る「
エ

ディ
タ
ー
」へ
の
期
待
と
と
も
に
、「
真
の

ユニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」に
よ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）向
上
を
目
指
す
べ
き
と
の

道
筋
が
示
さ
れ
た
。

「
衰
退
す
る
社
会
」を
前
提
に

未
来
を
考
え
る

 　
２
０
５
０
年
の
日
本
の
未
来
を
考
え

る
と
き
、私
は「
確
実
な
こ
と
は
何
か
」か

ら
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　

ま
ず
最
も
確
実
性
高
く
未
来
予
測

で
き
る
の
が
、「
人
口
動
態
」で
す
。65
歳

以
上
が
４
割
近
く
、人
口
も
１
億
人
ぐ

ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
私
が
確
実
だ
と
思
う
の

は
、大
規
模
災
害
の
発
生
で
す
。40
年
以

内
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、30
年
以
内
に

首
都
圏
直
下
型
地
震
が
高
確
率
で
起

こ
る
予
測
も
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
２
０
５

０
年
に
は
、お
そ
ら
く
日
本
は
東
日
本

大
震
災
を
超
え
る
規
模
の
被
害
を
既

に
経
験
し
て
い
る
上
に
、高
齢
者
ば
か

り
で
子
ど
も
が
非
常
に
少
な
い
国
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、経
済
も
悪
化
す
る
は
ず
で
す
。生

産
年
齢
人
口
が
減
る
こ
と
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
世

界
で
の
シ
ェ
ア
は
、ピ
ー
ク
だ
っ
た
１
９

９
５
年
頃
の
10
分
の
１
に
な
る
と
い
う

予
測
も
あ
り
ま
す
。世
界
人
口
に
占
め

る
日
本
の
シ
ェ
ア
も
約
１
％
に
な
る
。そ

う
な
れ
ば
、か
な
り
生
活
水
準
が
下
が

る
は
ず
で
す
し
、そ
れ
以
前
に
日
本
は

こ
の
30
年
、全
く
経
済
成
長
し
な
かっ
た

国
で
す
。こ
れ
ま
で
伸
び
な
か
っ
た
社
会

が
Ｖ
字
回
復
で
き
る
要
素
も
見
当
た
り

ま
せ
ん
。

　

未
来
を
語
る
と
き
に
、明
る
い
話
か

ら
考
え
る
よ
り
も
、ほ
ぼ
確
実
な
人
口

動
態
と
災
害
の
話
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

「
衰
退
し
て
い
く
社
会
」を
前
提
と
し
て

幸
せ
に
な
る
方
法
を
考
え
た
ほ
う
が
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

国
家
の
長
期
的
な
歴
史
に

価
値
の
源
泉
を
見
出
す

　

そ
の
上
で
大
事
な
の
は
、衰
退
し
た

国
家
の
歴
史
を
見
る
こ
と
で
す
。た
と

え
ば
、16
世
紀
に
世
界
帝
国
の
座
に
つ

い
た
ス
ペ
イ
ン
。近
年
は
か
つ
て
の
輝
き

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、今
の
ス
ペ
イ
ン
を「
ダ

メ
な
国
だ
」な
ん
て
誰
も
思
い
ま
せ
ん
よ

ね
。食
も
文
化
も
豊
か
で
、歴
史
も
あ
っ

て
、お
も
し
ろ
い
国
だ
と
思
っ
て
い
る
け

れ
ど
、長
期
的
に
は
衰
退
し
て
いっ
た
わ

け
で
す
。

　

国
と
い
う
も
の
は
栄
え
た
り
衰
え
た

り
し
ま
す
。何
度
も
栄
え
る
国
だ
っ
て
あ

る
。日
本
は
20
世
紀
後
半
に
栄
え
た
国

な
の
で
す
。た
と
え
衰
え
た
と
し
て
も
、

日
本
に
は
長
い
歴
史
や
魅
力
的
な
コ
ン

テ
ン
ツ
が
あ
る
し
、自
然
も
と
て
も
豊
か

で
す
。情
報
技
術
の
視
点
で
見
れ
ば
、こ

れ
ら
は
価
値
の
源
泉
と
な
る「
デ
ー
タ
」

と
も
言
え
る
。

　

昭
和
的
価
値
観
か
ら
す
る
と
、経
済

的
に
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
か

ら
慌
て
て
手
を
打
と
う
と
す
る
の
で
す

が
、ど
れ
も
歴
史
的
な
趨
勢
に
反
す
る

も
の
で
、う
ま
く
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

科
学
技
術
も
同
様
で
、も
ち
ろ
ん
経

済
成
長
は
で
き
た
ほ
う
が
良
い
の
で
す

が
、昔
の
よ
う
な
成
長
は
も
う
無
理
だ

と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、社
会
と
の
関

係
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
ね
。

　
そ
う
な
る
と
、「Society 5.0

」な
ど

で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
未
来
像
に
は
、

や
や
無
駄
が
多
い
よ
う
に
も
感
じ
て
い

ま
す
。

真
の
ユニ
バー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で

Q
O
L
を
向
上
さ
せ
る

　
具
体
的
に
す
べ
き
こ
と
は
、広
い
意
味

で
の「
ユニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」で
す
。今
、

一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
ユニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、た
と
え
ば「
視
覚
に

障
害
が
あ
っ
て
も
渡
り
や
す
い
横
断
歩

道
」な
ど
と
て
も
限
定
的
な
も
の
で
す

が
、本
来
は
ど
ん
な
条
件
に
あ
る
人
で

も
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。そ
う
い
う
観
点
で
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
見
直
し
て
い
く
と
、ま
だ
ま

だ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
す
る
余
地

は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
そ
こ
で
必
要
な
の
は
、苦
労
し
て
い
る

人
に
話
を
聞
く
こ
と
で
す
。た
と
え
ば
、

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん
で
い
る
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
や
お
年
寄
り
な
ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
て
、出
て
き
た
答
え
が
一
番
の
ニ
ー

ズ
で
す
。高
齢
者
や
認
知
症
の
方
々
に
よ

る「
当
事
者
研
究
」な
ど
も
本
当
に
大

事
で
、ち
ょ
っ
と
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

組
み
合
わ
せ
て
困
り
事
を
補
正
で
き
れ

ば
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
大
き
く
変
わ
る
は
ず
。Ｑ

Ｏ
Ｌ
が
上
が
る
こ
と
は
、社
会
全
体
で

見
れ
ば
生
産
性
が
上
が
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
の
で
、非
常
に
大
事
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

 

総
合
知
を
生
み
出
す
概
念

「
ソ
ー
シャ
ル
エ
ディッ
ト
」

 　
総
合
知
を
生
み
出
す
の
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
家
が
持
つ
知
識
を
編
集
し
て

い
く
能
力
、言
い
換
え
る
と「
ソ
ー
シ
ャ
ル

エ
ディ
ッ
ト
」と
い
う
概
念
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

た
と
え
ば
音
楽
も
、既
に
あ
る
も
の

を
エ
ディ
ッ
ト
し
て
作
品
が
つ
く
ら
れ
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、知
識
に
つ
い

て
も
同
様
の
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。　

　
最
初
の
生
デ
ー
タ
は
専
門
家
が
生
み

出
す
け
れ
ど
、そ
れ
自
体
は
あ
ま
り
付

加
価
値
を
生
ま
な
い
。だ
か
ら
従
来
型

の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
は
な
く
、オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
指
向
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て「
ソ
ー
シ
ャ
ル
エ
デ
ィ
ッ
ト
」に

必
要
な
の
が
、人
文・社
会
科
学
の
あ
る

種
の
批
判
的
な
知
性
や
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン

キ
ン
グ
、物
事
を
概
念
化
す
る
力
で
は

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

知
識
に
は「
金
槌
型
」と「
も
の
さ
し

型
」が
あ
っ
て
、た
と
え
ば
工
学
は
典
型

的
な
金
槌
型
。も
の
を
つ
く
っ
て
社
会

を
変
え
て
い
く
知
だ
か
ら
で
す
ね
。

　

多
く
の
経
済
学
や
応
用
を
狙
っ
て
い

る
心
理
学
、そ
し
て
問
題
解
決
と
い
う

意
味
で
は
医
学
な
ど
も
金
槌
型
で
す
。反

対
に
、哲
学
や
歴
史
学
、純
粋
な
観
察

だ
け
を
す
る
物
理
学
な
ど
社
会
の
指
標

に
な
る
も
の
が
も
の
さ
し
型
と
な
り
ま

す
。
　
こ
の
通
り
、必
ず
し
も
理
系
と
文
系

に
対
応
す
る
わ
け
で
な
く
、ど
ち
ら
に
も

金
槌
や
も
の
さ
し
が
あ
る
ん
で
す
よ
。そ

う
整
理
し
た
と
き
に
、総
合
知
と
い
う

も
の
は
金
槌
と
も
の
さ
し
の
関
係
を
考

え
た
り
、あ
る
い
は
、も
の
さ
し
自
体
を

大
事
に
し
た
り
す
る
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
今
期
待
さ
れ
て
い
る
総
合
知
に
は
、い

わ
ゆ
る
文
系
を
金
槌
と
し
て
応
用
し
た

い
と
い
う
意
図
を
感
じ
て
い
ま
す
。社
会

問
題
解
決
に
文
系
の
知
識
も
使
っ
て
経

済
成
長
に
つ
な
げ
た
い
思
惑
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
け
れ
ど
、す
ご
く
近
視
眼
的

だ
と
思
い
ま
す
し
、文
系
の
多
様
さ
が

外
か
ら
は
や
は
り
見
え
に
く
い
の
で

し
ょ
う
。だ
か
ら
私
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
エ

ディ
タ
ー
」が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

人
社
の
強
み
と

新
た
な
動
き
を
踏
ま
え
て

エ
ディッ
ト
す
る

 　
こ
こ
ま
で
話
し
て
き
た
こ
と
に
す
べ

て
の
人
文
・
社
会
科
学
の
知
が
役
に
立

つ
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、少
な
く
と
も

歴
史
的・社
会
的
、あ
る
い
は
社
会
心
理

学
的
な
セ
ン
ス
な
ど
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
こ
と
は
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ス
の
思
考
状
態
に
あ
る
人
か

ら
困
り
事
を
伺
う
と
か
、そ
の
人
の
心

情
に
寄
り
添
い
つ
つ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
い
く
能
力
は
あ
る
は
ず
で
す
。

　

た
と
え
ば
政
治
学
な
ど
で
は
、新
し

い
こ
と
を
や
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。投

票
行
動
と
か
世
論
調
査
な
ど
の
デ
ー
タ

か
ら「
定
量
政
治
学
」み
た
い
な
も
の
が

ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
い
て
、「
そ
も
そ
も

選
挙
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」と
いっ
た
問
い

を
数
量
的
に
考
え
る
よ
う
な
分
野
が

グ
ー
ッ
と
伸
び
て
い
る
ん
で
す
ね
。こ
の

動
き
は
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
、そ

も
そ
も
民
主
主
義
と
い
う
の
は
統
計
学

的
な
現
象
な
ん
で
す
よ
。科
学
技
術
社

会
論
的
に
見
れ
ば
危
う
い
面
も
あ
る
の

で
す
べ
て
を
統
計
学
で
や
れ
ば
い
い
と
は

言
い
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

新
し
い
人
文
・
社
会
科
学
の
あ
り
方
は

お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
いっ
た
新
し
い
動
き
も
踏
ま
え
つ

つ
、未
来
に
向
け
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
立
て

る
に
あ
た
っ
て
は
、若
い
人
の
参
画
が
必

要
で
し
ょ
う
。未
来
の
こ
と
を
語
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
、社
会
が
変
化
し
過
ぎ
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、若
い
人
の
話

じ
ゃ
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、若
い
人
が
そ
こ
に
参
加
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
つ
く
る
か
は
課

題
で
す
。ポ
ス
ト
や
業
績
を
出
す
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
抱
え
る
上
に
、そ
も
そ
も
み
ん

な
非
常
に
忙
し
い
。そ
の
場
に
参
画
す
る

こ
と
自
体
が
プ
ラ
ス
に
働
く
よ
う
な
形

で
場
の
設
計
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。こ
こ
は
ま
さ
に
エ
ディ
タ
ー
の

力
の
見
せ
ど
こ
ろ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
エ
デ
ィ
タ
ー
と
い
う
の
は
不
思
議
な

存
在
で
す
。創
造
的
で
あ
り
、創
造
的
で

な
い
。不
思
議
な
媒
介
者
で
す
。社
会
の

あ
る
領
域
に
お
い
て
エ
ディ
タ
ー
的
な
人

が
い
る
と
、み
ん
な
の
距
離
が
近
づ
い
て

ハッ
ピ
ー
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
の

で
す
。

神
奈
川
県
出
身
。東
京
大
学
工
学
部
卒
、

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博

士
課
程
単
位
取
得
。専
門
は
科
学
技
術
社

会
論
、科
学
史
、リ
ス
ク
論
。博
士(

工
学)

。

現
在
、千
葉
大
学
大
学
院
国
際
学
術
研
究

院
教
授
。同
総
合
国
際
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

長
。大
阪
大
学
客
員
教
授
。日
本
学
術
会

議
連
携
会
員
。２
０
１
４
年
よ
り
朝
日
新

聞
に『
月
刊
安
心
新
聞
＋
』を
連
載
。近
著

に『
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
世
界
革

命
』(

河
出
書
房
新
社
、２
０
１
９
年)

、『
リ

ス
ク
の
正
体
』(

岩
波
新
書
、２
０
２
０
年)

な
ど
。監
訳
書
に『
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
標
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
』(

福
村
出

版
、２
０
２
１
年)

が
あ
る
。

神
里 

達
博   K

am
isato T

atsu
h

iro
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女
子
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代
社
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学
部 

教
授

さ
ん

日
下 

菜
穂
子

K
u

sak
a N

ah
ok

o

 no. 06個
人
起
点
の「
Ｉ
」か
ら
、

共
感
性
を
伴
う「 

Ｗ
ｅ
」へ
と
変
え
て
い
く
。

　
「
年
を
取
る
こ
と
が
喜
び
に
な
る
社

会
」の
実
現
に
向
け
、高
齢
者
の
実
践
コ

ミュニ
ティ
の
形
成
や
生
き
が
い
創
造
の

心
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
取
り
組
む
日

下
菜
穂
子
さ
ん
。ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

基
準
は
当
事
者
が
仲
間
と
と
も
に
自
ら

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
、そ
の
た
め
に
は

個
人
の
情
熱
や
感
覚
を
、集
団
の
幸
福

へ
と
超
越
さ
せ
る
思
考
が
必
要
だ
と

語
って
く
れ
た
。

量
的・質
的
双
方
の

バ
ラ
ン
ス
が
大
事

 　

私
が
老
年
学
を
専
門
に
し
た
の
は
、

社
会
科
学
を
学
ぶ
な
か
で
高
齢
者
の

方
々
と
触
れ
た
際
、学
術
的
に
ネ
ガ
ティ

ブ
な
高
齢
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
、い
き
い
き

と
生
活
さ
れ
て
い
る
実
際
の
姿
に
ギ
ャッ

プ
を
感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

博
士
論
文
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
量

的
調
査
を
行
っ
た
の
で
す
が
、調
査
結

果
と
実
際
に
出
会
う
高
齢
者
の
実
像

と
が
や
は
り
重
な
ら
な
い
。広
く
共
通

理
解
を
得
る
た
め
に
は
量
的
な
も
の
さ

し
で
示
す
こ
と
も
必
要
で
す
が
、個
々
に

目
を
向
け
る
質
的
な
視
点
も
同
時
に

大
切
で
、双
方
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
な
の

だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
の
日
本
社
会
に
も
固
定
の
価
値
観

が
あ
っ
て
、そ
れ
を
支
え
て
き
た
人
た
ち

が
今
の
社
会
や
科
学
技
術
の
ベ
ー
ス
を

つ
く
り
、教
育
の
源
に
も
な
っ
て
い
る
。

そ
の
価
値
観
に
沿
う
形
で
な
い
と
何
か

と
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
世
の
中
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、社
会
的
に
量
的
基
準
は

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、当
て
は
ま
ら

な
い
人
も
必
ず
存
在
し
ま
す
。す
る
と

基
準
を
管
理
す
る
側
と
弱
者
と
の
間

で
、社
会
の
分
断
が
起
き
て
し
ま
う
。

　

予
定
外
の
エ
ラ
ー
が
生
物
の
進
化
を

も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、私
た

ち
に
も
普
段
と
は
違
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
か

ら
成
長
で
き
る
こ
と
が
必
ず
あ
る
は
ず

で
す
。だ
か
ら
こ
そ
一
人
ひ
と
り
の
違
い

を
丁
寧
に
、質
的
に
見
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
、そ
こ
に
社
会
や
価
値
観
を
変

革
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

高
齢
社
会
に
お
け
る

テ
クノ
ロ
ジ
ー
の
役
割

 　

科
学
技
術
が
進
歩
し
、高
齢
社
会
を

良
く
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
役
割
が
重

要
視
さ
れ
る
な
か
で
、近
年
は
そ
の
使

い
方
を
改
め
て
考
え
な
い
と
い
け
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
人
々
は
、年
を
取
る
こ
と
を

あ
る
程
度
自
然
な
こ
と
と
し
て
受
け
入

れ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
が
１
９
８
０
年
頃

か
ら
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
医
学
で
老
い
に

抗
う
思
考
に
変
わ
っ
て
いっ
た
。し
か
し

２
０
０
０
年
頃
か
ら
は
、も
は
や
社
会

全
体
が
高
齢
化
に
抗
い
よ
う
が
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
語
ら
れ

が
ち
な
老
い
を
、今
一
度
自
然
に
受
け
入

れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、新
し
い
価

値
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。

　

私
は
、暮
ら
し
を
よ
り
良
く
し
た
り
、

一
人
ひ
と
り
の
内
面
に
あ
る
可
能
性
を

引
き
出
し
た
り
す
る
た
め
に
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
使
わ
れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　
「
自
分
事
」っ
て
、誰
か
と
話
す
こ
と

に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
も
の
だ
と

思
う
の
で
す
。た
だ
、自
分
の
感
覚
的
な

も
の
っ
て
言
葉
に
は
し
に
く
い
で
す
よ

ね
。　

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

ツ
ー
ル
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
て
、私
も
一
人
ひ
と
り
の
内
面

に
あ
る
考
え
を
構
造
化
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
を
開
発
し
ま
し
た
。単
純
な
仕

掛
け
で
す
が
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
で
一

人
ひ
と
り
の
思
い
や
個
性
を
、み
ん
な
で

分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
。

　　
ほ
か
に
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
だ

こ
と
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
た
場
所
の
制

約
が
な
く
な
り
、自
分
の
活
動
を
自
由

に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。シ

ニ
ア
の
み
な
さ
ん
も
、す
ご
く
ア
ク
ティ
ブ

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
テ
クノ
ロ
ジ
ー
は
そ
う
いっ
た
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
し
て
く
れ
ま
す

し
、新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
関
係
性

の
エ
ン
ジ
ン
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

個
人
の
目
的
が

集
団
の
喜
び
に

 　
今
、知
識
観
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。固
定
的
な
知
か
ら

流
動
的
な
知
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、応
用
力
や
汎
用
性
な
ど
が
重
視
さ

れ
て
い
る
。固
定
的
な
知
は
Ａ
Ｉ
な
ど
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
の
で
、流
動
的
な
知
と
し
て

の
総
合
知
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
す
。

　

そ
の
点
、老
年
学
は
も
と
も
と
学
際

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
て
、垣
根

が
あ
り
ま
せ
ん
。医
学
・
経
済
学
・
心
理

学
・
社
会
科
学
な
ど
、ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

ず「
年
を
取
る
」と
い
う
共
通
の
課
題
に

関
心
の
あ
る
人
が
集
ま
っ
て
枠
が
つ
く

ら
れ
た
、と
て
も
総
合
知
的
な
学
問
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
総
合
知
に
は

大
切
な
こ
と
が
２
つ
あ
る
と
思
っ
て
い

て
、ひ
と
つ
は
個
人
の
情
熱
と
共
感
性

で
す
。情
熱
が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
に

共
感
し
た
人
が
集
ま
っ
て
、物
事
に
は

流
れ
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

た
だ
、よ
り
大
切
な
の
は
、個
人
の

ゴ
ー
ル
を
超
越
し
、客
観
的
に
広
げ
て
い

く
こ
と
。「
Ｉ
か
ら
Ｗｅ
に
」と
私
た
ち
は

よ
く
言
う
の
で
す
が
、個
々
の
目
的
が
集

団
の
喜
び
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
、す

ご
く
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。特
に
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
よ
う
に
多
様
な
捉
え

方
が
で
き
る
概
念
の
基
準
な
ど
は
、当

事
者
自
ら
が
他
者
と
一
緒
に
な
っ
て
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、な
ぜ
こ
れ
が
必
要

な
の
か
、本
当
に
社
会
の
役
に
立
つ
の

か
、身
近
な
人
は
喜
ぶ
か
、そ
う
いっ
た

「
問
い
」を
自
分
で
立
て
る
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
「
問
い
」っ
て
、実
は
身
近
に
いっ
ぱ
い

あ
る
ん
で
す
。自
分
の
感
覚
を
研
ぎ
澄

ま
し
て
、違
和
感
を
覚
え
た
こ
と
を
恐

れ
ず
に
、オ
ー
プ
ン
に
他
者
と
語
り
合

う
。や
は
り
肌
身
で
感
じ
た
問
題
意
識

は
、創
造
力
を
活
性
化
す
る
の
で
大
切

な
ん
で
す
よ
。

　

そ
の
た
め
に
は
、身
体
や
感
覚
を

使
っ
て
表
現
す
る
こ
と
を
、子
ど
も
の

頃
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
も

大
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。

人
文・社
会
科
学
の

方
法
論
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

加
速
す
る

 　

問
い
を
立
て
る
上
で
大
切
な
の
は
、

「
こ
ん
な
社
会
に
し
た
い
」と
、バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
ト
の
視
点
で
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
を

示
す
こ
と
で
す
。そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
魅
力

的
な
ほ
ど
具
体
的
な
対
話
が
で
き
る

し
、多
様
な
人
々
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

人
文
・
社
会
科
学
は
、ゴ
ー
ル
に
向
け

た
プ
ロ
セ
ス
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
と
こ

ろ
に
役
割
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。立

て
ら
れ
た
問
い
に
向
け
て
必
要
な
プ
レ

イ
ヤ
ー
を
集
め
、場
を
つ
く
る
。そ
う
し

た
全
体
の
動
因
と
な
る
要
素
と
と
も
に

ス
ト
ー
リ
ー
を
提
示
す
れ
ば
、専
門
的

な
知
や
技
術
も
当
て
は
め
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

そ
う
し
た
場
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン（
内

省
）も
す
ご
く
大
事
で
、私
た
ち
は
振
り

返
り
な
が
ら
必
ず
意
味
付
け
を
し
て
い

ま
す
。つ
ま
り
人
文
・
社
会
科
学
が
持
つ

経
験
や
知
は
、実
は
短
い
ス
パ
ン
で
繰
り

返
し
実
践
さ
れ
、改
良
が
重
ね
ら
れ
て

方
法
論
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。そ
の
サ

イ
ク
ル
を
自
然
科
学
の
力
で
加
速
し
て

く
れ
る
こ
と
に
は
、大
き
な
期
待
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、指
標
づ
く
り
も
人
文
・
社
会

科
学
が
担
え
る
部
分
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。私
が
取
り
組
ん
で
い
る「
シ
ェ
ア
ダ
イ

ニ
ン
グ
」も
、「
こ
こ
に
あ
る
良
さ
の
基

準
っ
て
何
だ
ろ
う
」を
自
分
た
ち
で
見
つ

け
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
た
と
え
ば
、み
ん
な
が
集
ま
っ
て
楽
し

く
食
事
を
す
る
の
は
と
て
も
良
い
こ
と

な
ん
だ
け
ど
、「
良
さ
」の
軸
は
一
人
ひ
と

り
異
な
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
満
足
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
シ
ー
ン
の
特
徴
的
な

行
動
や
パ
タ
ー
ン
を
指
標
化
し
て
、そ
れ

が
繰
り
返
し
起
こ
る
よ
う
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
く
。そ
れ
を
重
ね
て
方
法

論
化
し
て
い
く
こ
と
が
、結
果
的
に
健

康
や
経
済
的
な
豊
か
さ
へ
と
つ
な
が
る

の
で
す
。た
と
え
ば
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
具
体
的
な
指
標
や
、自
治
体
の
フ
レ

イ
ル・
介
護
予
防
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
な
る

と
いっ
た
事
例
で
す
ね
。

　

た
だ
、研
究
者
と
い
う
の
は
非
常
に

限
ら
れ
た
社
会
集
団
な
の
で
、ア
カ
デ

ミ
ア
で
考
え
ら
れ
て
い
る
良
さ
の
基
準

は
、す
べ
て
の
人
に
は
当
て
は
ま
り
ま
せ

ん
。研
究
結
果
は
当
事
者
に
聞
か
な
い

と
確
か
な
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
、研

究
者
も
現
場
に
入
っ
て
、対
話
を
し
な

が
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
常
々

思
っ
て
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、ア
カ
デ
ミ
ア
を
評
価
す

る
側
に
も
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
あ
っ
て
ほ

し
い
な
と
思
い
ま
す
し
、単
に
評
価
者
と

し
て
関
与
す
る
だ
け
で
な
く
、一
緒
に
取

り
組
め
る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
っ
て
も

良
い
と
思
う
の
で
す
。今
の
固
定
的
な

価
値
観
を
打
ち
破
る
に
は
、「
何
か
が
生

ま
れ
そ
う
」「
何
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど

お
楽
し
み
に
」と
いっ
た
寛
容
性
や
、可

能
性
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
想
像
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

何
事
も
は
じ
ま
り
は
小
さ
な
実
験
や

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
づ
く
り
か
ら
で
い
い
の
で

す
。当
事
者
が
仲
間
と
と
も
に
楽
し
み

な
が
ら
小
さ
な
成
功
を
重
ね
る
こ
と
を

通
じ
て
、利
他
的
な
行
動
や
共
感
に
至

る
方
法
論
を
発
見
す
る
。そ
の
一
連
の
プ

ロ
セ
ス
を
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
誘
発
で
き

た
ら
望
ま
し
い
で
す
ね
。

キャプションキャプションキャプション

高齢者心理学

ワンダフルエイジング ウェルビーイング

日下さんが開発した「ワンダフル・キューブ」はライフデザインを補助するツール
（提供：日下菜穂子さん）
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「
年
を
取
る
こ
と
が
喜
び
に
な
る
社

会
」の
実
現
に
向
け
、高
齢
者
の
実
践
コ

ミュニ
ティ
の
形
成
や
生
き
が
い
創
造
の

心
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
取
り
組
む
日

下
菜
穂
子
さ
ん
。ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

基
準
は
当
事
者
が
仲
間
と
と
も
に
自
ら

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
、そ
の
た
め
に
は

個
人
の
情
熱
や
感
覚
を
、集
団
の
幸
福

へ
と
超
越
さ
せ
る
思
考
が
必
要
だ
と

語
って
く
れ
た
。

量
的・質
的
双
方
の

バ
ラ
ン
ス
が
大
事

 　

私
が
老
年
学
を
専
門
に
し
た
の
は
、

社
会
科
学
を
学
ぶ
な
か
で
高
齢
者
の

方
々
と
触
れ
た
際
、学
術
的
に
ネ
ガ
ティ

ブ
な
高
齢
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
、い
き
い
き

と
生
活
さ
れ
て
い
る
実
際
の
姿
に
ギ
ャッ

プ
を
感
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

博
士
論
文
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
量

的
調
査
を
行
っ
た
の
で
す
が
、調
査
結

果
と
実
際
に
出
会
う
高
齢
者
の
実
像

と
が
や
は
り
重
な
ら
な
い
。広
く
共
通

理
解
を
得
る
た
め
に
は
量
的
な
も
の
さ

し
で
示
す
こ
と
も
必
要
で
す
が
、個
々
に

目
を
向
け
る
質
的
な
視
点
も
同
時
に

大
切
で
、双
方
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
な
の

だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
の
日
本
社
会
に
も
固
定
の
価
値
観

が
あ
っ
て
、そ
れ
を
支
え
て
き
た
人
た
ち

が
今
の
社
会
や
科
学
技
術
の
ベ
ー
ス
を

つ
く
り
、教
育
の
源
に
も
な
っ
て
い
る
。

そ
の
価
値
観
に
沿
う
形
で
な
い
と
何
か

と
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
世
の
中
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、社
会
的
に
量
的
基
準
は

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、当
て
は
ま
ら

な
い
人
も
必
ず
存
在
し
ま
す
。す
る
と

基
準
を
管
理
す
る
側
と
弱
者
と
の
間

で
、社
会
の
分
断
が
起
き
て
し
ま
う
。

　

予
定
外
の
エ
ラ
ー
が
生
物
の
進
化
を

も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、私
た

ち
に
も
普
段
と
は
違
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
か

ら
成
長
で
き
る
こ
と
が
必
ず
あ
る
は
ず

で
す
。だ
か
ら
こ
そ
一
人
ひ
と
り
の
違
い

を
丁
寧
に
、質
的
に
見
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
、そ
こ
に
社
会
や
価
値
観
を
変

革
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

高
齢
社
会
に
お
け
る

テ
クノ
ロ
ジ
ー
の
役
割

 　

科
学
技
術
が
進
歩
し
、高
齢
社
会
を

良
く
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
役
割
が
重

要
視
さ
れ
る
な
か
で
、近
年
は
そ
の
使

い
方
を
改
め
て
考
え
な
い
と
い
け
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
人
々
は
、年
を
取
る
こ
と
を

あ
る
程
度
自
然
な
こ
と
と
し
て
受
け
入

れ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
が
１
９
８
０
年
頃

か
ら
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
医
学
で
老
い
に

抗
う
思
考
に
変
わ
っ
て
いっ
た
。し
か
し

２
０
０
０
年
頃
か
ら
は
、も
は
や
社
会

全
体
が
高
齢
化
に
抗
い
よ
う
が
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
語
ら
れ

が
ち
な
老
い
を
、今
一
度
自
然
に
受
け
入

れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、新
し
い
価

値
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。

　

私
は
、暮
ら
し
を
よ
り
良
く
し
た
り
、

一
人
ひ
と
り
の
内
面
に
あ
る
可
能
性
を

引
き
出
し
た
り
す
る
た
め
に
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
使
わ
れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　
「
自
分
事
」っ
て
、誰
か
と
話
す
こ
と

に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
も
の
だ
と

思
う
の
で
す
。た
だ
、自
分
の
感
覚
的
な

も
の
っ
て
言
葉
に
は
し
に
く
い
で
す
よ

ね
。　

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

ツ
ー
ル
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
て
、私
も
一
人
ひ
と
り
の
内
面

に
あ
る
考
え
を
構
造
化
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
を
開
発
し
ま
し
た
。単
純
な
仕

掛
け
で
す
が
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
で
一

人
ひ
と
り
の
思
い
や
個
性
を
、み
ん
な
で

分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
。

　　
ほ
か
に
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
だ

こ
と
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
た
場
所
の
制

約
が
な
く
な
り
、自
分
の
活
動
を
自
由

に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。シ

ニ
ア
の
み
な
さ
ん
も
、す
ご
く
ア
ク
ティ
ブ

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
テ
クノ
ロ
ジ
ー
は
そ
う
いっ
た
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
し
て
く
れ
ま
す

し
、新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
関
係
性

の
エ
ン
ジ
ン
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

個
人
の
目
的
が

集
団
の
喜
び
に

 　
今
、知
識
観
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。固
定
的
な
知
か
ら

流
動
的
な
知
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、応
用
力
や
汎
用
性
な
ど
が
重
視
さ

れ
て
い
る
。固
定
的
な
知
は
Ａ
Ｉ
な
ど
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
の
で
、流
動
的
な
知
と
し
て

の
総
合
知
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
す
。

　

そ
の
点
、老
年
学
は
も
と
も
と
学
際

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
て
、垣
根

が
あ
り
ま
せ
ん
。医
学
・
経
済
学
・
心
理

学
・
社
会
科
学
な
ど
、ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

ず「
年
を
取
る
」と
い
う
共
通
の
課
題
に

関
心
の
あ
る
人
が
集
ま
っ
て
枠
が
つ
く

ら
れ
た
、と
て
も
総
合
知
的
な
学
問
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
総
合
知
に
は

大
切
な
こ
と
が
２
つ
あ
る
と
思
っ
て
い

て
、ひ
と
つ
は
個
人
の
情
熱
と
共
感
性

で
す
。情
熱
が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
に

共
感
し
た
人
が
集
ま
っ
て
、物
事
に
は

流
れ
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

た
だ
、よ
り
大
切
な
の
は
、個
人
の

ゴ
ー
ル
を
超
越
し
、客
観
的
に
広
げ
て
い

く
こ
と
。「
Ｉ
か
ら
Ｗｅ
に
」と
私
た
ち
は

よ
く
言
う
の
で
す
が
、個
々
の
目
的
が
集

団
の
喜
び
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
、す

ご
く
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。特
に
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
よ
う
に
多
様
な
捉
え

方
が
で
き
る
概
念
の
基
準
な
ど
は
、当

事
者
自
ら
が
他
者
と
一
緒
に
な
っ
て
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、な
ぜ
こ
れ
が
必
要

な
の
か
、本
当
に
社
会
の
役
に
立
つ
の

か
、身
近
な
人
は
喜
ぶ
か
、そ
う
いっ
た

「
問
い
」を
自
分
で
立
て
る
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
「
問
い
」っ
て
、実
は
身
近
に
いっ
ぱ
い

あ
る
ん
で
す
。自
分
の
感
覚
を
研
ぎ
澄

ま
し
て
、違
和
感
を
覚
え
た
こ
と
を
恐

れ
ず
に
、オ
ー
プ
ン
に
他
者
と
語
り
合

う
。や
は
り
肌
身
で
感
じ
た
問
題
意
識

は
、創
造
力
を
活
性
化
す
る
の
で
大
切

な
ん
で
す
よ
。

　

そ
の
た
め
に
は
、身
体
や
感
覚
を

使
っ
て
表
現
す
る
こ
と
を
、子
ど
も
の

頃
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
も

大
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。

人
文・社
会
科
学
の

方
法
論
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

加
速
す
る

 　

問
い
を
立
て
る
上
で
大
切
な
の
は
、

「
こ
ん
な
社
会
に
し
た
い
」と
、バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
ト
の
視
点
で
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
を

示
す
こ
と
で
す
。そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
魅
力

的
な
ほ
ど
具
体
的
な
対
話
が
で
き
る

し
、多
様
な
人
々
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

人
文
・
社
会
科
学
は
、ゴ
ー
ル
に
向
け

た
プ
ロ
セ
ス
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
と
こ

ろ
に
役
割
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。立

て
ら
れ
た
問
い
に
向
け
て
必
要
な
プ
レ

イ
ヤ
ー
を
集
め
、場
を
つ
く
る
。そ
う
し

た
全
体
の
動
因
と
な
る
要
素
と
と
も
に

ス
ト
ー
リ
ー
を
提
示
す
れ
ば
、専
門
的

な
知
や
技
術
も
当
て
は
め
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

そ
う
し
た
場
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン（
内

省
）も
す
ご
く
大
事
で
、私
た
ち
は
振
り

返
り
な
が
ら
必
ず
意
味
付
け
を
し
て
い

ま
す
。つ
ま
り
人
文
・
社
会
科
学
が
持
つ

経
験
や
知
は
、実
は
短
い
ス
パ
ン
で
繰
り

返
し
実
践
さ
れ
、改
良
が
重
ね
ら
れ
て

方
法
論
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。そ
の
サ

イ
ク
ル
を
自
然
科
学
の
力
で
加
速
し
て

く
れ
る
こ
と
に
は
、大
き
な
期
待
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、指
標
づ
く
り
も
人
文
・
社
会

科
学
が
担
え
る
部
分
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。私
が
取
り
組
ん
で
い
る「
シ
ェ
ア
ダ
イ

ニ
ン
グ
」も
、「
こ
こ
に
あ
る
良
さ
の
基

準
っ
て
何
だ
ろ
う
」を
自
分
た
ち
で
見
つ

け
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
た
と
え
ば
、み
ん
な
が
集
ま
っ
て
楽
し

く
食
事
を
す
る
の
は
と
て
も
良
い
こ
と

な
ん
だ
け
ど
、「
良
さ
」の
軸
は
一
人
ひ
と

り
異
な
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
満
足
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
シ
ー
ン
の
特
徴
的
な

行
動
や
パ
タ
ー
ン
を
指
標
化
し
て
、そ
れ

が
繰
り
返
し
起
こ
る
よ
う
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
く
。そ
れ
を
重
ね
て
方
法

論
化
し
て
い
く
こ
と
が
、結
果
的
に
健

康
や
経
済
的
な
豊
か
さ
へ
と
つ
な
が
る

の
で
す
。た
と
え
ば
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
具
体
的
な
指
標
や
、自
治
体
の
フ
レ

イ
ル・
介
護
予
防
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
な
る

と
いっ
た
事
例
で
す
ね
。

　

た
だ
、研
究
者
と
い
う
の
は
非
常
に

限
ら
れ
た
社
会
集
団
な
の
で
、ア
カ
デ

ミ
ア
で
考
え
ら
れ
て
い
る
良
さ
の
基
準

は
、す
べ
て
の
人
に
は
当
て
は
ま
り
ま
せ

ん
。研
究
結
果
は
当
事
者
に
聞
か
な
い

と
確
か
な
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
、研

究
者
も
現
場
に
入
っ
て
、対
話
を
し
な

が
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
常
々

思
っ
て
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、ア
カ
デ
ミ
ア
を
評
価
す

る
側
に
も
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
あ
っ
て
ほ

し
い
な
と
思
い
ま
す
し
、単
に
評
価
者
と

し
て
関
与
す
る
だ
け
で
な
く
、一
緒
に
取

り
組
め
る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
っ
て
も

良
い
と
思
う
の
で
す
。今
の
固
定
的
な

価
値
観
を
打
ち
破
る
に
は
、「
何
か
が
生

ま
れ
そ
う
」「
何
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど

お
楽
し
み
に
」と
いっ
た
寛
容
性
や
、可

能
性
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
想
像
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

何
事
も
は
じ
ま
り
は
小
さ
な
実
験
や

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
づ
く
り
か
ら
で
い
い
の
で

す
。当
事
者
が
仲
間
と
と
も
に
楽
し
み

な
が
ら
小
さ
な
成
功
を
重
ね
る
こ
と
を

通
じ
て
、利
他
的
な
行
動
や
共
感
に
至

る
方
法
論
を
発
見
す
る
。そ
の
一
連
の
プ

ロ
セ
ス
を
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
誘
発
で
き

た
ら
望
ま
し
い
で
す
ね
。

日
下 

菜
穂
子  K

u
sa

k
a N

ah
ok

o

兵
庫
県
出
身
。関
西
学
院
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
教
育
心
理
学
専
攻
博
士
後
期

課
程
修
了
。専
門
は
高
齢
者
心
理
学
。臨

床
心
理
士
、公
認
心
理
師
。「
ワ
ン
ダ
フ

ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、長

寿
時
代
の
生
き
が
い
創
造
と
、多
世
代
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
よ

る
先
進
的
な
場
づ
く
り
を
実
践
研
究
し

て
い
る
。主
な
著
作
に『
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ

イ
ジ
ン
グ
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、単
著
）、

『
人
生
の
意
匠（
デ
ザ
イ
ン
）』（
ナ
カ
ニ
シ

ヤ
出
版
、編
著
）な
ど
が
あ
る
。
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提
言       P

roposal 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
育
て
上
げ
ネ
ッ
ト 

理
事
長

さ
ん

工
藤 

啓K
u

do K
ei

 no. 07「
社
会
実
装
」に
向
け
た
視
点
と
越
境
を

ア
カ
デ
ミ
ア
に
期
待
。

　
ニ
ー
ト・ひ
き
こ
も
り
な
ど
、一
般
的
な

就
労
が
困
難
な
若
者
の
社
会
的
自
立
を

支
援
す
る
事
業
に
取
り
組
む
工
藤
啓
さ

ん
。ア
カ
デ
ミ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
諸
団
体

と
の
連
携
の
重
要
性
を
述
べ
る
と
と
も

に
、研
究
者
が
社
会
実
装
に
向
け
た
視

点
を
持
つ
こ
と
、積
極
的
に
領
域
を
越

境
し
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
を
語
っ
て
く

れ
た
。

自
分
た
ち
が
必
要
な
く
な
る

社
会
を
目
指
し
て

 　
「
育
て
上
げ
ネ
ッ
ト
」は
、就
労
支
援
を

コ
アバ
リ
ュ
ー
に
掲
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で

す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
大
き
く「
課
題
解
決
型
」

と「
価
値
創
造
型
」に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、

私
た
ち
は
前
者
。少
年
院
を
出
院
し
た

若
者
や
、ひ
き
こ
も
り
の
若
い
人
た
ち

が
、そ
の
人
に
合
っ
た
形
で
働
け
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
究
極
の
ゴ
ー
ル
は
団
体
の
消
失
。す
な

わ
ち
課
題
が
解
決
し
、自
分
た
ち
の
存

在
が
必
要
な
く
な
る
社
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。た
だ
実
際
に
は
問
題
が
複
雑

化
・
複
合
化
し
て
い
る
の
で
、ピ
ボ
ッ
ト

（
方
針
転
換
）し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。
　
個
人
的
な
目
標
で
言
え
ば
、サ
ポ
ー
ト

し
た
若
者
た
ち
に
は
、自
分
の
稼
ぎ
で
お

弁
当
に
プ
ラ
ス
し
て
プ
リ
ン
を
買
え
る
余

裕
が
で
き
た
り
、仲
間
と
飲
み
に
行
け
た

り
す
る
よ
う
な
、さ
さ
や
か
な
自
由
を
得

て
ほ
し
い
。ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
は
、家

族
に
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
に
生
き
て
い
こ
う

と
し
ま
す
。極
力
ご
飯
を
食
べ
な
い
と
か
、

部
屋
を
暗
く
し
て
電
気
を
使
わ
な
い
と

いっ
た
努
力
で
す
。

　
で
も
、こ
れ
は
欲
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
で
も
あ
る
ん
で
す
。人
間
は
欲
が
な
く

な
る
と
、働
く
こ
と
も
、人
と
会
い
た
い

気
持
ち
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
食
べ
た

い
」「
会
い
た
い
」「
行
き
た
い
」と
い
う
小

さ
な
欲
を
喚
起
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

予
防
的
な
サ
ポ
ー
ト
が

一
丁
目
一
番
地

 　

事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、抽
象
的

に
言
う
と「
溺
れ
て
い
る
人
」で
す
。川
に

落
ち
る
に
は
必
ず
理
由
が
あ
る
。橋
か
ら

足
を
踏
み
外
し
た
人
も
い
れ
ば
、誰
か
に

突
き
落
と
さ
れ
た
人
や
、生
ま
れ
な
が
ら

に
橋
が
架
か
っ
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
若
者
で
あ
れ
ば
就
労
基
礎
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、ほ
か
に
も
お

子
さ
ん
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
ご
家
族
の

サ
ポ
ー
ト
や
、小
・
中
・
高
校
生
を
対
象

と
し
た
学
習
・
生
活
支
援
も
し
て
い
ま

す
。
　
社
会
で
は「
こ
ど
も
家
庭
庁
」の
新
設

な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、支
援
の

多
く
は
家
庭
が
成
立
し
て
い
る
状
態
を

前
提
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
で
も
、こ
の
５
年
ぐ
ら
い
少
年
院
の
支

援
に
関
わ
っ
て
わ
か
っ
た
の
は
、生
ま
れ

た
と
き
か
ら
既
に
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト

が
あ
っ
た
り
、そ
も
そ
も
親
が
い
な
か
っ

た
り
、適
切
な
養
育
を
受
け
て
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
。家
庭
向
け
の
支

援
は
家
族
の
受
援
力
に
も
左
右
さ
れ
る

の
で
、家
族
が
い
て
も
い
な
く
て
も
最
低

限
の
社
会
的
な
養
育
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
な
、予
防
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
一
丁
目
一

番
地
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

テ
クノ
ロ
ジ
ー
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

 　
近
年
、家
か
ら
出
ず
に
働
く
人
が
増

え
て
き
た
こ
と
に
変
化
を
感
じ
て
い
ま

す
。10
年
ほ
ど
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
方

が
、就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
シ
ス
テ
ム

開
発
業
者
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け
て
、今
は
フ
ル
タ
イ

ム
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
状
況
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、「
収
入
が
あ
っ
て
幸
せ
で

す
」と
言
っ
て
い
る
。働
い
て
い
る
、稼
い
で

い
る
、で
も
ず
っ
と
家
に
い
る
。家
族
は
そ

れ
を
良
し
と
思
え
る
の
か
ど
う
か
。価
値

観
と
技
術
の
進
展
の
ズ
レ
が
、今
と
て
も

興
味
深
い
で
す
。

　
社
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
む
な
か
で

は
、メ
リ
ッ
ト
も
デ
メ
リ
ッ
ト
も
感
じ
て
い

ま
す
。た
と
え
ば
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

ティ
の
講
座
に
は
８
０
０
人
く
ら
い
が
参

加
し
ま
し
た
。全
員
画
面
は
オ
フ
な
の
で

す
が
、今
ま
で
会
え
な
か
っ
た
人
た
ち

と
、少
な
く
と
も
通
信
回
線
を
経
由
し

て
会
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
し
て
言
う
と
、彼
ら

と
会
う
た
め
に
は「
来
て
も
ら
う
」か「
行

く
」し
か
な
か
っ
た
。そ
こ
に
新
た
な
選

択
肢
が
入
っ
て
き
た
の
は
大
き
な
変
化

で
す
。支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
る
に
も
、会

議
室
だ
っ
た
ら
10
人
ぐ
ら
い
し
か
入
れ

な
か
っ
た
も
の
が
、リ
モ
ー
ト
だ
と
数
百

人
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
一
方
で
、私
た
ち
が
培
っ
て
き
た

支
援
の
実
践
理
論
は
基
本
的
に「
会
う

こ
と
」か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
り
、

リ
モ
ー
ト
を
想
定
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。本
当
は
リ
モ
ー
ト
で
や
っ
て
は
い

け
な
い
か
も
し
れ
な
い
。一
回
は
会
っ
た
ほ

う
が
良
い
の
か
、会
わ
な
く
て
も
い
い
の

か
。正
し
い
か
ど
う
か
が
わ
か
ら
な
い
。

　
「
メ
タ
バ
ー
ス
」な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
使
っ
て
、人
と
関
わ
る
選
択
肢
が
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
出
て
く
る
と
思
う
の

で
す
。た
だ
、対
面
な
ら
読
み
取
れ
た
情

報
が
、関
わ
り
方
の
選
択
肢
が
増
え
る

ほ
ど
読
み
に
く
く
な
っ
て
く
る
。画
面
の

向
こ
う
で
倒
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

か
、連
絡
が
取
れ
な
い
の
は
命
に
関
わ
る

何
か
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

と
か
。こ
の
あ
た
り
の
リ
ス
ク
が
全
く
見

え
な
い
ん
で
す
。

　

今
は
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

科
学
的
根
拠
が
な
い
な
か
を
試
行
錯
誤

し
て
走
り
な
が
ら
、新
た
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

構
築
し
て
い
る
状
態
で
す
。

 「
問
題
の
社
会
化
」を

促
す
た
め
の
科
学
へ
の
期
待

　
こ
れ
か
ら
は
、専
門
家
に
し
か
わ
か
ら

な
い
定
性
的
な
判
断
で
は
な
く
、た
と
え

ば
受
講
生
に
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
な
ど

を
つ
け
て
も
ら
っ
て
、科
学
的
・
医
学
的

な
知
見
を
得
な
が
ら
、そ
の
人
が
一
番
心

地
よ
い
学
び
の
形
を
つ
く
る
と
いっ
た
こ

と
が
大
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

近
年
、若
者
を
取
り
巻
く
問
題
は
一

層
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
け
で

は
予
防
的
な
解
決
が
で
き
な
い
の
で
、企

業
や
行
政
と
連
携
し
て
複
合
的
な
問
い

を
解
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。バッ
ク
キ
ャ

ス
ト
の
視
点
で
、ど
う
し
た
ら
そ
う
い
う

人
が
生
ま
れ
な
い
か
、エ
ビ
デ
ン
ス
や
科

学
的
知
見
を
政
策
に
生
か
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

政
策
や
法
体
系
の
よ
う
な
社
会
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、ほ
か
に
も
文
化・風
土

の
問
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
問

題
の
社
会
化
」と
いっ
て
、み
ん
な
が
問
題

を
問
題
と
し
て
認
識
し
な
い
と
社
会
問

題
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

問
題
と
関
心
の
な
い
人
を
ど
う
つ
な

ぐ
か
。私
も「Yahoo! 

ニュ
ー
ス
」で
の
発

信
な
ど
を
通
じ
て
社
会
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

を
得
て
い
ま
す
が
、「
問
題
の
社
会
化
」の

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

　
そ
の
あ
た
り
は
研
究
者
の
力
を
借
り

な
い
と
い
け
な
い
し
、で
き
な
い
。中
立
性

の
高
い
ア
カ
デ
ミ
ア
や
科
学
者
と
の
連

携
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
社
会
実
装
」に
向
け
た

コ
ミュニ
ケ
ー
ション
を

　

ア
カ
デ
ミ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
携
に
向

け
た
課
題
と
し
て
、「
や
る
か
ら
お
金
が

集
ま
っ
て
く
る
」と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
知
っ

て
い
る
研
究
者
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。科
研
費
や
競
争
的
資
金
な
ど
を
念

頭
に「
お
金
が
あ
る
か
ら
や
る
」と
い
う

形
を
基
本
に
考
え
て
し
ま
う
と
、取
れ
る

ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
て
し
ま
い
ま

す
。た
と
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
大
学
が
組
ん

で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
予
算
か
ら
大
学
に
研
究
費

を
支
払
う
よ
う
な
形
で
の
共
同
研
究

が
、も
っ
と
や
り
や
す
く
な
る
と
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、「
研
究
成
果
を
社
会

に
ど
う
実
装
す
る
の
か
」と
い
う
視
点
を

持
つ
研
究
者
が
意
外
と
多
く
な
い
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。私
た
ち
は「
社
会
実

装
す
る
側
」な
の
で
、研
究
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
を
受
け
る
の
で
す
が
、証
明
す
る
と

こ
ろ
ま
で
は
す
ご
く
明
確
な
一
方
で
、ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
は「
学
会
で
発
表
す
る
」か

「
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
」に
と
ど
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。日
頃
か
ら
介
護
施
設
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
付
き
合
い
の
あ
る
一
部
の
研
究

者
は
社
会
実
装
ま
で
の
課
題
が
明
確
な

の
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
の
日
頃
の
コ
ミュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
ま
だ
ま
だ
足
り
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。

越
境
す
る
に
は

イ
シュー
と
我
欲
を

出
し
合
う
こ
と
が
必
要

　

日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

る
方
法
と
し
て
、た
と
え
ば
大
学
の
研
究

者
が
週
に
１
日
、う
ち
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
い

て
く
れ
る
兼
業
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。博
士
課
程
の

方
で
も
い
い
の
で
す
が
、大
学
か
ら
出
向

な
ど
の
形
で
来
て
く
れ
て
、う
ち
か
ら

ち
ゃ
ん
と
給
与
も
支
払
う
形
で
仲
間
に

な
っ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
と
。

　

実
は
今
、あ
る
省
庁
の
方
が
兼
業
申

請
を
し
て
、う
ち
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
働

い
て
く
れ
て
い
ま
す
。現
場
で
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
、逆
に
私
た
ち
に
必

要
な
制
度
を
調
べ
て
き
て
く
れ
る
よ
う

な
好
循
環
が
起
き
て
い
ま
す
。垣
根
の
あ

る
状
態
で
連
携
す
る
と
、ど
う
し
て
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
線
が
引
か
れ
て
し

ま
う
の
で
、や
っ
ぱ
り
越
境
し
な
い
と
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

越
境
や
連
携
の
た
め
に
は
、共
通
の

イ
シ
ュ
ー
に
向
か
っ
て
集
ま
る
こ
と
が
必

要
で
す
。た
だ
、我
欲
が
な
い
と
集
う
の

は
難
し
い
。お
互
い
の
イ
シ
ュ
ー
と
我
欲

を
最
初
に
出
し
合
っ
て
、そ
こ
か
ら
チ
ー

ム
ビ
ル
ド
す
る
と
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま

す
。こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
非
常
に
時
間
と

手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、総
合
知
を
考

え
る
上
で
も
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

社会的孤立

NPO ひきこもり
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農業などの仕事体験を通じて働くための基礎をつくる「ジョブトレ」
（提供：工藤啓さん）

　
ニ
ー
ト・ひ
き
こ
も
り
な
ど
、一
般
的
な

就
労
が
困
難
な
若
者
の
社
会
的
自
立
を

支
援
す
る
事
業
に
取
り
組
む
工
藤
啓
さ

ん
。ア
カ
デ
ミ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
諸
団
体

と
の
連
携
の
重
要
性
を
述
べ
る
と
と
も

に
、研
究
者
が
社
会
実
装
に
向
け
た
視

点
を
持
つ
こ
と
、積
極
的
に
領
域
を
越

境
し
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
を
語
っ
て
く

れ
た
。

自
分
た
ち
が
必
要
な
く
な
る

社
会
を
目
指
し
て

 　
「
育
て
上
げ
ネ
ッ
ト
」は
、就
労
支
援
を

コ
アバ
リ
ュ
ー
に
掲
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で

す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
大
き
く「
課
題
解
決
型
」

と「
価
値
創
造
型
」に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、

私
た
ち
は
前
者
。少
年
院
を
出
院
し
た

若
者
や
、ひ
き
こ
も
り
の
若
い
人
た
ち

が
、そ
の
人
に
合
っ
た
形
で
働
け
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
究
極
の
ゴ
ー
ル
は
団
体
の
消
失
。す
な

わ
ち
課
題
が
解
決
し
、自
分
た
ち
の
存

在
が
必
要
な
く
な
る
社
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。た
だ
実
際
に
は
問
題
が
複
雑

化
・
複
合
化
し
て
い
る
の
で
、ピ
ボ
ッ
ト

（
方
針
転
換
）し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。
　
個
人
的
な
目
標
で
言
え
ば
、サ
ポ
ー
ト

し
た
若
者
た
ち
に
は
、自
分
の
稼
ぎ
で
お

弁
当
に
プ
ラ
ス
し
て
プ
リ
ン
を
買
え
る
余

裕
が
で
き
た
り
、仲
間
と
飲
み
に
行
け
た

り
す
る
よ
う
な
、さ
さ
や
か
な
自
由
を
得

て
ほ
し
い
。ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
は
、家

族
に
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
に
生
き
て
い
こ
う

と
し
ま
す
。極
力
ご
飯
を
食
べ
な
い
と
か
、

部
屋
を
暗
く
し
て
電
気
を
使
わ
な
い
と

いっ
た
努
力
で
す
。

　
で
も
、こ
れ
は
欲
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
で
も
あ
る
ん
で
す
。人
間
は
欲
が
な
く

な
る
と
、働
く
こ
と
も
、人
と
会
い
た
い

気
持
ち
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
食
べ
た

い
」「
会
い
た
い
」「
行
き
た
い
」と
い
う
小

さ
な
欲
を
喚
起
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

予
防
的
な
サ
ポ
ー
ト
が

一
丁
目
一
番
地

 　

事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、抽
象
的

に
言
う
と「
溺
れ
て
い
る
人
」で
す
。川
に

落
ち
る
に
は
必
ず
理
由
が
あ
る
。橋
か
ら

足
を
踏
み
外
し
た
人
も
い
れ
ば
、誰
か
に

突
き
落
と
さ
れ
た
人
や
、生
ま
れ
な
が
ら

に
橋
が
架
か
っ
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
若
者
で
あ
れ
ば
就
労
基
礎
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、ほ
か
に
も
お

子
さ
ん
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
ご
家
族
の

サ
ポ
ー
ト
や
、小
・
中
・
高
校
生
を
対
象

と
し
た
学
習
・
生
活
支
援
も
し
て
い
ま

す
。
　
社
会
で
は「
こ
ど
も
家
庭
庁
」の
新
設

な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、支
援
の

多
く
は
家
庭
が
成
立
し
て
い
る
状
態
を

前
提
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
で
も
、こ
の
５
年
ぐ
ら
い
少
年
院
の
支

援
に
関
わ
っ
て
わ
か
っ
た
の
は
、生
ま
れ

た
と
き
か
ら
既
に
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト

が
あ
っ
た
り
、そ
も
そ
も
親
が
い
な
か
っ

た
り
、適
切
な
養
育
を
受
け
て
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
。家
庭
向
け
の
支

援
は
家
族
の
受
援
力
に
も
左
右
さ
れ
る

の
で
、家
族
が
い
て
も
い
な
く
て
も
最
低

限
の
社
会
的
な
養
育
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
な
、予
防
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
一
丁
目
一

番
地
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

テ
クノ
ロ
ジ
ー
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

 　
近
年
、家
か
ら
出
ず
に
働
く
人
が
増

え
て
き
た
こ
と
に
変
化
を
感
じ
て
い
ま

す
。10
年
ほ
ど
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
方

が
、就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
シ
ス
テ
ム

開
発
業
者
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け
て
、今
は
フ
ル
タ
イ

ム
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
状
況
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、「
収
入
が
あ
っ
て
幸
せ
で

す
」と
言
っ
て
い
る
。働
い
て
い
る
、稼
い
で

い
る
、で
も
ず
っ
と
家
に
い
る
。家
族
は
そ

れ
を
良
し
と
思
え
る
の
か
ど
う
か
。価
値

観
と
技
術
の
進
展
の
ズ
レ
が
、今
と
て
も

興
味
深
い
で
す
。

　
社
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
む
な
か
で

は
、メ
リ
ッ
ト
も
デ
メ
リ
ッ
ト
も
感
じ
て
い

ま
す
。た
と
え
ば
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

ティ
の
講
座
に
は
８
０
０
人
く
ら
い
が
参

加
し
ま
し
た
。全
員
画
面
は
オ
フ
な
の
で

す
が
、今
ま
で
会
え
な
か
っ
た
人
た
ち

と
、少
な
く
と
も
通
信
回
線
を
経
由
し

て
会
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
し
て
言
う
と
、彼
ら

と
会
う
た
め
に
は「
来
て
も
ら
う
」か「
行

く
」し
か
な
か
っ
た
。そ
こ
に
新
た
な
選

択
肢
が
入
っ
て
き
た
の
は
大
き
な
変
化

で
す
。支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
る
に
も
、会

議
室
だ
っ
た
ら
10
人
ぐ
ら
い
し
か
入
れ

な
か
っ
た
も
の
が
、リ
モ
ー
ト
だ
と
数
百

人
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
一
方
で
、私
た
ち
が
培
っ
て
き
た

支
援
の
実
践
理
論
は
基
本
的
に「
会
う

こ
と
」か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
り
、

リ
モ
ー
ト
を
想
定
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。本
当
は
リ
モ
ー
ト
で
や
っ
て
は
い

け
な
い
か
も
し
れ
な
い
。一
回
は
会
っ
た
ほ

う
が
良
い
の
か
、会
わ
な
く
て
も
い
い
の

か
。正
し
い
か
ど
う
か
が
わ
か
ら
な
い
。

　
「
メ
タ
バ
ー
ス
」な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
使
っ
て
、人
と
関
わ
る
選
択
肢
が
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
出
て
く
る
と
思
う
の

で
す
。た
だ
、対
面
な
ら
読
み
取
れ
た
情

報
が
、関
わ
り
方
の
選
択
肢
が
増
え
る

ほ
ど
読
み
に
く
く
な
っ
て
く
る
。画
面
の

向
こ
う
で
倒
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

か
、連
絡
が
取
れ
な
い
の
は
命
に
関
わ
る

何
か
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

と
か
。こ
の
あ
た
り
の
リ
ス
ク
が
全
く
見

え
な
い
ん
で
す
。

　

今
は
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

科
学
的
根
拠
が
な
い
な
か
を
試
行
錯
誤

し
て
走
り
な
が
ら
、新
た
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

構
築
し
て
い
る
状
態
で
す
。

 「
問
題
の
社
会
化
」を

促
す
た
め
の
科
学
へ
の
期
待

　
こ
れ
か
ら
は
、専
門
家
に
し
か
わ
か
ら

な
い
定
性
的
な
判
断
で
は
な
く
、た
と
え

ば
受
講
生
に
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
な
ど

を
つ
け
て
も
ら
っ
て
、科
学
的
・
医
学
的

な
知
見
を
得
な
が
ら
、そ
の
人
が
一
番
心

地
よ
い
学
び
の
形
を
つ
く
る
と
いっ
た
こ

と
が
大
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

近
年
、若
者
を
取
り
巻
く
問
題
は
一

層
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
け
で

は
予
防
的
な
解
決
が
で
き
な
い
の
で
、企

業
や
行
政
と
連
携
し
て
複
合
的
な
問
い

を
解
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。バッ
ク
キ
ャ

ス
ト
の
視
点
で
、ど
う
し
た
ら
そ
う
い
う

人
が
生
ま
れ
な
い
か
、エ
ビ
デ
ン
ス
や
科

学
的
知
見
を
政
策
に
生
か
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

政
策
や
法
体
系
の
よ
う
な
社
会
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、ほ
か
に
も
文
化・風
土

の
問
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
問

題
の
社
会
化
」と
いっ
て
、み
ん
な
が
問
題

を
問
題
と
し
て
認
識
し
な
い
と
社
会
問

題
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

問
題
と
関
心
の
な
い
人
を
ど
う
つ
な

ぐ
か
。私
も「Yahoo! 

ニュ
ー
ス
」で
の
発

信
な
ど
を
通
じ
て
社
会
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

を
得
て
い
ま
す
が
、「
問
題
の
社
会
化
」の

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

　
そ
の
あ
た
り
は
研
究
者
の
力
を
借
り

な
い
と
い
け
な
い
し
、で
き
な
い
。中
立
性

の
高
い
ア
カ
デ
ミ
ア
や
科
学
者
と
の
連

携
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
社
会
実
装
」に
向
け
た

コ
ミュニ
ケ
ー
ション
を

　

ア
カ
デ
ミ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
携
に
向

け
た
課
題
と
し
て
、「
や
る
か
ら
お
金
が

集
ま
っ
て
く
る
」と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
知
っ

て
い
る
研
究
者
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。科
研
費
や
競
争
的
資
金
な
ど
を
念

頭
に「
お
金
が
あ
る
か
ら
や
る
」と
い
う

形
を
基
本
に
考
え
て
し
ま
う
と
、取
れ
る

ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
て
し
ま
い
ま

す
。た
と
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
大
学
が
組
ん

で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
予
算
か
ら
大
学
に
研
究
費

を
支
払
う
よ
う
な
形
で
の
共
同
研
究

が
、も
っ
と
や
り
や
す
く
な
る
と
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、「
研
究
成
果
を
社
会

に
ど
う
実
装
す
る
の
か
」と
い
う
視
点
を

持
つ
研
究
者
が
意
外
と
多
く
な
い
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。私
た
ち
は「
社
会
実

装
す
る
側
」な
の
で
、研
究
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
を
受
け
る
の
で
す
が
、証
明
す
る
と

こ
ろ
ま
で
は
す
ご
く
明
確
な
一
方
で
、ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
は「
学
会
で
発
表
す
る
」か

「
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
」に
と
ど
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。日
頃
か
ら
介
護
施
設
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
付
き
合
い
の
あ
る
一
部
の
研
究

者
は
社
会
実
装
ま
で
の
課
題
が
明
確
な

の
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
の
日
頃
の
コ
ミュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
ま
だ
ま
だ
足
り
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。

越
境
す
る
に
は

イ
シュー
と
我
欲
を

出
し
合
う
こ
と
が
必
要

　

日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

る
方
法
と
し
て
、た
と
え
ば
大
学
の
研
究

者
が
週
に
１
日
、う
ち
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
い

て
く
れ
る
兼
業
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。博
士
課
程
の

方
で
も
い
い
の
で
す
が
、大
学
か
ら
出
向

な
ど
の
形
で
来
て
く
れ
て
、う
ち
か
ら

ち
ゃ
ん
と
給
与
も
支
払
う
形
で
仲
間
に

な
っ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
と
。

　

実
は
今
、あ
る
省
庁
の
方
が
兼
業
申

請
を
し
て
、う
ち
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
働

い
て
く
れ
て
い
ま
す
。現
場
で
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
、逆
に
私
た
ち
に
必

要
な
制
度
を
調
べ
て
き
て
く
れ
る
よ
う

な
好
循
環
が
起
き
て
い
ま
す
。垣
根
の
あ

る
状
態
で
連
携
す
る
と
、ど
う
し
て
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
線
が
引
か
れ
て
し

ま
う
の
で
、や
っ
ぱ
り
越
境
し
な
い
と
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

越
境
や
連
携
の
た
め
に
は
、共
通
の

イ
シ
ュ
ー
に
向
か
っ
て
集
ま
る
こ
と
が
必

要
で
す
。た
だ
、我
欲
が
な
い
と
集
う
の

は
難
し
い
。お
互
い
の
イ
シ
ュ
ー
と
我
欲

を
最
初
に
出
し
合
っ
て
、そ
こ
か
ら
チ
ー

ム
ビ
ル
ド
す
る
と
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま

す
。こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
非
常
に
時
間
と

手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、総
合
知
を
考

え
る
上
で
も
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

工
藤 

啓  K
u

d
o K

ei

東
京
都
出
身
。米
ベ
ル
ビ
ュ
ー
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
。２
０
０
１

年
若
年
就
労
支
援
を
専
門
と
す
る
任
意

団
体「
育
て
上
げ
ネ
ッ
ト
」設
立
、２
０
０

４
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
。「
若
者
と
社
会

を
つ
な
ぐ
」こ
と
を
使
命
に
活
動
し
て
い

る
。 

著
書
に『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
く 

社
会
の
課

題
を
解
決
す
る
仕
事
』（
東
洋
経
済
新
報

社
）、『
大
卒
だ
っ
て
無
職
に
な
る 

は
た
ら

く 

に
つ
ま
ず
く
若
者
た
ち
』(

エ
ン
タ
ー

ブ
レ
イ
ン)

な
ど
が
あ
る
。 

金
沢
工
業
大

学
客
員
教
授
、東
洋
大
学
非
常
勤
講
師
。

内
閣
府「
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
検
討
委
員
会
」委
員 

、東
京
都「
東
京
都

生
涯
学
習
審
議
会
」委
員
等
を
歴
任
。Ｊ

Ｓ
Ｔ
の
社
会
的
孤
立
・
孤
独
予
防
を
目
的

と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
て
い
る
。
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提
言       P

roposal 

京
都
大
学 

経
済
学
研
究
科 

准
教
授さ

ん

坂
出 

健

Sak
ade T

ak
esh

i

 no. 08デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た

「
サ
イ
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」の
構
築
を
。

　

欧
米
経
済
史
や
国
際
政
治
経
済
学

を
専
門
に
研
究
し
て
い
る
坂
出
健
さ

ん
。民
主
主
義
と
技
術
の
関
係
か
ら「
サ

イ
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」と
い
う
テ
ー
マ
を

掲
げ
た
研
究
も
展
開
し
て
い
る
。仮
想

世
界
が
今
後
さ
ら
に
広
が
る
な
か
、ど

う
いっ
た
社
会
設
計
が
必
要
か
。ま
た
総

合
知
を
進
め
る
た
め
に
、押
さ
え
て
お

く
べ
き
要
素
と
は
。そ
の
見
識
を
伺
っ

た
。２

０
５
０
年
は　

 

リ
ア
ル
な
住
環
境
が

む
し
ろ
重
要
に
な
る

 　
２
０
５
０
年
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
可
能

性
が
考
え
ら
れ
ま
す
よ
ね
。た
と
え
ば

比
較
的
安
定
し
た
経
済
社
会
の
延
長

線
上
に
あ
る
の
か
、そ
れ
と
も
経
済
・
社

会・政
治
的
地
位
が
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
の

か
。さ
ま
ざ
ま
な
技
術
も
出
て
く
る
の

で
、「
テ
ス
ラ
」の
イ
ー
ロ
ン・マ
ス
ク
が
進

め
て
い
る「
火
星
移
住
」の
計
画
だ
っ
て

実
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
。火
星
に
移

住
す
る
と
し
た
ら
、地
球
の
環
境
問
題

は
、も
う
考
え
な
く
て
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
に
、ど
こ
に
前
提
を

置
く
か
で
未
来
像
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、今
、

「
メ
タ
バ
ー
ス
」が
バ
ズ
り
始
め
て
い
ま
す

よ
ね
。私
も
Ｖ
Ｒ
空
間
を
利
用
す
る
た

め
の
ヘッ
ド
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
み
た
ん
で

す
が
、「
ず
っ
と
つ
け
て
は
い
ら
れ
な
い

な
」と
思
い
ま
し
た
。だ
ん
だ
ん
と
使
い

や
す
さ
も
洗
練
さ
れ
て
く
る
と
思
う
ん

で
す
が
、24
時
間
つ
け
て
い
た
ら
、目
も

体
も
精
神
も
疲
れ
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
企
業
が
出
店
し
た
り
、モ
ー

ル
が
で
き
た
り
し
て
、お
金
が
ど
ん
ど
ん

こ
の
分
野
に
流
入
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

仮
想
空
間
に
ず
っ
と
居
続
け
ら
れ
る
よ

う
な「
ポ
ス
ト
０
世
代
」の
若
者
も
出
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、私
は
ず
っ
と

は
嫌
で
す
ね
。技
術
が
ど
れ
だ
け
発
達

し
て
も
24
時
間
、サ
イ
バ
ー
空
間
に
居

続
け
ら
れ
な
い
と
す
る
と
、む
し
ろ
リ
ア

ル
の
重
要
性
が
増
し
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ず
れ
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
が
、よ
り
重

い
現
実
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ゴ
ー
グ
ル
な
ど
の
デ
バ
イ
ス
を
外
し
た

あ
と
の
住
環
境
、す
な
わ
ち
リ
ア
ル
を

ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
は
必
ず
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

ガ
ー
デ
ン
を
中
心
に

構
築
す
る
３
万
人
規
模
の

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

 　

２
０
２
１
年
に
岸
田
文
雄
内
閣
総

理
大
臣
の
下
で
発
表
さ
れ
た「
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
構
想
」が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。田
園
都
市
自
体
は
、エ
ベ
ネ
ザ
ー・

ハ
ワ
ー
ド
と
い
う
人
が
考
え
て
、19
世

紀
後
半
に
ロ
ン
ド
ン
の
郊
外
に
つ
く
ら

れ
た
も
の
が
最
初
で
す
。

　

田
舎
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、都
市
の
真
ん
中
に
公

園
が
あ
っ
て
、そ
の
周
り
に
庭
付
き
の
住

宅
が
あ
る
洗
練
さ
れ
た
都
市
で
、田
ん

ぼ
で
は
な
く「
ガ
ー
デ
ン
」で
す
。そ
こ
に

鉄
道
や
道
路
が
整
備
さ
れ
、農
業
や
工

業
の
職
業
訓
練
校
が
あ
る
。人
口
は
大

体
３
万
２
０
０
０
人
く
ら
い
。だ
か
ら
そ

も
そ
も
、現
代
の
20
〜
30
万
人
の
都
市

で
は
、も
と
も
と
の
田
園
都
市
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
は
合
わ
な
い
ん
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
の
時
代
に
田
園
都
市
を
つ

く
ろ
う
と
す
る
と
、き
っ
と
リ
ア
ル
な
世

界
の
田
園
都
市
と
、サ
イ
バ
ー
空
間
上

の
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
を
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

（
リ
ア
ル
空
間
に
あ
る
情
報
を
も
と
に
、

サ
イ
バ
ー
空
間
で
リ
ア
ル
空
間
を
再
現

す
る
技
術
）で
統
合
す
る
よ
う
な
、ミ

ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
な
る
。そ
こ
に
住
ま
う

規
模
と
し
て
は
、３
万
人
か
ら
多
く
て

も
５
万
人
ぐ
ら
い
が
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
。

 

サ
イ
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

「
３
つ
の
Ｋ
」を

デ
ジ
タ
ル
で
支
え
る

 　

そ
う
な
る
と
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
が
、デ
ジ
タ
ル
空
間
に
お
け
る
自
由

と
民
主
主
義
の
確
立
、す
な
わ
ち「
サ
イ

バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」で
す
。私
は
京
都

大
学
で
出
口
康
夫
さ
ん（
文
学
研
究
科

教
授
・
哲
学
者
）と
、「
サ
イ
バ
ー
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
」に
つ
い
て
共
同
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
て
、実
際
に
福
井
県
な
ど
と
議

論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
サ
イ
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」に
お
い
て

は
人
口
減
少
が
大
き
な
課
題
と
な
る
で

し
ょ
う
。ど
ん
ど
ん
地
域
の
人
口
が
減
っ

て
、高
齢
化
し
て
、し
か
も
数
少
な
い
若

者
は
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
な
い

わ
け
で
す
か
ら
。

　
そ
こ
に
対
す
る
私
の
ア
イ
デ
ア
は
、教

育
・
健
康
・
経
済
の「
３
つ
の
Ｋ
」を
支
え

る
仕
組
み
の
構
築
で
す
。こ
れ
を
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
で
実
現
す
る
。具
体
的
に
は
、

電
子
国
家
と
し
て
名
高
い
エ
ス
ト
ニ
ア

な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る「
ｅ
レ
ジ
デ
ン

シ
ー
」（
電
子
住
民
）を
基
盤
に
、ま
ず
は

「
デ
ジ
タ
ル
福
井
県
民
」の
よ
う
な
形
で

県
政
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
人
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。個
人
を

サ
イ
バ
ー
空
間
で
認
証
す
る
こ
と
が
必

要
で
、な
お
か
つ
高
度
な
技
術
的
基
盤

が
い
る
の
で
、今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ

ト
コ
ル
で
は
、ま
だ
実
現
が
難
し
い
と
い

う
課
題
も
あ
り
ま
す
が
。

　
ほ
か
に
も
、デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
で
住
民

が
政
治
参
加
で
き
る
仕
組
み
も
、徐
々
に

整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。閣

議
を
デ
ジ
タ
ル
上
で
効
率
化
す
る「
ｅ

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」は
、デ
ジ
タ
ル
政
府
先

進
国
で
は
既
に
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、電
子
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
投
票「
ｅ
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
」や
、

住
民
が
条
例
を
つ
く
っ
た
り
、予
算
編

成
に
参
画
し
た
り
す
る
こ
と
は
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
既
に
夢
物
語
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。日
本
も「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
」

を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、そ
う
い
っ
た

ツ
ー
ル
や
制
度
の
整
備
も
同
時
に
進
め

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

総
合
知
が

う
ま
く
い
か
な
かっ
た
時
代

「
サ
イ
エ
ン
ス
２.
０
」の

振
り
返
り
か
ら
始
め
る

 　
総
合
知
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、

今
な
ぜ
う
ま
く
いっ
て
い
な
い
の
か
、歴

史
を
振
り
返
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
二
つ
の

文
化
」と
い
う
、Ｃ
・
Ｐ・ス
ノ
ー
が
考
え

た「
文
系
知
識
人
と
理
系
文
化
人
の
断

絶
が
イ
ギ
リ
ス
の
衰
退
を
招
い
た
」と
い

う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、そ
う
い
う

文
理
の
分
裂
が
今
の
日
本
の
停
滞
を
つ

く
り
、科
学
技
術
立
国
か
ら
挫
折
し
た

と
い
う
認
識
に
私
は
否
定
的
で
す
。

　

そ
も
そ
も
総
合
知
と
い
う
も
の
は
、

か
つ
て
存
在
し
て
い
た
の
で
す
。そ
の
時

代
を
私
は「
サ
イ
エ
ン
ス
１・０
」と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。そ
れ
が
い
つ
失
わ
れ
た

の
か
は
科
学
史
に
お
け
る
認
識
の
問
題

な
の
で
す
が
、私
は
１
９
２
０
年
代
に

量
子
力
学
が
勃
興
し
て
以
降
、学
問
分

野
の
専
門
性
が
高
く
な
り
、総
合
知
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

こ
の
時
代
は
、「
サ
イ
エ
ン
ス
２・０
」と

言
え
す
ね
。

　

そ
し
て
今
日
、「
サ
イ
エ
ン
ス
３・０
」

と
し
て
総
合
知
を
改
め
て
推
進
す
る
の

で
あ
れ
ば
、総
合
知
が
う
ま
く
い
か
な
く

な
っ
た「
サ
イ
エ
ン
ス
２・０
」時
代
の
課

題
を
整
理
し
、総
括・反
省
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

近
接
分
野
が
組
ん
だ
先
に

総
合
知
が
あ
る

 　

も
う
ひ
と
つ
思
う
の
は
、当
た
り
前

な
ん
で
す
が「
言
う
は
易
し
、行
う
は
難

し
」と
い
う
こ
と
で
す
。研
究
者
の
み
な

さ
ん
は
、そ
れ
ぞ
れ
個
別
研
究
を
や
っ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、個
別
か
ら
急
に
抽
象

的
な
一
般
化
や
共
通
化
に
跳
ん
で
、そ

れ
を
無
理
に
組
み
合
わ
せ
よ
う
と
い
う

考
え
方
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
思
い

ま
す
ね
。「
特
殊
」と「
特
殊
」を
結
び
つ

け
て
一
般
化
し
て
い
く
と
い
う
や
り
方
が

基
本
的
に
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
　

分
野
を
越
え
る
の
は
、各
学
問
分
野

に
デ
ィ
シ
プ
リ
ン（
規
律
）が
あ
っ
て
、非

常
に
難
し
い
ん
で
す
よ
。私
の
研
究
者
と

し
て
の
本
籍
地
は「
経
済
史
」で
す
が
、

個
人
的
な
関
心
か
ら
、航
空
機
産
業
な

ど
も
研
究
対
象
と
し
て
い
ま
す
。航
空

機
産
業
は「
経
済
史
」「
経
営
史
」「
外
交

史
」に
関
わ
る
分
野
な
の
で
、そ
の
３
つ

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
で
す
が
、先
行
研

究
を
そ
れ
ぞ
れ
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
会
・
学
部
も
違
っ
て

す
ご
く
大
変
な
ん
で
す
よ
ね
。

　

情
報
学
と
哲
学
の
先
生
ぐ
ら
い
分
野

が
離
れ
て
い
る
と
越
境
も
や
り
や
す
い

と
思
う
の
で
す
が
、総
合
知
の
推
進
の

た
め
に
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
は
、

ま
ず
近
接
分
野
で
話
し
合
う
土
壌
づ
く

り
で
す
よ
ね
。分
野
が
近
い
と
、縄
張
り

意
識
や
近
親
憎
悪
、利
害
関
係
も
あ
っ

て
な
か
な
か
簡
単
で
は
な
い
と
思
う
ん

で
す
が
、近
し
い
分
野
で
組
む
こ
と
こ
そ

が
、総
合
知
に
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
20
年
ぐ
ら
い「
経
済
史
」の
授

業
を
担
当
し
て
き
て
、今
年
か
ら「
経
営

史
」の
授
業
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、や
は
り
全
然
違
う
わ
け

で
す
よ
。い
わ
ば
ア
マ
チ
ュ
ア
み
た
い
な

も
の
だ
か
ら
、新
し
い
発
見
が
い
ろ
い
ろ

あ
る
わ
け
で
す
。

　

専
門
家
っ
て
、み
ん
な
プ
ロ
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。で
も
総
合
知
を

進
め
る
に
は
、プ
ロ
と
し
て
自
分
の
分
野

を
先
鋭
化
さ
せ
る
意
識
で
は
難
し
い
。

ア
マ
チ
ュ
ア
と
し
て
、異
種
格
闘
技
に
出

る
よ
う
な
気
概
が
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

坂出さんが発行人を務める冊子『CYBER DEMOCRACY』

サイバーデモクラシー

産業史 政治的意思決定
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欧
米
経
済
史
や
国
際
政
治
経
済
学

を
専
門
に
研
究
し
て
い
る
坂
出
健
さ

ん
。民
主
主
義
と
技
術
の
関
係
か
ら「
サ

イ
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」と
い
う
テ
ー
マ
を

掲
げ
た
研
究
も
展
開
し
て
い
る
。仮
想

世
界
が
今
後
さ
ら
に
広
が
る
な
か
、ど

う
いっ
た
社
会
設
計
が
必
要
か
。ま
た
総

合
知
を
進
め
る
た
め
に
、押
さ
え
て
お

く
べ
き
要
素
と
は
。そ
の
見
識
を
伺
っ

た
。２

０
５
０
年
は　

 

リ
ア
ル
な
住
環
境
が

む
し
ろ
重
要
に
な
る

 　
２
０
５
０
年
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
可
能

性
が
考
え
ら
れ
ま
す
よ
ね
。た
と
え
ば

比
較
的
安
定
し
た
経
済
社
会
の
延
長

線
上
に
あ
る
の
か
、そ
れ
と
も
経
済
・
社

会・政
治
的
地
位
が
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
の

か
。さ
ま
ざ
ま
な
技
術
も
出
て
く
る
の

で
、「
テ
ス
ラ
」の
イ
ー
ロ
ン・マ
ス
ク
が
進

め
て
い
る「
火
星
移
住
」の
計
画
だ
っ
て

実
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
。火
星
に
移

住
す
る
と
し
た
ら
、地
球
の
環
境
問
題

は
、も
う
考
え
な
く
て
も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
に
、ど
こ
に
前
提
を

置
く
か
で
未
来
像
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

現
在
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、今
、

「
メ
タ
バ
ー
ス
」が
バ
ズ
り
始
め
て
い
ま
す

よ
ね
。私
も
Ｖ
Ｒ
空
間
を
利
用
す
る
た

め
の
ヘッ
ド
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
み
た
ん
で

す
が
、「
ず
っ
と
つ
け
て
は
い
ら
れ
な
い

な
」と
思
い
ま
し
た
。だ
ん
だ
ん
と
使
い

や
す
さ
も
洗
練
さ
れ
て
く
る
と
思
う
ん

で
す
が
、24
時
間
つ
け
て
い
た
ら
、目
も

体
も
精
神
も
疲
れ
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
企
業
が
出
店
し
た
り
、モ
ー

ル
が
で
き
た
り
し
て
、お
金
が
ど
ん
ど
ん

こ
の
分
野
に
流
入
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

仮
想
空
間
に
ず
っ
と
居
続
け
ら
れ
る
よ

う
な「
ポ
ス
ト
０
世
代
」の
若
者
も
出
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、私
は
ず
っ
と

は
嫌
で
す
ね
。技
術
が
ど
れ
だ
け
発
達

し
て
も
24
時
間
、サ
イ
バ
ー
空
間
に
居

続
け
ら
れ
な
い
と
す
る
と
、む
し
ろ
リ
ア

ル
の
重
要
性
が
増
し
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ず
れ
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
が
、よ
り
重

い
現
実
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ゴ
ー
グ
ル
な
ど
の
デ
バ
イ
ス
を
外
し
た

あ
と
の
住
環
境
、す
な
わ
ち
リ
ア
ル
を

ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
は
必
ず
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

ガ
ー
デ
ン
を
中
心
に

構
築
す
る
３
万
人
規
模
の

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

 　

２
０
２
１
年
に
岸
田
文
雄
内
閣
総

理
大
臣
の
下
で
発
表
さ
れ
た「
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
構
想
」が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。田
園
都
市
自
体
は
、エ
ベ
ネ
ザ
ー・

ハ
ワ
ー
ド
と
い
う
人
が
考
え
て
、19
世

紀
後
半
に
ロ
ン
ド
ン
の
郊
外
に
つ
く
ら

れ
た
も
の
が
最
初
で
す
。

　

田
舎
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、都
市
の
真
ん
中
に
公

園
が
あ
っ
て
、そ
の
周
り
に
庭
付
き
の
住

宅
が
あ
る
洗
練
さ
れ
た
都
市
で
、田
ん

ぼ
で
は
な
く「
ガ
ー
デ
ン
」で
す
。そ
こ
に

鉄
道
や
道
路
が
整
備
さ
れ
、農
業
や
工

業
の
職
業
訓
練
校
が
あ
る
。人
口
は
大

体
３
万
２
０
０
０
人
く
ら
い
。だ
か
ら
そ

も
そ
も
、現
代
の
20
〜
30
万
人
の
都
市

で
は
、も
と
も
と
の
田
園
都
市
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
は
合
わ
な
い
ん
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
の
時
代
に
田
園
都
市
を
つ

く
ろ
う
と
す
る
と
、き
っ
と
リ
ア
ル
な
世

界
の
田
園
都
市
と
、サ
イ
バ
ー
空
間
上

の
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
を
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

（
リ
ア
ル
空
間
に
あ
る
情
報
を
も
と
に
、

サ
イ
バ
ー
空
間
で
リ
ア
ル
空
間
を
再
現

す
る
技
術
）で
統
合
す
る
よ
う
な
、ミ

ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
な
る
。そ
こ
に
住
ま
う

規
模
と
し
て
は
、３
万
人
か
ら
多
く
て

も
５
万
人
ぐ
ら
い
が
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
。

 

サ
イ
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

「
３
つ
の
Ｋ
」を

デ
ジ
タ
ル
で
支
え
る

 　

そ
う
な
る
と
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
が
、デ
ジ
タ
ル
空
間
に
お
け
る
自
由

と
民
主
主
義
の
確
立
、す
な
わ
ち「
サ
イ

バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」で
す
。私
は
京
都

大
学
で
出
口
康
夫
さ
ん（
文
学
研
究
科

教
授
・
哲
学
者
）と
、「
サ
イ
バ
ー
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
」に
つ
い
て
共
同
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
て
、実
際
に
福
井
県
な
ど
と
議

論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
サ
イ
バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」に
お
い
て

は
人
口
減
少
が
大
き
な
課
題
と
な
る
で

し
ょ
う
。ど
ん
ど
ん
地
域
の
人
口
が
減
っ

て
、高
齢
化
し
て
、し
か
も
数
少
な
い
若

者
は
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
な
い

わ
け
で
す
か
ら
。

　
そ
こ
に
対
す
る
私
の
ア
イ
デ
ア
は
、教

育
・
健
康
・
経
済
の「
３
つ
の
Ｋ
」を
支
え

る
仕
組
み
の
構
築
で
す
。こ
れ
を
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
で
実
現
す
る
。具
体
的
に
は
、

電
子
国
家
と
し
て
名
高
い
エ
ス
ト
ニ
ア

な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る「
ｅ
レ
ジ
デ
ン

シ
ー
」（
電
子
住
民
）を
基
盤
に
、ま
ず
は

「
デ
ジ
タ
ル
福
井
県
民
」の
よ
う
な
形
で

県
政
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
人
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。個
人
を

サ
イ
バ
ー
空
間
で
認
証
す
る
こ
と
が
必

要
で
、な
お
か
つ
高
度
な
技
術
的
基
盤

が
い
る
の
で
、今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ

ト
コ
ル
で
は
、ま
だ
実
現
が
難
し
い
と
い

う
課
題
も
あ
り
ま
す
が
。

　
ほ
か
に
も
、デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
で
住
民

が
政
治
参
加
で
き
る
仕
組
み
も
、徐
々
に

整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。閣

議
を
デ
ジ
タ
ル
上
で
効
率
化
す
る「
ｅ

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」は
、デ
ジ
タ
ル
政
府
先

進
国
で
は
既
に
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、電
子
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
投
票「
ｅ
ボ
ー
テ
ィ
ン
グ
」や
、

住
民
が
条
例
を
つ
く
っ
た
り
、予
算
編

成
に
参
画
し
た
り
す
る
こ
と
は
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
既
に
夢
物
語
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。日
本
も「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
」

を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、そ
う
い
っ
た

ツ
ー
ル
や
制
度
の
整
備
も
同
時
に
進
め

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

総
合
知
が

う
ま
く
い
か
な
かっ
た
時
代

「
サ
イ
エ
ン
ス
２.
０
」の

振
り
返
り
か
ら
始
め
る

 　
総
合
知
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、

今
な
ぜ
う
ま
く
いっ
て
い
な
い
の
か
、歴

史
を
振
り
返
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
二
つ
の

文
化
」と
い
う
、Ｃ
・
Ｐ・ス
ノ
ー
が
考
え

た「
文
系
知
識
人
と
理
系
文
化
人
の
断

絶
が
イ
ギ
リ
ス
の
衰
退
を
招
い
た
」と
い

う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、そ
う
い
う

文
理
の
分
裂
が
今
の
日
本
の
停
滞
を
つ

く
り
、科
学
技
術
立
国
か
ら
挫
折
し
た

と
い
う
認
識
に
私
は
否
定
的
で
す
。

　

そ
も
そ
も
総
合
知
と
い
う
も
の
は
、

か
つ
て
存
在
し
て
い
た
の
で
す
。そ
の
時

代
を
私
は「
サ
イ
エ
ン
ス
１・０
」と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。そ
れ
が
い
つ
失
わ
れ
た

の
か
は
科
学
史
に
お
け
る
認
識
の
問
題

な
の
で
す
が
、私
は
１
９
２
０
年
代
に

量
子
力
学
が
勃
興
し
て
以
降
、学
問
分

野
の
専
門
性
が
高
く
な
り
、総
合
知
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

こ
の
時
代
は
、「
サ
イ
エ
ン
ス
２・０
」と

言
え
す
ね
。

　

そ
し
て
今
日
、「
サ
イ
エ
ン
ス
３・０
」

と
し
て
総
合
知
を
改
め
て
推
進
す
る
の

で
あ
れ
ば
、総
合
知
が
う
ま
く
い
か
な
く

な
っ
た「
サ
イ
エ
ン
ス
２・０
」時
代
の
課

題
を
整
理
し
、総
括・反
省
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

近
接
分
野
が
組
ん
だ
先
に

総
合
知
が
あ
る

 　

も
う
ひ
と
つ
思
う
の
は
、当
た
り
前

な
ん
で
す
が「
言
う
は
易
し
、行
う
は
難

し
」と
い
う
こ
と
で
す
。研
究
者
の
み
な

さ
ん
は
、そ
れ
ぞ
れ
個
別
研
究
を
や
っ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、個
別
か
ら
急
に
抽
象

的
な
一
般
化
や
共
通
化
に
跳
ん
で
、そ

れ
を
無
理
に
組
み
合
わ
せ
よ
う
と
い
う

考
え
方
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
思
い

ま
す
ね
。「
特
殊
」と「
特
殊
」を
結
び
つ

け
て
一
般
化
し
て
い
く
と
い
う
や
り
方
が

基
本
的
に
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
　

分
野
を
越
え
る
の
は
、各
学
問
分
野

に
デ
ィ
シ
プ
リ
ン（
規
律
）が
あ
っ
て
、非

常
に
難
し
い
ん
で
す
よ
。私
の
研
究
者
と

し
て
の
本
籍
地
は「
経
済
史
」で
す
が
、

個
人
的
な
関
心
か
ら
、航
空
機
産
業
な

ど
も
研
究
対
象
と
し
て
い
ま
す
。航
空

機
産
業
は「
経
済
史
」「
経
営
史
」「
外
交

史
」に
関
わ
る
分
野
な
の
で
、そ
の
３
つ

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
で
す
が
、先
行
研

究
を
そ
れ
ぞ
れ
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
会
・
学
部
も
違
っ
て

す
ご
く
大
変
な
ん
で
す
よ
ね
。

　

情
報
学
と
哲
学
の
先
生
ぐ
ら
い
分
野

が
離
れ
て
い
る
と
越
境
も
や
り
や
す
い

と
思
う
の
で
す
が
、総
合
知
の
推
進
の

た
め
に
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
は
、

ま
ず
近
接
分
野
で
話
し
合
う
土
壌
づ
く

り
で
す
よ
ね
。分
野
が
近
い
と
、縄
張
り

意
識
や
近
親
憎
悪
、利
害
関
係
も
あ
っ

て
な
か
な
か
簡
単
で
は
な
い
と
思
う
ん

で
す
が
、近
し
い
分
野
で
組
む
こ
と
こ
そ

が
、総
合
知
に
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
20
年
ぐ
ら
い「
経
済
史
」の
授

業
を
担
当
し
て
き
て
、今
年
か
ら「
経
営

史
」の
授
業
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、や
は
り
全
然
違
う
わ
け

で
す
よ
。い
わ
ば
ア
マ
チ
ュ
ア
み
た
い
な

も
の
だ
か
ら
、新
し
い
発
見
が
い
ろ
い
ろ

あ
る
わ
け
で
す
。

　

専
門
家
っ
て
、み
ん
な
プ
ロ
意
識
を

持
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。で
も
総
合
知
を

進
め
る
に
は
、プ
ロ
と
し
て
自
分
の
分
野

を
先
鋭
化
さ
せ
る
意
識
で
は
難
し
い
。

ア
マ
チ
ュ
ア
と
し
て
、異
種
格
闘
技
に
出

る
よ
う
な
気
概
が
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

坂
出 

健  S
a

k
ad

e T
a

k
esh

i

千
葉
県
出
身
。京
都
大
学
経
済
学
部
卒
・

経
済
学
研
究
科
中
退
。博
士（
経
済
学
）。

専
門
は
国
際
政
治
経
済
学
・
経
済
工
学
・

世
界
史
で
、主
に
欧
米
航
空
宇
宙
産
業

史
・
原
子
力
産
業
史
・
ミ
サ
イ
ル
戦
略
・
核

不
拡
散
レ
ジ
ー
ム
な
ど
を
研
究
。著
書
に

『The British Aircraft Industry and 
A
m
erican-led G

lobalisation 
1943-82 (Routledge, 2022)

』が
あ

り
、編
著
に『
入
門
ア
メ
リ
カ
経
済 

Ｑ
＆

Ａ
１
０
０
』（
中
央
経
済
社
、２
０
１
９

年
）、監
訳
に
Ｄ
・
エ
ジ
ャ
ト
ン『
戦
争
国

家
イ
ギ
リ
ス―

反
衰
退
・
非
福
祉
の
現
代

史―

』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、２
０
１
７

年
）が
あ
る
。
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隆
之

Sh
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ayu

k
i

 no. 09新
し
い
技
術
を
手
に
入
れ
た
社
会
で

ど
う
生
き
る
か
を
、生
産
的
に
考
え
る
。

　

創
造
的
な
対
話
の
場
づ
く
り
や
、著

書
名
に
も
なっ
た「
問
い
の
デ
ザ
イ
ン
」の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
塩
瀬
隆
之
さ
ん
。

学
生
時
代
に
専
門
と
し
た
シ
ス
テ
ム
工

学
に
足
り
な
い
知
を
人
文・社
会
科
学

に
求
め
た
経
験
を
持
つ
塩
瀬
さ
ん
か
ら

は
、新
し
い
技
術
の
オ
ル
タ
ナ
ティ
ブ（
こ

れ
ま
で
の
主
流
な
方
法
に
代
わ
る
、新

し
い
視
点
や
プ
ラ
ン
）を
提
示
す
る
に
は

人
文・社
会
科
学
も
アッ
プ
デ
ー
ト
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
の
考
え
が
語
ら

れ
た
。

理
想
と
妄
想
が

強
靭
な
社
会
を
つ
く
る

 　
３
５
０
人
の
有
識
者
に
よ
る
未
来
予

測
が
書
か
れ
た『
百
年
後
の
日
本
』と
い

う
本
が
１
９
２
０
年
に
出
版
さ
れ
ま
し

た
。「
世
界
一
の
繊
維
工
業
国
に
な
る
」

「
選
挙
権
が
18
歳
か
ら
与
え
ら
れ
る
」

「
女
性
の
大
臣
や
学
長
が
誕
生
す
る
」

「
民
間
人
が
宇
宙
旅
行
を
す
る
」と
いっ

た
未
来
予
測
が
書
か
れ
て
い
て
、当
然

な
が
ら
当
た
り
外
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
大
事
な
の
は
、予
想
と
理
想・

妄
想
が
別
物
だ
と
い
う
こ
と
。「
世
界
一

の
繊
維
工
業
国
に
な
る
」は「
予
想
」で

す
よ
ね
。予
想
の
未
来
は
時
代
に
も
左

右
さ
れ
る
。

　

他
方
、選
挙
権
や
女
性
大
臣
な
ど
は

「
理
想
」で
、民
間
人
の
宇
宙
旅
行
は

「
妄
想
」の
未
来
で
す
。90
年
近
く
か
か
り

ま
し
た
が
、い
ず
れ
も
実
現
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
思
う
の
は
、理

想
と
妄
想
が
も
た
ら
す
社
会
の
推
進
力

は
す
ご
い
と
い
う
こ
と
。そ
し
て
、理
想

と
妄
想
を
し
っ
か
り
と
掲
げ
ら
れ
る
環

境
が
強
靭
な
社
会
を
つ
く
る
上
で
非
常

に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
最
近
は「
エ
ビ
デ
ン
ス
」（
根
拠
）

に
基
づ
く「
予
想
」の
話
ば
か
り
が
目
立

ち
ま
す
。自
分
た
ち
の
意
見
を
保
証
す

る
た
め
に「
エ
ビ
デ
ン
ス
」と
い
う
言
葉
を

用
い
て
い
る
だ
け
で
、未
来
を
つ
く
る
上

で
の「
エ
ビ
デ
ン
ス
」に
は
な
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
を
目

指
す
と
し
て
、そ
の
実
現
に
は
自
動
車
に

一
切
乗
ら
な
い
と
い
う
手
段
し
か
な
い
の

で
あ
れ
ば
、覚
悟
を
決
め
て
や
れ
ば
い
い

ん
で
す
よ
。結
局
、も
の
さ
し
と
な
る
エ
ビ

デ
ン
ス
を
信
じ
て
い
な
い
か
ら
、本
気
で

や
ら
な
い
だ
け
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

ど
ん
な
生
活
を
す
れ
ば
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
な
る
の
か
な
ん
て
、み
ん

な
確
信
は
な
い
。で
も
今
す
ぐ
に
動
く
必

要
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、10
年
間
ぐ
ら
い

複
数
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
指
標
を
試

し
た
後
で
、こ
の
ま
ま
進
む
の
か
路
線
変

更
す
る
の
か
を
、皆
で
公
の
場
で
決
め
れ

ば
いい
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

結
論
は
す
ぐ
に
出
さ
な
く
て
い
い
。理

想
と
す
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
体

制
は
10
年
ぐ
ら
い
か
け
て
公
の
場
で
つ

く
れ
ば
い
い
の
で
、そ
の
た
め
の
未
来
予

測
に
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

 

国
や
行
政
に
必
要
な

「
組
み
立
て
る
力
」

　

未
来
社
会
を
構
想
す
る
に
は「
組
み

立
て
る
力
」が
必
要
で
す
。た
だ
し
社
会

的
な
立
場
な
ど
に
よ
っ
て
役
割
が
あ
る

べ
き
で
、「
組
み
立
て
る
力
」が
必
要
な
の

は
国
や
行
政
な
ど
の
政
策
を
立
案
・
実

現
す
る
人
々
。市
民
や
研
究
者
に「
組
み

立
て
る
力
」を
求
め
る
の
は
、社
会
に
お

け
る
役
割
分
担
の
構
図
か
ら
いっ
て
違

和
感
を
覚
え
ま
す
。対
話
は
確
か
に
大

切
で
す
が
、し
っ
か
り
と
し
た
役
割
分
担

が
あ
っ
た
上
で
、初
め
て
対
話
が
必
要
に

な
る
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
私
は
、研
究
者
は
必
要
以

上
に
社
会
の
声
を
聞
か
な
く
て
い
い
と

も
思
っ
て
い
ま
す
。特
に
理
化
学
研
究
所

や
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
よ
う
に
、

尖
っ
た
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
集
合
体
に

は
未
来
を
切
り
拓
く
使
命
が
あ
る
の

で
、耳
を
傾
け
た
ほ
う
が
良
い
こ
と
と
、

そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

有
名
な
た
と
え
話
に
あ
る
よ
う
に
、

西
部
劇
の
時
代
に「
速
い
馬
が
ほ
し
い
」

と
言
っ
て
い
る
人
の
意
見
を
聞
い
た
と

こ
ろ
で
、「
自
動
車
を
開
発
し
て
ほ
し

い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
は
お
そ
ら
く
出
て
き

ま
せ
ん
。同
じ
よ
う
に
、市
民
が
真
に「
つ

く
り
た
い
未
来
像
」を
持
っ
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
の
で
、ト
ッ
プ
の
研
究
者
に
は

社
会
の
声
を
聞
か
ず
に
突
っ
走
る
側
面

が
あ
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
は
、国
や
行
政
と
し
て
も
、信
頼
で
き

る
研
究
者
た
ち
に
好
き
な
よ
う
に
走
ら

せ
る
だ
け
の
度
量
が
必
要
で
す
。

　
ト
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
理
想
と

妄
想
に
賭
け
て
み
る
こ
と
が
、未
来
社

会
の
構
想
に
も
新
し
い
可
能
性
を
も
た

ら
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
文・社
会
科
学
も

アッ
プ
デ
ー
ト
が
必
要

 　
未
来
を
切
り
拓
く
可
能
性
を
持
っ
た

技
術
が
生
ま
れ
た
と
き
に
、社
会
実
装

の
現
場
で
人
文
・
社
会
科
学
の
知
を
頼

る
と
い
う
役
割
分
担
も
、や
や
極
端
な

気
が
し
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
の
人
文
・

社
会
科
学
が
、本
当
に
オ
ル
タ
ナ
ティ
ブ

を
提
示
し
得
る
存
在
に
な
れ
る
の
か
が

疑
問
な
の
で
す
。た
と
え
ば
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
こ
と
も
な
い
人
に「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
何
を
し
た
い
？
」と
尋

ね
て
も
、建
設
的
な
答
え
を
期
待
す
る

の
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

　

同
じ
よ
う
に
、歴
史
研
究
の
専
門
家

は
、歴
史
的
な
観
点
で
助
言
す
る
こ
と

は
で
き
て
も
、歴
史
上
存
在
し
な
か
っ
た

新
し
い
テ
クノ
ロ
ジ
ー
を
使
う
こ
と
が
前

提
の
議
論
の
中
で
、本
当
に
オ
ル
タ
ナ

ティ
ブ
を
提
示
で
き
る
か
は
疑
問
に
思
う

の
で
す
。総
合
知
の
推
進
に
は
、む
し
ろ

人
文
・
社
会
科
学
を
現
状
か
ら
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
っ
て
い

て
、こ
れ
か
ら
は
自
然
科
学
の
見
地
に
一

緒
に
乗
っ
て
く
れ
る
人
文
・
社
会
科
学

者
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

　

新
し
い
技
術
は
、本
質
的
に
必
ず

リ
ー
ガ
ル
イ
シ
ュ
ー（
法
的
な
課
題
）を

起
こ
す
も
の
。逆
に
言
え
ば
、リ
ー
ガ
ル

イ
シ
ュ
ー
が
起
き
な
い
も
の
は
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
で
は
な
い
と
も
言
え
る
の
で
す

が
、そ
の
技
術
が
出
て
き
た
と
き
に
人

文
・
社
会
科
学
が
ど
ん
な
立
場
に
立
て

る
の
か
。た
と
え
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
て
い
る
海
外
企
業
の
法
務

担
当
で
あ
れ
ば
、既
存
の
法
律
に
基
づ

く
判
断
と
い
う
よ
り
は
、リ
ー
ガ
ル
イ

シ
ュ
ー
と
技
術
の
間
の
ど
こ
に
折
り
合

い
を
つ
け
る
か
と
い
う
交
渉
に
お
い
て
新

た
な
線
引
き
を
担
っ
て
い
ま
す
。し
か
し

日
本
の
場
合
は
、現
在
の
法
に
照
ら
し

た
問
題
が
起
き
な
い
よ
う
に
と
か
、企

業
の
過
去
の
利
益
を
毀
損
し
な
い
よ
う

に
と
か
、ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
方
向
に
働

き
が
ち
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。確
か
に

過
去
に
立
脚
し
て
す
が
る
こ
と
も
大
事

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、そ
の
思
考

だ
け
で
は
技
術
の
進
展
そ
の
も
の
に
も

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
し
ま
う
ん
で
す
よ

ね
。
　

今
の
人
文
・
社
会
科
学
の
頼
ら
れ
方

は
、倫
理
感
な
き
自
然
科
学
の
研
究
者

が
突
き
抜
け
て
い
か
な
い
よ
う
食
い
止

め
る
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
現
実
は
、

先
端
技
術
の
中
身
が
わ
か
ら
な
い
が
故

に
論
破
さ
れ
、技
術
側
の
ア
ク
セ
ル
に
引

き
ず
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、い
わ

ゆ
る「
大
御
所
」と
言
わ
れ
る
人
文
・
社

会
科
学
の
先
生
の
権
威
あ
る
意
見
を

頼
れ
ば
止
め
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
旧
来
と
同
じ
社
会
の
淡
い
期

待
も
感
じ
る
。そ
れ
で
は
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
総
合
知
は
育
ま
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

本
来
の
人
文
・
社
会
科
学
の
仕
事
の

ひ
と
つ
に
、私
は「
線
の
引
き
直
し
」を

期
待
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、新

し
い
技
術
を
手
に
入
れ
た
社
会
の
中

で
、私
た
ち
が
ど
う
暮
ら
し
て
い
く
の
か

と
い
う
未
来
の
態
度
を
、生
産
的
に
一

緒
に
考
え
て
く
れ
る
よ
う
な
人
文
・
社

会
科
学
の
研
究
者
も
必
要
な
の
だ
と
考

え
ま
す
。

コ
ミュニ
ケ
ー
ショ
ン
と
は

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
交
換

　

私
は
ガ
ン
ダ
ム
が
好
き
で
、宇
宙
ロ

ボ
ッ
ト
が
つ
く
り
た
く
て
工
学
部
に

入
っ
た
ん
で
す
け
ど
、い
き
な
り
そ
れ
そ

の
も
の
を
つ
く
る
の
は
難
し
い
の
で
、ま

ず
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら

つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　
い
ざ
研
究
を
始
め
た
ら
、工
学
と
科

学
が
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
人
間
の
行

為
や
意
識
の
モ
デ
ル
が
す
ご
く
薄
っ
ぺ
ら

く
感
じ
て
。足
り
な
い
知
恵
を
人
文
・
社

会
科
学
に
求
め
て
、た
ま
た
ま
、歴
史
あ

る
西
田
哲
学
研
究
会
な
ど
に
学
生
の

頃
か
ら
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
　
博
士
論
文
で
は
熟
練
技
の
伝
承
の
研

究
を
扱
っ
た
の
で
す
が
、技
の
伝
承
に
は

「
黙
し
て
語
ら
ず
」と
いっ
た
文
化
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。情
報
科
学
的
に
見
る
と
、

そ
れ
で
は
困
る
ん
で
す
よ
。情
報
量
が

ゼ
ロ
な
の
に
伝
わ
る
と
か
言
う
か
ら
。で

も
、教
え
て
し
ま
う
と
か
え
っ
て
修
行
の

妨
げ
に
な
る
と
か
、「
黙
し
た
こ
と
」に

も
ち
ゃ
ん
と
意
味
が
あ
る
。

　
そ
の
経
験
を
通
じ
て
わ
か
っ
た
の
は
、

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
は
、実

は
情
報
そ
の
も
の
を
伝
達
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、む
し
ろ
た
だ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

（
指
標
）を
交
換
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

と
見
な
し
た
ほ
う
が
う
ま
く
説
明
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
。つ
ま
り
、自
分
の
経

験
の
中
か
ら
、相
手
が
経
験
し
た
何
か

を
想
起
す
る
よ
う
な
言
葉
を
提
供
し
な

い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
成
立
し
な

い
の
で
す
。そ
れ
が
本
来
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
だ
と
考
え
る
と
、情
報
科
学
が
前

提
と
し
て
い
た「
情
報
を
伝
達
す
る
」と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
は
瓦

解
す
る
わ
け
で
す
。

　
そ
う
し
た
場
面
で
、拙
速
に
モ
デ
ル
に

頼
る
の
で
は
な
く
、「
人
」そ
の
も
の
に

真
摯
に
向
き
合
い
、丁
寧
に
見
続
け
て

き
た
は
ず
の
人
文
・
社
会
科
学
に
は
た

く
さ
ん
の
知
見
が
あ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
し
、も
っ
と
そ
れ
を
表
に
出
し
て
ほ

し
い
と
い
う
の
も
、人
文
・
社
会
科
学
に

期
待
す
る
こ
と
で
す
。

塩瀬さんの著書『問いのデザイン』

科学技術コミュニケーション

問いのデザイン 対話の場
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創
造
的
な
対
話
の
場
づ
く
り
や
、著

書
名
に
も
なっ
た「
問
い
の
デ
ザ
イ
ン
」の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
塩
瀬
隆
之
さ
ん
。

学
生
時
代
に
専
門
と
し
た
シ
ス
テ
ム
工

学
に
足
り
な
い
知
を
人
文・社
会
科
学

に
求
め
た
経
験
を
持
つ
塩
瀬
さ
ん
か
ら

は
、新
し
い
技
術
の
オ
ル
タ
ナ
ティ
ブ（
こ

れ
ま
で
の
主
流
な
方
法
に
代
わ
る
、新

し
い
視
点
や
プ
ラ
ン
）を
提
示
す
る
に
は

人
文・社
会
科
学
も
アッ
プ
デ
ー
ト
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
の
考
え
が
語
ら

れ
た
。

理
想
と
妄
想
が

強
靭
な
社
会
を
つ
く
る

 　
３
５
０
人
の
有
識
者
に
よ
る
未
来
予

測
が
書
か
れ
た『
百
年
後
の
日
本
』と
い

う
本
が
１
９
２
０
年
に
出
版
さ
れ
ま
し

た
。「
世
界
一
の
繊
維
工
業
国
に
な
る
」

「
選
挙
権
が
18
歳
か
ら
与
え
ら
れ
る
」

「
女
性
の
大
臣
や
学
長
が
誕
生
す
る
」

「
民
間
人
が
宇
宙
旅
行
を
す
る
」と
いっ

た
未
来
予
測
が
書
か
れ
て
い
て
、当
然

な
が
ら
当
た
り
外
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
大
事
な
の
は
、予
想
と
理
想・

妄
想
が
別
物
だ
と
い
う
こ
と
。「
世
界
一

の
繊
維
工
業
国
に
な
る
」は「
予
想
」で

す
よ
ね
。予
想
の
未
来
は
時
代
に
も
左

右
さ
れ
る
。

　

他
方
、選
挙
権
や
女
性
大
臣
な
ど
は

「
理
想
」で
、民
間
人
の
宇
宙
旅
行
は

「
妄
想
」の
未
来
で
す
。90
年
近
く
か
か
り

ま
し
た
が
、い
ず
れ
も
実
現
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
思
う
の
は
、理

想
と
妄
想
が
も
た
ら
す
社
会
の
推
進
力

は
す
ご
い
と
い
う
こ
と
。そ
し
て
、理
想

と
妄
想
を
し
っ
か
り
と
掲
げ
ら
れ
る
環

境
が
強
靭
な
社
会
を
つ
く
る
上
で
非
常

に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
最
近
は「
エ
ビ
デ
ン
ス
」（
根
拠
）

に
基
づ
く「
予
想
」の
話
ば
か
り
が
目
立

ち
ま
す
。自
分
た
ち
の
意
見
を
保
証
す

る
た
め
に「
エ
ビ
デ
ン
ス
」と
い
う
言
葉
を

用
い
て
い
る
だ
け
で
、未
来
を
つ
く
る
上

で
の「
エ
ビ
デ
ン
ス
」に
は
な
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
を
目

指
す
と
し
て
、そ
の
実
現
に
は
自
動
車
に

一
切
乗
ら
な
い
と
い
う
手
段
し
か
な
い
の

で
あ
れ
ば
、覚
悟
を
決
め
て
や
れ
ば
い
い

ん
で
す
よ
。結
局
、も
の
さ
し
と
な
る
エ
ビ

デ
ン
ス
を
信
じ
て
い
な
い
か
ら
、本
気
で

や
ら
な
い
だ
け
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

ど
ん
な
生
活
を
す
れ
ば
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
な
る
の
か
な
ん
て
、み
ん

な
確
信
は
な
い
。で
も
今
す
ぐ
に
動
く
必

要
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、10
年
間
ぐ
ら
い

複
数
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
指
標
を
試

し
た
後
で
、こ
の
ま
ま
進
む
の
か
路
線
変

更
す
る
の
か
を
、皆
で
公
の
場
で
決
め
れ

ば
いい
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

　

結
論
は
す
ぐ
に
出
さ
な
く
て
い
い
。理

想
と
す
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
体

制
は
10
年
ぐ
ら
い
か
け
て
公
の
場
で
つ

く
れ
ば
い
い
の
で
、そ
の
た
め
の
未
来
予

測
に
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

 

国
や
行
政
に
必
要
な

「
組
み
立
て
る
力
」

　

未
来
社
会
を
構
想
す
る
に
は「
組
み

立
て
る
力
」が
必
要
で
す
。た
だ
し
社
会

的
な
立
場
な
ど
に
よ
っ
て
役
割
が
あ
る

べ
き
で
、「
組
み
立
て
る
力
」が
必
要
な
の

は
国
や
行
政
な
ど
の
政
策
を
立
案
・
実

現
す
る
人
々
。市
民
や
研
究
者
に「
組
み

立
て
る
力
」を
求
め
る
の
は
、社
会
に
お

け
る
役
割
分
担
の
構
図
か
ら
いっ
て
違

和
感
を
覚
え
ま
す
。対
話
は
確
か
に
大

切
で
す
が
、し
っ
か
り
と
し
た
役
割
分
担

が
あ
っ
た
上
で
、初
め
て
対
話
が
必
要
に

な
る
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
私
は
、研
究
者
は
必
要
以

上
に
社
会
の
声
を
聞
か
な
く
て
い
い
と

も
思
っ
て
い
ま
す
。特
に
理
化
学
研
究
所

や
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
よ
う
に
、

尖
っ
た
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
集
合
体
に

は
未
来
を
切
り
拓
く
使
命
が
あ
る
の

で
、耳
を
傾
け
た
ほ
う
が
良
い
こ
と
と
、

そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

有
名
な
た
と
え
話
に
あ
る
よ
う
に
、

西
部
劇
の
時
代
に「
速
い
馬
が
ほ
し
い
」

と
言
っ
て
い
る
人
の
意
見
を
聞
い
た
と

こ
ろ
で
、「
自
動
車
を
開
発
し
て
ほ
し

い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
は
お
そ
ら
く
出
て
き

ま
せ
ん
。同
じ
よ
う
に
、市
民
が
真
に「
つ

く
り
た
い
未
来
像
」を
持
っ
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
の
で
、ト
ッ
プ
の
研
究
者
に
は

社
会
の
声
を
聞
か
ず
に
突
っ
走
る
側
面

が
あ
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
は
、国
や
行
政
と
し
て
も
、信
頼
で
き

る
研
究
者
た
ち
に
好
き
な
よ
う
に
走
ら

せ
る
だ
け
の
度
量
が
必
要
で
す
。

　
ト
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
理
想
と

妄
想
に
賭
け
て
み
る
こ
と
が
、未
来
社

会
の
構
想
に
も
新
し
い
可
能
性
を
も
た

ら
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
文・社
会
科
学
も

アッ
プ
デ
ー
ト
が
必
要

 　
未
来
を
切
り
拓
く
可
能
性
を
持
っ
た

技
術
が
生
ま
れ
た
と
き
に
、社
会
実
装

の
現
場
で
人
文
・
社
会
科
学
の
知
を
頼

る
と
い
う
役
割
分
担
も
、や
や
極
端
な

気
が
し
て
い
ま
す
。今
の
ま
ま
の
人
文
・

社
会
科
学
が
、本
当
に
オ
ル
タ
ナ
ティ
ブ

を
提
示
し
得
る
存
在
に
な
れ
る
の
か
が

疑
問
な
の
で
す
。た
と
え
ば
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
こ
と
も
な
い
人
に「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
何
を
し
た
い
？
」と
尋

ね
て
も
、建
設
的
な
答
え
を
期
待
す
る

の
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

　

同
じ
よ
う
に
、歴
史
研
究
の
専
門
家

は
、歴
史
的
な
観
点
で
助
言
す
る
こ
と

は
で
き
て
も
、歴
史
上
存
在
し
な
か
っ
た

新
し
い
テ
クノ
ロ
ジ
ー
を
使
う
こ
と
が
前

提
の
議
論
の
中
で
、本
当
に
オ
ル
タ
ナ

ティ
ブ
を
提
示
で
き
る
か
は
疑
問
に
思
う

の
で
す
。総
合
知
の
推
進
に
は
、む
し
ろ

人
文
・
社
会
科
学
を
現
状
か
ら
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
す
る
必
要
も
あ
る
と
思
っ
て
い

て
、こ
れ
か
ら
は
自
然
科
学
の
見
地
に
一

緒
に
乗
っ
て
く
れ
る
人
文
・
社
会
科
学

者
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

　

新
し
い
技
術
は
、本
質
的
に
必
ず

リ
ー
ガ
ル
イ
シ
ュ
ー（
法
的
な
課
題
）を

起
こ
す
も
の
。逆
に
言
え
ば
、リ
ー
ガ
ル

イ
シ
ュ
ー
が
起
き
な
い
も
の
は
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
で
は
な
い
と
も
言
え
る
の
で
す

が
、そ
の
技
術
が
出
て
き
た
と
き
に
人

文
・
社
会
科
学
が
ど
ん
な
立
場
に
立
て

る
の
か
。た
と
え
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
て
い
る
海
外
企
業
の
法
務

担
当
で
あ
れ
ば
、既
存
の
法
律
に
基
づ

く
判
断
と
い
う
よ
り
は
、リ
ー
ガ
ル
イ

シ
ュ
ー
と
技
術
の
間
の
ど
こ
に
折
り
合

い
を
つ
け
る
か
と
い
う
交
渉
に
お
い
て
新

た
な
線
引
き
を
担
っ
て
い
ま
す
。し
か
し

日
本
の
場
合
は
、現
在
の
法
に
照
ら
し

た
問
題
が
起
き
な
い
よ
う
に
と
か
、企

業
の
過
去
の
利
益
を
毀
損
し
な
い
よ
う

に
と
か
、ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
方
向
に
働

き
が
ち
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。確
か
に

過
去
に
立
脚
し
て
す
が
る
こ
と
も
大
事

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、そ
の
思
考

だ
け
で
は
技
術
の
進
展
そ
の
も
の
に
も

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
し
ま
う
ん
で
す
よ

ね
。
　

今
の
人
文
・
社
会
科
学
の
頼
ら
れ
方

は
、倫
理
感
な
き
自
然
科
学
の
研
究
者

が
突
き
抜
け
て
い
か
な
い
よ
う
食
い
止

め
る
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
現
実
は
、

先
端
技
術
の
中
身
が
わ
か
ら
な
い
が
故

に
論
破
さ
れ
、技
術
側
の
ア
ク
セ
ル
に
引

き
ず
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、い
わ

ゆ
る「
大
御
所
」と
言
わ
れ
る
人
文
・
社

会
科
学
の
先
生
の
権
威
あ
る
意
見
を

頼
れ
ば
止
め
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
旧
来
と
同
じ
社
会
の
淡
い
期

待
も
感
じ
る
。そ
れ
で
は
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
総
合
知
は
育
ま
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

本
来
の
人
文
・
社
会
科
学
の
仕
事
の

ひ
と
つ
に
、私
は「
線
の
引
き
直
し
」を

期
待
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、新

し
い
技
術
を
手
に
入
れ
た
社
会
の
中

で
、私
た
ち
が
ど
う
暮
ら
し
て
い
く
の
か

と
い
う
未
来
の
態
度
を
、生
産
的
に
一

緒
に
考
え
て
く
れ
る
よ
う
な
人
文
・
社

会
科
学
の
研
究
者
も
必
要
な
の
だ
と
考

え
ま
す
。

コ
ミュニ
ケ
ー
ショ
ン
と
は

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
交
換

　

私
は
ガ
ン
ダ
ム
が
好
き
で
、宇
宙
ロ

ボ
ッ
ト
が
つ
く
り
た
く
て
工
学
部
に

入
っ
た
ん
で
す
け
ど
、い
き
な
り
そ
れ
そ

の
も
の
を
つ
く
る
の
は
難
し
い
の
で
、ま

ず
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら

つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　
い
ざ
研
究
を
始
め
た
ら
、工
学
と
科

学
が
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
人
間
の
行

為
や
意
識
の
モ
デ
ル
が
す
ご
く
薄
っ
ぺ
ら

く
感
じ
て
。足
り
な
い
知
恵
を
人
文
・
社

会
科
学
に
求
め
て
、た
ま
た
ま
、歴
史
あ

る
西
田
哲
学
研
究
会
な
ど
に
学
生
の

頃
か
ら
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
　
博
士
論
文
で
は
熟
練
技
の
伝
承
の
研

究
を
扱
っ
た
の
で
す
が
、技
の
伝
承
に
は

「
黙
し
て
語
ら
ず
」と
いっ
た
文
化
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。情
報
科
学
的
に
見
る
と
、

そ
れ
で
は
困
る
ん
で
す
よ
。情
報
量
が

ゼ
ロ
な
の
に
伝
わ
る
と
か
言
う
か
ら
。で

も
、教
え
て
し
ま
う
と
か
え
っ
て
修
行
の

妨
げ
に
な
る
と
か
、「
黙
し
た
こ
と
」に

も
ち
ゃ
ん
と
意
味
が
あ
る
。

　
そ
の
経
験
を
通
じ
て
わ
か
っ
た
の
は
、

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
は
、実

は
情
報
そ
の
も
の
を
伝
達
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、む
し
ろ
た
だ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

（
指
標
）を
交
換
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

と
見
な
し
た
ほ
う
が
う
ま
く
説
明
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
。つ
ま
り
、自
分
の
経

験
の
中
か
ら
、相
手
が
経
験
し
た
何
か

を
想
起
す
る
よ
う
な
言
葉
を
提
供
し
な

い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
成
立
し
な

い
の
で
す
。そ
れ
が
本
来
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
だ
と
考
え
る
と
、情
報
科
学
が
前

提
と
し
て
い
た「
情
報
を
伝
達
す
る
」と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
は
瓦

解
す
る
わ
け
で
す
。

　
そ
う
し
た
場
面
で
、拙
速
に
モ
デ
ル
に

頼
る
の
で
は
な
く
、「
人
」そ
の
も
の
に

真
摯
に
向
き
合
い
、丁
寧
に
見
続
け
て

き
た
は
ず
の
人
文
・
社
会
科
学
に
は
た

く
さ
ん
の
知
見
が
あ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
し
、も
っ
と
そ
れ
を
表
に
出
し
て
ほ

し
い
と
い
う
の
も
、人
文
・
社
会
科
学
に

期
待
す
る
こ
と
で
す
。

塩
瀬 

隆
之  Sh

iose T
a

k
ayu

k
i

大
阪
府
出
身
。京
都
大
学
工
学
部
卒
業
、

同
大
学
院
工
学
研
究
科
修
了
。博
士（
工

学
）。専
門
は
シ
ス
テ
ム
工
学
。２
０
１
２

年
７
月
よ
り
経
済
産
業
省
産
業
技
術
政

策
課
に
て
技
術
戦
略
担
当
の
課
長
補
佐

に
従
事
。２
０
１
４
年
７
月
よ
り
復
職
。

小
中
高
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
、企

業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
育
成
研
修

な
ど
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
多
数
担
当
。

平
成
29
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞（
科
学
技

術
分
野
の
理
解
増
進
）受
賞
。著
書
に

『
問
い
の
デ
ザ
イ
ン 

創
造
的
対
話
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』『
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

デ
ザ
イ
ン
：
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
参

加
型
デ
ザ
イ
ン
』（
い
ず
れ
も
共
著
、学
芸

出
版
社
）な
ど
が
あ
る
。
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提
言       P

roposal 

岩
手
県
立
大
学 

総
合
政
策
学
部 

講
師

さ
ん

杉
谷 

和
哉

Su
g

itan
i K

azu
ya

 no. 10科
学
的
根
拠
と
市
民
の
生
活
世
界
の

相
互
作
用
で
未
来
を
つ
く
る
。

　

統
計
デ
ー
タ
や
各
種
指
標
な
ど
を

も
と
に
効
果
的
・
効
率
的
な
政
策
の

決
定
や
実
行
を
行
う「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

（Evidence-based P
olicy 

M
aking

／
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策

立
案
）」の
研
究
を
行
う
杉
谷
和
哉
さ

ん
。地
域
の
未
来
や
政
策
に
お
け
る
研

究
者
の
役
割
、そ
し
て
平
成
生
ま
れ
な

ら
で
は
の
視
点
か
ら
総
合
知
に
つ
い
て

伺
っ
た
。

人
々
の「
普
通
の
暮
ら
し
」を

支
え
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を

 　
昨
年
４
月
に
岩
手
県
へ
来
て
み
て
、地

域
社
会
が
自
立・自
活
で
き
て
い
く
社
会

が
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。地
域
に
は
、そ
こ
に
住
む
人
た

ち
が
営
ん
で
き
た
、「
普
通
の
暮
ら
し
」が

あ
り
ま
す
。こ
の
視
点
は
地
域
の
人
に

と
っ
て
、「
こ
ん
な
き
ら
び
や
か
な
未
来
が

…

」と
い
う
話
よ
り
も
大
事
な
は
ず
で

す
。科
学
的
根
拠
や
エ
ビ
デ
ン
ス
も
、こ
れ

ま
で
の
暮
ら
し
を
続
け
て
い
く
社
会
の

た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

理
屈
の
上
で
は
、地
域
に
は
地
域
特

有
の
問
題
が
あ
る
と
わ
か
っ
て
は
い
ま
し

た
。そ
れ
が
実
際
に
住
ん
で
み
た
こ
と

で
、た
と
え
ば
大
雪
が
い
か
に
大
変
で
あ

る
か
と
いっ
た
こ
と
を
肌
感
覚
と
し
て
理

解
で
き
た
の
は
、大
き
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。杓
子
定
規
な
エ
ビ
デ
ン
ス
だ
け

で
は
絶
対
に
ダ
メ
で
、か
と
いっ
て
科
学

的
根
拠
が
全
く
な
い
と
勘
と
経
験
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、そ
れ
も
ま
ず
い
。地

域
の
人
々
の
経
験
が
政
策
に
活
用
で
き

れ
ば
エ
ビ
デ
ン
ス
も
よ
り
豊
か
な
も
の
に

な
っ
て
い
く
の
で
、良
い
影
響
を
お
よ
ぼ

し
合
う
対
等
な
関
係
を
ど
う
や
っ
た
ら

つ
く
れ
る
の
か
。現
場
の
人
た
ち
の
暮
ら

し
や
日
常
を
助
け
、楽
に
し
て
あ
げ
ら
れ

る
も
の
で
な
け
れ
ば
、政
策
評
価
も
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
も
必
要
な
い
と
い
う
の
が
私
の
考

え
で
す
。

　

人
々
の
生
活
世
界
に
根
ざ
し
た
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
を
実
現
す
る
た
め
に
、地
域
の
問
題

を
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

 

シ
ナ
リ
オ
は
研
究
者
に
し
か

ま
と
め
ら
れ
な
い

　

未
来
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、「
科

学
技
術
が
市
民
の
み
な
さ
ん
の
実
現
し

た
い
未
来
を
実
現
し
ま
す
」と
い
う
入

り
方
で
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。一

方
で
、市
民
に「
ど
ん
な
未
来
を
求
め
て

い
ま
す
か
？
」と
聞
い
て
も
、お
そ
ら
く

具
体
的
な
話
は
出
て
き
ま
せ
ん
。な
ぜ

な
ら
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、明
日
食
べ
て
い

く
こ
と
の
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
大
切
だ
か

ら
で
す
。社
会
を
ど
う
し
た
い
か
ま
で
考

え
ら
れ
る
人
は
多
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ド
ラ
え
も
ん
の「
四
次
元
ポ
ケ
ッ
ト
」

だ
っ
て
、の
び
太
君
が
困
り
事
を
抱
え

て
、具
体
的
な
願
望
が
あ
る
か
ら
有
効

に
使
え
る
わ
け
で
す
。あ
ま
り
必
要
性

を
感
じ
て
い
な
い
人
に
ポ
ケ
ッ
ト
を
渡

し
た
と
こ
ろ
で
、せ
い
ぜ
い
出
勤
に「
ど

こ
で
も
ド
ア
」を
使
う
程
度
で
、新
し
い

物
語
は
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
研
究
者
に
で
き
る
こ
と
は
、

「
未
来
や
ビ
ジ
ョ
ンっ
て
何
な
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
根
本
的
な
問
い
を
投
げ
か
け
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
も
、最
初
は

関
心
の
あ
る
人
だ
け
を
巻
き
込
ん
で
い

く
と
い
う
や
り
方
で
。無
理
に
多
く
の
市

民
の
声
を
聞
こ
う
と
肩
肘
を
張
ら
な
く

て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
。そ
こ
に
心
を

砕
き
過
ぎ
る
と
、結
局
形
式
的
な
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
だ
け
で
疲
弊
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

未
来
へ
の
シ
ナ
リ
オ
も
、市
民
だ
け
で

は
商
店
街
の
10
年
後
の
プ
ラ
ン
を
考
え

る
ぐ
ら
い
が
限
界
で
す
。そ
れ
は
そ
れ
で

も
ち
ろ
ん
大
事
だ
し
必
要
で
す
が
、よ
り

大
き
な
規
模
の
、２
０
５
０
年
へ
の
メ
ガ

シ
ナ
リ
オ
の
よ
う
な
も
の
は
専
門
家
に
し

か
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。従
っ

て
、そ
の
シ
ナ
リ
オ
を
実
行
す
る
に
は
、

大
学
の
名
前
で
多
く
の
人
を
巻
き
込
ん

で
目
標
に
向
わ
せ
る
と
い
う
、あ
る
種
の

権
威
性
を
発
動
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
　
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
常
に
意
識
し
て
お

き
つ
つ
、強
権
的
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に

と
自
戒
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。た

だ
、こ
れ
は
口
で
言
う
ほ
ど
簡
単
で
は
な

い
で
す
ね
。

自
治
体
と
の
対
話
を

通
じ
て
、抽
象
を
具
体
に

 　
描
い
た
未
来
へ
の
シ
ナ
リ
オ
を
市
民
社

会
に
伝
え
て
い
く
フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ
た
と

き
に
、い
わ
ゆ
る
Ｚ
世
代
や
、小
中
高
生

な
ど
に
話
を
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。私
は
こ
う
い
う「
若
者
が

未
来
を
変
え
る
」と
い
う
、あ
り
き
た
り

な
話
を
、実
は
バ
カ
に
し
て
い
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
簡
単
な
話
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
」

と
。環
境
活
動
家
の
グ
レ
タ・ト
ゥ
ー
ン
ベ

リ
さ
ん
の「
よ
く
も
そ
ん
な
こ
と
を
！
」

と
い
う
台
詞
も
、大
人
た
ち
に
よ
る
若
者

へ
の
無
責
任
な「
期
待
」を
指
し
て
出
た

言
葉
で
し
た
ね
。

　
し
か
し
、地
域
に
身
を
置
い
て
い
ろ
い

ろ
な
人
と
関
わ
る
う
ち
に
、少
し
ず
つ
考

え
は
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。私
た
ち
は
い

ざ
社
会
に
出
た
ら
、先
ほ
ど
の
話
の
通
り

未
来
を
考
え
る
余
裕
も
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。そ
ん
な
私
た
ち
が
政
策
立
案

を
す
る
も
の
で
す
か
ら
、幅
広
い
視
座
が

欠
け
が
ち
に
な
り
ま
す
。特
に
若
者
の
声

は
届
き
に
く
い
。意
識
的
に
集
め
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
が
、な
か
な

か
う
ま
く
いっ
て
い
ま
せ
ん
。

　
社
会
課
題
解
決
の
よ
う
な
大
き
な
話

も
大
事
で
す
が
、ま
ず
は
S
D
Gs  

の
学

習
の
一
環
と
し
て
楽
し
く
伝
え
て
い
く
く

ら
い
で
も
、入
口
と
し
て
は
十
分
で
し
ょ

う
。
　
ま
た
、若
年
層
か
ら
未
来
へ
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
も
ら
っ
て
、そ
れ
を
政
策
に

取
り
入
れ
て
み
る
流
れ
が
あ
っ
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
。今
、自
治
体
の
多
く
は
、新

し
い
切
り
口
に
よ
る
アイ
デ
ア
を
求
め
て

い
ま
す
。総
合
計
画
の
策
定
過
程
で

「『
S
D
G
s   

を
使
え
』と
指
示
を
受
け
た

は
い
い
が
、ど
う
ま
と
め
た
ら
い
い
か
困
っ

て
い
る
」と
い
う
状
態
の
自
治
体
も
あ
る

と
聞
く
の
で
、未
来
へ
の
シ
ナ
リ
オ
づ
く

り
を
、総
合
計
画
の
策
定
作
業
に
合
わ

せ
る
の
も
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。　　

　
い
ろ
い
ろ
な
自
治
体
の
人
た
ち
と
話

を
し
て
、そ
の
地
域
に
合
わ
せ
て
シ
ナ
リ

オ
や
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
性
を
高
め
て
い

く
。も
と
も
と
は
抽
象
的
だ
っ
た
話
を
地

域
の
暮
ら
し
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
、リ

ア
リ
テ
ィ
が
出
て
く
る
の
で
す
。具
体
と

抽
象
を
往
復
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
組
み
込

む
こ
と
で
、と
て
も
お
も
し
ろ
い
取
り
組

み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
学
際
的
な
知
識
人
の
育
成
を
掲

げ
て
い
る
京
都
大
学
人
間・環
境
学
研
究

科
の
出
身
で
す
。こ
の
研
究
科
が
開
設
さ

れ
た
１
９
８
０
年
代
末
か
ら
、学
問
の

蛸
壺
化
の
打
破
が
叫
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
は
よ
り
細
分
化
が
進
み
、

蛸
壺
は
今
も
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
総
合
知
や
学
際

の
よ
う
な
概
念
が
重
視
さ
れ
る
の
は
理

解
で
き
ま
す
が
、「
打
ち
出
の
小
槌
」の
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
少
し
首

を
か
し
げ
て
し
ま
い
ま
す
。研
究
や
生
活

の
現
場
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
、み

ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に
、気
付

い
た
ら
総
合
知
に
な
っ
て
い
た
、と
い
う

あ
り
方
が
理
想
だ
と
思
う
の
で
す
。

学
際
と
ネ
ッ
ト
文
化
が

デ
フォ
ル
ト
な

平
成
生
ま
れ
世
代

　
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
の
は
、世
代
も
関

係
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
は
平

成
生
ま
れ
で
、東
日
本
大
震
災
は
よ
く

覚
え
て
い
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
既
に
社
会

で
働
い
て
い
た
世
代
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」や
フ
ラ
ッ
シュ
ム
ー
ビ
ー

な
ど
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
、ネ
ッ
ト
文

化
の
黎
明
期
を
知
っ
て
い
る
世
代
で
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
変
化
の
大
き
い
時
代
を
体

感
し
て
き
た
世
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

領
域
で
の
特
徴
に
、学
際
的
な
経
験
を

し
て
い
る
人
が
多
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
と
話
す

こ
と
や
分
野
を
越
え
て
取
り
組
む
こ
と

に
、躊
躇
が
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
の
研
究

分
野
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
デ
フ
ォ
ル
ト
で
受
け
て
き
て
い

る
の
で
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
り
や

す
い
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、総
合
知
に

つ
い
て
今
さ
ら
な
印
象
が
世
代
的
に
は

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
と
、社
会
活
動
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信

な
ど
に
熱
心
な
研
究
者
も
多
い
で
す
。

ネ
ッ
ト
文
化
を
経
験
し
て
き
て
い
る
の

で
、自
然
に
所
作
が
身
に
付
い
て
い
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

　
そ
う
し
た
視
点
で
感
じ
て
い
る
の
は
、

研
究
者
の
描
い
た
シ
ナ
リ
オ
や
行
政
の

計
画
な
ど
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
組
ん

で
拡
散
す
る
の
も
一
案
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に

TikTok

な
ど
で
動
画
に
し
て
も
ら
え

ば
、圧
倒
的
に
拡
散
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア
は
、い
か
に
も
安

易
で
大
衆
迎
合
的
で
あ
り
、軽
薄
だ
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、最
初
か
ら
毛
嫌
い

す
る
の
で
は
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
考
え
る
手
が
か
り
に
な
る
と
も
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。深
い
議

論
と
は
別
に
、大
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
と
し
た

異
分
野
コ
ラ
ボ
レ
ー
ション

　

異
分
野
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、信

頼
関
係
が
あ
る
人
同
士
で
や
る
の
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、そ
れ
だ
け

で
は
狭
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、信
頼
の
お
け
る
知
り
合
い
関
係

で
広
げ
て
い
く
の
が
、ま
ず
は
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
の
際
も
、自
分

た
ち
と
近
い
視
点
を
持
ち
、本
質
的
な

話
を
理
解
し
て
く
れ
そ
う
な
人
を
慎
重

に
選
ぶ
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

自
然
科
学
系
の
研
究
者
と
人
文
・
社

会
科
学
系
の
研
究
者
が
相
互
理
解
を
深

め
る
、交
流
の
場
に
も
意
義
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
形
成
は
私
た
ち
の
分
野
が
得
意
と

す
る
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
、理
系
の
研
究

者
に
も
広
げ
て
、よ
り
良
い
関
わ
り
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

　
そ
も
そ
も
私
た
ち
は
、基
礎
研
究
に
つ

い
て
率
直
に
話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
。私
個
人
の
構
想
と
し
て
は
、将
来

的
に
研
究
開
発
の
評
価
を
す
る
研
究
に

も
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　

科
学
技
術
の
評
価
は
、評
価
研
究
の

中
で
も
す
ご
く
難
し
い
テ
ー
マ
で
す
。基

礎
研
究
フェ
ー
ズ
で
、評
価
と
政
策
両
分

野
の
研
究
者
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
交

え
て
本
格
的
な
評
価
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、基
礎
研
究

者
と
の
交
流
は
、私
に
は
大
き
な
関
心

事
項
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

政策評価

公共政策学 EBPM
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統
計
デ
ー
タ
や
各
種
指
標
な
ど
を

も
と
に
効
果
的
・
効
率
的
な
政
策
の

決
定
や
実
行
を
行
う「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

（Evidence-based P
olicy 

M
aking

／
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策

立
案
）」の
研
究
を
行
う
杉
谷
和
哉
さ

ん
。地
域
の
未
来
や
政
策
に
お
け
る
研

究
者
の
役
割
、そ
し
て
平
成
生
ま
れ
な

ら
で
は
の
視
点
か
ら
総
合
知
に
つ
い
て

伺
っ
た
。

人
々
の「
普
通
の
暮
ら
し
」を

支
え
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を

 　
昨
年
４
月
に
岩
手
県
へ
来
て
み
て
、地

域
社
会
が
自
立・自
活
で
き
て
い
く
社
会

が
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。地
域
に
は
、そ
こ
に
住
む
人
た

ち
が
営
ん
で
き
た
、「
普
通
の
暮
ら
し
」が

あ
り
ま
す
。こ
の
視
点
は
地
域
の
人
に

と
っ
て
、「
こ
ん
な
き
ら
び
や
か
な
未
来
が

…

」と
い
う
話
よ
り
も
大
事
な
は
ず
で

す
。科
学
的
根
拠
や
エ
ビ
デ
ン
ス
も
、こ
れ

ま
で
の
暮
ら
し
を
続
け
て
い
く
社
会
の

た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

理
屈
の
上
で
は
、地
域
に
は
地
域
特

有
の
問
題
が
あ
る
と
わ
か
っ
て
は
い
ま
し

た
。そ
れ
が
実
際
に
住
ん
で
み
た
こ
と

で
、た
と
え
ば
大
雪
が
い
か
に
大
変
で
あ

る
か
と
いっ
た
こ
と
を
肌
感
覚
と
し
て
理

解
で
き
た
の
は
、大
き
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。杓
子
定
規
な
エ
ビ
デ
ン
ス
だ
け

で
は
絶
対
に
ダ
メ
で
、か
と
いっ
て
科
学

的
根
拠
が
全
く
な
い
と
勘
と
経
験
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、そ
れ
も
ま
ず
い
。地

域
の
人
々
の
経
験
が
政
策
に
活
用
で
き

れ
ば
エ
ビ
デ
ン
ス
も
よ
り
豊
か
な
も
の
に

な
っ
て
い
く
の
で
、良
い
影
響
を
お
よ
ぼ

し
合
う
対
等
な
関
係
を
ど
う
や
っ
た
ら

つ
く
れ
る
の
か
。現
場
の
人
た
ち
の
暮
ら

し
や
日
常
を
助
け
、楽
に
し
て
あ
げ
ら
れ

る
も
の
で
な
け
れ
ば
、政
策
評
価
も
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
も
必
要
な
い
と
い
う
の
が
私
の
考

え
で
す
。

　

人
々
の
生
活
世
界
に
根
ざ
し
た
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
を
実
現
す
る
た
め
に
、地
域
の
問
題

を
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

 

シ
ナ
リ
オ
は
研
究
者
に
し
か

ま
と
め
ら
れ
な
い

　

未
来
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、「
科

学
技
術
が
市
民
の
み
な
さ
ん
の
実
現
し

た
い
未
来
を
実
現
し
ま
す
」と
い
う
入

り
方
で
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。一

方
で
、市
民
に「
ど
ん
な
未
来
を
求
め
て

い
ま
す
か
？
」と
聞
い
て
も
、お
そ
ら
く

具
体
的
な
話
は
出
て
き
ま
せ
ん
。な
ぜ

な
ら
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、明
日
食
べ
て
い

く
こ
と
の
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
大
切
だ
か

ら
で
す
。社
会
を
ど
う
し
た
い
か
ま
で
考

え
ら
れ
る
人
は
多
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ド
ラ
え
も
ん
の「
四
次
元
ポ
ケ
ッ
ト
」

だ
っ
て
、の
び
太
君
が
困
り
事
を
抱
え

て
、具
体
的
な
願
望
が
あ
る
か
ら
有
効

に
使
え
る
わ
け
で
す
。あ
ま
り
必
要
性

を
感
じ
て
い
な
い
人
に
ポ
ケ
ッ
ト
を
渡

し
た
と
こ
ろ
で
、せ
い
ぜ
い
出
勤
に「
ど

こ
で
も
ド
ア
」を
使
う
程
度
で
、新
し
い

物
語
は
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
研
究
者
に
で
き
る
こ
と
は
、

「
未
来
や
ビ
ジ
ョ
ンっ
て
何
な
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
根
本
的
な
問
い
を
投
げ
か
け
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
も
、最
初
は

関
心
の
あ
る
人
だ
け
を
巻
き
込
ん
で
い

く
と
い
う
や
り
方
で
。無
理
に
多
く
の
市

民
の
声
を
聞
こ
う
と
肩
肘
を
張
ら
な
く

て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
。そ
こ
に
心
を

砕
き
過
ぎ
る
と
、結
局
形
式
的
な
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
だ
け
で
疲
弊
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

未
来
へ
の
シ
ナ
リ
オ
も
、市
民
だ
け
で

は
商
店
街
の
10
年
後
の
プ
ラ
ン
を
考
え

る
ぐ
ら
い
が
限
界
で
す
。そ
れ
は
そ
れ
で

も
ち
ろ
ん
大
事
だ
し
必
要
で
す
が
、よ
り

大
き
な
規
模
の
、２
０
５
０
年
へ
の
メ
ガ

シ
ナ
リ
オ
の
よ
う
な
も
の
は
専
門
家
に
し

か
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。従
っ

て
、そ
の
シ
ナ
リ
オ
を
実
行
す
る
に
は
、

大
学
の
名
前
で
多
く
の
人
を
巻
き
込
ん

で
目
標
に
向
わ
せ
る
と
い
う
、あ
る
種
の

権
威
性
を
発
動
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
　
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
常
に
意
識
し
て
お

き
つ
つ
、強
権
的
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に

と
自
戒
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。た

だ
、こ
れ
は
口
で
言
う
ほ
ど
簡
単
で
は
な

い
で
す
ね
。

自
治
体
と
の
対
話
を

通
じ
て
、抽
象
を
具
体
に

 　
描
い
た
未
来
へ
の
シ
ナ
リ
オ
を
市
民
社

会
に
伝
え
て
い
く
フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ
た
と

き
に
、い
わ
ゆ
る
Ｚ
世
代
や
、小
中
高
生

な
ど
に
話
を
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。私
は
こ
う
い
う「
若
者
が

未
来
を
変
え
る
」と
い
う
、あ
り
き
た
り

な
話
を
、実
は
バ
カ
に
し
て
い
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
簡
単
な
話
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
」

と
。環
境
活
動
家
の
グ
レ
タ・ト
ゥ
ー
ン
ベ

リ
さ
ん
の「
よ
く
も
そ
ん
な
こ
と
を
！
」

と
い
う
台
詞
も
、大
人
た
ち
に
よ
る
若
者

へ
の
無
責
任
な「
期
待
」を
指
し
て
出
た

言
葉
で
し
た
ね
。

　
し
か
し
、地
域
に
身
を
置
い
て
い
ろ
い

ろ
な
人
と
関
わ
る
う
ち
に
、少
し
ず
つ
考

え
は
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。私
た
ち
は
い

ざ
社
会
に
出
た
ら
、先
ほ
ど
の
話
の
通
り

未
来
を
考
え
る
余
裕
も
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。そ
ん
な
私
た
ち
が
政
策
立
案

を
す
る
も
の
で
す
か
ら
、幅
広
い
視
座
が

欠
け
が
ち
に
な
り
ま
す
。特
に
若
者
の
声

は
届
き
に
く
い
。意
識
的
に
集
め
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
が
、な
か
な

か
う
ま
く
いっ
て
い
ま
せ
ん
。

　
社
会
課
題
解
決
の
よ
う
な
大
き
な
話

も
大
事
で
す
が
、ま
ず
は
S
D
Gs  

の
学

習
の
一
環
と
し
て
楽
し
く
伝
え
て
い
く
く

ら
い
で
も
、入
口
と
し
て
は
十
分
で
し
ょ

う
。
　
ま
た
、若
年
層
か
ら
未
来
へ
の
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
も
ら
っ
て
、そ
れ
を
政
策
に

取
り
入
れ
て
み
る
流
れ
が
あ
っ
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
。今
、自
治
体
の
多
く
は
、新

し
い
切
り
口
に
よ
る
アイ
デ
ア
を
求
め
て

い
ま
す
。総
合
計
画
の
策
定
過
程
で

「『
S
D
G
s   

を
使
え
』と
指
示
を
受
け
た

は
い
い
が
、ど
う
ま
と
め
た
ら
い
い
か
困
っ

て
い
る
」と
い
う
状
態
の
自
治
体
も
あ
る

と
聞
く
の
で
、未
来
へ
の
シ
ナ
リ
オ
づ
く

り
を
、総
合
計
画
の
策
定
作
業
に
合
わ

せ
る
の
も
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。　　

　
い
ろ
い
ろ
な
自
治
体
の
人
た
ち
と
話

を
し
て
、そ
の
地
域
に
合
わ
せ
て
シ
ナ
リ

オ
や
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
性
を
高
め
て
い

く
。も
と
も
と
は
抽
象
的
だ
っ
た
話
を
地

域
の
暮
ら
し
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
、リ

ア
リ
テ
ィ
が
出
て
く
る
の
で
す
。具
体
と

抽
象
を
往
復
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
組
み
込

む
こ
と
で
、と
て
も
お
も
し
ろ
い
取
り
組

み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
学
際
的
な
知
識
人
の
育
成
を
掲

げ
て
い
る
京
都
大
学
人
間・環
境
学
研
究

科
の
出
身
で
す
。こ
の
研
究
科
が
開
設
さ

れ
た
１
９
８
０
年
代
末
か
ら
、学
問
の

蛸
壺
化
の
打
破
が
叫
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
は
よ
り
細
分
化
が
進
み
、

蛸
壺
は
今
も
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
総
合
知
や
学
際

の
よ
う
な
概
念
が
重
視
さ
れ
る
の
は
理

解
で
き
ま
す
が
、「
打
ち
出
の
小
槌
」の
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
少
し
首

を
か
し
げ
て
し
ま
い
ま
す
。研
究
や
生
活

の
現
場
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
、み

ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に
、気
付

い
た
ら
総
合
知
に
な
っ
て
い
た
、と
い
う

あ
り
方
が
理
想
だ
と
思
う
の
で
す
。

学
際
と
ネ
ッ
ト
文
化
が

デ
フォ
ル
ト
な

平
成
生
ま
れ
世
代

　
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
の
は
、世
代
も
関

係
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
は
平

成
生
ま
れ
で
、東
日
本
大
震
災
は
よ
く

覚
え
て
い
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
既
に
社
会

で
働
い
て
い
た
世
代
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」や
フ
ラ
ッ
シュ
ム
ー
ビ
ー

な
ど
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
、ネ
ッ
ト
文

化
の
黎
明
期
を
知
っ
て
い
る
世
代
で
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
変
化
の
大
き
い
時
代
を
体

感
し
て
き
た
世
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

領
域
で
の
特
徴
に
、学
際
的
な
経
験
を

し
て
い
る
人
が
多
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
と
話
す

こ
と
や
分
野
を
越
え
て
取
り
組
む
こ
と

に
、躊
躇
が
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
の
研
究

分
野
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
デ
フ
ォ
ル
ト
で
受
け
て
き
て
い

る
の
で
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
り
や

す
い
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、総
合
知
に

つ
い
て
今
さ
ら
な
印
象
が
世
代
的
に
は

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
と
、社
会
活
動
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信

な
ど
に
熱
心
な
研
究
者
も
多
い
で
す
。

ネ
ッ
ト
文
化
を
経
験
し
て
き
て
い
る
の

で
、自
然
に
所
作
が
身
に
付
い
て
い
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

　
そ
う
し
た
視
点
で
感
じ
て
い
る
の
は
、

研
究
者
の
描
い
た
シ
ナ
リ
オ
や
行
政
の

計
画
な
ど
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
組
ん

で
拡
散
す
る
の
も
一
案
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に

TikTok

な
ど
で
動
画
に
し
て
も
ら
え

ば
、圧
倒
的
に
拡
散
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア
は
、い
か
に
も
安

易
で
大
衆
迎
合
的
で
あ
り
、軽
薄
だ
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、最
初
か
ら
毛
嫌
い

す
る
の
で
は
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
考
え
る
手
が
か
り
に
な
る
と
も
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。深
い
議

論
と
は
別
に
、大
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

杉
谷 

和
哉  K

azu
ya Su

g
ita

n
i

大
阪
府
生
ま
れ
。京
都
府
立
大
学
公
共
政

策
学
部
公
共
政
策
学
科
卒
業
。京
都
大
学

大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程
単
位
取
得
認
定
退
学
。博
士（
人
間
・

環
境
学
）。京
都
文
教
大
学
非
常
勤
講
師
、

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
特
定
研

究
員
な
ど
を
経
て
、現
在
、岩
手
県
立
大

学
総
合
政
策
学
部
講
師
。専
門
は
公
共
政

策
学
。著
書
に『
政
策
に
エ
ビ
デ
ン
ス
は

必
要
な
の
か
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、論

文
に「
共
生
社
会
と
民
主
主
義
に
つ
い
て

の
試
論
」（『
共
生
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』

第
13
巻
１
号
所
収
）、「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症(C
O
VID
-19)

が
公
共
政
策
学
に
突
き

付
け
て
い
る
も
の
」（
足
立
幸
男
と
の
共

著
、『
公
共
政
策
研
究
』20
号
所
収
）な
ど

が
あ
る
。

信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
と
し
た

異
分
野
コ
ラ
ボ
レ
ー
ション

　

異
分
野
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、信

頼
関
係
が
あ
る
人
同
士
で
や
る
の
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、そ
れ
だ
け

で
は
狭
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、信
頼
の
お
け
る
知
り
合
い
関
係

で
広
げ
て
い
く
の
が
、ま
ず
は
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
の
際
も
、自
分

た
ち
と
近
い
視
点
を
持
ち
、本
質
的
な

話
を
理
解
し
て
く
れ
そ
う
な
人
を
慎
重

に
選
ぶ
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

自
然
科
学
系
の
研
究
者
と
人
文
・
社

会
科
学
系
の
研
究
者
が
相
互
理
解
を
深

め
る
、交
流
の
場
に
も
意
義
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
形
成
は
私
た
ち
の
分
野
が
得
意
と

す
る
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
、理
系
の
研
究

者
に
も
広
げ
て
、よ
り
良
い
関
わ
り
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

　
そ
も
そ
も
私
た
ち
は
、基
礎
研
究
に
つ

い
て
率
直
に
話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
。私
個
人
の
構
想
と
し
て
は
、将
来

的
に
研
究
開
発
の
評
価
を
す
る
研
究
に

も
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　

科
学
技
術
の
評
価
は
、評
価
研
究
の

中
で
も
す
ご
く
難
し
い
テ
ー
マ
で
す
。基

礎
研
究
フェ
ー
ズ
で
、評
価
と
政
策
両
分

野
の
研
究
者
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
交

え
て
本
格
的
な
評
価
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、基
礎
研
究

者
と
の
交
流
は
、私
に
は
大
き
な
関
心

事
項
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。
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提
言       P

roposal 

株
式
会
社
経
営
共
創
基
盤 

Ｉ
Ｇ
Ｐ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
会
長

さ
ん

冨
山 

和
彦

T
oyam

a K
azu

h
ik

o

 no. 11動
機
付
け
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

「
ロ
ー
カ
ル
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
」へ
。

　
コ
ン
サ
ル
ティ
ン
グ
会
社
の
代
表
や
産

業
再
生
機
構
の
Ｃ
Ｏ
Ｏ
と
し
て
数
多
く

の
企
業
再
生
に
携
わ
る
な
ど
、日
本
を

代
表
す
る
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

知
ら
れ
る
冨
山
和
彦
さ
ん
。行
き
詰
ま

る
日
本
経
済
の
課
題
、そ
し
て
日
本
が

再
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
、人
々

が
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
暮
ら
し
を
手
に

入
れ
る
た
め
に
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

伺
っ
た
。

二
重
の
意
味
で
の

ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
危
機

 　

今
の
日
本
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
縦
割
り
の
壁
に
分
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
理
的
な
分
断
も
あ
れ
ば
、産
業
や
企

業
と
いっ
た
社
会
概
念
的
な
境
界
線
に

お
け
る
分
断
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
、20
世
紀
ま
で
の

産
業
構
造
の
中
心
だ
っ
た「
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
型
」の
産
業
は
、縦
割
り
が
適

し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。大

量
に
も
の
を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い

た
め
、会
社
は
閉
鎖
的
に
な
り
ま
す

し
、生
産
拠
点
を
海
外
に
展
開
す
る

場
合
も
、選
ん
だ
国
と
の
所
得
格
差

が
あ
る
ほ
う
が
利
潤
を
生
む
。つ
ま
り

格
差
が
あ
る
ほ
う
が
望
ま
し
く
、構
造

を「
サ
イ
ロ
型
」に
固
定
化
し
た
ほ
う

が
企
業
に
と
っ
て
都
合
が
良
か
っ
た
の

で
す
。

　
か
つ
て
大
量
生
産
・
大
量
消
費
型
で

ア
メ
リ
カ
が
ま
ず
大
成
功
し
て
、偉
大
な

る
中
産
階
級
社
会
が
生
ま
れ
た
。そ
し

て
、ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
昭
和
日
本
の「
一
億

総
中
流
時
代
」も
、そ
う
し
て
現
出
し
た

わ
け
で
す
。

　
日
本
が「
ジ
ャ
パ
ン・ア
ズ・ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
」と
称
さ
れ
る
成
功
を
収
め
た
こ
と

で
、逆
に
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
地
位
を
追
わ

れ
た
。で
も
、自
由
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

新
た
な
戦
い
方
で
巻
き
返
し
た
の
が「
Ｇ

Ａ
Ｆ
Ａ
」の
モ
デ
ル
で
す
。こ
の
サ
イ
バ
ー

空
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
サ
イ
ロ
型
の

デ
メ
リ
ッ
ト
と
は
無
関
係
で
、ア
メ
リ
カ

は
成
長
力
を
取
り
戻
せ
た
の
で
す
が
、

問
題
は
価
値
創
造
の
源
泉
が「
高
度
に

優
れ
た
知
的
人
材
」で
あ
る
故
に
、中
産

階
級
の
雇
用
を
生
ま
な
い
と
い
う
点
に

あ
り
ま
す
。ご
く
一
部
の
非
常
に
優
秀
な

人
間
と
、投
資
と
い
う
形
で
ア
ク
セ
ス
で

き
る
富
裕
層
し
か
潤
わ
な
い
。一
方
、日

本
の
成
長
を
支
え
た
中
産
階
級
雇
用

型
の
産
業
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て

賃
金
の
安
い
他
国
へ
と
移
っ
た
。

　

そ
う
いっ
た
産
業
構
造
の
変
化
の
中

で
、デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
シ
フ
ト
に
成
功
し

た
ア
メ
リ
カ
は
格
差
問
題
を
抱
え
、日

本
は
工
業
化
モ
デ
ル
か
ら
脱
却
で
き
ず

全
体
が
貧
し
く
な
っ
た
。ど
ち
ら
も
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
生
み
出
せ
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
た
め
、二
重
の
意
味
で
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
危
機
な
の
で
す
。

 

あ
る
べ
き
未
来
へ
向
け
た
動

機
付
け
の
ル
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
と

人
材
の
流
動
性

　
あ
る
べ
き
未
来
に
向
か
う
た
め
に
ま

ず
私
が
必
要
だ
と
思
う
の
は
、動
機
付

け
を
す
る
た
め
の「
ル
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
」で

す
。ル
ー
ル
と
い
う
も
の
は
守
れ
ば
恩
恵

が
あ
り
、破
れ
ば
罰
則
が
あ
る
。動
機
付

け
の
仕
組
み
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
社
会
主
義
が
勃
興
し
、資

本
主
義
が
危
機
を
迎
え
て
い
た
約
１
０

０
年
前
。資
本
主
義
が
危
機
を
乗
り
越

え
て
生
き
延
び
た
要
因
に
は
、「
フ
ォ
ー

デ
ィ
ズ
ム
」が
あ
り
ま
し
た
。自
動
車
会

社「
フ
ォ
ー
ド
」の
工
場
労
働
者
の
生
産

性
が
上
が
り
、そ
の
利
益
を
賃
金
へ
還

元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、大
多
数
の
労
働

者
を
消
費
者
へ
と
変
え
る
仕
組
み
で
す
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
フ
ォ
ー
ド
の
車
は
た
く

さ
ん
売
れ
、企
業
も
成
長
し
て
い
き
ま
し

た
。こ
の
投
資
的
分
配
の
仕
組
み
は
、ヘ

ン
リ
ー・フ
ォ
ー
ド
と
い
う
起
業
家
の
総

合
知
が
生
ん
だ
革
命
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
で
は
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、ど
う
社

会
革
命
を
起
こ
せ
ば
い
い
の
か
。単
な
る

権
力
シ
フ
ト
で
は
な
く
、社
会
シ
ス
テ
ム

や
人
々
の
欲
求
を
自
由
に
解
き
放
つ
こ

と
に
よ
っ
て
、結
果
と
し
て
社
会
全
体
の

包
摂
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
最
大

化
す
る
リ
デ
ザ
イ
ン
が
、今
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、大
企
業
も
中
小
企

業
も
縦
割
り
の
サ
イ
ロ
を
壊
し
、人
材

の
流
動
性
が
優
位
に
働
く
よ
う
な
ル
ー

ル
に
社
会
の
仕
組
み
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
よ
う
な
知
的
創
造
力
の
あ
る
人
材

が
た
く
さ
ん
育
ま
れ
て
、学
問
領
域
、あ

る
い
は
ア
カ
デ
ミ
ア
と
民
間
の
間
を
行

き
来
す
る「
か
き
回
し
」が
す
ご
く
大
事

な
ん
で
す
。

　
そ
こ
で
鍵
を
握
る
の
は
博
士
人
材
で

す
。日
本
の
博
士
課
程
は
、残
念
な
が
ら

大
学
教
員
を
育
て
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。一
方
、欧
米
や
中

国
な
ど
で
は
職
業
的
な
訓
練
の
一
段
階

に
過
ぎ
ず
、大
学
教
員
に
な
る
の
は
ほ

ん
の
一
部
で
す
。

　

博
士
号
は
、自
分
で
問
題
設
定
を
し

て
、仮
説
を
考
え
て
、証
明
で
き
な
い
と

取
得
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
仮
説
も
新
規

性
が
な
け
れ
ば
評
価
さ
れ
な
い
。つ
ま
り

博
士
人
材
は
、知
的
創
造
性
で
勝
負
を

す
る
場
面
、特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
産
業
構

造
の
中
心
が
シ
フ
ト
し
た
と
き
に
は
、産

業
界
で
も
圧
倒
的
に
有
用
な
人
材
な
の

で
す
。だ
か
ら
欧
米
で
は
、産
業
界
や
行

政
に
も
博
士
人
材
が
ご
ろ
ご
ろ
い
る
。

日
本
で
も
こ
う
し
た
人
材
が
流
動
的
に

活
躍
で
き
る
環
境
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、共
通
言
語
が
な
い
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
起
き
ま
せ
ん
。た
だ
、日
本
は

そ
こ
に
大
き
な
壁
が
あ
る
。そ
れ
を
解

消
す
る
に
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
も
ロ
ー
カ

ル
に
も
活
躍
で
き
る
場
所
と
、で
き
る
だ

け
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、最
適
に
流
動
す
る

仕
組
み
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
生
ま
れ
て
く
れ
ば
、

必
ず
新
し
い
知
恵
が
生
ま
れ
ま
す
。そ
の

知
恵
が
包
摂
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
最
大
化
す
る
方
向
へ
向
く
よ
う
に
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
計
で
き
れ
ば
、必
ず

良
い
方
向
へ
回
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
な
フォ
ー
ディ
ズ
ム
を

 　
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
設
備
集
約

型
・
有
形
資
産
型
の
資
本
主
義
モ
デ
ル

は
、も
う
デ
ィ
ス
カ
レ
ッ
ジ（
や
め
さ
せ

る
）し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、そ
の
モ
デ
ル
を
中
心
に
成
立
し

た
、教
育
を
含
む
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
社

会
シ
ス
テ
ム
も
同
様
で
す
。

　

逆
に
私
が
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ（
促
進
）す
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
る
モ
デ
ル
は「
ロ
ー
カ
ル

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
」で
す
。私
の

造
語
で
す
が
、フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
的
な
も

の
を
ロ
ー
カ
ル
な
産
業
で
も
や
る
べ
き
な

の
で
す
。利
益
を
働
い
て
い
る
人
た
ち
に

還
元
し
、そ
れ
が
人
々
の
自
己
研
鑽
や

消
費
に
回
る
よ
う
な
循
環
を
、日
本
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
７
割
、雇
用
の
８
割
を
占
め

る
ロ
ー
カ
ル
経
済
圏
に
築
く
発
想
で
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
な
空
間
で
デ
ジ
タ
ル
テ
クノ

ロ
ジ
ー
を
う
ま
く
使
っ
た
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ

ム
は
、今
の
と
こ
ろ
世
界
で
誰
も
実
現

で
き
て
い
ま
せ
ん
。よ
り
包
摂
的
な
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
を
、ビ
ジ
ネ
ス
の

領
域
に
お
い
て
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
な
の
で
す
。

　

た
だ
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
極
め
て

主
観
的
な
概
念
な
ん
で
す
よ
ね
。だ
か

ら
結
局
、最
大
公
約
数
と
し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
指
標
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

す
べ
て
が
経
済
的
な
取
引
に
乗
せ
ら
れ

る
も
の
で
も
な
い
の
で
限
界
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
私
は
、経
済
学
者
の
宇
沢
弘

文
さ
ん
が
提
唱
さ
れ
た「
社
会
的
共
通

資
本
」あ
る
い
は「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
モ
ン

ズ
」の
よ
う
な
概
念
か
ら
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
選
択
肢
の

ひ
と
つ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。た
と

え
ば
空
気
や
健
康
、あ
る
い
は
デ
ー
タ
の

よ
う
な
有
形
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、個
別

の
取
引
行
為
に
乗
っ
て
い
な
い
も
の
が
そ

う
で
す
ね
。

　
実
は
こ
う
いっ
た「
コ
ト
型
」の
価
値
っ

て
、日
本
の
ロ
ー
カ
ル
産
業
で
は
進
ん
で

い
る
ん
で
す
よ
。農
林
水
産
業
の
ブ
ラ
ン

ディ
ン
グ
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

た
だ
、新
し
い
価
値
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
る
と
、必
ず
ビ
ジ
ネ
ス
も
生

ま
れ
て
く
る
。今
の
ま
ま
だ
と「
モ
ノ
型
」

に
引
っ
張
ら
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
産
業
が
儲

か
る
レ
イ
ヤ
ー
に
な
っ
て
、グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
いっ
て
も
結
局「
新
し
い
電

池
を
つ
く
る
」と
い
う
発
想
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
。コ
ト
を
価
値
に
し
て
い
く
こ
と

で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
視
点
は

重
要
で
す
が
、貨
幣
的
に
貧
し
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
は
当
然
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

感
じ
な
い
の
で
、官
民
の
二
分
法
に
限
定

せ
ず
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
モ
ン
ズ
の
担
い
手
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。多

極
集
中
な
都
市
デ
ザ
イ
ン

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
考
え
る
と
き

に
、大
き
な
自
然
災
害
や
経
済
危
機
が

起
き
る
可
能
性
は
無
視
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。そ
う
し
た
ブ
ラ
ッ
ク・ス
ワ
ン
的

な
事
象
が
起
き
た
と
き
に
、誰
も
犠
牲

に
な
ら
な
い
こ
と
は
残
念
な
が
ら
考
え

難
い
で
す
。ど
こ
ま
で
の
リ
ス
ク
を
許
容

す
る
か
。そ
の
割
り
切
り
が
で
き
な
い

と
、実
は
生
産
的
な
手
立
て
を
打
て
な

い
の
で
す
。あ
ら
か
じ
め
優
先
順
位
付
け

を
し
、備
え
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　

備
え
の
観
点
で
は
、国
土
の
住
ま
い

方
も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。今
、「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
」が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、一
極
集

中
を
避
け
た
結
果
、「
多
極
分
散
」に
陥

る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。「
多
極
集
中
」

を
目
指
す
べ
き
で
す
。た
だ
で
さ
え
人
口

が
減
っ
て
い
て
、国
土
の
安
全
、強
靭
性

も
含
め
て
兵
站
が
既
に
伸
び
過
ぎ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。こ
の
状
態
で
人
々
が
分

散
居
住
し
て
し
ま
う
と
、あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
で
土
留
を
打
た
な
き
ゃ
い
け
な
く

な
る
。

　
こ
れ
は
経
済
合
理
性
、あ
る
い
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性
、医
療
・
介
護
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
も
非
常
に
関
係

す
る
問
題
で
す
。こ
れ
ま
で
ず
っ
と「
居

住
地
域
を
増
や
す
」と
い
う
国
土
計
画

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、居
住
地
面
積

を
減
ら
し
、で
き
る
だ
け
安
全
な
場
所
へ

の
集
住
促
進
を
、本
気
で
や
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

　

人
口
減
少
っ
て
悲
劇
的
に
語
ら
れ
て

い
ま
す
が
、明
治
初
期
の
日
本
に
は
３
５

０
０
万
人
も
い
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。時

代
は
振
り
子
に
な
っ
て
い
て
、歴
史
は
必

ず
ス
パ
イ
ラ
ル
状
に
繰
り
返
し
な
が
ら

進
化
し
て
い
く
も
の
。だ
か
ら
、昔
の
あ

り
様
を
も
う
一
回
研
究
し
直
し
て
、現

代
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
重
ね
合
わ
せ
る

発
想
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
に

こ
そ
、総
合
知
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
で
し
ょ

う
。

国家財政

経営学 イノベーション創出
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コ
ン
サ
ル
ティ
ン
グ
会
社
の
代
表
や
産

業
再
生
機
構
の
Ｃ
Ｏ
Ｏ
と
し
て
数
多
く

の
企
業
再
生
に
携
わ
る
な
ど
、日
本
を

代
表
す
る
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

知
ら
れ
る
冨
山
和
彦
さ
ん
。行
き
詰
ま

る
日
本
経
済
の
課
題
、そ
し
て
日
本
が

再
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し
、人
々

が
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
暮
ら
し
を
手
に

入
れ
る
た
め
に
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

伺
っ
た
。

二
重
の
意
味
で
の

ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
危
機

 　

今
の
日
本
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
縦
割
り
の
壁
に
分
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
理
的
な
分
断
も
あ
れ
ば
、産
業
や
企

業
と
いっ
た
社
会
概
念
的
な
境
界
線
に

お
け
る
分
断
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
、20
世
紀
ま
で
の

産
業
構
造
の
中
心
だ
っ
た「
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
型
」の
産
業
は
、縦
割
り
が
適

し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。大

量
に
も
の
を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い

た
め
、会
社
は
閉
鎖
的
に
な
り
ま
す

し
、生
産
拠
点
を
海
外
に
展
開
す
る

場
合
も
、選
ん
だ
国
と
の
所
得
格
差

が
あ
る
ほ
う
が
利
潤
を
生
む
。つ
ま
り

格
差
が
あ
る
ほ
う
が
望
ま
し
く
、構
造

を「
サ
イ
ロ
型
」に
固
定
化
し
た
ほ
う

が
企
業
に
と
っ
て
都
合
が
良
か
っ
た
の

で
す
。

　
か
つ
て
大
量
生
産
・
大
量
消
費
型
で

ア
メ
リ
カ
が
ま
ず
大
成
功
し
て
、偉
大
な

る
中
産
階
級
社
会
が
生
ま
れ
た
。そ
し

て
、ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
昭
和
日
本
の「
一
億

総
中
流
時
代
」も
、そ
う
し
て
現
出
し
た

わ
け
で
す
。

　
日
本
が「
ジ
ャ
パ
ン・ア
ズ・ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
」と
称
さ
れ
る
成
功
を
収
め
た
こ
と

で
、逆
に
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
地
位
を
追
わ

れ
た
。で
も
、自
由
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

新
た
な
戦
い
方
で
巻
き
返
し
た
の
が「
Ｇ

Ａ
Ｆ
Ａ
」の
モ
デ
ル
で
す
。こ
の
サ
イ
バ
ー

空
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
サ
イ
ロ
型
の

デ
メ
リ
ッ
ト
と
は
無
関
係
で
、ア
メ
リ
カ

は
成
長
力
を
取
り
戻
せ
た
の
で
す
が
、

問
題
は
価
値
創
造
の
源
泉
が「
高
度
に

優
れ
た
知
的
人
材
」で
あ
る
故
に
、中
産

階
級
の
雇
用
を
生
ま
な
い
と
い
う
点
に

あ
り
ま
す
。ご
く
一
部
の
非
常
に
優
秀
な

人
間
と
、投
資
と
い
う
形
で
ア
ク
セ
ス
で

き
る
富
裕
層
し
か
潤
わ
な
い
。一
方
、日

本
の
成
長
を
支
え
た
中
産
階
級
雇
用

型
の
産
業
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て

賃
金
の
安
い
他
国
へ
と
移
っ
た
。

　

そ
う
いっ
た
産
業
構
造
の
変
化
の
中

で
、デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
シ
フ
ト
に
成
功
し

た
ア
メ
リ
カ
は
格
差
問
題
を
抱
え
、日

本
は
工
業
化
モ
デ
ル
か
ら
脱
却
で
き
ず

全
体
が
貧
し
く
な
っ
た
。ど
ち
ら
も
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
生
み
出
せ
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
た
め
、二
重
の
意
味
で
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
危
機
な
の
で
す
。

 

あ
る
べ
き
未
来
へ
向
け
た
動

機
付
け
の
ル
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
と

人
材
の
流
動
性

　
あ
る
べ
き
未
来
に
向
か
う
た
め
に
ま

ず
私
が
必
要
だ
と
思
う
の
は
、動
機
付

け
を
す
る
た
め
の「
ル
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
」で

す
。ル
ー
ル
と
い
う
も
の
は
守
れ
ば
恩
恵

が
あ
り
、破
れ
ば
罰
則
が
あ
る
。動
機
付

け
の
仕
組
み
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
社
会
主
義
が
勃
興
し
、資

本
主
義
が
危
機
を
迎
え
て
い
た
約
１
０

０
年
前
。資
本
主
義
が
危
機
を
乗
り
越

え
て
生
き
延
び
た
要
因
に
は
、「
フ
ォ
ー

デ
ィ
ズ
ム
」が
あ
り
ま
し
た
。自
動
車
会

社「
フ
ォ
ー
ド
」の
工
場
労
働
者
の
生
産

性
が
上
が
り
、そ
の
利
益
を
賃
金
へ
還

元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、大
多
数
の
労
働

者
を
消
費
者
へ
と
変
え
る
仕
組
み
で
す
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
フ
ォ
ー
ド
の
車
は
た
く

さ
ん
売
れ
、企
業
も
成
長
し
て
い
き
ま
し

た
。こ
の
投
資
的
分
配
の
仕
組
み
は
、ヘ

ン
リ
ー・フ
ォ
ー
ド
と
い
う
起
業
家
の
総

合
知
が
生
ん
だ
革
命
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
で
は
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、ど
う
社

会
革
命
を
起
こ
せ
ば
い
い
の
か
。単
な
る

権
力
シ
フ
ト
で
は
な
く
、社
会
シ
ス
テ
ム

や
人
々
の
欲
求
を
自
由
に
解
き
放
つ
こ

と
に
よ
っ
て
、結
果
と
し
て
社
会
全
体
の

包
摂
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
最
大

化
す
る
リ
デ
ザ
イ
ン
が
、今
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、大
企
業
も
中
小
企

業
も
縦
割
り
の
サ
イ
ロ
を
壊
し
、人
材

の
流
動
性
が
優
位
に
働
く
よ
う
な
ル
ー

ル
に
社
会
の
仕
組
み
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
よ
う
な
知
的
創
造
力
の
あ
る
人
材

が
た
く
さ
ん
育
ま
れ
て
、学
問
領
域
、あ

る
い
は
ア
カ
デ
ミ
ア
と
民
間
の
間
を
行

き
来
す
る「
か
き
回
し
」が
す
ご
く
大
事

な
ん
で
す
。

　
そ
こ
で
鍵
を
握
る
の
は
博
士
人
材
で

す
。日
本
の
博
士
課
程
は
、残
念
な
が
ら

大
学
教
員
を
育
て
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。一
方
、欧
米
や
中

国
な
ど
で
は
職
業
的
な
訓
練
の
一
段
階

に
過
ぎ
ず
、大
学
教
員
に
な
る
の
は
ほ

ん
の
一
部
で
す
。

　

博
士
号
は
、自
分
で
問
題
設
定
を
し

て
、仮
説
を
考
え
て
、証
明
で
き
な
い
と

取
得
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
仮
説
も
新
規

性
が
な
け
れ
ば
評
価
さ
れ
な
い
。つ
ま
り

博
士
人
材
は
、知
的
創
造
性
で
勝
負
を

す
る
場
面
、特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
産
業
構

造
の
中
心
が
シ
フ
ト
し
た
と
き
に
は
、産

業
界
で
も
圧
倒
的
に
有
用
な
人
材
な
の

で
す
。だ
か
ら
欧
米
で
は
、産
業
界
や
行

政
に
も
博
士
人
材
が
ご
ろ
ご
ろ
い
る
。

日
本
で
も
こ
う
し
た
人
材
が
流
動
的
に

活
躍
で
き
る
環
境
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、共
通
言
語
が
な
い
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
起
き
ま
せ
ん
。た
だ
、日
本
は

そ
こ
に
大
き
な
壁
が
あ
る
。そ
れ
を
解

消
す
る
に
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
も
ロ
ー
カ

ル
に
も
活
躍
で
き
る
場
所
と
、で
き
る
だ

け
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、最
適
に
流
動
す
る

仕
組
み
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
生
ま
れ
て
く
れ
ば
、

必
ず
新
し
い
知
恵
が
生
ま
れ
ま
す
。そ
の

知
恵
が
包
摂
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
最
大
化
す
る
方
向
へ
向
く
よ
う
に
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
計
で
き
れ
ば
、必
ず

良
い
方
向
へ
回
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
な
フォ
ー
ディ
ズ
ム
を

 　
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
設
備
集
約

型
・
有
形
資
産
型
の
資
本
主
義
モ
デ
ル

は
、も
う
デ
ィ
ス
カ
レ
ッ
ジ（
や
め
さ
せ

る
）し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、そ
の
モ
デ
ル
を
中
心
に
成
立
し

た
、教
育
を
含
む
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
社

会
シ
ス
テ
ム
も
同
様
で
す
。

　

逆
に
私
が
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ（
促
進
）す
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
る
モ
デ
ル
は「
ロ
ー
カ
ル

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
」で
す
。私
の

造
語
で
す
が
、フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
的
な
も

の
を
ロ
ー
カ
ル
な
産
業
で
も
や
る
べ
き
な

の
で
す
。利
益
を
働
い
て
い
る
人
た
ち
に

還
元
し
、そ
れ
が
人
々
の
自
己
研
鑽
や

消
費
に
回
る
よ
う
な
循
環
を
、日
本
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
７
割
、雇
用
の
８
割
を
占
め

る
ロ
ー
カ
ル
経
済
圏
に
築
く
発
想
で
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
な
空
間
で
デ
ジ
タ
ル
テ
クノ

ロ
ジ
ー
を
う
ま
く
使
っ
た
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ

ム
は
、今
の
と
こ
ろ
世
界
で
誰
も
実
現

で
き
て
い
ま
せ
ん
。よ
り
包
摂
的
な
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
を
、ビ
ジ
ネ
ス
の

領
域
に
お
い
て
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
な
の
で
す
。

　

た
だ
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
極
め
て

主
観
的
な
概
念
な
ん
で
す
よ
ね
。だ
か

ら
結
局
、最
大
公
約
数
と
し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
指
標
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

す
べ
て
が
経
済
的
な
取
引
に
乗
せ
ら
れ

る
も
の
で
も
な
い
の
で
限
界
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
私
は
、経
済
学
者
の
宇
沢
弘

文
さ
ん
が
提
唱
さ
れ
た「
社
会
的
共
通

資
本
」あ
る
い
は「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
モ
ン

ズ
」の
よ
う
な
概
念
か
ら
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
選
択
肢
の

ひ
と
つ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。た
と

え
ば
空
気
や
健
康
、あ
る
い
は
デ
ー
タ
の

よ
う
な
有
形
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、個
別

の
取
引
行
為
に
乗
っ
て
い
な
い
も
の
が
そ

う
で
す
ね
。

　
実
は
こ
う
いっ
た「
コ
ト
型
」の
価
値
っ

て
、日
本
の
ロ
ー
カ
ル
産
業
で
は
進
ん
で

い
る
ん
で
す
よ
。農
林
水
産
業
の
ブ
ラ
ン

ディ
ン
グ
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

た
だ
、新
し
い
価
値
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
る
と
、必
ず
ビ
ジ
ネ
ス
も
生

ま
れ
て
く
る
。今
の
ま
ま
だ
と「
モ
ノ
型
」

に
引
っ
張
ら
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
産
業
が
儲

か
る
レ
イ
ヤ
ー
に
な
っ
て
、グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
いっ
て
も
結
局「
新
し
い
電

池
を
つ
く
る
」と
い
う
発
想
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
。コ
ト
を
価
値
に
し
て
い
く
こ
と

で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
視
点
は

重
要
で
す
が
、貨
幣
的
に
貧
し
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
は
当
然
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

感
じ
な
い
の
で
、官
民
の
二
分
法
に
限
定

せ
ず
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
モ
ン
ズ
の
担
い
手
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。多

極
集
中
な
都
市
デ
ザ
イ
ン

　

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
考
え
る
と
き

に
、大
き
な
自
然
災
害
や
経
済
危
機
が

起
き
る
可
能
性
は
無
視
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。そ
う
し
た
ブ
ラ
ッ
ク・ス
ワ
ン
的

な
事
象
が
起
き
た
と
き
に
、誰
も
犠
牲

に
な
ら
な
い
こ
と
は
残
念
な
が
ら
考
え

難
い
で
す
。ど
こ
ま
で
の
リ
ス
ク
を
許
容

す
る
か
。そ
の
割
り
切
り
が
で
き
な
い

と
、実
は
生
産
的
な
手
立
て
を
打
て
な

い
の
で
す
。あ
ら
か
じ
め
優
先
順
位
付
け

を
し
、備
え
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　

備
え
の
観
点
で
は
、国
土
の
住
ま
い

方
も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。今
、「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
」が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、一
極
集

中
を
避
け
た
結
果
、「
多
極
分
散
」に
陥

る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。「
多
極
集
中
」

を
目
指
す
べ
き
で
す
。た
だ
で
さ
え
人
口

が
減
っ
て
い
て
、国
土
の
安
全
、強
靭
性

も
含
め
て
兵
站
が
既
に
伸
び
過
ぎ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。こ
の
状
態
で
人
々
が
分

散
居
住
し
て
し
ま
う
と
、あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
で
土
留
を
打
た
な
き
ゃ
い
け
な
く

な
る
。

　
こ
れ
は
経
済
合
理
性
、あ
る
い
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性
、医
療
・
介
護
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
も
非
常
に
関
係

す
る
問
題
で
す
。こ
れ
ま
で
ず
っ
と「
居

住
地
域
を
増
や
す
」と
い
う
国
土
計
画

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、居
住
地
面
積

を
減
ら
し
、で
き
る
だ
け
安
全
な
場
所
へ

の
集
住
促
進
を
、本
気
で
や
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

　

人
口
減
少
っ
て
悲
劇
的
に
語
ら
れ
て

い
ま
す
が
、明
治
初
期
の
日
本
に
は
３
５

０
０
万
人
も
い
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。時

代
は
振
り
子
に
な
っ
て
い
て
、歴
史
は
必

ず
ス
パ
イ
ラ
ル
状
に
繰
り
返
し
な
が
ら

進
化
し
て
い
く
も
の
。だ
か
ら
、昔
の
あ

り
様
を
も
う
一
回
研
究
し
直
し
て
、現

代
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
重
ね
合
わ
せ
る

発
想
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
に

こ
そ
、総
合
知
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
で
し
ょ

う
。冨

山 

和
彦  T

oyam
a K

azu
h

ik
o

和
歌
山
県
出
身
。東
京
大
学
法
学
部
卒
、ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
経
営
学
修
士(

Ｍ
Ｂ

Ａ)

、司
法
試
験
合
格
。ボ
ス
ト
ン
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、コ
ー
ポ
レ
イ
ト

デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
を
経
て
、

２
０
０
３
年
産
業
再
生
機
構
設
立
時
に
参

画
し
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
就
任
。解
散
後
の
２
０
０

７
年
、経
営
共
創
基
盤
を
設
立
し
代
表
取

締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
。２
０
２
０
年
10
月

よ
り
Ｉ
Ｇ
Ｐ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
会
長
に
。同
年

日
本
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
立
し

代
表
取
締
役
社
長
就
任
。パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

社
外
取
締
役
。経
済
同
友
会
政
策
審
議
会

委
員
長
。財
務
省
財
政
制
度
等
審
議
会
委

員
、内
閣
府
税
制
調
査
会
特
別
委
員
な
ど

政
府
関
連
委
員
も
多
数
務
め
る
。近
著
に

『
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン 

日
本
の
会
社
を
つ
く
り
変
え
る
』

『
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
・
サ
バ
イ
バ
ル 

日
本

経
済
復
興
計
画
』な
ど
が
あ
る
。
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提
言       P

roposal 

東
京
大
学 

大
学
院
情
報
学
環 

教
授
、理
事
・
副
学
長

さ
ん

林 
香
里

H
ayash

i K
aori

 no. 12マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
ど
ん
な

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
の
か
に

フ
ォ
ー
カ
ス
を
。

　

通
信
社
に
記
者
と
し
て
従
事
し
た

後
、ア
カ
デ
ミ
ア
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や

メ
ディ
ア
論
を
専
門
に
活
動
し
て
き
た

林
香
里
さ
ん
。２
０
２
１
年
か
ら
は
副

学
長
と
し
て
、大
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
ティ

推
進
に
も
尽
力
し
て
い
る
。情
報
化
が

進
む
社
会
に
お
け
る
メ
ディ
ア
を
取
り

巻
く
現
状
や
課
題
、そ
し
て「
総
合
知
」

実
現
の
条
件
に
つい
て
伺
っ
た
。

マ
ス
メ
ディ
ア
の

商
業
主
義
に
ブ
レ
ー
キ
を

 　

今
の
マ
ス
メ
ディ
ア
は
非
常
に
難
し
い

状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。社
会
の
細

分
化
、政
治
の
複
雑
化
に
よ
り
、報
道
の

あ
り
方
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、そ
の
上
に
往
時
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
崩
れ
、商
業
主
義
に
も
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
。コ
ン
テ
ン
ツ
の
平
準
化
、つ

ま
り
ど
こ
の
テ
レ
ビ
局
を
見
て
も
同
じ

よ
う
な
陳
腐
な
内
容
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
遠
因
は
、商
業
主
義
に
あ
り
ま

す
。
　

ま
た
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
近
現
代
の
資

本
主
義
の
中
で
、自
由
な
市
場
原
理
の

も
と
で
発
達
し
て
き
ま
し
た
。要
す
る

に
、自
由
で
あ
る
こ
と
が
基
本
的
な
価

値
基
準
な
の
で
す
。と
こ
ろ
が
そ
れ
を
い

い
こ
と
に
、メ
デ
ィ
ア
の
社
会
的
責
任
を

守
り
切
れ
な
い
ま
ま
、今
日
ま
で
来
て
し

ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。２
０
５
０
年
ま
で

は
、あ
と
30
年
も
あ
り
ま
せ
ん
。行
き
過

ぎ
た
商
業
主
義
に
対
し
て
、ど
う
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
の
か
は
大
き
な
課
題

で
す
ね
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

可
能
性
と
課
題

 　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
は
、社
会
に

お
け
る
メ
ディ
ア
の
あ
り
方
を
一
層
難
し

い
状
況
に
追
い
詰
め
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
場
合
、閉
じ
た「
プ

ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」が
公
共
性
の
担

い
手
と
し
て
の
一
定
の
砦
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。20
世
紀
に
は
、専
門
的
職
業
人

を
対
象
と
し
て
新
聞
や
映
画
の
職
業
団

体
が
生
ま
れ
、職
業
訓
練
を
施
し
、倫

理
綱
領
を
持
つ
な
ど
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
わ
け
で
す
。

　
一
方
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
、従

来
の
メ
デ
ィ
ア
の
み
な
ら
ず
、一
般
人
の

誰
も
が
参
加
で
き
、声
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
す
。こ
れ
は
も
ち
ろ
ん

良
い
こ
と
で
す
が
、他
方
で
言
論
の
責

任
は
個
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
自
由
さ
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の

蔓
延
を
許
し
、女
性
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が

攻
撃
さ
れ
、フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
は
今
や

国
家
間
の
政
治
の
武
器
と
し
て
利
用
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。何
ら
か
の
環

境
整
備
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

今
、Facebook

な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
も
、言
論
の
監
視
や
規
制
を

す
る
方
向
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す

よ
ね
。か
つ
て
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。ア
メ
リ
カ
で
は
、と
り
わ
け
未

成
年
、特
に
少
女
や
若
い
女
性
た
ち
と

いっ
た
脆
弱
な
層
へ
の
身
体
や
心
へ
の
悪

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

責
任
あ
る
言
論
や
行
動
の
必
要
性

は
、こ
れ
ま
で
も
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で

す
。た
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、そ
の
自

由
さ
故
に
一
気
に
広
が
っ
て
、コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
。国
家
で
制
度
を
つ

く
っ
た
と
し
て
も
、情
報
は
あ
っ
と
い
う

間
に
国
境
を
越
え
て
拡
散
さ
れ
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
が
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。

 

メ
ディ
ア
の
可
能
性
と
、

気
を
付
け
る
べ
き
こ
と

 　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
戦
争
と
と
も
に
発

展
し
て
き
た
制
度
で
、今
も
男
性
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
中
心
主
義
が
根
強
く
あ
り
ま

す
。ま
た
資
本
主
義
的
な
観
点
で
は
、女

性
が
商
品
化
さ
れ
、消
費
さ
れ
て
き
た

歴
史
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、

こ
れ
ま
で
抑
圧
さ
れ
て
き
た
人
た
ち
が

声
を
与
え
ら
れ
、こ
う
し
た
状
況
に
対

抗
で
き
る
。で
も
こ
れ
は
、決
し
て「
少

数
派
の
抵
抗
」と
い
う
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。社
会
全
体
の
前
進
の
た
め
に

必
要
な
こ
と
な
ん
で
す
。多
様
な
声
を

包
摂
し
て
い
か
な
け
れ
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
起
き
な
い
し
、目
指
す
べ
き
２
０
５

０
年
は
訪
れ
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、マ
ス
メ
ディ
ア

に
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
へ
リ
ー
チ

す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。た
と

え
ば「#M

eToo

」運
動
な
ど
は
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
国
境
を
越
え
て
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。あ
る
研
究
で
は
、こ
れ
を

「
コ
ネ
ク
テ
ィ
ブ・
ア
ク
シ
ョ
ン（
社
会
運

動
を『
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ・
ア
ク
シ
ョ
ン（
集

合
行
動
）』と
表
現
す
る
こ
と
か
ら
、そ

れ
を
も
じ
っ
た
言
葉
）」と
呼
ん
で
い
ま

す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
つ
な
が
っ
た
思

い
は
、社
会
へ
向
け
て
発
信
す
る
パ
ワ
フ

ル
な
力
と
な
る
の
で
す
。

　
た
だ
、使
い
よ
う
に
よ
っ
て
は
怖
い
存

在
に
も
な
る
。私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

使
い
道
を
自
覚
し
な
が
ら
学
ば
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

情
報
教
育
に
は

情
報
化
社
会
へ
の

深
い
理
解
も
必
要

　
２
０
２
５
年
か
ら
、大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
に「
情
報
」の
科
目
が
加
わ
り
ま

す
が
、私
は
今
の
計
画
に
疑
問
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　
日
本
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
も
必
要
で
す

が
、同
時
に
情
報
技
術
を
社
会
で
ど
う

使
う
べ
き
か
、そ
の
公
正
な
社
会
的
利

用
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。日

本
の
人
々
が
情
報
化
社
会
へ
の
深
い
理

解
と
危
機
意
識
を
持
て
る
よ
う
な
土

壌
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
。両
方
や
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
社
会
科
学
分
野
で
批
判
理
論

と
呼
ば
れ
て
い
る
分
野
、そ
こ
に
連
な

る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル・シ
ン
キ
ン
グ
を
学
ぶ

こ
と
が
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
た
め

に
と
て
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

技
術
の
発
展
を
称
え
る
だ
け
で
な

く
、歴
史
的
な
観
点
や
諸
外
国
と
の
比

較
と
いっ
た
方
法
論
で
、今
の
日
本
社

会
の
状
況
で
足
り
な
い
部
分
や
重
視

す
べ
き
と
こ
ろ
を
考
え
て
い
け
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
。技
術
に
関
し
て
言
え

ば
、現
在
利
用
で
き
る
情
報
技
術
が
開

発
さ
れ
た
背
景
や
、そ
の
際
の
政
府
や

企
業
の
利
害
関
係
な
ど
を
明
ら
か
に

し
、そ
う
し
た
情
報
を
も
と
に
情
報
化

社
会
の
未
来
を
考
え
る
こ
と
。そ
こ
か

ら
情
報
化
社
会
の
総
合
知
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
合
知
に
は

研
究
と
社
会
の

相
互
作
用
を
問
う
べ
き

　
ど
う
す
れ
ば
総
合
知
が
生
ま
れ
る
の

か
、私
な
り
に
２
つ
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ポ
ス
ド
ク（
博
士
研

究
員
）以
降
、自
ら
の
研
究
の
社
会
的
イ

ン
パ
ク
ト
や
意
義
を
度
々
問
わ
れ
る
の

で
す
が
、日
本
は
こ
の
点
の
要
求
が
弱
い

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

研
究
資
金
を
得
る
と
き
も
、Ｅ
Ｕ
諸

国
で
は
申
請
様
式
で
社
会
へ
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本

で
も
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
必
要
で
し
ょ

う
。異
分
野
の
研
究
が
連
携
す
る
た
め

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
も
、社
会

と
の
関
わ
り
方
を
等
し
く
問
わ
な
い

と
、文
理
融
合
は
な
か
な
か
進
み
ま
せ

ん
よ
ね
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、研
究
者
が「
な
ぜ
研

究
し
て
い
る
の
か
」と
い
う
、あ
る
意
味

素
朴
な
問
い
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。た
と
え
ば
研
究
費
獲
得
の
際
、今

は
同
じ
研
究
者
コ
ミ
ュニ
ティ
で
審
査
さ

れ
る
形
が
一
般
的
で
す
が
、コ
ミ
ュニ
ティ

外
の
人
に
も
、な
ぜ
そ
の
研
究
が
必
要

で
、だ
か
ら
今
、私
た
ち
が
や
る
必
要
が

あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
用

意
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
ま
す
。

　
た
だ
、こ
こ
ま
で
話
し
た
２
点
も
、残

念
な
が
ら
今
の
日
本
で
は
形
骸
化
し
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で

さ
ら
に
必
要
な
の
は
、「
今
の
ま
ま
で
い

い
」と
い
う
現
状
肯
定
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
す
。「
こ
の
ま

ま
で
は
ま
ず
い
」と
い
う
危
機
感
こ
そ
、

「
変
え
る
必
要
が
あ
る
」と
考
え
る
ト
リ

ガ
ー
に
な
る
。そ
の
点
、マ
イ
ノ
リ
ティ
側

の
方
た
ち
は
と
に
か
く
危
機
感
が
あ
る

か
ら
、ア
イ
デ
ア
も
あ
る
。だ
か
ら
多
様

性
と
い
う
の
は
鍵
に
な
る
の
で
す
。私
た

ち
皆
が
バッ
ク
キ
ャ
ス
ト
で
物
事
を
考
え

て
、危
機
的
な
未
来
を
共
有
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。

　

変
革
を
起
こ
す
た
め
に
は
、「
外
側

（
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
）」か
ら
の
イ
ン
プ
ッ

ト
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
、こ
れ
が
と
て

も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。渦
中
に
い
た
ら

見
え
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

諸
外
国
の
事
例
な
ど
も
有
効
で
し
ょ

う
。専

門
性
を
育
て
、

特
徴
を
持
っ
た

ジャ
ー
ナ
リ
ズ
ムへ

　　

21
世
紀
の
現
代
も
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

に
は
こ
う
し
た「
外
側
か
ら
の
眼
」と
し

て
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
社
会

変
革
の
原
動
力
と
な
る
任
務
を
続
け
て

い
け
る
の
で
あ
れ
ば
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

は
ま
だ
ま
だ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

け
る
は
ず
で
す
。

　

今
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、１
９
９
０

年
代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
、２
０
０

０
年
代
か
ら
部
数
も
視
聴
率
も
ど
ん
ど

ん
下
が
っ
て
、収
入
も
減
っ
て
い
ま
す
。に

も
か
か
わ
ら
ず
、そ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う

に
総
花
的
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。そ
の

た
め
、記
者
た
ち
は
ま
す
ま
す
忙
し
く

な
り
、勉
強
不
足
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
不
足

も
目
立
ち
ま
す
。情
報
を
ネ
ッ
ト
で
調
べ

て
、対
照
的
な
見
解
を
持
つ
有
識
者
の

意
見
を
並
べ
て
、無
難
な
情
報
を
出
す

よ
う
に
な
っ
て
い
る
感
じ
は
否
め
ま
せ

ん
。
　

日
本
の
マ
ス
メ
ディ
ア
は
何
の
た
め
に

あ
る
の
か
、こ
れ
か
ら
ど
ん
な
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
か
、各
社

で
議
論
し
、フ
ォ
ー
カ
ス
を
絞
っ
て
人
材

を
育
て
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。科

学
の
領
域
の
取
材
も
し
か
り
。日
本
に

も
も
っ
と
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
記

者
の
集
団
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。横
並
び
で

は
な
く
、専
門
性
を
育
て
、特
徴
を
出

す
方
向
に
舵
を
切
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ジャーナリズムと公共性

ケアの倫理 ダイバーシティ
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通
信
社
に
記
者
と
し
て
従
事
し
た

後
、ア
カ
デ
ミ
ア
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や

メ
ディ
ア
論
を
専
門
に
活
動
し
て
き
た

林
香
里
さ
ん
。２
０
２
１
年
か
ら
は
副

学
長
と
し
て
、大
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
ティ

推
進
に
も
尽
力
し
て
い
る
。情
報
化
が

進
む
社
会
に
お
け
る
メ
ディ
ア
を
取
り

巻
く
現
状
や
課
題
、そ
し
て「
総
合
知
」

実
現
の
条
件
に
つい
て
伺
っ
た
。

マ
ス
メ
ディ
ア
の

商
業
主
義
に
ブ
レ
ー
キ
を

 　

今
の
マ
ス
メ
ディ
ア
は
非
常
に
難
し
い

状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。社
会
の
細

分
化
、政
治
の
複
雑
化
に
よ
り
、報
道
の

あ
り
方
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、そ
の
上
に
往
時
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
崩
れ
、商
業
主
義
に
も
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
。コ
ン
テ
ン
ツ
の
平
準
化
、つ

ま
り
ど
こ
の
テ
レ
ビ
局
を
見
て
も
同
じ

よ
う
な
陳
腐
な
内
容
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
遠
因
は
、商
業
主
義
に
あ
り
ま

す
。
　

ま
た
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
近
現
代
の
資

本
主
義
の
中
で
、自
由
な
市
場
原
理
の

も
と
で
発
達
し
て
き
ま
し
た
。要
す
る

に
、自
由
で
あ
る
こ
と
が
基
本
的
な
価

値
基
準
な
の
で
す
。と
こ
ろ
が
そ
れ
を
い

い
こ
と
に
、メ
デ
ィ
ア
の
社
会
的
責
任
を

守
り
切
れ
な
い
ま
ま
、今
日
ま
で
来
て
し

ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。２
０
５
０
年
ま
で

は
、あ
と
30
年
も
あ
り
ま
せ
ん
。行
き
過

ぎ
た
商
業
主
義
に
対
し
て
、ど
う
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
の
か
は
大
き
な
課
題

で
す
ね
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

可
能
性
と
課
題

 　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
は
、社
会
に

お
け
る
メ
ディ
ア
の
あ
り
方
を
一
層
難
し

い
状
況
に
追
い
詰
め
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
場
合
、閉
じ
た「
プ

ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」が
公
共
性
の
担

い
手
と
し
て
の
一
定
の
砦
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。20
世
紀
に
は
、専
門
的
職
業
人

を
対
象
と
し
て
新
聞
や
映
画
の
職
業
団

体
が
生
ま
れ
、職
業
訓
練
を
施
し
、倫

理
綱
領
を
持
つ
な
ど
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
わ
け
で
す
。

　
一
方
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
、従

来
の
メ
デ
ィ
ア
の
み
な
ら
ず
、一
般
人
の

誰
も
が
参
加
で
き
、声
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
す
。こ
れ
は
も
ち
ろ
ん

良
い
こ
と
で
す
が
、他
方
で
言
論
の
責

任
は
個
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
自
由
さ
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の

蔓
延
を
許
し
、女
性
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が

攻
撃
さ
れ
、フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
は
今
や

国
家
間
の
政
治
の
武
器
と
し
て
利
用
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。何
ら
か
の
環

境
整
備
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

今
、Facebook

な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
も
、言
論
の
監
視
や
規
制
を

す
る
方
向
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す

よ
ね
。か
つ
て
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。ア
メ
リ
カ
で
は
、と
り
わ
け
未

成
年
、特
に
少
女
や
若
い
女
性
た
ち
と

いっ
た
脆
弱
な
層
へ
の
身
体
や
心
へ
の
悪

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

責
任
あ
る
言
論
や
行
動
の
必
要
性

は
、こ
れ
ま
で
も
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で

す
。た
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、そ
の
自

由
さ
故
に
一
気
に
広
が
っ
て
、コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
。国
家
で
制
度
を
つ

く
っ
た
と
し
て
も
、情
報
は
あ
っ
と
い
う

間
に
国
境
を
越
え
て
拡
散
さ
れ
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
が
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。

 

メ
ディ
ア
の
可
能
性
と
、

気
を
付
け
る
べ
き
こ
と

 　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
戦
争
と
と
も
に
発

展
し
て
き
た
制
度
で
、今
も
男
性
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
中
心
主
義
が
根
強
く
あ
り
ま

す
。ま
た
資
本
主
義
的
な
観
点
で
は
、女

性
が
商
品
化
さ
れ
、消
費
さ
れ
て
き
た

歴
史
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、

こ
れ
ま
で
抑
圧
さ
れ
て
き
た
人
た
ち
が

声
を
与
え
ら
れ
、こ
う
し
た
状
況
に
対

抗
で
き
る
。で
も
こ
れ
は
、決
し
て「
少

数
派
の
抵
抗
」と
い
う
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。社
会
全
体
の
前
進
の
た
め
に

必
要
な
こ
と
な
ん
で
す
。多
様
な
声
を

包
摂
し
て
い
か
な
け
れ
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
起
き
な
い
し
、目
指
す
べ
き
２
０
５

０
年
は
訪
れ
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、マ
ス
メ
ディ
ア

に
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
へ
リ
ー
チ

す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。た
と

え
ば「#M

eToo

」運
動
な
ど
は
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
国
境
を
越
え
て
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。あ
る
研
究
で
は
、こ
れ
を

「
コ
ネ
ク
テ
ィ
ブ・
ア
ク
シ
ョ
ン（
社
会
運

動
を『
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ・
ア
ク
シ
ョ
ン（
集

合
行
動
）』と
表
現
す
る
こ
と
か
ら
、そ

れ
を
も
じ
っ
た
言
葉
）」と
呼
ん
で
い
ま

す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
つ
な
が
っ
た
思

い
は
、社
会
へ
向
け
て
発
信
す
る
パ
ワ
フ

ル
な
力
と
な
る
の
で
す
。

　
た
だ
、使
い
よ
う
に
よ
っ
て
は
怖
い
存

在
に
も
な
る
。私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

使
い
道
を
自
覚
し
な
が
ら
学
ば
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

情
報
教
育
に
は

情
報
化
社
会
へ
の

深
い
理
解
も
必
要

　
２
０
２
５
年
か
ら
、大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
に「
情
報
」の
科
目
が
加
わ
り
ま

す
が
、私
は
今
の
計
画
に
疑
問
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　
日
本
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
も
必
要
で
す

が
、同
時
に
情
報
技
術
を
社
会
で
ど
う

使
う
べ
き
か
、そ
の
公
正
な
社
会
的
利

用
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。日

本
の
人
々
が
情
報
化
社
会
へ
の
深
い
理

解
と
危
機
意
識
を
持
て
る
よ
う
な
土

壌
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
。両
方
や
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
社
会
科
学
分
野
で
批
判
理
論

と
呼
ば
れ
て
い
る
分
野
、そ
こ
に
連
な

る
ク
リ
テ
ィ
カ
ル・シ
ン
キ
ン
グ
を
学
ぶ

こ
と
が
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
た
め

に
と
て
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

技
術
の
発
展
を
称
え
る
だ
け
で
な

く
、歴
史
的
な
観
点
や
諸
外
国
と
の
比

較
と
いっ
た
方
法
論
で
、今
の
日
本
社

会
の
状
況
で
足
り
な
い
部
分
や
重
視

す
べ
き
と
こ
ろ
を
考
え
て
い
け
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
。技
術
に
関
し
て
言
え

ば
、現
在
利
用
で
き
る
情
報
技
術
が
開

発
さ
れ
た
背
景
や
、そ
の
際
の
政
府
や

企
業
の
利
害
関
係
な
ど
を
明
ら
か
に

し
、そ
う
し
た
情
報
を
も
と
に
情
報
化

社
会
の
未
来
を
考
え
る
こ
と
。そ
こ
か

ら
情
報
化
社
会
の
総
合
知
が
生
ま
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
合
知
に
は

研
究
と
社
会
の

相
互
作
用
を
問
う
べ
き

　
ど
う
す
れ
ば
総
合
知
が
生
ま
れ
る
の

か
、私
な
り
に
２
つ
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ポ
ス
ド
ク（
博
士
研

究
員
）以
降
、自
ら
の
研
究
の
社
会
的
イ

ン
パ
ク
ト
や
意
義
を
度
々
問
わ
れ
る
の

で
す
が
、日
本
は
こ
の
点
の
要
求
が
弱
い

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

研
究
資
金
を
得
る
と
き
も
、Ｅ
Ｕ
諸

国
で
は
申
請
様
式
で
社
会
へ
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本

で
も
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
必
要
で
し
ょ

う
。異
分
野
の
研
究
が
連
携
す
る
た
め

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
も
、社
会

と
の
関
わ
り
方
を
等
し
く
問
わ
な
い

と
、文
理
融
合
は
な
か
な
か
進
み
ま
せ

ん
よ
ね
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、研
究
者
が「
な
ぜ
研

究
し
て
い
る
の
か
」と
い
う
、あ
る
意
味

素
朴
な
問
い
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。た
と
え
ば
研
究
費
獲
得
の
際
、今

は
同
じ
研
究
者
コ
ミ
ュニ
ティ
で
審
査
さ

れ
る
形
が
一
般
的
で
す
が
、コ
ミ
ュニ
ティ

外
の
人
に
も
、な
ぜ
そ
の
研
究
が
必
要

で
、だ
か
ら
今
、私
た
ち
が
や
る
必
要
が

あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
用

意
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
ま
す
。

　
た
だ
、こ
こ
ま
で
話
し
た
２
点
も
、残

念
な
が
ら
今
の
日
本
で
は
形
骸
化
し
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で

さ
ら
に
必
要
な
の
は
、「
今
の
ま
ま
で
い

い
」と
い
う
現
状
肯
定
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
す
。「
こ
の
ま

ま
で
は
ま
ず
い
」と
い
う
危
機
感
こ
そ
、

「
変
え
る
必
要
が
あ
る
」と
考
え
る
ト
リ

ガ
ー
に
な
る
。そ
の
点
、マ
イ
ノ
リ
ティ
側

の
方
た
ち
は
と
に
か
く
危
機
感
が
あ
る

か
ら
、ア
イ
デ
ア
も
あ
る
。だ
か
ら
多
様

性
と
い
う
の
は
鍵
に
な
る
の
で
す
。私
た

ち
皆
が
バッ
ク
キ
ャ
ス
ト
で
物
事
を
考
え

て
、危
機
的
な
未
来
を
共
有
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。

　

変
革
を
起
こ
す
た
め
に
は
、「
外
側

（
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
）」か
ら
の
イ
ン
プ
ッ

ト
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
、こ
れ
が
と
て

も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。渦
中
に
い
た
ら

見
え
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

諸
外
国
の
事
例
な
ど
も
有
効
で
し
ょ

う
。専

門
性
を
育
て
、

特
徴
を
持
っ
た

ジャ
ー
ナ
リ
ズ
ムへ

　　

21
世
紀
の
現
代
も
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

に
は
こ
う
し
た「
外
側
か
ら
の
眼
」と
し

て
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
社
会

変
革
の
原
動
力
と
な
る
任
務
を
続
け
て

い
け
る
の
で
あ
れ
ば
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

は
ま
だ
ま
だ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

け
る
は
ず
で
す
。

　

今
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、１
９
９
０

年
代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
、２
０
０

０
年
代
か
ら
部
数
も
視
聴
率
も
ど
ん
ど

ん
下
が
っ
て
、収
入
も
減
っ
て
い
ま
す
。に

も
か
か
わ
ら
ず
、そ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う

に
総
花
的
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。そ
の

た
め
、記
者
た
ち
は
ま
す
ま
す
忙
し
く

な
り
、勉
強
不
足
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
不
足

も
目
立
ち
ま
す
。情
報
を
ネ
ッ
ト
で
調
べ

て
、対
照
的
な
見
解
を
持
つ
有
識
者
の

意
見
を
並
べ
て
、無
難
な
情
報
を
出
す

よ
う
に
な
っ
て
い
る
感
じ
は
否
め
ま
せ

ん
。
　

日
本
の
マ
ス
メ
ディ
ア
は
何
の
た
め
に

あ
る
の
か
、こ
れ
か
ら
ど
ん
な
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
か
、各
社

で
議
論
し
、フ
ォ
ー
カ
ス
を
絞
っ
て
人
材

を
育
て
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。科

学
の
領
域
の
取
材
も
し
か
り
。日
本
に

も
も
っ
と
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
記

者
の
集
団
が
あ
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。横
並
び
で

は
な
く
、専
門
性
を
育
て
、特
徴
を
出

す
方
向
に
舵
を
切
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

林 

香
里  H

aya
sh

i K
aori

愛
知
県
出
身
。ロ
イ
タ
ー
通
信
東
京
支
局

記
者
、東
京
大
学
社
会
情
報
研
究
所
助

手
、ド
イ
ツ
、バ
ン
ベ
ル
ク
大
学
客
員
研

究
員（
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
）を
経
て
、東
京

大
学
大
学
院
情
報
学
環
教
授
。２
０
２
１

年
４
月
よ
り
東
京
大
学
理
事
・
副
学
長

（
国
際
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
担
当
）。社
会

情
報
学
博
士
。東
京
大
学Beyond AI

研

究
機
構「
Ａ
Ｉ
と
社
会
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

リ
ー
ダ
ー
。朝
日
新
聞
論
壇
時
評
筆
者
。 

建
設
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
提
唱
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
研
究
を
専
門
と
す
る
。著
書

『
メ
デ
ィ
ア
不
信 

何
が
問
わ
れ
て
い
る
の

か
』（
岩
波
新
書
、２
０
１
７
年
）、『〈
オ
ン

ナ
・
コ
ド
モ
〉の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム 

ケ
ア

の
倫
理
と
と
も
に
』（
岩
波
書
店
、２
０
２

１
年
電
子
版
新
版
）、ほ
か
多
数
。



36   Chapter 2  |  Interview

提
言       P

roposal 

京
都
大
学 

人
文
科
学
研
究
所 

准
教
授さ

ん

藤
原 

辰
史

F
u

jih
ara T

atsu
sh

i

 no. 13平
々
凡
々
な
未
来
を
、「
自
治
」で
実
現
す
る
。

　

京
都
大
学
で
農
業
史
と
環
境
史
を
中

心
と
し
た
歴
史
学
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
藤
原
辰
史
さ
ん
。未
来
に
向
け
た
ビ

ジ
ョ
ン
は
人
々
の
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
訴
え
る
と
と

も
に
、そ
の
実
現
に
は
地
域
の
人
々
に
よ

る「
自
治
」が
必
要
で
あ
る
と
提
言
を
示
し

て
く
れ
た
。

「
お
ま
か
せ
民
主
主
義
」の

現
代
社
会

 　

社
会
課
題
の
解
決
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は

当
然
重
要
で
す
。し
か
し
、空
飛
ぶ
車
が
飛

び
交
う
よ
う
な
技
術
先
行
型
の
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。技
術
は
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
て
こ
そ
生

き
る
も
の
。２
０
５
０
年
に
向
け
て
、も
っ

と
平
々
凡
々
な
未
来
を
語
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、誰
も
が
18
歳
ま
で
飢
え
る

こ
と
な
く
生
き
て
い
け
る
未
来
や
、女
性

の
権
利
が
脅
か
さ
れ
ず
に
生
き
ら
れ
る
未

来
。一
見
地
味
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、ど
の
国
も
実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん
。ま

さ
に
憲
法
第
25
条
に
書
か
れ
た「
文
化
的

で
健
康
的
な
生
活
」が
当
た
り
前
に
実
現

で
き
て
い
る
社
会
を
、ま
ず
は
優
先
す
べ
き

と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

　

最
低
限
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
空

飛
ぶ
車
が
必
要
で
あ
れ
ば
否
定
は
し
ま
せ

ん
が
、残
念
な
が
ら
私
に
は
そ
う
は
思
え

な
い
。経
済
効
果
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
ば
か
り
を
優
先
し
て
き
た
従
来
の
政

策
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
根
ざ
し
た
未
来
が

描
か
れ
に
く
い
原
因
は
、日
本
の
教
育
シ
ス

テ
ム
に
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。日
本
は

「
政
治
的
中
立
性
」と「
非
政
治
性
」を
混

同
し
て
い
る
の
で
す
。中
立
的
な
情
報
を

得
る
の
は
私
た
ち
の
当
然
の
権
利
で
す

が
、政
治
的
な
こ
と
を
子
ど
も
に
考
え
さ

せ
る
の
を
避
け
る「
非
政
治
性
」も
一
緒
く

た
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
10
年
後
の

た
め
に
税
金
で
何
を
実
現
し
よ
う
か
」と

考
え
る
こ
と
が
政
治
で
す
よ
。す
ご
い
額
の

税
金
を
払
っ
て
い
る
の
に
、使
わ
れ
方
を
多

く
の
人
が
議
論
し
な
い
。税
金
は
言
う
な

れ
ば
未
来
で
す
か
ら
、本
当
は
と
て
も
明

る
い
話
題
な
ん
で
す
。そ
れ
を「
取
ら
れ
る

も
の
」と
捉
え
て
い
る
以
上
、未
来
は
語
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
私
た
ち
は
、「
大
き
な
問

題
が
起
き
た
ら
偉
い
人
が
解
決
し
て
く
れ

る
」な
ど
と
心
の
底
で
は
思
っ
て
い
な
い
の

に
、政
治
に
頼
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
の

状
態
を
私
は「
お
ま
か
せ
民
主
主
義
」と

呼
ん
で
い
ま
す
。

 「
自
治
」が
未
来
を
つ
く
る

基
盤
と
な
る

  　
こ
れ
か
ら
は
、い
わ
ゆ
る
新
自
由
主
義

と
は
異
な
る「
小
さ
い
政
府
」を
目
指
す
べ

き
だ
と
思
う
ん
で
す
。共
同
体
と
し
て
の

国
家
が
あ
っ
た
上
で
、小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

ティ
の
単
位
で
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
か

を
話
し
合
っ
て
決
め
る「
自
治
」を
す
る
。

そ
れ
が
本
当
の
意
味
で
、私
た
ち
が
未
来

を
と
も
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
基
盤
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
、い
く
つ
も
の
島

か
ら
な
る
日
本
は
、食
事
か
ら
育
児
ま
で
、

小
さ
な
単
位
で
自
治
す
る
社
会
を
世
界

に
先
駆
け
て
つ
く
れ
る
地
理
環
境
に
あ
る

と
思
う
の
で
す
。と
こ
ろ
が
今
の
日
本
は

大
き
な
モ
デ
ル
を
求
め
て
い
て
、ア
メ
リ
カ

の
民
主
主
義
と
中
国
の
全
体
管
理
社
会
、

両
方
の
悪
い
と
こ
ろ
に
近
づ
い
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

　
未
来
構
想
に
つ
い
て
は
も
う
ひ
と
つ
、東

京
と
地
域
の
格
差
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
沖
縄
で

は
、軍
用
機
が
鳴
ら
す
騒
音
に
悩
ま
さ
れ

な
い
社
会
が
、も
の
す
ご
く
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
う
し
た
地
域
に
あ
る
切
実
な
問

題
を
起
点
と
し
た
未
来
の
描
き
方
を
、

も
っ
と
地
域
で
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
し
ょ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
政
府
に
は
、自
治
体
や
地
域

を
俯
瞰
し
た
調
整
役
と
し
て
の
重
要
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。自
治
の
問
題
点
と
し
て
、

周
辺
の
不
利
益
に
な
る
こ
と
を
通
じ
て
自

ら
の
地
域
を
良
く
す
る
よ
う
な
局
面
が
、

多
か
れ
少
な
か
れ
必
ず
出
て
く
る
。あ
る

い
は
外
国
人
の
権
利
の
問
題
な
ど
は
、国

際
問
題
に
発
展
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。そ

う
し
た
地
域
内
外
で
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

発
生
し
た
と
き
に
レ
ス
キ
ュ
ー
す
る
役
割

を
、政
府
に
は
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

 

自
治
を
育
む
歴
史・市・食

 　

自
治
を
育
む
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、私
は
３

つ
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は「
歴
史
」で
す
。ど
ん
な
土
地

に
も
必
ず
歴
史
が
あ
っ
て
、そ
れ
を
知
る

こ
と
は
自
己
肯
定
感
を
も
た
ら
し
ま
す
。

郷
土
史
に
詳
し
い
人
と
歩
い
て
、話
を
聞
い

て
、地
域
の
文
脈
を
知
る
だ
け
で
私
は
す

ご
く
豊
か
な
気
持
ち
に
な
れ
る
。住
ま
う

人
々
の
話
を
聞
く
こ
と
が
、地
域
を
盛
り

上
げ
る
土
台
に
あ
る
べ
き
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。

　
２
つ
目
は「
市
」で
す
。当
然
、物
を
交
換

す
る
場
所
の
こ
と
で
す
が
、知
識
を
交
換

す
る
場
所
に
も
な
る
ん
で
す
。定
期
的
に

市
を
開
い
て
、地
域
の
生
産
者
と
消
費
者

が
集
ま
る
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
未
来
を
語
る
支
え
と

な
る
。ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
や
す
い
環
境
さ

え
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、き
っ
と
お
も

し
ろ
い
こ
と
が
起
き
る
で
し
ょ
う
。い
わ
ゆ

る「
普
通
の
人
々
」が
持
つ
創
造
性
を
信
じ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
３
つ
目
が「
食
」で
す
。作
物
が

育
つ
産
地
特
性
の
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」と
言
う
の
で
す
が
、日
本
も

テ
ロ
ワ
ー
ル
だ
ら
け
で
す
よ
ね
。た
と
え
ば

私
の
出
身
地
で
あ
る
島
根
県
に
は「
津
田

か
ぶ
」と
い
う
赤
か
ぶ
の
漬
物
が
あ
る
ん
で

す
が
、地
域
独
自
の
も
の
だ
と
知
ら
な
い

地
元
の
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。だ
け

ど
実
は
、そ
の
存
在
が
地
域
独
特
の
文
化

を
影
で
支
え
て
い
る
。「
食
」は
誰
も
が
話

し
合
え
る
テ
ー
マ
に
な
る
は
ず
で
す
し
、テ

ロ
ワ
ー
ル
を
中
心
に
地
域
の
未
来
を
語
っ

て
い
く
と
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
ナ
レッ
ジ
を

軽
視
し
て
い
な
い
か

 　

私
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
期
待
し
た
い
の

は
、建
築
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
で
す
。地
域
に

は
人
が
集
ま
り
や
す
く
、堅
苦
し
さ
を
感

じ
な
い
で
い
ら
れ
る
空
間
が
必
要
だ
か
ら

で
す
。そ
う
い
う
場
所
に
は
、い
ろ
い
ろ
な

背
景
を
抱
え
た
人
も
当
然
集
ま
っ
て
き
ま

す
。ベ
ビ
ー
カ
ー
を
ひ
と
り
で
引
く
親
御
さ

ん
、ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
、お
年
寄
り
な
ど
、ど

ん
な
人
で
も
何
気
な
く
そ
の
場
に
い
ら
れ

る
不
思
議
な
空
間
が
つ
く
れ
る
の
は
建
築

家
し
か
い
ま
せ
ん
。そ
う
いっ
た
場
面
に
こ

そ
、私
は
テ
クノ
ロ
ジ
ー
を
使
う
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
今
は
、テ
クノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
利

益
誘
導
が
行
き
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。た
と
え
ば「
Ａ
Ｉ
を
使
え
ば
こ

ん
な
未
来
が
実
現
で
き
る
」と
い
っ
た
ビ

ジ
ョ
ン
が
よ
く
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、Ａ

Ｉ
を
頼
ら
な
く
て
も
農
家
の
人
た
ち
を
３

人
集
め
れ
ば
、非
常
に
知
性
的
な
集
団
に

な
る
と
思
う
の
で
す
。理
学
者
の
郡
司
ペ

ギ
オ
幸
夫
さ
ん
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら

「
天
然
知
能
」で
す
ね
。

　
ス
マ
ー
ト
社
会
も
同
様
で
す
。私
が
専

門
と
す
る
農
業
分
野
で
は
、近
年
ス
マ
ー

ト
農
業
ば
か
り
が
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
未
来
の
あ
り

方
も
同
時
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で

す
。
　

私
た
ち
に
は
、風
土
の
中
で
蓄
積
さ
れ

て
き
た
知
、い
わ
ゆ
る「
在
来
知
」「
ロ
ー
カ

ル
ナ
レ
ッ
ジ
」な
ど
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。今

は
そ
れ
を
軽
視
し
過
ぎ
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

国
家
と
し
て
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。で
も
、シ
ン

プ
ル
で
広
く
解
釈
で
き
る
よ
う
な
、し
か
し

人
間
に
と
っ
て
絶
対
に
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
よ
う
な
こ
と
。た
と
え
ば
包
摂
性
を
訴

え
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、そ
れ

を
そ
っ
と
支
え
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
ト
を
国

に
は
期
待
し
た
い
で
す
。

暮
ら
し
の
問
題
の
先
に

総
合
知
が
あ
る

　

私
は
、人
文
・
社
会
科
学
の
役
割
を
、自

分
た
ち
の
行
い
を
省
み
る「
内
省
」だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
、実
は
人
間
が
あ
ま

り
や
り
た
く
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。で
も
、

自
分
の
失
敗
や
過
ち
を
知
ら
な
い
ま
ま
未

来
を
語
っ
て
は
い
け
な
い
。同
じ
こ
と
を
繰

り
返
し
て
し
ま
う
の
が
人
間
だ
か
ら
で
す
。

そ
う
し
た
内
省
を
通
じ
た
私
た
ち
の
学
び

を
提
示
す
る
こ
と
は
、人
文
・
社
会
科
学

に
期
待
さ
れ
る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、総
合
知
を
考
え
る
と
き
に
は
家

庭
科
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。小
中
高
を
問
わ
ず
、家
庭
科
の
時

間
を
増
や
し
て
生
き
る
力
を
育
む
べ
き
だ

し
、総
合
知
は
そ
の
上
に
し
か
成
り
立
た

な
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。な
ぜ
な

ら
、生
活
や
暮
ら
し
の
延
長
に
し
か
科
学

は
存
在
し
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
す
。家
政

学
的
な
世
界
や
衣
食
住
を
め
ぐ
る
知
を

土
台
に
据
え
る
の
が
ま
ず
は
大
切
。そ
の

上
で
、個
別
具
体
的
な
暮
ら
し
の
現
場
か

ら
知
を
身
に
付
け
て
い
か
な
い
と
、総
合

知
は
生
ま
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
か
つ
て
富
山
県
で
広
ま
っ
た
イ
タ
イ
イ

タ
イ
病
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
た
農
学
者

の
吉
岡
金
市
さ
ん
は
、ま
さ
に
個
別
具
体

の
患
者
に
原
因
を
教
え
る
た
め
の
研
究
を

し
て
い
ま
し
た
。患
者
が
食
べ
て
い
た
も
の

に
つ
い
て
民
俗
学
の
観
点
か
ら
歴
史
書
を

紐
解
き
、神
通
川
水
系
に
住
む
魚
に
原
因

が
あ
る
と
仮
説
を
立
て
た
。そ
し
て
魚
を

集
め
て
す
り
つ
ぶ
し
、ど
れ
く
ら
い
の
カ
ド

ミ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に

し
て
、三
井
金
属
鉱
業
の
神
岡
鉱
山
が
原

因
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
ん
で
す

ね
。
　
つ
ま
り
、暮
ら
し
に
関
わ
る
問
題
意
識

が
先
に
あ
り
、そ
の
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
知

を
用
い
て
解
決
に
挑
む
の
が
総
合
知
だ
と

思
う
の
で
す
。そ
も
そ
も
学
問
は
異
種
混

交
な
も
の
で
あ
っ
て
、そ
れ
を
つ
な
ぐ
共
通

の
問
題
意
識
が
な
け
れ
ば
、単
に
人
文
・

社
会
科
学
と
自
然
科
学
の
研
究
者
が

集
っ
て
も
総
合
知
は
成
し
得
な
い
で
し
ょ

う
。
　

加
え
て
提
案
し
た
い
の
は
、共
通
の
問

題
意
識
と
な
る
旗
印
の
立
て
方
を
、研
究

者
の
自
治
に
預
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。

決
し
て
人
文
・
社
会
科
学
を
中
心
に
と
い

う
意
味
で
は
な
く
て
、現
状
は
多
く
の
問

題
設
定
が
国
や
企
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
が

ち
だ
と
感
じ
る
の
で
す
。ま
た
評
価
も
、国

や
大
学
は
通
知
表
の
よ
う
な
文
化
が
今
も

根
強
い
で
す
よ
ね
。

　
誰
に
も
忖
度
な
く
、研
究
者
が
自
由
に
問

題
設
定
し
て
研
究
し
た
も
の
を
も
っ
と
評

価
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
し
、地
域
の
人
を

巻
き
込
ん
だ
優
れ
た
研
究
だ
っ
て
、実
は
い

く
ら
で
も
あ
る
。そ
う
い
う
も
の
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
文
化
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

メ
ディ
ア
は
長
期
的
に

吟
味
を

   　
も
う
ひ
と
つ
変
化
を
期
待
し
た
い
の
は

メ
デ
ィ
ア
で
す
。取
り
上
げ
た
こ
と
を
、長

期
的
に
扱
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。た
と
え
ば

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
よ
う
な
問
題
は
、ど
う

考
え
て
も
１
〜
２
年
で
完
結
し
ま
せ
ん
よ

ね
。初
め
か
ら
10
年
単
位
で
取
材
班
を
組

む
よ
う
な
姿
勢
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

　

ま
た
、そ
こ
で
研
究
者
に
意
見
を
求
め

る
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
発
言
も
長
期
的
に

扱
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
、し
っ
か
り
と
吟
味

し
て
ほ
し
い
。メ
デ
ィ
ア
に
出
る
こ
と
っ
て
、

基
本
的
に
矢
面
へ
立
つ
こ
と
な
ん
で
す
。研

究
者
の
発
言
に
は
必
ず
背
景
が
あ
る
の

に
、切
り
取
ら
れ
て
単
発
の
花
火
の
よ
う

に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
少
々
苦
し
く
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、こ
の
点
は
大
学
に
も
似
た
よ
う

な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。花
火
の
よ
う
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や
る
の
だ
け
ど
、そ
の
後
が

続
か
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。地
域
と
の

壁
を
取
り
払
っ
て
、い
わ
ゆ
る
普
通
の
市
民

の
方
々
と
と
も
に
、地
域
の
未
来
を
共
創

す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

自治

食 在来知
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京
都
大
学
で
農
業
史
と
環
境
史
を
中

心
と
し
た
歴
史
学
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
藤
原
辰
史
さ
ん
。未
来
に
向
け
た
ビ

ジ
ョ
ン
は
人
々
の
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
訴
え
る
と
と

も
に
、そ
の
実
現
に
は
地
域
の
人
々
に
よ

る「
自
治
」が
必
要
で
あ
る
と
提
言
を
示
し

て
く
れ
た
。

「
お
ま
か
せ
民
主
主
義
」の

現
代
社
会

 　

社
会
課
題
の
解
決
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は

当
然
重
要
で
す
。し
か
し
、空
飛
ぶ
車
が
飛

び
交
う
よ
う
な
技
術
先
行
型
の
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。技
術
は
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
て
こ
そ
生

き
る
も
の
。２
０
５
０
年
に
向
け
て
、も
っ

と
平
々
凡
々
な
未
来
を
語
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、誰
も
が
18
歳
ま
で
飢
え
る

こ
と
な
く
生
き
て
い
け
る
未
来
や
、女
性

の
権
利
が
脅
か
さ
れ
ず
に
生
き
ら
れ
る
未

来
。一
見
地
味
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、ど
の
国
も
実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん
。ま

さ
に
憲
法
第
25
条
に
書
か
れ
た「
文
化
的

で
健
康
的
な
生
活
」が
当
た
り
前
に
実
現

で
き
て
い
る
社
会
を
、ま
ず
は
優
先
す
べ
き

と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

　

最
低
限
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
空

飛
ぶ
車
が
必
要
で
あ
れ
ば
否
定
は
し
ま
せ

ん
が
、残
念
な
が
ら
私
に
は
そ
う
は
思
え

な
い
。経
済
効
果
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
ば
か
り
を
優
先
し
て
き
た
従
来
の
政

策
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
根
ざ
し
た
未
来
が

描
か
れ
に
く
い
原
因
は
、日
本
の
教
育
シ
ス

テ
ム
に
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。日
本
は

「
政
治
的
中
立
性
」と「
非
政
治
性
」を
混

同
し
て
い
る
の
で
す
。中
立
的
な
情
報
を

得
る
の
は
私
た
ち
の
当
然
の
権
利
で
す

が
、政
治
的
な
こ
と
を
子
ど
も
に
考
え
さ

せ
る
の
を
避
け
る「
非
政
治
性
」も
一
緒
く

た
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
10
年
後
の

た
め
に
税
金
で
何
を
実
現
し
よ
う
か
」と

考
え
る
こ
と
が
政
治
で
す
よ
。す
ご
い
額
の

税
金
を
払
っ
て
い
る
の
に
、使
わ
れ
方
を
多

く
の
人
が
議
論
し
な
い
。税
金
は
言
う
な

れ
ば
未
来
で
す
か
ら
、本
当
は
と
て
も
明

る
い
話
題
な
ん
で
す
。そ
れ
を「
取
ら
れ
る

も
の
」と
捉
え
て
い
る
以
上
、未
来
は
語
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
私
た
ち
は
、「
大
き
な
問

題
が
起
き
た
ら
偉
い
人
が
解
決
し
て
く
れ

る
」な
ど
と
心
の
底
で
は
思
っ
て
い
な
い
の

に
、政
治
に
頼
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
の

状
態
を
私
は「
お
ま
か
せ
民
主
主
義
」と

呼
ん
で
い
ま
す
。

 「
自
治
」が
未
来
を
つ
く
る

基
盤
と
な
る

  　
こ
れ
か
ら
は
、い
わ
ゆ
る
新
自
由
主
義

と
は
異
な
る「
小
さ
い
政
府
」を
目
指
す
べ

き
だ
と
思
う
ん
で
す
。共
同
体
と
し
て
の

国
家
が
あ
っ
た
上
で
、小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

ティ
の
単
位
で
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
か

を
話
し
合
っ
て
決
め
る「
自
治
」を
す
る
。

そ
れ
が
本
当
の
意
味
で
、私
た
ち
が
未
来

を
と
も
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
基
盤
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
、い
く
つ
も
の
島

か
ら
な
る
日
本
は
、食
事
か
ら
育
児
ま
で
、

小
さ
な
単
位
で
自
治
す
る
社
会
を
世
界

に
先
駆
け
て
つ
く
れ
る
地
理
環
境
に
あ
る

と
思
う
の
で
す
。と
こ
ろ
が
今
の
日
本
は

大
き
な
モ
デ
ル
を
求
め
て
い
て
、ア
メ
リ
カ

の
民
主
主
義
と
中
国
の
全
体
管
理
社
会
、

両
方
の
悪
い
と
こ
ろ
に
近
づ
い
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

　
未
来
構
想
に
つ
い
て
は
も
う
ひ
と
つ
、東

京
と
地
域
の
格
差
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
沖
縄
で

は
、軍
用
機
が
鳴
ら
す
騒
音
に
悩
ま
さ
れ

な
い
社
会
が
、も
の
す
ご
く
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
う
し
た
地
域
に
あ
る
切
実
な
問

題
を
起
点
と
し
た
未
来
の
描
き
方
を
、

も
っ
と
地
域
で
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
し
ょ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
政
府
に
は
、自
治
体
や
地
域

を
俯
瞰
し
た
調
整
役
と
し
て
の
重
要
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。自
治
の
問
題
点
と
し
て
、

周
辺
の
不
利
益
に
な
る
こ
と
を
通
じ
て
自

ら
の
地
域
を
良
く
す
る
よ
う
な
局
面
が
、

多
か
れ
少
な
か
れ
必
ず
出
て
く
る
。あ
る

い
は
外
国
人
の
権
利
の
問
題
な
ど
は
、国

際
問
題
に
発
展
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。そ

う
し
た
地
域
内
外
で
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が

発
生
し
た
と
き
に
レ
ス
キ
ュ
ー
す
る
役
割

を
、政
府
に
は
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

 

自
治
を
育
む
歴
史・市・食

 　

自
治
を
育
む
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、私
は
３

つ
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は「
歴
史
」で
す
。ど
ん
な
土
地

に
も
必
ず
歴
史
が
あ
っ
て
、そ
れ
を
知
る

こ
と
は
自
己
肯
定
感
を
も
た
ら
し
ま
す
。

郷
土
史
に
詳
し
い
人
と
歩
い
て
、話
を
聞
い

て
、地
域
の
文
脈
を
知
る
だ
け
で
私
は
す

ご
く
豊
か
な
気
持
ち
に
な
れ
る
。住
ま
う

人
々
の
話
を
聞
く
こ
と
が
、地
域
を
盛
り

上
げ
る
土
台
に
あ
る
べ
き
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。

　
２
つ
目
は「
市
」で
す
。当
然
、物
を
交
換

す
る
場
所
の
こ
と
で
す
が
、知
識
を
交
換

す
る
場
所
に
も
な
る
ん
で
す
。定
期
的
に

市
を
開
い
て
、地
域
の
生
産
者
と
消
費
者

が
集
ま
る
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
未
来
を
語
る
支
え
と

な
る
。ア
イ
デ
ア
が
浮
か
び
や
す
い
環
境
さ

え
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、き
っ
と
お
も

し
ろ
い
こ
と
が
起
き
る
で
し
ょ
う
。い
わ
ゆ

る「
普
通
の
人
々
」が
持
つ
創
造
性
を
信
じ

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
３
つ
目
が「
食
」で
す
。作
物
が

育
つ
産
地
特
性
の
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
テ
ロ
ワ
ー
ル
」と
言
う
の
で
す
が
、日
本
も

テ
ロ
ワ
ー
ル
だ
ら
け
で
す
よ
ね
。た
と
え
ば

私
の
出
身
地
で
あ
る
島
根
県
に
は「
津
田

か
ぶ
」と
い
う
赤
か
ぶ
の
漬
物
が
あ
る
ん
で

す
が
、地
域
独
自
の
も
の
だ
と
知
ら
な
い

地
元
の
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。だ
け

ど
実
は
、そ
の
存
在
が
地
域
独
特
の
文
化

を
影
で
支
え
て
い
る
。「
食
」は
誰
も
が
話

し
合
え
る
テ
ー
マ
に
な
る
は
ず
で
す
し
、テ

ロ
ワ
ー
ル
を
中
心
に
地
域
の
未
来
を
語
っ

て
い
く
と
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
ナ
レッ
ジ
を

軽
視
し
て
い
な
い
か

 　

私
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
期
待
し
た
い
の

は
、建
築
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
で
す
。地
域
に

は
人
が
集
ま
り
や
す
く
、堅
苦
し
さ
を
感

じ
な
い
で
い
ら
れ
る
空
間
が
必
要
だ
か
ら

で
す
。そ
う
い
う
場
所
に
は
、い
ろ
い
ろ
な

背
景
を
抱
え
た
人
も
当
然
集
ま
っ
て
き
ま

す
。ベ
ビ
ー
カ
ー
を
ひ
と
り
で
引
く
親
御
さ

ん
、ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
、お
年
寄
り
な
ど
、ど

ん
な
人
で
も
何
気
な
く
そ
の
場
に
い
ら
れ

る
不
思
議
な
空
間
が
つ
く
れ
る
の
は
建
築

家
し
か
い
ま
せ
ん
。そ
う
いっ
た
場
面
に
こ

そ
、私
は
テ
クノ
ロ
ジ
ー
を
使
う
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
今
は
、テ
クノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
利

益
誘
導
が
行
き
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。た
と
え
ば「
Ａ
Ｉ
を
使
え
ば
こ

ん
な
未
来
が
実
現
で
き
る
」と
い
っ
た
ビ

ジ
ョ
ン
が
よ
く
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、Ａ

Ｉ
を
頼
ら
な
く
て
も
農
家
の
人
た
ち
を
３

人
集
め
れ
ば
、非
常
に
知
性
的
な
集
団
に

な
る
と
思
う
の
で
す
。理
学
者
の
郡
司
ペ

ギ
オ
幸
夫
さ
ん
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら

「
天
然
知
能
」で
す
ね
。

　
ス
マ
ー
ト
社
会
も
同
様
で
す
。私
が
専

門
と
す
る
農
業
分
野
で
は
、近
年
ス
マ
ー

ト
農
業
ば
か
り
が
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
未
来
の
あ
り

方
も
同
時
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で

す
。
　

私
た
ち
に
は
、風
土
の
中
で
蓄
積
さ
れ

て
き
た
知
、い
わ
ゆ
る「
在
来
知
」「
ロ
ー
カ

ル
ナ
レ
ッ
ジ
」な
ど
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。今

は
そ
れ
を
軽
視
し
過
ぎ
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

国
家
と
し
て
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。で
も
、シ
ン

プ
ル
で
広
く
解
釈
で
き
る
よ
う
な
、し
か
し

人
間
に
と
っ
て
絶
対
に
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
よ
う
な
こ
と
。た
と
え
ば
包
摂
性
を
訴

え
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、そ
れ

を
そ
っ
と
支
え
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
ト
を
国

に
は
期
待
し
た
い
で
す
。

暮
ら
し
の
問
題
の
先
に

総
合
知
が
あ
る

　

私
は
、人
文
・
社
会
科
学
の
役
割
を
、自

分
た
ち
の
行
い
を
省
み
る「
内
省
」だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
、実
は
人
間
が
あ
ま

り
や
り
た
く
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。で
も
、

自
分
の
失
敗
や
過
ち
を
知
ら
な
い
ま
ま
未

来
を
語
っ
て
は
い
け
な
い
。同
じ
こ
と
を
繰

り
返
し
て
し
ま
う
の
が
人
間
だ
か
ら
で
す
。

そ
う
し
た
内
省
を
通
じ
た
私
た
ち
の
学
び

を
提
示
す
る
こ
と
は
、人
文
・
社
会
科
学

に
期
待
さ
れ
る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、総
合
知
を
考
え
る
と
き
に
は
家

庭
科
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。小
中
高
を
問
わ
ず
、家
庭
科
の
時

間
を
増
や
し
て
生
き
る
力
を
育
む
べ
き
だ

し
、総
合
知
は
そ
の
上
に
し
か
成
り
立
た

な
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。な
ぜ
な

ら
、生
活
や
暮
ら
し
の
延
長
に
し
か
科
学

は
存
在
し
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
す
。家
政

学
的
な
世
界
や
衣
食
住
を
め
ぐ
る
知
を

土
台
に
据
え
る
の
が
ま
ず
は
大
切
。そ
の

上
で
、個
別
具
体
的
な
暮
ら
し
の
現
場
か

ら
知
を
身
に
付
け
て
い
か
な
い
と
、総
合

知
は
生
ま
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
か
つ
て
富
山
県
で
広
ま
っ
た
イ
タ
イ
イ

タ
イ
病
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
た
農
学
者

の
吉
岡
金
市
さ
ん
は
、ま
さ
に
個
別
具
体

の
患
者
に
原
因
を
教
え
る
た
め
の
研
究
を

し
て
い
ま
し
た
。患
者
が
食
べ
て
い
た
も
の

に
つ
い
て
民
俗
学
の
観
点
か
ら
歴
史
書
を

紐
解
き
、神
通
川
水
系
に
住
む
魚
に
原
因

が
あ
る
と
仮
説
を
立
て
た
。そ
し
て
魚
を

集
め
て
す
り
つ
ぶ
し
、ど
れ
く
ら
い
の
カ
ド

ミ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に

し
て
、三
井
金
属
鉱
業
の
神
岡
鉱
山
が
原

因
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
ん
で
す

ね
。
　
つ
ま
り
、暮
ら
し
に
関
わ
る
問
題
意
識

が
先
に
あ
り
、そ
の
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
知

を
用
い
て
解
決
に
挑
む
の
が
総
合
知
だ
と

思
う
の
で
す
。そ
も
そ
も
学
問
は
異
種
混

交
な
も
の
で
あ
っ
て
、そ
れ
を
つ
な
ぐ
共
通

の
問
題
意
識
が
な
け
れ
ば
、単
に
人
文
・

社
会
科
学
と
自
然
科
学
の
研
究
者
が

集
っ
て
も
総
合
知
は
成
し
得
な
い
で
し
ょ

う
。
　

加
え
て
提
案
し
た
い
の
は
、共
通
の
問

題
意
識
と
な
る
旗
印
の
立
て
方
を
、研
究

者
の
自
治
に
預
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。

決
し
て
人
文
・
社
会
科
学
を
中
心
に
と
い

う
意
味
で
は
な
く
て
、現
状
は
多
く
の
問

題
設
定
が
国
や
企
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
が

ち
だ
と
感
じ
る
の
で
す
。ま
た
評
価
も
、国

や
大
学
は
通
知
表
の
よ
う
な
文
化
が
今
も

根
強
い
で
す
よ
ね
。

　
誰
に
も
忖
度
な
く
、研
究
者
が
自
由
に
問

題
設
定
し
て
研
究
し
た
も
の
を
も
っ
と
評

価
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
し
、地
域
の
人
を

巻
き
込
ん
だ
優
れ
た
研
究
だ
っ
て
、実
は
い

く
ら
で
も
あ
る
。そ
う
い
う
も
の
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
文
化
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

メ
ディ
ア
は
長
期
的
に

吟
味
を

   　
も
う
ひ
と
つ
変
化
を
期
待
し
た
い
の
は

メ
デ
ィ
ア
で
す
。取
り
上
げ
た
こ
と
を
、長

期
的
に
扱
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。た
と
え
ば

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
よ
う
な
問
題
は
、ど
う

考
え
て
も
１
〜
２
年
で
完
結
し
ま
せ
ん
よ

ね
。初
め
か
ら
10
年
単
位
で
取
材
班
を
組

む
よ
う
な
姿
勢
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

　

ま
た
、そ
こ
で
研
究
者
に
意
見
を
求
め

る
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
発
言
も
長
期
的
に

扱
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
、し
っ
か
り
と
吟
味

し
て
ほ
し
い
。メ
デ
ィ
ア
に
出
る
こ
と
っ
て
、

基
本
的
に
矢
面
へ
立
つ
こ
と
な
ん
で
す
。研

究
者
の
発
言
に
は
必
ず
背
景
が
あ
る
の

に
、切
り
取
ら
れ
て
単
発
の
花
火
の
よ
う

に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
少
々
苦
し
く
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、こ
の
点
は
大
学
に
も
似
た
よ
う

な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。花
火
の
よ
う
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や
る
の
だ
け
ど
、そ
の
後
が

続
か
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。地
域
と
の

壁
を
取
り
払
っ
て
、い
わ
ゆ
る
普
通
の
市
民

の
方
々
と
と
も
に
、地
域
の
未
来
を
共
創

す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

藤
原 

辰
史  F

u
jih

a
ra T

atsu
sh

i

島
根
県
出
身
。２
０
０
２
年
、京
都
大
学

人
間
・
環
境
学
研
究
科
中
途
退
学
、専
門

は
農
業
史
と
環
境
史
。主
な
著
作
は『
ナ

チ
ス
の
キ
ッ
チ
ン
』（
共
和
国
、河
合
隼
雄

学
芸
賞
）、『
分
解
の
哲
学
』（
青
土
社
、サ

ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
）、『
縁
食
論
』（
ミ
シ
マ

社
）、『
農
の
原
理
の
史
的
研
究
』（
創
元

社
）な
ど
。
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提
言       P

roposal 

中
央
大
学 

文
学
部 

教
授

さ
ん

松
田 

美
佐

M
atsu

d
a M

isa

 no. 14当
た
り
前
を
疑
う
視
点
で

社
会
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
。

　
『
う
わ
さ
と
は
何
か
』の
著
者
で
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の「
真
偽
」「
正
確

さ
」と
いっ
た
情
報
内
容
に
加
え
、そ
の

メ
ディ
ア
性
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を

続
け
て
き
た
社
会
学
者
の
松
田
美
佐

さ
ん
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
社

会
が
加
速
度
的
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
な

か
で
、こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
社
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。そ

し
て
社
会
科
学
が
も
た
ら
す
価
値
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
伺
っ
た
。

「
ぼ
っ
ち
」が
問
題
と
な
る

状
況
が
問
題

 　
「
コ
ミ
ュ
障
」や「
ぼ
っ
ち
」と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、私
は
今
の
社
会
が

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
」と
言

い
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

産
業
構
造
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
業
が
非
常

に
増
え
、人
と
対
面
す
る
仕
事
が
圧
倒

的
に
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
故
に
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
下
手
な
こ
と
が
問

題
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、今
の
若
い
人
た
ち
も
友

達
は
大
切
に
し
て
い
る
し
、仲
良
く
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。時
代
や
ツ
ー
ル

が
変
わ
っ
て
も
、こ
の
部
分
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。む
し
ろ
問
題
な
の
は「
ぼ
っ

ち
」が
問
題
と
な
る
状
況
そ
の
も
の
で

し
ょ
う
。個
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

強
制
が
働
か
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム
や
常

識
が
で
き
あ
が
っ
て
い
か
な
い
と
、非
常

に
し
ん
ど
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
　
「
ぼ
っ
ち
」の
解
決
の
た
め
に
、科
学

技
術
で
ネ
ッ
ト
上
に
居
場
所
を
つ
く
る

こ
と
も
大
事
だ
と
は
思
い
ま
す
。で
も
、

「
で
き
る
こ
と
」ば
か
り
を
追
求
せ
ず
、

過
剰
に
行
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に
引
き
留

め
る
方
向
の
議
論
も
必
要
で
、そ
う

や
っ
て
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
よ
う
に
思
っ

て
い
ま
す
。

過
剰
な

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

民
主
主
義
も
人
ま
か
せ
に

　

24
時
間
、世
界
中
の
ど
こ
で
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
便

利
な
一
方
で
、つ
な
が
り
た
く
な
い
場
面

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
増
え
ま
し

た
。こ
れ
は
明
ら
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
過
剰
で
す
し
、時
間
も
奪
わ
れ

る
。つ
ま
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
っ
て
、

基
本
的
に
み
ん
な
が
関
わ
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
と
い
う
意
味
で
、非
常
に
面
倒

く
さ
い
社
会
で
も
あ
る
ん
で
す
。ず
っ
と

つ
な
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
社

会
に
な
っ
て
い
く
と
、き
っ
と
み
ん
な
つ

ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

　

私
は
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
が
出
始
め
た
頃

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
研

究
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、ポ
ケ
ベ
ル
や

携
帯
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
依
存
す
る
の

は
思
春
期
が
多
い
ん
で
す
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
友
達
と
の
関
係
を
保
と

う
と
す
る
部
分
も
あ
る
の
で
す
が
、大

人
に
な
る
と
時
間
が
取
れ
な
く
な
っ

て
、利
用
時
間
や
頻
度
が
ど
う
し
て
も

落
ち
る
ん
で
す
よ
。つ
ま
り
、人
間
関
係

と
時
間
の
使
い
方
の
間
に
は
一
定
の
相

関
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

で
も
今
は
、過
剰
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
時
間
を
奪
っ
て
い
ま
す
。そ
う

す
る
と
何
か
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、た
と
え
ば
社
会
の
こ
と
ま
で
考

え
る
余
裕
な
ん
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
よ
ね
。

　

私
は
つ
い
先
日
ま
で
台
湾
で
過
ご
し

て
い
た
の
で
す
が
、マ
ス
ク
の
着
用
や
行

動
履
歴
の
活
用
に
つ
い
て
、テ
レ
ビ
で
の

与
野
党
の
討
論
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

街
中
で
も
言
い
争
い
が
起
き
る
ほ
ど
、

自
分
事
と
し
て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。あ
る
意
味
、民
主
主
義
の
あ

る
べ
き
姿
だ
と
思
う
の
で
す
が
、す
ご

く
手
間
の
か
か
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
　

そ
も
そ
も
民
主
主
義
っ
て
、時
間
が

か
か
る
か
ら
面
倒
く
さ
い
ん
で
す
。そ
れ

が
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
時
間

を
取
ら
れ
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、自
分
の

身
に
被
害
が
お
よ
ば
な
い
か
ら
と
、本

来
は
自
分
事
で
あ
る
は
ず
の
社
会
を

め
ぐ
る
議
論
ま
で
も
が
人
ま
か
せ
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。こ
れ
は

長
い
目
で
見
て
、社
会
に
と
っ
て
望
ま

し
い
姿
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　

人
間
関
係
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
。

で
も
、ほ
ど
よ
い
関
係
性
や
時
間
の
使

い
方
を
選
べ
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
の
あ
り
方
が
、理
想
の
未
来
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

「
何
の
た
め
に
」を
問
う
に
は

ベ
ー
シ
ッ
ク
な
素
養
が
必
要

 　
こ
の
と
こ
ろ
、「
デ
ジ
タ
ル・ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
ー
ズ（
人
文
情
報
学
）」の
よ
う

に
、文
系
の
人
が
理
系
の
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
て
分
析
ま
で
を
担
う
分
野
が

出
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、分
析
や
シ
ス
テ
ム
に
詳
し
い

理
系
の
人
も
、何
か
を
分
析
す
る
際
の

「
何
の
た
め
に
」を
考
え
る
に
は
、そ
も

そ
も
そ
の
対
象
が
何
な
の
か
を
十
分
に

わ
か
っ
て
い
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
が
歴
史
資
料
の
分
析
だ
と
す
れ

ば
、歴
史
に
関
す
る
最
低
限
の
素
養
が

必
要
で
す
。な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で

す
け
ど
ね
。

　

専
門
性
を
高
め
て
い
く
と
、細
か
い

と
こ
ろ
に
は
対
応
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
、も
っ
と
広
い
視
点
で
、い
ま

だ
に
問
題
設
定
で
き
て
い
な
い
部
分
に

あ
る「
何
か
」に
は
、ど
う
し
て
も
気
が

付
き
に
く
く
な
り
ま
す
。いっ
た
ん
研
究

者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、後
か
ら
幅
広

い
知
識
を
身
に
付
け
る
の
は
ま
す
ま
す

難
し
い
。だ
か
ら
で
き
る
だ
け
早
い
段

階
で
、文
理
双
方
の
一
般
的
な
素
養
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
の
場
合
、理
系
と
文
系
に
分
か

れ
る
の
が
あ
ま
り
に
も
早
過
ぎ
ま
す
。

早
け
れ
ば
高
校
入
試
の
段
階
で
そ
の

傾
向
が
出
て
く
る
。「
何
の
た
め
に
」を

考
え
る
の
に
必
要
な
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
知

識
を
高
校
ま
で
、あ
る
い
は
大
学
の
教

養
課
程
ま
で
、理
系
・
文
系
関
係
な
く

学
ぶ
環
境
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

専
門
家
同
士
の
連
携
も
、お
互
い
の

学
問
や
ア
イ
デ
ア
に
対
し
て
、あ
る
程

度
の
素
養
が
あ
る
人
同
士
じ
ゃ
な
い
と

難
し
い
と
思
い
ま
す
。使
う
言
語
が
大

き
く
異
な
っ
て
い
て
、う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
は
多
々
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

そ
う
いっ
た
お
互
い
の
ベ
ー
ス
に
な
る
素

養
を
保
つ
た
め
に
、「
役
に
立
た
な
い
こ

と
」に
取
り
組
む
余
裕
が
あ
れ
ば
い
い

と
思
う
ん
で
す
。

　

無
駄
は
絶
対
に
出
て
き
て
し
ま
う
も

の
。私
の
研
究
で
も
珍
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、今
は「
役
に
立
つ

こ
と
」ば
か
り
が
求
め
ら
れ
て
、短
期
間

で
成
果
が
求
め
ら
れ
る
。大
学
に
お
い

て「
ビ
ジ
ネ
ス
の
論
理
」が
強
ま
り
過
ぎ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
社
会
の
法
則
を
見
出
す

社
会
科
学
が
わ
か
り
や
す
く
、す
ぐ
に

役
に
立
つ
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
社
会
を
不
安
に
す
る
デ
マ
な

ど
の
問
題
が
あ
っ
た
と
き
に
、対
応
策

を
い
く
つ
か
提
示
で
き
ま
す
が
、そ
こ
に

至
る
ま
で
に
は
、普
段
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
調
査
を
し
、当
た
り
前
に
も
見
え
る

い
く
つ
か
の
見
解
に
た
ど
り
着
く
、気

の
長
い
営
み
な
ん
で
す
。

社
会
科
学
は

評
価
と
想
像
力
を

社
会
に
も
た
ら
す

　

理
想
と
す
る
社
会
に
向
け
て
目
的

を
立
て
た
り
、求
め
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
見
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
す
。た
だ
、こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
社
会
科
学
優
位
の
考
え
方
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

自
然
科
学
の
研
究
者
も
、社
会
の
一

員
と
し
て
当
然
気
付
き
は
得
て
い
る
と

思
う
の
で
す
が
、自
身
の
専
門
に
落
と

し
込
ん
で
い
く
と
個
別
の
課
題
解
決
に

寄
せ
ら
れ
て
いっ
て
、「
何
の
た
め
に
」と

い
う
目
的
か
ら
は
ど
う
し
て
も
外
れ
て

い
く
。望
ま
し
い
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て

は
、人
文
・
社
会
科
学
と
自
然
科
学
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

社
会
科
学
が
社
会
に
対
し
て
も
た

ら
せ
る
も
の
の
ひ
と
つ
は「
評
価
」で

す
。社
会
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の

と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。ど
ん
な

テ
クノ
ロ
ジ
ー
が
失
敗
し
て
、そ
れ
が
な

ぜ
失
敗
だ
っ
た
の
か
は
社
会
科
学
が
評

価
す
る
の
で
、先
ほ
ど
の
話
に
照
ら
し

合
わ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、自
然
科
学
は

ビ
ジ
ョ
ン
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
ず
に
、た
だ

し
、良
心
を
持
っ
て
進
ん
で
く
れ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、も
た
ら
せ
る
も
の
の
も
う

ひ
と
つ
は
、人
間
と
社
会
に
関
す
る

「
想
像
力
」で
す
ね
。想
像
力
と
は
、言

い
換
え
れ
ば
今
後
の
社
会
設
計
や
個

人
の
生
き
方
を
考
え
て
い
く
力
。「
Ａ
も

あ
れ
ば
Ｂ
も
あ
り
得
る
」と
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
こ
と
で
あ
っ
て
、「
未
来
社
会
は

こ
う
な
る
」と
い
う
予
想
を
す
る
力
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
に
は
よ
く「
社
会
科
学
は
自
分

の『
当
た
り
前
』が
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い

世
界
を
想
像
す
る
学
問
だ
よ
」と
伝
え

て
い
ま
す
。自
分
の「
当
た
り
前
」が
わ

か
っ
た
上
で
、そ
れ
が
も
し
当
た
り
前

じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
ど
ん
な
可
能
性
が
あ

り
得
る
の
か
、ま
ず
は
想
像
を
し
て
み

る
。想
像
力
に
は
物
事
を
変
え
て
い
く

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
視

点
を
持
っ
て
社
会
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ

て
い
く
の
が
、社
会
科
学
の
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

松田さんの著書『うわさとは何か』

コミュニケーション研究

メディア うわさ
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『
う
わ
さ
と
は
何
か
』の
著
者
で
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の「
真
偽
」「
正
確

さ
」と
いっ
た
情
報
内
容
に
加
え
、そ
の

メ
ディ
ア
性
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を

続
け
て
き
た
社
会
学
者
の
松
田
美
佐

さ
ん
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
社

会
が
加
速
度
的
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
な

か
で
、こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
社
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。そ

し
て
社
会
科
学
が
も
た
ら
す
価
値
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
伺
っ
た
。

「
ぼ
っ
ち
」が
問
題
と
な
る

状
況
が
問
題

 　
「
コ
ミ
ュ
障
」や「
ぼ
っ
ち
」と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、私
は
今
の
社
会
が

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
」と
言

い
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

産
業
構
造
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
業
が
非
常

に
増
え
、人
と
対
面
す
る
仕
事
が
圧
倒

的
に
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
故
に
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
下
手
な
こ
と
が
問

題
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、今
の
若
い
人
た
ち
も
友

達
は
大
切
に
し
て
い
る
し
、仲
良
く
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。時
代
や
ツ
ー
ル

が
変
わ
っ
て
も
、こ
の
部
分
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。む
し
ろ
問
題
な
の
は「
ぼ
っ

ち
」が
問
題
と
な
る
状
況
そ
の
も
の
で

し
ょ
う
。個
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

強
制
が
働
か
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム
や
常

識
が
で
き
あ
が
っ
て
い
か
な
い
と
、非
常

に
し
ん
ど
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
　
「
ぼ
っ
ち
」の
解
決
の
た
め
に
、科
学

技
術
で
ネ
ッ
ト
上
に
居
場
所
を
つ
く
る

こ
と
も
大
事
だ
と
は
思
い
ま
す
。で
も
、

「
で
き
る
こ
と
」ば
か
り
を
追
求
せ
ず
、

過
剰
に
行
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に
引
き
留

め
る
方
向
の
議
論
も
必
要
で
、そ
う

や
っ
て
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
よ
う
に
思
っ

て
い
ま
す
。

過
剰
な

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

民
主
主
義
も
人
ま
か
せ
に

　

24
時
間
、世
界
中
の
ど
こ
で
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
便

利
な
一
方
で
、つ
な
が
り
た
く
な
い
場
面

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
増
え
ま
し

た
。こ
れ
は
明
ら
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
過
剰
で
す
し
、時
間
も
奪
わ
れ

る
。つ
ま
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
っ
て
、

基
本
的
に
み
ん
な
が
関
わ
ら
な
き
ゃ
い

け
な
い
と
い
う
意
味
で
、非
常
に
面
倒

く
さ
い
社
会
で
も
あ
る
ん
で
す
。ず
っ
と

つ
な
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
社

会
に
な
っ
て
い
く
と
、き
っ
と
み
ん
な
つ

ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

　

私
は
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
が
出
始
め
た
頃

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
研

究
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、ポ
ケ
ベ
ル
や

携
帯
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
依
存
す
る
の

は
思
春
期
が
多
い
ん
で
す
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
友
達
と
の
関
係
を
保
と

う
と
す
る
部
分
も
あ
る
の
で
す
が
、大

人
に
な
る
と
時
間
が
取
れ
な
く
な
っ

て
、利
用
時
間
や
頻
度
が
ど
う
し
て
も

落
ち
る
ん
で
す
よ
。つ
ま
り
、人
間
関
係

と
時
間
の
使
い
方
の
間
に
は
一
定
の
相

関
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

で
も
今
は
、過
剰
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
時
間
を
奪
っ
て
い
ま
す
。そ
う

す
る
と
何
か
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、た
と
え
ば
社
会
の
こ
と
ま
で
考

え
る
余
裕
な
ん
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
よ
ね
。

　

私
は
つ
い
先
日
ま
で
台
湾
で
過
ご
し

て
い
た
の
で
す
が
、マ
ス
ク
の
着
用
や
行

動
履
歴
の
活
用
に
つ
い
て
、テ
レ
ビ
で
の

与
野
党
の
討
論
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

街
中
で
も
言
い
争
い
が
起
き
る
ほ
ど
、

自
分
事
と
し
て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。あ
る
意
味
、民
主
主
義
の
あ

る
べ
き
姿
だ
と
思
う
の
で
す
が
、す
ご

く
手
間
の
か
か
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
　

そ
も
そ
も
民
主
主
義
っ
て
、時
間
が

か
か
る
か
ら
面
倒
く
さ
い
ん
で
す
。そ
れ

が
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
時
間

を
取
ら
れ
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、自
分
の

身
に
被
害
が
お
よ
ば
な
い
か
ら
と
、本

来
は
自
分
事
で
あ
る
は
ず
の
社
会
を

め
ぐ
る
議
論
ま
で
も
が
人
ま
か
せ
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。こ
れ
は

長
い
目
で
見
て
、社
会
に
と
っ
て
望
ま

し
い
姿
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　

人
間
関
係
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
。

で
も
、ほ
ど
よ
い
関
係
性
や
時
間
の
使

い
方
を
選
べ
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
の
あ
り
方
が
、理
想
の
未
来
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

「
何
の
た
め
に
」を
問
う
に
は

ベ
ー
シ
ッ
ク
な
素
養
が
必
要

 　
こ
の
と
こ
ろ
、「
デ
ジ
タ
ル・ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
ー
ズ（
人
文
情
報
学
）」の
よ
う

に
、文
系
の
人
が
理
系
の
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
て
分
析
ま
で
を
担
う
分
野
が

出
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、分
析
や
シ
ス
テ
ム
に
詳
し
い

理
系
の
人
も
、何
か
を
分
析
す
る
際
の

「
何
の
た
め
に
」を
考
え
る
に
は
、そ
も

そ
も
そ
の
対
象
が
何
な
の
か
を
十
分
に

わ
か
っ
て
い
る
べ
き
だ
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
が
歴
史
資
料
の
分
析
だ
と
す
れ

ば
、歴
史
に
関
す
る
最
低
限
の
素
養
が

必
要
で
す
。な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で

す
け
ど
ね
。

　

専
門
性
を
高
め
て
い
く
と
、細
か
い

と
こ
ろ
に
は
対
応
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
、も
っ
と
広
い
視
点
で
、い
ま

だ
に
問
題
設
定
で
き
て
い
な
い
部
分
に

あ
る「
何
か
」に
は
、ど
う
し
て
も
気
が

付
き
に
く
く
な
り
ま
す
。いっ
た
ん
研
究

者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、後
か
ら
幅
広

い
知
識
を
身
に
付
け
る
の
は
ま
す
ま
す

難
し
い
。だ
か
ら
で
き
る
だ
け
早
い
段

階
で
、文
理
双
方
の
一
般
的
な
素
養
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
の
場
合
、理
系
と
文
系
に
分
か

れ
る
の
が
あ
ま
り
に
も
早
過
ぎ
ま
す
。

早
け
れ
ば
高
校
入
試
の
段
階
で
そ
の

傾
向
が
出
て
く
る
。「
何
の
た
め
に
」を

考
え
る
の
に
必
要
な
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
知

識
を
高
校
ま
で
、あ
る
い
は
大
学
の
教

養
課
程
ま
で
、理
系
・
文
系
関
係
な
く

学
ぶ
環
境
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

専
門
家
同
士
の
連
携
も
、お
互
い
の

学
問
や
ア
イ
デ
ア
に
対
し
て
、あ
る
程

度
の
素
養
が
あ
る
人
同
士
じ
ゃ
な
い
と

難
し
い
と
思
い
ま
す
。使
う
言
語
が
大

き
く
異
な
っ
て
い
て
、う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
は
多
々
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

そ
う
いっ
た
お
互
い
の
ベ
ー
ス
に
な
る
素

養
を
保
つ
た
め
に
、「
役
に
立
た
な
い
こ

と
」に
取
り
組
む
余
裕
が
あ
れ
ば
い
い

と
思
う
ん
で
す
。

　

無
駄
は
絶
対
に
出
て
き
て
し
ま
う
も

の
。私
の
研
究
で
も
珍
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、今
は「
役
に
立
つ

こ
と
」ば
か
り
が
求
め
ら
れ
て
、短
期
間

で
成
果
が
求
め
ら
れ
る
。大
学
に
お
い

て「
ビ
ジ
ネ
ス
の
論
理
」が
強
ま
り
過
ぎ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
社
会
の
法
則
を
見
出
す

社
会
科
学
が
わ
か
り
や
す
く
、す
ぐ
に

役
に
立
つ
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
社
会
を
不
安
に
す
る
デ
マ
な

ど
の
問
題
が
あ
っ
た
と
き
に
、対
応
策

を
い
く
つ
か
提
示
で
き
ま
す
が
、そ
こ
に

至
る
ま
で
に
は
、普
段
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
調
査
を
し
、当
た
り
前
に
も
見
え
る

い
く
つ
か
の
見
解
に
た
ど
り
着
く
、気

の
長
い
営
み
な
ん
で
す
。

社
会
科
学
は

評
価
と
想
像
力
を

社
会
に
も
た
ら
す

　

理
想
と
す
る
社
会
に
向
け
て
目
的

を
立
て
た
り
、求
め
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
見
出
し
た
り
す
る
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
す
。た
だ
、こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
社
会
科
学
優
位
の
考
え
方
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

自
然
科
学
の
研
究
者
も
、社
会
の
一

員
と
し
て
当
然
気
付
き
は
得
て
い
る
と

思
う
の
で
す
が
、自
身
の
専
門
に
落
と

し
込
ん
で
い
く
と
個
別
の
課
題
解
決
に

寄
せ
ら
れ
て
いっ
て
、「
何
の
た
め
に
」と

い
う
目
的
か
ら
は
ど
う
し
て
も
外
れ
て

い
く
。望
ま
し
い
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て

は
、人
文
・
社
会
科
学
と
自
然
科
学
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

社
会
科
学
が
社
会
に
対
し
て
も
た

ら
せ
る
も
の
の
ひ
と
つ
は「
評
価
」で

す
。社
会
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の

と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
。ど
ん
な

テ
クノ
ロ
ジ
ー
が
失
敗
し
て
、そ
れ
が
な

ぜ
失
敗
だ
っ
た
の
か
は
社
会
科
学
が
評

価
す
る
の
で
、先
ほ
ど
の
話
に
照
ら
し

合
わ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、自
然
科
学
は

ビ
ジ
ョ
ン
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
ず
に
、た
だ

し
、良
心
を
持
っ
て
進
ん
で
く
れ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、も
た
ら
せ
る
も
の
の
も
う

ひ
と
つ
は
、人
間
と
社
会
に
関
す
る

「
想
像
力
」で
す
ね
。想
像
力
と
は
、言

い
換
え
れ
ば
今
後
の
社
会
設
計
や
個

人
の
生
き
方
を
考
え
て
い
く
力
。「
Ａ
も

あ
れ
ば
Ｂ
も
あ
り
得
る
」と
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
こ
と
で
あ
っ
て
、「
未
来
社
会
は

こ
う
な
る
」と
い
う
予
想
を
す
る
力
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
に
は
よ
く「
社
会
科
学
は
自
分

の『
当
た
り
前
』が
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い

世
界
を
想
像
す
る
学
問
だ
よ
」と
伝
え

て
い
ま
す
。自
分
の「
当
た
り
前
」が
わ

か
っ
た
上
で
、そ
れ
が
も
し
当
た
り
前

じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
ど
ん
な
可
能
性
が
あ

り
得
る
の
か
、ま
ず
は
想
像
を
し
て
み

る
。想
像
力
に
は
物
事
を
変
え
て
い
く

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
視

点
を
持
っ
て
社
会
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ

て
い
く
の
が
、社
会
科
学
の
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

松
田 

美
佐  M

atsu
d

a M
isa

兵
庫
県
出
身
。１
９
９
１
年
東
京
大
学
文

学
部
社
会
心
理
学
専
修
課
程
卒
業
。１
９

９
６
年
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系

研
究
科
社
会
文
化
研
究
専
攻
社
会
情
報

学
専
門
分
野
博
士
課
程
満
期
退
学
。東
京

大
学
社
会
情
報
研
究
所
助
手
な
ど
を
経

て
、２
０
０
３
年
中
央
大
学
文
学
部
助
教

授
。２
０
０
８
年
よ
り
中
央
大
学
文
学
部

教
授
。著
書『
ケ
ー
タ
イ
の
２
０
０
０
年

代
』（
共
編
著
、東
京
大
学
出
版
会
、２
０

１
４
年
）、『
う
わ
さ
と
は
何
か
』（
中
公
新

書
、２
０
１
４
年
）ほ
か
。
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提
言       P

roposal 

立
教
大
学 

大
学
院
人
工
知
能
科
学
研
究
科 

教
授

さ
ん

村
上 

祐
子

M
u

rak
am

i Y
u

k
o

 no. 15情
報
化
社
会
に
は

無
意
識
に
享
受
で
き
る
便
益
と

ア
ク
シ
デ
ン
ト
へ
の
備
え
を
。

　

哲
学
の
見
地
か
ら
、人
工
知
能（
Ａ

Ｉ
）が
社
会
や
人
間
性
に
お
よ
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
考
察
・
予
測
す
る
と
と
も

に
、科
学
技
術
を
ど
う
生
か
す
べ
き
か

考
え
る
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
に
取

り
組
む
村
上
祐
子
さ
ん
。テ
クノ
ロ
ジ
ー

の
進
化
が「
教
育
で
は
解
決
で
き
な
い

と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
」と
憂
慮
す
る
村

上
さ
ん
に
、目
指
す
べ
き
社
会
シ
ス
テ
ム

に
つい
て
伺
っ
た
。

人
間
の
固
有
性
は
身
体
を

離
れ
始
め
て
い
る

 　

私
は
２
０
５
０
年
の
未
来
を
か
な
り

悲
観
し
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ
に
関
す
る
倫
理

や
社
会
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
の
議
論
が

多
く
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、私
は
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
が
も
は
や
制
御
で
き

な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
人
間
が
他
を
制
御
す
る
」と
いっ

た
西
洋
近
代
型
の
思
想
か
ら
く
る「
人

間
」と「
自
然
ま
た
は
機
械
」の
二
分
論

は
限
界
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

　

Ａ
Ｉ
以
前
に
、既
に
人
間
の
固
有
性

は
物
理
的
な
身
体
を
離
れ
始
め
て
い
ま

す
。そ
も
そ
も
、電
車
に
乗
っ
て
移
動
す

る
こ
と
も
身
体
的
な
能
力
の
拡
張
と
言

え
る
し
、手
帳
に
メ
モ
す
る
こ
と
は
記
憶

の
外
部
化
な
わ
け
で
、私
た
ち
は
既
に

社
会
的
に
サ
イ
ボ
ー
グ
化
さ
れ
て
い
る

と
考
え
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
だ
け
Ａ
Ｉ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
社
会

が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
今
、物
理
的
な
身

体
に
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
を
張
り
付
け
た

法
制
度
や
社
会
シ
ス
テ
ム
が
続
く
の
は

お
か
し
な
こ
と
。非
常
に
難
し
い
作
業
で

は
あ
り
ま
す
が
、早
急
に
改
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
せ
る
か
は

社
会
シ
ス
テ
ム
次
第

　
「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
生
徒

の
学
習
到
達
度
調
査
）」な
ど
の
教
育

調
査
を
見
る
と
、日
本
人
は
識
字
率
な

ど
最
低
限
の
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベル
は
非
常

に
高
い一
方
で
、入
り
組
ん
だ
文
章
の
読

解
力
な
ど
は
決
し
て
高
く
な
い
。た
だ

こ
の
項
目
は
、ど
の
国
も
高
い
水
準
で

は
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、お
そ
ら
く

教
育
で
ど
う
に
か
な
る
問
題
で
は
な
い

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
し
ょ
う
。

　
Ａ
Ｉ
自
体
は
今
後
社
会
に
浸
透
す
る

は
ず
で
す
が
、個
人
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
上

げ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
限
界
が
あ
る
の
だ

と
す
れ
ば
、う
ま
く
使
い
こ
な
せ
る
か
は

社
会
シ
ス
テ
ム
に
大
き
く
依
存
し
ま
す
。

　

社
会
に
は
貧
困
や
住
ん
で
い
る
地

域
、障
害
な
ど
の
事
情
で
拡
張
ツ
ー
ル

を
使
い
こ
な
せ
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い

る
。そ
う
いっ
た
シ
ス
テ
ム
に
乗
る
こ
と

が
難
し
い
人
た
ち
が
、不
利
益
を
被
ら

な
い
Ａ
Ｉ
の
使
い
方
や
社
会
制
度
を
築

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。教
育
で

能
力
を
上
げ
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
す
。

　

自
動
車
を
取
り
巻
く
社
会
シ
ス
テ
ム

は
比
較
的
う
ま
く
で
き
て
い
て
参
考
に

な
る
と
思
う
の
で
す
が
、大
事
な
ポ
イ
ン

ト
が
２
つ
あ
り
ま
す
。ひ
と
つ
は
、意
識

を
し
な
く
て
も
便
益
を
得
ら
れ
る
こ

と
。私
の
妹
は
知
的
障
害
者
で
す
が
、自

動
車
の
運
転
は
で
き
な
く
て
も
、誰
か

に
運
転
し
て
も
ら
え
れ
ば
ド
ラ
イ
ブ
に

行
け
る
し
、輸
送
さ
れ
た
食
べ
物
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

に
、本
人
が
直
接
使
わ
な
く
て
も
、さ
ら

に
は
使
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
な
く

て
も
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
て
い
る
状

態
が
、あ
る
べ
き
社
会
シ
ス
テ
ム
の
重
要

な
要
素
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、ア
ク
シ
デ
ン

ト
へ
の
備
え
が
あ
る
こ
と
で
す
。自
動
車

の
場
合
、事
故
へ
の
備
え
と
し
て
ロ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
や
保
険
な
ど
の
社
会
的
な
補

償
が
整
っ
て
い
ま
す
。デ
ジ
タ
ル
社
会
で

は
、災
害
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
シ
ス
テ
ム

が
止
ま
る
と
致
命
的
な
の
で
、起
こ
り

得
る
事
態
に
向
け
た
備
え
が
な
さ
れ
て

い
る
状
態
を
早
急
に
つ
く
る
べ
き
で
す
。

　
こ
の
２
点
は
、研
究
開
発
に
携
わ
る

人
た
ち
に
も
共
有
し
、意
識
し
て
も
ら

う
べ
き
視
点
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
が
何
に

加
担
し
て
い
る
の
か

　
い
ず
れ
や
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う「
シ
ン

ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ（
Ａ
Ｉ
が
人
類
の
知
能
を

超
え
る
技
術
的
特
異
点
）」に
備
え
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
が
、シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
ティ

は
あ
く
ま
で
も
脅
威
論
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。Ａ
Ｉ
は
基
本
的
に
個
別
の
シ
ス
テ
ム

へ
の
最
適
化
を
行
う
ツ
ー
ル
な
の
で
す
。

　

人
間
は
ル
ー
ル
や
価
値
軸
の
変
更
へ

柔
軟
に
対
応
で
き
る
し
、複
数
の
価
値

観
を
比
較
・
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

い
ず
れ
Ａ
Ｉ
が
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
し
て
も
、将
来
の
社
会
に
向
け

た
選
択
は
人
間
が
把
握
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
で
し
ょ
う
。そ
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
司
法
制
度
を
ど
う
整
え
て
い

く
か
も
、こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。
　

ま
た
、Ａ
Ｉ
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
バ
イ
ア

ス（
差
別
の
強
化
）を
起
こ
す
側
面
も

持
っ
て
い
ま
す
。「
規
則
に
は
従
っ
て
い

る
」「
Ａ
Ｉ
が
最
善
と
判
断
し
た
の
だ
か

ら
そ
れ
で
い
い
」と
無
批
判
に
従
う
と
、

自
分
が
何
に
加
担
し
て
い
る
の
か
が
わ

か
ら
な
く
な
る
。私
は
こ
れ
を
、ナ
チ
ス

の
命
令
へ
忠
実
に
従
っ
た
人
を
観
察
し

た
ハ
ン
ナ・ア
ー
レ
ン
ト
に
倣
っ
て「
デ
ジ

タ
ル
版『
凡
庸
な
悪
』」と
呼
び
ま
す
。重

要
な
意
思
決
定
を
担
う
機
関
に
は
、ダ

メ
な
も
の
は
ダ
メ
と
理
由
も
含
め
て
言

う
こ
と
の
で
き
る
気
骨
の
あ
る
人
が
必

要
で
す
。そ
う
いっ
た
人
材
を
育
て
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
で
す
ね
。

　

た
だ
、導
入
の
進
む「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
」な
ど
で
も
自
治
体
単
位
で
大

き
な
差
が
つ
き
始
め
て
い
る
こ
と
へ
の
憂

慮
が
あ
り
ま
す
。10
年
後
、ど
の
よ
う
な

影
響
が
現
れ
て
く
る
か
心
配
で
す
ね
。

　
日
本
は
大
人
の
学
び
直
し
に
も
課
題

を
抱
え
て
い
る
の
で
、制
度
全
体
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

東
京
で
見
え
て
い
る
世
界
は

日
本
の
本
質
で
は
な
い

 　

私
は
東
京
出
身
な
の
で
す
が
、以
前

東
北
大
学
で
勤
め
て
い
る
頃
に
、東
京
と

地
方
で
は
意
識
や
経
済
的
な
側
面
な
ど

で
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
が
あ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
の
所
得
格
差
が
あ
る
な
か

で
、子
ど
も
を
進
学
さ
せ
る
に
し
て
も
、

地
方
か
ら
だ
と
学
費
に
加
え
て
下
宿
代

も
重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
で
は
、無
意
識
の
う

ち
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
表
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。女
の
子
の
下
に
弟
が

い
る
場
合
と
妹
が
い
る
場
合
と
で
、大
学

へ
の
進
学
に
ど
の
よ
う
な
差
が
出
る
か

を
調
べ
た
ア
メ
リ
カ
の
調
査
で
は
、弟
が

い
る
ケ
ー
ス
だ
と
姉
の
進
学
率
が
下
が

る
傾
向
が
わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。日
本
で

も
地
方
の
ほ
う
が
、そ
う
いっ
た
傾
向
は

ま
だ
ま
だ
根
強
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
逆
に
言
う
と
、東
京
の
人
た

ち
が
同
質
化
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
に
は
、こ
の
現

状
を
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、少
な
く
と
も
今
東
京
で
見
え

て
い
る
当
た
り
前
の
世
界
は
、日
本
の

本
質
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

東
京
の
生
活
を
基
本
に
政
策
や
ビ

ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
シ
ス
テ
ム
は
ズ
レ
て
い

る
し
、も
は
や
限
界
だ
と
い
う
感
覚
は
、

仙
台
で
暮
ら
し
て
強
く
持
ち
ま
し
た
。

　

極
論
す
る
と
、東
京
以
外
の
地
域
で

数
年
以
上
働
い
た
人
し
か
入
れ
な
い
会

議
設
定
や
、地
方
大
学
の
人
を
座
長
に

据
え
る
な
ど
す
れ
ば
、多
角
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
が
出
て
く
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

回
避
し
た
い
未
来
像
か
ら

考
え
る

　
「
つ
く
り
た
い
未
来
」を
考
え
る
の

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
価
値
観
、バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
も
左
右
さ
れ
る
の
で

な
か
な
か
難
し
い
。私
は「
回
避
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」未
来
や
行
為
か
ら
考

え
る
の
が
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
回
避
し
た
い
未
来
像
も
人

に
よ
っ
て
違
う
は
ず
で
す
が
、性
別
や
国

籍
な
ど
特
定
の
立
場
の
人
を
排
除
す
る

よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
キ
ャ
ン
セ
ル
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。「
回
避
す
べ
き
も
の
」が
ち
ゃ
ん
と
見

え
て
く
れ
ば
、お
互
い
の
立
場
や
専
門
性

を
生
か
し
た
建
設
的
な
提
言
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
う
ひ
と
つ
思
う
の
は
、ど
れ
だ
け
技

術
が
進
歩
し
て
も
、人
間
は
い
き
な
り

ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。30
年
後
だ
っ
て
疲
れ
る
も
の
は

疲
れ
る
だ
ろ
う
し
、好
き・
嫌
い
の
嗜
好

や
心
情
も
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。そ
れ
さ
え
を
も
変
え
る
よ
う
な

技
術
が
出
て
き
た
と
し
た
ら
、そ
れ
は
も

は
や
ド
ラ
ッ
グ
に
相
当
す
る
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。ど
ち
ら
の
場
面
で
も
倫
理

的
な
考
察
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

技
術
の
適
用
先
に

ヒ
ン
ト
を
与
え
る

人
文・社
会
科
学
の
知

　

総
合
知
を
生
み
出
す
た
め
の
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
、学
術
分
野
を
越
え
て
や
り

取
り
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フォ
ー
ム
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。現
状
は
、大
学
で

も
学
会
で
も
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
が
ま
か
り

通
っ
て
い
る
。こ
れ
は
総
合
知
に
反
す
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。共
通
の
イ
ン
フ
ラ

上
で
質
の
高
い
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
て
よ
う

や
く
、未
来
像
を
考
え
る
よ
う
な
生
産

的
な
話
が
で
き
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　
そ
の
上
で
、人
文・社
会
科
学
の
役
割

は
技
術
を
ど
こ
に
適
用
す
る
か
の
指
針

を
示
す
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

実
装
さ
れ
る
側
の
文
化
や
歴
史
を
無
視

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
す
。

　

科
学
は
ど
う
し
て
も
、文
脈
か
ら
独

立
し
た
理
論
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、社
会
実
装
の
個
別
の
現
場
で
は
、

研
究
者
が
考
え
て
い
た
理
論
が
最
善
で

は
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

そ
う
いっ
た
と
き
に
ヒ
ン
ト
を
提
供
で
き

る
の
が
、人
文
・
社
会
科
学
の
知
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

失
敗
例
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
こ

と
も
、人
文・社
会
科
学
の
特
徴
で
す
よ

ね
。近
年
、哲
学
へ
の
期
待
が
増
し
て
い

る
と
客
観
的
に
も
感
じ
る
の
で
す
が
、

心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
ら
れ
る
の
は
違
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。哲
学
そ
の
も
の
で
悩

み
は
解
決
で
き
な
い
し
、む
し
ろ
増
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、同
じ
よ
う

に
悩
み
、失
敗
し
て
き
た
先
人
た
ち
の

事
例
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
の
は
哲

学
家
の
強
み
な
の
で
、同
じ
よ
う
な
失

敗
を
繰
り
返
し
て
落
と
し
穴
に
落
ち
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、ひ
と
こ
と
言
っ
て
あ

げ
ら
れ
る
存
在
に
は
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

AI

哲学 倫理
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哲
学
の
見
地
か
ら
、人
工
知
能（
Ａ

Ｉ
）が
社
会
や
人
間
性
に
お
よ
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
考
察
・
予
測
す
る
と
と
も

に
、科
学
技
術
を
ど
う
生
か
す
べ
き
か

考
え
る
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
に
取

り
組
む
村
上
祐
子
さ
ん
。テ
クノ
ロ
ジ
ー

の
進
化
が「
教
育
で
は
解
決
で
き
な
い

と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
」と
憂
慮
す
る
村

上
さ
ん
に
、目
指
す
べ
き
社
会
シ
ス
テ
ム

に
つい
て
伺
っ
た
。

人
間
の
固
有
性
は
身
体
を

離
れ
始
め
て
い
る

 　

私
は
２
０
５
０
年
の
未
来
を
か
な
り

悲
観
し
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ
に
関
す
る
倫
理

や
社
会
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
の
議
論
が

多
く
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、私
は
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
が
も
は
や
制
御
で
き

な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
人
間
が
他
を
制
御
す
る
」と
いっ

た
西
洋
近
代
型
の
思
想
か
ら
く
る「
人

間
」と「
自
然
ま
た
は
機
械
」の
二
分
論

は
限
界
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

　

Ａ
Ｉ
以
前
に
、既
に
人
間
の
固
有
性

は
物
理
的
な
身
体
を
離
れ
始
め
て
い
ま

す
。そ
も
そ
も
、電
車
に
乗
っ
て
移
動
す

る
こ
と
も
身
体
的
な
能
力
の
拡
張
と
言

え
る
し
、手
帳
に
メ
モ
す
る
こ
と
は
記
憶

の
外
部
化
な
わ
け
で
、私
た
ち
は
既
に

社
会
的
に
サ
イ
ボ
ー
グ
化
さ
れ
て
い
る

と
考
え
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
だ
け
Ａ
Ｉ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
社
会

が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
今
、物
理
的
な
身

体
に
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
を
張
り
付
け
た

法
制
度
や
社
会
シ
ス
テ
ム
が
続
く
の
は

お
か
し
な
こ
と
。非
常
に
難
し
い
作
業
で

は
あ
り
ま
す
が
、早
急
に
改
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
せ
る
か
は

社
会
シ
ス
テ
ム
次
第

　
「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
生
徒

の
学
習
到
達
度
調
査
）」な
ど
の
教
育

調
査
を
見
る
と
、日
本
人
は
識
字
率
な

ど
最
低
限
の
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベル
は
非
常

に
高
い一
方
で
、入
り
組
ん
だ
文
章
の
読

解
力
な
ど
は
決
し
て
高
く
な
い
。た
だ

こ
の
項
目
は
、ど
の
国
も
高
い
水
準
で

は
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、お
そ
ら
く

教
育
で
ど
う
に
か
な
る
問
題
で
は
な
い

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
し
ょ
う
。

　
Ａ
Ｉ
自
体
は
今
後
社
会
に
浸
透
す
る

は
ず
で
す
が
、個
人
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
上

げ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
限
界
が
あ
る
の
だ

と
す
れ
ば
、う
ま
く
使
い
こ
な
せ
る
か
は

社
会
シ
ス
テ
ム
に
大
き
く
依
存
し
ま
す
。

　

社
会
に
は
貧
困
や
住
ん
で
い
る
地

域
、障
害
な
ど
の
事
情
で
拡
張
ツ
ー
ル

を
使
い
こ
な
せ
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い

る
。そ
う
いっ
た
シ
ス
テ
ム
に
乗
る
こ
と

が
難
し
い
人
た
ち
が
、不
利
益
を
被
ら

な
い
Ａ
Ｉ
の
使
い
方
や
社
会
制
度
を
築

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。教
育
で

能
力
を
上
げ
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る

の
で
す
。

　

自
動
車
を
取
り
巻
く
社
会
シ
ス
テ
ム

は
比
較
的
う
ま
く
で
き
て
い
て
参
考
に

な
る
と
思
う
の
で
す
が
、大
事
な
ポ
イ
ン

ト
が
２
つ
あ
り
ま
す
。ひ
と
つ
は
、意
識

を
し
な
く
て
も
便
益
を
得
ら
れ
る
こ

と
。私
の
妹
は
知
的
障
害
者
で
す
が
、自

動
車
の
運
転
は
で
き
な
く
て
も
、誰
か

に
運
転
し
て
も
ら
え
れ
ば
ド
ラ
イ
ブ
に

行
け
る
し
、輸
送
さ
れ
た
食
べ
物
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

に
、本
人
が
直
接
使
わ
な
く
て
も
、さ
ら

に
は
使
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
な
く

て
も
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
て
い
る
状

態
が
、あ
る
べ
き
社
会
シ
ス
テ
ム
の
重
要

な
要
素
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、ア
ク
シ
デ
ン

ト
へ
の
備
え
が
あ
る
こ
と
で
す
。自
動
車

の
場
合
、事
故
へ
の
備
え
と
し
て
ロ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
や
保
険
な
ど
の
社
会
的
な
補

償
が
整
っ
て
い
ま
す
。デ
ジ
タ
ル
社
会
で

は
、災
害
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
シ
ス
テ
ム

が
止
ま
る
と
致
命
的
な
の
で
、起
こ
り

得
る
事
態
に
向
け
た
備
え
が
な
さ
れ
て

い
る
状
態
を
早
急
に
つ
く
る
べ
き
で
す
。

　
こ
の
２
点
は
、研
究
開
発
に
携
わ
る

人
た
ち
に
も
共
有
し
、意
識
し
て
も
ら

う
べ
き
視
点
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
が
何
に

加
担
し
て
い
る
の
か

　
い
ず
れ
や
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う「
シ
ン

ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ（
Ａ
Ｉ
が
人
類
の
知
能
を

超
え
る
技
術
的
特
異
点
）」に
備
え
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
が
、シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
ティ

は
あ
く
ま
で
も
脅
威
論
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。Ａ
Ｉ
は
基
本
的
に
個
別
の
シ
ス
テ
ム

へ
の
最
適
化
を
行
う
ツ
ー
ル
な
の
で
す
。

　

人
間
は
ル
ー
ル
や
価
値
軸
の
変
更
へ

柔
軟
に
対
応
で
き
る
し
、複
数
の
価
値

観
を
比
較
・
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

い
ず
れ
Ａ
Ｉ
が
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
し
て
も
、将
来
の
社
会
に
向
け

た
選
択
は
人
間
が
把
握
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
で
し
ょ
う
。そ
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
司
法
制
度
を
ど
う
整
え
て
い

く
か
も
、こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。
　

ま
た
、Ａ
Ｉ
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
バ
イ
ア

ス（
差
別
の
強
化
）を
起
こ
す
側
面
も

持
っ
て
い
ま
す
。「
規
則
に
は
従
っ
て
い

る
」「
Ａ
Ｉ
が
最
善
と
判
断
し
た
の
だ
か

ら
そ
れ
で
い
い
」と
無
批
判
に
従
う
と
、

自
分
が
何
に
加
担
し
て
い
る
の
か
が
わ

か
ら
な
く
な
る
。私
は
こ
れ
を
、ナ
チ
ス

の
命
令
へ
忠
実
に
従
っ
た
人
を
観
察
し

た
ハ
ン
ナ・ア
ー
レ
ン
ト
に
倣
っ
て「
デ
ジ

タ
ル
版『
凡
庸
な
悪
』」と
呼
び
ま
す
。重

要
な
意
思
決
定
を
担
う
機
関
に
は
、ダ

メ
な
も
の
は
ダ
メ
と
理
由
も
含
め
て
言

う
こ
と
の
で
き
る
気
骨
の
あ
る
人
が
必

要
で
す
。そ
う
いっ
た
人
材
を
育
て
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
で
す
ね
。

　

た
だ
、導
入
の
進
む「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
」な
ど
で
も
自
治
体
単
位
で
大

き
な
差
が
つ
き
始
め
て
い
る
こ
と
へ
の
憂

慮
が
あ
り
ま
す
。10
年
後
、ど
の
よ
う
な

影
響
が
現
れ
て
く
る
か
心
配
で
す
ね
。

　
日
本
は
大
人
の
学
び
直
し
に
も
課
題

を
抱
え
て
い
る
の
で
、制
度
全
体
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

東
京
で
見
え
て
い
る
世
界
は

日
本
の
本
質
で
は
な
い

 　

私
は
東
京
出
身
な
の
で
す
が
、以
前

東
北
大
学
で
勤
め
て
い
る
頃
に
、東
京
と

地
方
で
は
意
識
や
経
済
的
な
側
面
な
ど

で
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
が
あ
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
の
所
得
格
差
が
あ
る
な
か

で
、子
ど
も
を
進
学
さ
せ
る
に
し
て
も
、

地
方
か
ら
だ
と
学
費
に
加
え
て
下
宿
代

も
重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
で
は
、無
意
識
の
う

ち
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
表
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。女
の
子
の
下
に
弟
が

い
る
場
合
と
妹
が
い
る
場
合
と
で
、大
学

へ
の
進
学
に
ど
の
よ
う
な
差
が
出
る
か

を
調
べ
た
ア
メ
リ
カ
の
調
査
で
は
、弟
が

い
る
ケ
ー
ス
だ
と
姉
の
進
学
率
が
下
が

る
傾
向
が
わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。日
本
で

も
地
方
の
ほ
う
が
、そ
う
いっ
た
傾
向
は

ま
だ
ま
だ
根
強
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
逆
に
言
う
と
、東
京
の
人
た

ち
が
同
質
化
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
に
は
、こ
の
現

状
を
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、少
な
く
と
も
今
東
京
で
見
え

て
い
る
当
た
り
前
の
世
界
は
、日
本
の

本
質
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

東
京
の
生
活
を
基
本
に
政
策
や
ビ

ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
シ
ス
テ
ム
は
ズ
レ
て
い

る
し
、も
は
や
限
界
だ
と
い
う
感
覚
は
、

仙
台
で
暮
ら
し
て
強
く
持
ち
ま
し
た
。

　

極
論
す
る
と
、東
京
以
外
の
地
域
で

数
年
以
上
働
い
た
人
し
か
入
れ
な
い
会

議
設
定
や
、地
方
大
学
の
人
を
座
長
に

据
え
る
な
ど
す
れ
ば
、多
角
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
が
出
て
く
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

回
避
し
た
い
未
来
像
か
ら

考
え
る

　
「
つ
く
り
た
い
未
来
」を
考
え
る
の

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
価
値
観
、バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
も
左
右
さ
れ
る
の
で

な
か
な
か
難
し
い
。私
は「
回
避
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」未
来
や
行
為
か
ら
考

え
る
の
が
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
回
避
し
た
い
未
来
像
も
人

に
よ
っ
て
違
う
は
ず
で
す
が
、性
別
や
国

籍
な
ど
特
定
の
立
場
の
人
を
排
除
す
る

よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
キ
ャ
ン
セ
ル
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。「
回
避
す
べ
き
も
の
」が
ち
ゃ
ん
と
見

え
て
く
れ
ば
、お
互
い
の
立
場
や
専
門
性

を
生
か
し
た
建
設
的
な
提
言
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
う
ひ
と
つ
思
う
の
は
、ど
れ
だ
け
技

術
が
進
歩
し
て
も
、人
間
は
い
き
な
り

ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。30
年
後
だ
っ
て
疲
れ
る
も
の
は

疲
れ
る
だ
ろ
う
し
、好
き・
嫌
い
の
嗜
好

や
心
情
も
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。そ
れ
さ
え
を
も
変
え
る
よ
う
な

技
術
が
出
て
き
た
と
し
た
ら
、そ
れ
は
も

は
や
ド
ラ
ッ
グ
に
相
当
す
る
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。ど
ち
ら
の
場
面
で
も
倫
理

的
な
考
察
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

技
術
の
適
用
先
に

ヒ
ン
ト
を
与
え
る

人
文・社
会
科
学
の
知

　

総
合
知
を
生
み
出
す
た
め
の
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
、学
術
分
野
を
越
え
て
や
り

取
り
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フォ
ー
ム
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。現
状
は
、大
学
で

も
学
会
で
も
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
が
ま
か
り

通
っ
て
い
る
。こ
れ
は
総
合
知
に
反
す
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。共
通
の
イ
ン
フ
ラ

上
で
質
の
高
い
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
て
よ
う

や
く
、未
来
像
を
考
え
る
よ
う
な
生
産

的
な
話
が
で
き
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　
そ
の
上
で
、人
文・社
会
科
学
の
役
割

は
技
術
を
ど
こ
に
適
用
す
る
か
の
指
針

を
示
す
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

実
装
さ
れ
る
側
の
文
化
や
歴
史
を
無
視

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
す
。

　

科
学
は
ど
う
し
て
も
、文
脈
か
ら
独

立
し
た
理
論
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、社
会
実
装
の
個
別
の
現
場
で
は
、

研
究
者
が
考
え
て
い
た
理
論
が
最
善
で

は
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

そ
う
いっ
た
と
き
に
ヒ
ン
ト
を
提
供
で
き

る
の
が
、人
文
・
社
会
科
学
の
知
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

失
敗
例
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
こ

と
も
、人
文・社
会
科
学
の
特
徴
で
す
よ

ね
。近
年
、哲
学
へ
の
期
待
が
増
し
て
い

る
と
客
観
的
に
も
感
じ
る
の
で
す
が
、

心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
ら
れ
る
の
は
違
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。哲
学
そ
の
も
の
で
悩

み
は
解
決
で
き
な
い
し
、む
し
ろ
増
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、同
じ
よ
う

に
悩
み
、失
敗
し
て
き
た
先
人
た
ち
の

事
例
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
の
は
哲

学
家
の
強
み
な
の
で
、同
じ
よ
う
な
失

敗
を
繰
り
返
し
て
落
と
し
穴
に
落
ち
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、ひ
と
こ
と
言
っ
て
あ

げ
ら
れ
る
存
在
に
は
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

村
上 

祐
子  M
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k
a

m
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u
k
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東
京
都
出
身
。東
京
大
学
教
養
学
部
卒

業
後
、東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究

科
修
士
課
程
を
経
て
、イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。国
立
情

報
学
研
究
所
、東
北
大
学
を
経
て
立
教

大
学
大
学
院
人
工
知
能
科
学
研
究
科
教

授
。専
門
は
哲
学
・
論
理
学
。道
徳
推
論

の
自
動
化
と
そ
の
社
会
的
影
響
、人
工
知

能
研
究
が
哲
学
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
関

心
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持
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。代
表
的
論
文
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Yuko(2004).U
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Data

第3章
本章では、インタビュー分析結果の
詳細を表としてまとめました。第1章
の4つの観点やポイントについて、よ
り具体的に示しています。
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失われつつある
風土と自治

関係が分断され
心身の健やかさに
欠けた暮らし

行き詰っている
産業、社会システム

蛸壺化、複雑化する
科学技術

行き過ぎた資本主義とテクノロ
ジー先行型の大きな社会モデルの
弊害で人間らしさや自然への配慮
が失われている

女性やマイノリティへの無自覚な
差別意識やレイシズムなどが残っ
ており、かつ多様性の現状認識さ
えも十分でない

高度経済成長を支え現代社会の
基盤となっているサイロ型の構造
は情報化社会にマッチしておらず、
パブリックコモンズも生み出さな
いことから限界を迎えている

先端技術が高度になり、国や自治
体レベルで浸透の度合いに大きな
差がつき始めている

現状の資本主義と社会システムの
弊害で人間らしさや自然への配慮
が失われている

無自覚な差別意識が根強く残って
いる

サイロ型の閉鎖構造が時代とミス
マッチになっている

最先端技術の浸透に地域間格差
が広がりつつある

環世界として、本来一体であるべ
き目の前の自然と私たちの暮らし
とが切り離され、社会的意味や価
値を失った資源が増えている

社会の多様化は必ず訪れるが、現
状はそれを認め合い、機能させる
までに成熟できておらず、共創的
な関係が築けていない

積層する産業構造の中で、工業モデル
から脱却できず世界に遅れを取る日
本と、富と知識が集中する情報産業が
新たな格差を生んでいるアメリカ等、
それぞれに顕著な課題を抱えている

複雑化した社会の潜在的な課題が
COVID-19や温暖化、デジタル化
等で表出し、西洋近代型の人間を
中心とした自然観や科学のあり方
だけでは対応しきれなくなっている

かつて資源だったものが、社会的
意味付けを喪失している

多様な背景・価値観に対する受容
性が機能しにくい社会構造となっ
ている

ハードウェア型、サイバー空間型そ
れぞれの課題が顕著になっている

人間中心の科学技術だけでは社会
課題に対応しきれなくなっている

日本の民主主義は政治家など一
部の属性の人々へのまかせきりに
なっており、未来づくりが自分事に
なっていない

困難な状況にいる当事者やマイノ
リティなどの居場所や声を拾い上
げる仕組みが不足し、社会システ
ムや制度設計に反映されていない

農林水産業を含む地域の産業を
支える職業教育や、博士人材の教
育・登用の仕組みが効果的に機能
しておらず、次世代を担う人材の確
保が危ぶまれている

新しく登場した技術やサービスを
利用する・できる人とそうでない人
の差が社会の分断を生じさせ、社
会全体で新しいシステムへの移行
を困難にさせている

政治への無関心による「おまかせ
民主主義」が広がっている

当事者の居場所や声を拾い上げる
仕組みが不足している

職業教育や博士号取得者の登用
システムが停滞し、次世代を担う
人材が不足している

新しい技術・サービスの利活用に
差があり、社会の分断が生じつつ
ある

ポイント

ポイント

ポイント

概要

概要

概要



守り育てられた
風土と自治

多様性やウェルビーイング
が実現された暮らし

活力ある
産業、社会システム

最適化、民主化した
科学技術
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テロワールや食の多様性など地域
が持つ文化が守られると同時に、
情報技術でグローバルに展開しな
がら発展している

社会的弱者やマイノリティの人々
が不利益を被らず、無意識のうち
に便益を享受できる社会制度が
築かれている

政策立案の東京偏重や地域間格
差などが解消され、各地域にある
切実な問題を起点とした未来の描
き方がされている

テクノロジーの重厚長大／軽簿短
小が適切に使い分けられ、地域で
運用可能な状態で普及するなど技
術が民主化されている

地域の土壌・風土を起点に未来が
語られている

マイノリティが不利益を被らない
社会制度が整備されている

各地域の切実な問題を起点に政
策立案が行われている

技術の民主化が進み、地域単位で
運用されている

日本の持つ環境や地政学的な特
徴を生かし、世界に発信できるス
タイルを築いていく

どんな背景を持つ人でも何気なくい
られる施設や、環境や家族のあり方
に合わせてつくり変えられる住居な
ど、関係性をつなぎ、創造性を刺激
する空間が各地に設けられている

サイバー・フィジカルの両面で安全
な場所へ集住することでレジリエ
ンスを高め、医療・介護や住民サー
ビスの効率化も進んだ「多極集中」
型の都市構想が実現している

遠隔技術等により身体の定義が
拡張されると同時に、人の固有性
が損なわれることなく制度面も含
めてテクノロジーと融合している

世界に先駆けたスタイルが創出さ
れている

誰もが心地よく、コミュニケーショ
ンが活性化する空間がある

多極集中型の都市デザインが実現
されている

テクノロジーにより拡張した身体
と人の固有性が融合している

地域の現場の人々が世代を超えて
培ってきた在来知や技能（身識）を
生かし、小さな規模で自立自走し
た営みが送られている

多様性が自然と発揮され、個人・
社会の両面で豊かに暮らすことの
できるウェルビーイングな世の中
をベースとした社会システム・制度
が実現している

国内外問わず集った高度な人材が
DXを追い風に流動性高く活躍し、
自由闊達にイノベーションを起こし
ている

高齢者や社会的弱者のQOL向上
を通じた真のユニバーサルデザイ
ンが浸透し、どんな条件下の人で
もテクノロジーの恩恵を得られる
社会となっている

人々が培ってきた知識や技能を生
かした自治が行われている

多様性が機能し、ウェルビーイン
グが実現される社会構造となって
いる

高度な人材が各地を流動的にめぐ
り、自由闊達なイノベーションを起
こしている

どんな条件下でも恩恵を享受でき
る真のユニバーサルデザインが浸
透している

ポイント

ポイント

ポイント

概要

概要

概要
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総合知に必要な環境

人文・社会科学の
知や特性

専門知の多様性に対する
適切な理解と活用

社会との相互作用を
重視したアカデミズム

人間の歴史や行為を正負両面から内省
するとともに、人々の記憶や物語を引き出
して表現し、未来の創造につながる知や
場を構築する

エビデンスを杓子定規に見るだけでなく、
人々の生活に根ざし、一人ひとりの違いを
丁寧に見ていく。質と量の両方がバランス
よく存在することが大切である

地域性も含むダイバーシティを反映した
評価者が、被評価者と対話を通じて未来
を共創するような新たな評価の仕組みを
構築する

過去を育てて未来をつくる 質的研究と量的研究のバランス 評価者のダイバーシティと対話を取り入
れた評価プロセス

日常生活や身の回りで見過ごしている
「当たり前」に目を向け、批判的な視点と
建設的な意識を兼ね備えた知性を持ち、
反論を恐れずに指摘する気骨を持つ

最先端技術を「ありたい未来」の実現に
向けて活用するため、思考や価値観、哲
学などをもとに人々を牽引する立場で目
的を立てる

社会課題の現場との関わりや市民との対
話など、実質的かつ主体的な活動機会を
増やすことで、社会実装に必要な要素を
明確にする

当たり前を疑う視点、批判的な知性と気
骨を持つ

「ありたい未来」の起点となる思考や価値
観、哲学の提示

社会実装や課題解決に挑む主体との現
場への参画

有用性だけでなく、人の暮らし、文化、生
きることに寄り添い、人の心がゆさぶら
れ、何かが生まれる可能性を感じ取れる
経験やセンスを持っている

各学問分野のディシプリンを超えた融合
は「行うは難し」である。異なる領域の文
化への理解に加え、かつて学問と芸術が
一体のものであった時代に立ち返ること
も大切である

社会との健全な関係性として政治・行政
への関わりは重要であり、相手の立場へ
の配慮や適切な理解に基づく働きかけを
行っていく必要がある

心をゆさぶるもの、未知なる可能性への
感性を持つ

学問分野のディシプリンが多様であるこ
とへの理解

政治・行政との建設的な関わり

先端技術の動向を踏まえて認識をアップ
デートし、技術と社会の関係がIからWe
となっていくよう導くとともに、社会実装
された後の世界や暮らしのあり方を評価
する

知識には「金槌型」と「ものさし型」があ
り、活動や実践には「課題解決型」と「価
値創造型」がある。これらは自然科学／
人文・社会科学にまたがって存在するも
ので、適性を見極めることが重要である

ビジョンや社会課題など社会的ニーズを
起点とした研究テーマと、純粋な興味関
心や問題意識など自分を起点とした研究
テーマの双方が尊重されるべきである

社会と技術の関係をIからWeに導き、実
装後の世界を評価する

オープンな関係性と
信頼のチームづくり

互いの未知をオープンにした「アマチュア
の姿勢」で異種混交の対話を楽しみ、小
さなプロトタイプからチャレンジできる関
係性をまずは構築する

対話を楽しみながら、一緒にチャレンジ
できる関係性

心が動かない空中戦や抽象的な議論で
終わってしまわないよう、何が問題なの
か、具体的な社会課題や目的を先に共有
する

社会課題や目的の共有が先導する具体
的な議論

心理的安全性が確保された状況で、互い
のイシューと我欲の双方をテーブルに出
しながら信頼関係を築く。このプロセス
に時間がかかることを、あらかじめ受け入
れておくことが肝要である

心理的安全性のある状況下での時間を
かけた信頼関係の構築

学術分野を超えて共通してやり取りがで
きるプラットフォームや、多様な背景に配
慮したコミュニケーションで関係をつなぐ
人材が、総合知の重要なインフラとなる

異分野をつなぐプラットフォームと人材「金槌型／ものさし型」の知、「課題解決
型／価値創造型」の活動

ビジョン発と興味・関心発、双方の研究を
尊重

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

概要

概要

概要

概要
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起点となるテーマ キーとなる主体 未来を創造する場ありたい未来の描き方
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概要

概要

概要

概要
マイノリティや社会的弱者などを取り巻
く諸問題を個人の意識・環境の問題とし
て対処するのではなく、それを生み出す
社会全体の問題として捉え直す

専門家だけでイノベーションを起こすこと
は困難であり、専門知を編集することで価
値を生み出していくソーシャルエディット
（社会的な編集機能）の存在が重要になる

困り事を抱えた当事者や現場から表面化
しない「声」を対話により拾い上げて問題
を社会化し、それをもとに潜在的なニー
ズを探る

さまざまな感覚を働かせて創造性を引き
出すとともに、体験を共有することで地域
やコミュニティの活性化に導く

いつの時代も変わらない人間の本質を見
極めながら、身体拡張などの新技術を踏
まえて認識をアップデートし、新たな社会
設計を導き出す

国が示す大局的でシンプルなビジョンを
もとに地域の現場が主体となり、政治や
行政は不均衡を適切にバランスする役割
を担う

未来への進路は真っすぐ一直線ではな
く、振り子のように過去へ回帰しながら
も次元を上がっていくようなスパイラル
アップ型で志向する

社会のデジタル化が加速するなかで、
フィジカルなコミュニケーションの意義や
重要性を見出し、有効に活用していく

誰もが自分事になる身近なテーマから未
来を描くことで、スタンダード化していく
可能性が高くなる

未来を担う若者が主役として議論に参加
するとともに、発信力や影響力を持つイ
ンフルエンサーなども、社会を動かす原
動力として巻き込んでいく

技術に基づく未来像ではなく、魅力的な
社会ビジョン先行の未来像があることで
多様な人が集まり、そこに至るための新た
な技術やネットワークが構築されていく

さまざまな状況にある当事者が、自らの
弱さや生きづらさをオープンな場で共有
し語り合うことが、社会・地域の未来をつ
くっていく

不確実な未来だからこそ、人口動態や自
然災害などの確実に訪れる未来や課題
を起点に議論する

現在の総花的で横並びなマスメディアか
ら脱却し、専門性を高めるとともに、速報
性ばかりを追求せずに自らの報道姿勢や
内容を省みながら長期的に取り組む新た
なメディアを構築する

その土地で受け継がれてきた慎ましやか
な暮らしを当たり前に続けていける社会
など、家族や仲間とともに平々凡々な未
来を考えていく

地域住民が自らの生きる環境「環世界」
をベースに自由なアイデアを創発できる
ような場を設計することで、持続可能な
地域がボトムアップで形づくられる

誰もが自分事化できる身近な問題をテー
マにする

未来の主役となる若者を軸に議論し、社
会への発信も推進する

ビジョン先行で未来像を描く 多様な当事者が弱さや生きづらさをオー
プンに語り合える機会を大切にする

「確実に来る未来」を起点に議論する 専門性が高く長期的な視点を持った新た
なマスメディアを構築する

「ここで、ともに、無事に」にフォーカスする 環世界を起点としたボトムアップでのアイ
デアを思考できる場を設計する

人間の変わらない本質を問い続けなが
ら認識や社会をアップデートさせる

政治・行政が全体を俯瞰し、バランス調
整役として存在する

過去と未来を行き来する螺旋上昇でデザ
インする

バーチャルとリアルの両輪でコミュニ
ケーションする

個人の問題を社会全体の問題へと捉え
直す

知を編集するソーシャルエディットで新た
な価値を創造する

現場や当事者の表面化しない声を拾い
上げて社会のニーズを探る

感覚を働かせて創造性を引き出すポイント

ポイント

ポイント

ポイント
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